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マニュアルの使い方

画面の設定

このマニュアルは、操作ボタン、サポートメニュー、タイトルメニュー、説明ページの 4 つで構成されていま

す。文字のサイズを変更する場合は、表示メニューの文字のサイズをクリックします。

操作ボタン

操作ボタンをクリックすると、画面の切り替え、テ

キストの印刷などを行えます。

マニュアルの最初の画面を表示します。

直前に表示していた画面に戻ります。

戻るボタンをクリックする前に表示してい

たページを再度表示します。

表示されているページを印刷します。（詳し

くは、P.3 を参照してください。）

マニュアルのテキストから用語や用語の一

部（文字列）を検索できます。（詳しくは、

P.3 を参照してください。）

サポートメニューの使用方法

サポートメニューのボタンをクリックすると、マ

ニュアルやアプリケーションに関する情報を確認で

きます。

表示される内容は、次のとおりです。

本マニュアルの画面表示と操作方法に

ついて

刺しゅうPRO の機能について

バージョン 7.0 の新機能と、バージョン

6.0 からの変更点について

各アプリケーションソフトの操作の流

れとの関係について

操作ボタン

サポートメニュー

タイトルメニュー

説明ページ
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マニュアルの使い方

アプリケーションソフトのサポート

サービス情報と、Web 上のサポート

ページについて

本マニュアルのサイトマップ

マニュアルのすべての項目を一覧表示して

います。

タイトルメニューと説明ページ
の使い方

■ タイトルメニューの操作

ここでは、読みたい項目を選択します。

左側に が付いているタイトルは、クリックする

と、そのタイトルの下に下位階層のタイトルが表示

され、 は に変わります。

タイトルをもう一度クリックすると、下位階層のタ

イトルは非表示にに戻ります。

が付いていないタイトルは、その下に階層はあり

ません。タイトルをクリックすると、その説明ペー

ジが表示されます。

と をクリックすると、タイトルメニューがスク

ロールし、画面に表示されていないタイトルを表示

できます。

■ 説明ページの表示方法

1. 表示されている説明で使用するアプリ

ケーションソフトが表示されます。

2. をクリックすると前のページに

戻り、 をクリックすると次の

ページに進みます。

3. クリックすると、関連するページが表示さ

れます。

4. クリックすると、そのページの最初の画面

に戻ります。

右端の と をクリックすると、説明ページがスク

ロールし、画面に表示されていない説明を表示でき

ます。

b メモ：

サポート情報にアクセスするには、インター
ネットに接続できる環境が必要です。

11
2
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マニュアルの使い方

印刷する

本マニュアルを印刷するには、プリンタが必要です。

プリンタによっては、図や画面が画面に表示された

とおりに印刷できないことがあります。

■ 説明画面の内容を印刷する

1. 印刷するページを表示します。

2. をクリックします。

3. プリンタなどを確認し、印刷をクリックし

ます。

検索機能の使い方

1. テキストボックスに、検索したい文字列を

入力します。

2. をクリックします。

→ 検索文字列が見つかったページのタイト

ルと検索したテキスト部分が、説明ページ

領域に表示されます。

3. 表示したいページのタイトルをクリック

します。

→ 選択した説明画面が表示されます。

検索結果の画面に戻るときは、

をクリックします。

関連 Web ページを表示する

1. ブラザーホームページを表示します。

b メモ：

画面に表示されているとおりに印刷するには、
背景も印刷する設定にします。

印刷の設定は、ご使用のオペレーティングシス
テムの手順に従ってください。

Windows XP および Windows Vista の場合

スタート→コントロールパネル→ネットワー
クとインターネット接続→インターネットオ
プションをクリックします。

詳細設定タブをクリックします。

背景の色とイメージを印刷するをクリックし
てチェックマークを付け、適用、OK の順にク

リックします。

Windows 2000 の場合

スタート→設定→コントロールパネル→イン
ターネットオプションをクリックします。

詳細設定をクリックします。

背景の色とイメージを印刷するをクリックし
てチェックマークを付け、適用、OK の順にク

リックします。

b メモ：

表示しているページの一部を印刷したいとき
は、印刷したい部分を選択して（反転表示にし

ます）から をクリックし、印刷ダイ

アログボックスで選択した部分を選択します。

b メモ：

Webページにアクセスするには、インターネッ

トに接続できる環境が必要です。

1
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本アプリケーションソフトの特長

「刺しゅうPRO」でできること
「刺しゅうPRO」の多彩な編集機能により、自由にあなただけの刺しゅうデータを作成できます。イラストや写

真、文字を簡単にオリジナル刺しゅうデータに変えることができます。

画像を自動的に刺しゅうデータにできます

c 詳しくは、P.21 の「画像を刺しゅうデータに自動変換する （オートパンチ機能）」を参照してください。

写真を自動的に刺しゅうデータにできます

c 詳しくは、P.30 の「写真を自動的に刺しゅうデータに変換する（フォトステッチ機能）」と P.289 の「写真を自
動的に刺しゅうデータに変換する（フォトステッチ機能）」を参照してください。
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本アプリケーションソフトの特長

オリジナルフォントを簡単に作成できます
フォントクリエイターを使用すると、オリジナルフォントを作成できます。文字データの書体にオリジナル

フォントを指定して、レイアウトセンターで使用できます。

c 詳しくは、P.296 の「オリジナルフォントをマニュアルで作成する（フォントクリエイター）」を参照してくだ

さい。

図形や文字を入力して組み合わせることができます
パソコン上で描いた図形や文字に縫い方を設定したり、刺しゅうデータを組み合わせたりすることができま

す。さらに、いろいろな縫い方を使って、様々な刺しゅうデータをデザインできます。

c 詳しくは、P.48 の「刺しゅうデータを配置する （レイアウトセンター）」を参照してください。

刺しゅう文字について

ミニサイズ文字以外の刺しゅう文字は書体によってあまり小さいサイズを設定すると、きれいに

縫製できない場合があります。

1文字のサイズは、日本語書体は 15 mm以上、欧文書体（アルファベット等）は 10 mm以上での

設定をおすすめします。

また、True Type フォントを使用する場合は、フォントのデザインによってきれいに刺しゅうデー

タに変換されない場合があります。均一な太めのラインでデザインされたTrue Typeフォントをお

選びください。
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本アプリケーションソフトの特長

4 つのアプリケーションソフトで刺しゅうデータを作成します

■ レイアウトセンター

c P.21 の「画像を刺しゅうデータに自動変換する （オートパンチ機能）」を参照してください。

c P.48 の「刺しゅうデータを配置する （レイアウトセンター）」を参照してください。

c 詳しくは、P.79 から P.194 を参照してください。

■ デザインセンター

c P.36 の「原画から刺しゅうデータを作成する （デザインセンター）」を参照してください。

c 詳しくは、P.195 から P.237 を参照してください。

■ フォントクリエイター

c P.296 の「オリジナルフォントをマニュアルで作成する（フォントクリエイター）」を参照してください。

c 詳しくは、P.238 から P.256 を参照してください。

■ ステッチクリエイター

c P.307 の「パターンの作成（ステッチクリエイター）」を参照してください。

c 詳しくは、P.257 から P.273 を参照してください。
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新機能の説明

バージョン 7 の新機能
■ 縫い方の設定

• 線の縫い方に、「3 重縫い」が追加されました。（P.151、P.154、P.219）
• 面の縫い方に、「スティップリング」が追加されました。（P.151、P.162、P.225）
• 下打ちの種類が増えました。

- 面の縫い方の設定に新しい下打ちの種類を追加しました。（P.156、P.157、P.159、P.220、P.221、P.222）
- 下打ちは、サテン縫い、マニュアルパンチング、文字にも設定できるようになりました。（P.154、P.159、

P.219）
• マニュアルパンチングにモチーフ縫いを設定できるようになりました。（P.151）
• 面にパイピング縫いを設定できるようになりました。（P.151）
• サテン縫いの角のタイプを選べるようになりました。

- 角のタイプは 2 種類あります。（P.154、P.219）
• モチーフ縫いの縫い方設定が拡充されました。

- モチーフの縦と横のスペースを指定できます。（「スペース」（P.155）、「スペース横」と「スペース縦」

（P.161、P.224））
- モチーフのサイズを 100 × 100mm まで指定できます。（P.155、P.161、P.224）

■ 編集機能とソフトウェアの設定
• 矢印キーを押し続けると、矢印の方向に移動し続ける機能が追加されました。（P.102、P.107、P.204、P.207）
• よく使う縫い方を保存できるようになりました。（P.167、P.227）
レイアウトセンター

• 新規作成したオリジナルフォントをレイアウトセンターで使えるようになりました。（フォントクリエイターで

作成）（P.305）
• ミニサイズ文字が追加されました。（最小文字サイズ 3.0mm）（P.138）
• True Type フォントを使用して、アルファベット以外の文字（中国語、韓国語など）からも刺しゅうデータを作

成できるようになりました。（P.324）
• モノグラム機能の飾り模様の種類が増えました。また、モノグラム文字の部分に、内蔵フォント、True Type

フォント、およびフォントクリエイターで作成したオリジナルフォントを使えるようになりました。（P.69、 
P.141）

• テキストの個々の文字をドラッグして編集できるようになりました。文字間、サイズ、回転、基準線からのオフ

セットの変更は、個々の文字をドラッグして実行できるようになりました。文字の変形もドラッグしてできるよ
うになりました。（P.134、P.137）

• オートパンチ機能で、曲線の輪郭を作成できるようになりました。（P.84）
• 曲線の形の編集機能が向上しました。（P.110、P.110、P.111）
• ツールボックスに図形ツールが追加され、24 種類の図形が簡単に描画できるようになりました。（P.122）
• 取り込み・書き出しができる刺しゅうデータのファイル形式が 6 種類増えました。次の形式をサポートしていま

す。.pec、.pes、.dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、.jef、.sew、.csd、.xxx、 .phc（.pec と .phc は取り込みの

み） (P.96、 P.277)
• 画像表示のしかたで、画像表示の濃さを選択できるようになりました。（P.82）
• レイアウトセンターで、画像ファイル、.pes ファイル、刺しゅうデータファイルをドラッグアンドドロップで開

いたり、取り込んだりできるようになりました。（P.79、P.96、P.97）
• フォトステッチ機能が向上しました。

- 写真から刺しゅうデータをより簡単に作成できるようになりました。（P.30、P.85、P.88、P.289）
- 処理速度と色の選択機能が向上しました。（P.30、P.85、P.289）

• 刺しゅう枠より大きなサイズの刺しゅうを作成できるようになりました。（P.191、P.313）。
デザインセンター

• 「輪郭線の選択」ダイアログボックスで色と色の境界線を抽出できるようになりました。（P.198、P.199）
• 輪郭データステージのポイント編集に、線の接続と切断の機能が追加されました。（P.208）
• 縫い方設定ステージで、輪郭線の一部の糸色を変えることができるようになりました。（P.213）
• 縫い方設定ステージのツールバーに、レイアウトセンターで縫い方設定ステージの刺しゅうデータを取り込むボ

タンが追加されました。（P.45、P.236）
• 元に戻す / やり直しが、輪郭線画ステージでは 5 回、輪郭データステージと縫い方ステージでは 20 回まででき

るようになりました。（P.207）
• 輪郭データステージに下絵を、また、縫い方設定ステージのリファレンスウィンドウで原画を表示できるように

なりました。（P.202、P.210）
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新機能の説明

デザインデータベース
• デザインデータベースからレイアウトセンターに、刺しゅうファイルをドラッグアンドドロップで開いたり取り

込んだりできるようになりました。（P.277、P.277）
• デザインデータベースからオリジナルカードに刺しゅうデータの書き込みできるようになりました。（P.284）
• 印刷、CSV ファイル出力、またはファイルプロパティ表示の情報に、糸番号が追加されました。（P.66、P.67、

P.278、P.287、P.288）
■ 全般

• オリジナルフォントを作成するためのフォントクリエイターが新しく追加されました。（P.238、P.296）
• プログラムの最新バージョンを自動的にチェックして更新できるようになりました。（P.11）
• 画像や刺しゅうデータのサンプルファイルが新たに追加されました。
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操作の流れ

• .pel .pem
• .pef

• .pes

• .pas .pmf
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サポート / サービス

ユーザーインフォメーション
本製品についての、使い方やアフターサービスについてご不明な場合はお買い上げの販売店または「お客様

相談室（ミシン 119 番）」までお問い合わせください。

お客様相談室（ミシン 119 番）0120 - 340 - 233

〒 467-8577　愛知県名古屋市瑞穂区苗代町 15-1
お客様相談室（ミシン 119 番）
TEL: 0120 - 340 - 233 FAX: 052 - 824 - 3031

営業時間：月曜日～金曜日　9 : 00 ～ 17 : 30 土曜日　9 : 00 ～ 12 : 00　13 : 00 ～ 17 : 00
（祝祭日、ブラザー販売（株）休日を除く）

本製品のサポート情報については、下記アドレスの弊社 Web サイトをご覧ください。

ブラザーソリューションセンター（http://solutions.brother.co.jp/）

オンライン登録
アップグレード等のご連絡や、今後の製品開発・改良の貴重な資料とさせていただくため、本製品は登録手続

きを短時間で行えるようにオンラインでユーザー登録できるようになっております。

レイアウトセンターのヘルプメニューのオンライン登録をクリックすると、ブラウザが起動し弊社のホーム

ページ「オンラインユーザー登録」のページが開きます。

a 注意 :

ユーザーインフォメーションにお問い合わせいただく前に、次の情報をお手元にご用意ください。

• パソコンのモデル名と Windows® オペレーティングシステム。（システム要件については、クイッ

クスタートガイドを参照してください。）
• 表示されるエラーメッセージ。この情報は、ご質問に迅速に回答するために役立ちます。

http://solutions.brother.co.jp/
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サポート / サービス

最新のプログラムにアップデートする
お使いの刺しゅうPRO Ver.7 を最新のプログラムにするには以下の２つの方法があります。

方法１：刺しゅうPRO Ver.7 のホームページ
からアップデートプログラムをダウンロード
してインストールする

1. 刺しゅうPRO Ver.7のホームページを開く

レイアウトセンターのヘルプ→刺しゅうPRO
WEB ページをクリックします。

2. アップデートプログラムをダウンロード

してインストールする

ホームページに最新のアップデートプログラ

ムの情報が表示されます。ページ上に表示され

るダウンロードの方法とアップデートの方法

に従って操作します。

方法２：レイアウトセンターのソフトウェア
の更新確認機能を使用する

レイアウトセンターのソフトウェアの更新確認機能

を使用して、最新のプログラムになっているか自動

的にチェックし、アップデートします。

1. レイアウトセンターを起動します。
b メモ：

Windows Vista をお使いのお客様には、方法１

によるアップデートを推奨します。

a 注意 :

最新のプログラムにアップデートする場合
は、Administratorの権限のついたユーザーアカ

ウントでログオンしてください。Administrator
の権限のついたユーザーアカウントでのログ
オンについて詳しくは Windows の取扱説明書

を参照してください。

a 注意 :

インターネットに接続していないパソコン
ではこの機能は使用できません。

a 注意 :

インターネットに接続していないパソコン
ではこの機能は使用できません。

a 注意 :

Windows Vista の場合は、以下の手順でレイ

アウトセンターを起動してください。
1.メニューでレイアウトセンターをポイン
トし、右クリックすると、下図のような
ポップアップメニューが表示されます。管
理者として実行をクリックしてください。

2.ユーザアカウント制御ダイアログが表示
されるので、許可をクリックしてくださ
い。
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サポート / サービス

2. レイアウトセンターのヘルプ→ソフト

ウェアの更新を確認をクリックします。

→ 以下のメッセージが表示された場合は、プ

ログラムは最新になっています。

→ 以下のメッセージが表示された場合は、プ

ログラムは最新になっていません。はいを

クリックすると、Web から最新のプログ

ラムがダウンロードされます。

3. ダウンロードが終了したら、レイアウトセ

ンターおよび他の刺しゅうPRO のアプリ

ケーションを全て終了してください。

4. レイアウトセンターを再起動します。

以上でアップデート作業は完了です。

b メモ：

アプリケーション起動時に更新を確認するを
チェックすると、プログラムの起動時に毎回最新
のプログラムになっているかチェックします。

更新内容の確認をクリックすると、変更内容が
表示されます。

a 注意 :

Windows Vistaの場合は、レイアウトセンター

を再起動するときも、P.11 の「注意」と同様

に管理者として実行をクリックしてくださ
い。
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アプリケーションを起動する / 終了する

レイアウトセンターを起動する
レイアウトセンターでは、原画から刺しゅうデータを自動的に作成したり、図形データや文字データを作成、

編集し、それらを組み合わせて刺しゅうデータを作成したりできます。

1. をクリックし、すべてのプログ

ラム→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセ

ンターを選択すると、レイアウトセンター

画面が開きます。

→ レイアウトセンター画面が表示されます。

デザインセンターを起動する
デザインセンターでは、4 つのステージを踏むことにより原画から刺しゅうデータを作成できます。

1. をクリックし、すべてのプログ

ラム→刺しゅうPRO Ver.7→デザインセン

ターを選択すると、デザインセンター画面

が開きます。

→ どのように刺しゅうを作りますかダイア

ログボックスとデザインセンター画面が

表示されます。

b メモ：

• ディスプレイ画面全体にレイアウトセン
ター画面を表示するには、タイトルバーの右
端の最大化ボタンをクリックします。

• デザインページの設定を変更できます。メ
ニューバーのオプション→ デザインページ

の設定クリックします。（詳しくは、P.100
を参照してください。） デザインページの標

準サイズは 100 × 100mm です。

• アプリケーションで使う長さの単位は、mm
またはインチから選択できます。詳しくは、
P.185 の「長さの単位を変更する」を参照し

てください。
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アプリケーションを起動する / 終了する

フォントクリエイターを起動する
フォントクリエイターでは、オリジナルフォントのフォントデータを作成できます。

1. をクリックし、すべてのプログ

ラム→刺しゅうPRO Ver.7→フォントクリ

エイターを選択すると、フォントクリエイ

ター画面が開きます。

→ フォントクリエイター画面が表示されま

す。

ステッチクリエイターを起動する
ステッチクリエイターでは、プログラムタタミ縫いとモチーフ縫いのパターンの作成、編集、保存ができます。

そのパターンは、プログラムタタミ縫いまたはモチーフ縫いの他、縫い方が設定された面に設定するスタンプ

に利用できます。

1. をクリックし、すべてのプログ

ラム→刺しゅうPRO Ver.7→ステッチクリ

エイターを選択すると、ステッチクリエイ

ター画面が開きます。

→ ステッチクリエイター画面が表示されま

す。
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アプリケーションを起動する / 終了する

デザインデータベースを起動する
デザインデータベースでは、パソコン上の刺しゅうファイルの検索やプレビューができ、ファイルを整理した

り、見つけ出したりすることが簡単にできます。

1. をクリックし、すべてのプログ

ラム→刺しゅうPRO Ver.7→デザインデー

タベースを選択すると、デザインデータ

ベース画面が開きます。

→ デザインデータベース画面が表示されま

す。

2. フォルダビュー内のフォルダをクリック

します。

→ フォルダ内のすべての刺しゅうファイル

がコンテンツビューに表示されます。

アプリケーションを終了する
作業が完了したら、アプリケーションを終了します。

1. メニューバーのファイル→終了をクリッ

クします。

→ 画面が閉じます。

b メモ：

次の拡張子のファイルのみが表示されます。
.pes　.dst　.exp　.pcs　.hus　.vip　.shv　.jef
.sew　.csd　.xxx　.phc　.pen

b メモ：

タイトルバーの右端の閉じるボタンをクリッ
クしても、アプリケーションを終了できます。
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画面とツールについて

レイアウトセンター画面
初期設定で表示されるデザインページのサイズは 100 × 100mm です。

1 タイトルバー

2 メニューバー

各機能を実行します。

3 ツールバー

各メニュー機能へのショートカットです。

4 縫い方バー

刺しゅうデータの縫い方（糸色、縫い方の種類）

等を設定します。

5 ツールボックス

刺しゅうデータの作成、選択、編集に使用します。

6 ステータスバー

簡単な情報を表示します。

7 リファレンスウィンドウ

リファレンスウィンドウには、常にデザインペー

ジ全体または刺しゅうデータ全体が表示され、デ

ザインページをズームイン表示にしても、全体の

どの部分が表示されているかを確認できます。

（詳しくは、P.178 の「刺しゅうデータを リファ

レンスウィンドウで見る」を参照してください。）

8 デザインページ

この領域内で、刺しゅうデータを作成します。

9 作業領域

0 最小化ボタン

A 最大化ボタン

B 閉じるボタン

2

8

3
4

5

6

A
0

9

1 B

7
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画面とツールについて

デザインセンター画面
初期設定で表示されるデザインページのサイズは 100 × 100mm です。

1 タイトルバー

2 メニューバー

各機能を実行します。

3 ツールバー

各メニュー機能へのショートカットです。

4 縫い方バー

刺しゅうデータの縫い方（糸色、縫い方）を設定

します。（縫い方設定ステージのみ）

5 ツールボックス

画像や刺しゅうデータの選択、編集に使用しま

す。原画ステージにはありません。他のステージ

では、それぞれ異なったツールボックスが表示さ

れます。（上の画面は、縫い方設定ステージの画

面です。）

6 ステータスバー

簡単な情報を表示します。

7 リファレンスウィンドウ

リファレンスウィンドウには、常に輪郭データま

たは刺しゅうデータ全体が表示され、デザイン

ページをズームイン表示にしても、全体のどの部

分が表示されているかを確認できます。（詳しく

は、P.209 の「刺しゅうデータを リファレンス

ウィンドウで見る」を参照してください。）

8 デザインページ

この領域内で、刺しゅうデータを作成します。

9 作業領域

0 最小化ボタン

A 最大化ボタン

B 閉じるボタン

2

8

4

5

6

B

0

9

1

7

A3
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画面とツールについて

フォントクリエイター画面

1 タイトルバー

2 メニューバー

各機能を実行します。

3 ツールバー

各メニュー機能へのショートカットです。

4 文字の選択バー

作成、編集する文字を選択します。

5 ツールボックス

フォントデータの作成、選択、編集に使用します。

6 ステータスバー

簡単な情報を表示します。

7 プレビュー画面

フォントデータをプレビューできます。どのよう

な縫い目になるか確認できます。

8 デザインページ

この領域内で、フォントデータを作成します。

9 ガイドライン（固定）

2 本のガイドラインの間隔が、文字の高さの基準

になります。

0 ガイドライン（移動可能）

このガイド線は、文字の形に応じて移動できま

す。2 本の赤いガイドラインの間隔が、文字の幅

の基準になります。3 本の青いガイドラインは、

上から、アルファベット文字のアクセントの位

置、小文字の上端、小文字の下端になります。

A 作業領域

B 最小化ボタン

C 最大化ボタン

D 閉じるボタン

0

C
B

A

D

7

9
8

0

2

4

5

6

1

3
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画面とツールについて

ステッチクリエイター画面

1 タイトルバー

2 メニューバー

各機能を実行します。

3 ツールバー

各メニュー機能へのショートカットです。

4 ツールボックス

パターンの作成、選択、編集に使用します。

（下の 4 つのボタンは、モチーフモードでは表示

されません。）

5 ステータスバー

簡単な情報を表示します。

6 プレビュー画面

パターンがいくつか並べられてプレビュー表示

されます。どのような縫い目になるか確認できま

す。

7 デザインページ

この領域内で、パターンを作成します。

8 作業領域

9 最小化ボタン

0 最大化ボタン

A 閉じるボタン

2

7

3

4

5

A

9

1

6

8

0
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画面とツールについて

デザインデータベース画面

1 タイトルバー

2 メニューバー

各機能を実行します。

3 ツールバー

各メニュー機能へのショートカットです。

4 フォルダビュー

パソコン上のフォルダ階層や、実行された検索の

結果を表示します。

5 カード読み込みボタン

オリジナルカードを読み込みます。

6 フォルダ内容表示ボタン

フォルダビューとコンテンツビューを、パソコン

のフォルダ内容に切り替えます。

7 刺しゅう枠セレクタ

オリジナルカードに刺しゅうデータを書き込む

ときに、枠サイズを選択します。

8 カード容量インジケータ

オリジナルカードの容量に対する、選択した刺

しゅうデータ（書き込み候補リストに追加した

データ）の容量が表示されます。

9 書き込みボタン

書き込み候補リストに表示されている刺しゅう

データを、オリジナルカードに書き込みます。

0 削除ボタン

選択されたデータを書き込み候補リストから削

除します。

A ステータスバー

簡単な情報を表示します。

B 書き込み候補リスト

オリジナルカードに書き込む刺しゅうデータが

表示されます。

C 追加ボタン

コンテンツビューで選択した刺しゅうデータを、

書き込み候補リストに追加します。

D カード書き込みビューの表示 / 非表示ボタン

刺しゅうデータをオリジナルカードへ書き込む

ときにクリックします。カード書き込みビューの

表示 / 非表示を切り替えます。

E コンテンツビュー

選択したフォルダにあるすべての刺しゅうデー

タの一覧、またはサムネイル（アイコン）を表示

します。

F 最小化ボタン

G 最大化ボタン

H 閉じるボタン

2
1

3

A

7

8

9

0

5

6

E

D

B

C

H

G

F

4
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使ってみましょう

画像を刺しゅうデータに自動変換する
（オートパンチ機能）

ここでは、オートパンチ機能を使って自動的に画像から刺しゅうデータを作成します。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 レイアウトセンターに
画像データを取り込む

まず、刺しゅうデータに変換する画像（原画）を
取り込みます。
ここでは、アプリケーションに付属している
チューリップの画像（tulip.bmp）を使用します。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

画像を取り込みます。

メニューバーの画像→入力→ファイルからを

クリックします。

ClipArt フォルダをダブルクリックして開きま

す。

ステップ 1 レイアウトセンターに画像データを取り込む

ステップ 2 画像を刺しゅうデータに自動変換する

ステップ 3 刺しゅうデータをプレビューする

ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

ステップ 5 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

b メモ：

デザインページの標準サイズは、100×100mm
です。

b メモ：

Sampleフォルダは\Program Files\Brother\刺
しゅうPRO Ver.7\Sample にあります。

2
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使ってみましょう

サンプルファイル tulip.bmp を選択し、開くを

クリックするか、ファイルのアイコンをダブル

クリックします。

→ 画像が作業領域に表示されます。

画像のサイズや位置を調整します。

ハンドルをドラッグして、画像のサイズを調整

します。

画像の上にカーソルを移動し、希望する位置ま

でドラッグします。

ステップ 2 画像を刺しゅうデータ
に自動変換する

次に、画像を自動的に刺しゅうデータに変換しま
す。

変換方法を選択します。

メニューバーの画像→ステッチウィザードの

起動をクリックします。

オートパンチを選択し、次へをクリックしま

す。

b メモ：

ハンドルが見えなくなった場合は、画像を右ク
リックして表示されたメニューから画像のサ
イズと位置をクリックします。

3

ハンドル

ステータスバーに画像のサイズが
表示されます。

1
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使ってみましょう

画像を刺しゅうデータに自動変換します。

変換結果を確認して、完了をクリックします。

→ 変換された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

ステップ 3 刺しゅうデータを
プレビューする

完成した刺しゅうデータをプレビューします。

メニューバーの表示→リアルプレビューをク

リックします。

通常表示に戻すには、表示→リアルプレビュー

をクリックするか、 キーを押します。

ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

刺しゅうデータが完成したら、後で呼び出せるよ
うに保存できます。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

2

Esc
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使ってみましょう

保存をクリックします。

ステップ 5 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

1

2

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていない
ため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さい。」
というエラーメッセージが表示されます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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使ってみましょう

画像を刺しゅうデータに自動変換する
（クロスステッチ機能）

ここでは、クロスステッチ機能を使って、自動的に画像からクロスステッチの刺しゅうデータを作ります。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 レイアウトセンターに
画像データを取り込む

まず、刺しゅうデータに変換する画像（原画）を
取り込みます。
ここでは、アプリケーションに付属している
チューリップの画像（tulip.bmp）を使用します。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

画像を取り込みます。

メニューバーの画像→入力→ファイルからを

クリックします。

ClipArt フォルダをダブルクリックして開きま

す。

サンプルファイル tulip.bmp を選択し、開くを

クリックするか、ファイルのアイコンをダブル

クリックします。

ステップ 1 レイアウトセンターに画像データを取り込む

ステップ 2 画像を刺しゅうデータに自動変換する（クロスステッチ機能）

ステップ 3 刺しゅうデータをプレビューする

ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

ステップ 5 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

2
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使ってみましょう

→ 画像が作業領域に表示されます。

画像のサイズや位置を調整します。

ハンドルをドラッグして、画像のサイズを調整

します。

画像の上にカーソルを移動し、希望する位置ま

でドラッグします。

ステップ 2 画像を刺しゅうデータに自動
変換する（クロスステッチ機能）

次に、画像を自動的に刺しゅうデータに変換しま
す。

変換方法を選択します。

メニューバーの画像→ステッチウィザードの

起動をクリックします。

クロスステッチを選択し、次へをクリックしま

す。

画像を刺しゅうデータに自動変換します。

刺しゅうデータ作成のための設定を行って、次

へをクリックします。ここでは、標準設定をそ

のまま使います。

b メモ：

ハンドルが見えなくなった場合は、画像を右ク
リックして表示されたメニューから画像のサ
イズと位置をクリックします。

3

ハンドル

ステータスバーに画像のサイズが
表示されます。

1

2
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使ってみましょう

変換結果を確認して、完了をクリックします。

→ 変換された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

ステップ 3 刺しゅうデータを
プレビューする

完成した刺しゅうデータをプレビューします。

メニューバーの表示→リアルプレビューをク

リックします。

b メモ：

画像を刺しゅうデータに自動変換する場合、さ
まざまな設定を使用できます。（詳しくは、P.93
の「クロスステッチを選択した場合」を参照し
てください。）

b メモ：

刺しゅうデータに変換されない領域は、X マー

クで埋められて表示されます。変換される領域
は、変更することができます。（詳しくは、P.93
の「クロスステッチを選択した場合」を参照し
てください。）

これらの領域は
縫われません。

b メモ：

原画を非表示にするには、画像→表示設定→表
示しないをクリックします。
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使ってみましょう

通常表示に戻すには、表示→リアルプレビュー

をクリックするか、 キーを押します。

ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

刺しゅうデータが完成したら、後で呼び出せるよ
うに保存できます。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステップ 5 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

Esc

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

1

2
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→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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写真を自動的に刺しゅうデータに変換する
（フォトステッチ機能）

ここでは、フォトステッチ機能を使って、自動的に写真から刺しゅうデータを作ります。

この手順は、次のような操作の流れになっています。自動補正された「候補」から最適なプレビューを選択

する方法で設定を行い、自動的に刺しゅうデータに変換します。

ステップ 1 レイアウトセンターに
写真データを取り込む

まず、刺しゅうデータに変換する画像（原画）を
取り込みます。
ここでは、アプリケーションに付属している少女
の写真（girl-face.bmp）を使用します。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

画像を取り込みます。

メニューバーの画像→入力→ファイルからを

クリックします。

Photo フォルダをダブルクリックして開きま

す。

サンプルファイル girl-face.bmp を選択し、開

くをクリックするか、ファイルのアイコンをダ

ブルクリックします。

ステップ 1 レイアウトセンターに写真データを取り込む

ステップ 2 画像を刺しゅうデータに自動変換する

ステップ 3 刺しゅうデータをプレビューする

ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

ステップ 5 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

2
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画像のサイズや位置を調整します。

ハンドルをドラッグして、画像のサイズを調整

します。

画像の上にカーソルを移動し、希望する位置ま

でドラッグします。

ステップ 2 画像を刺しゅうデータ
に自動変換する

次に、画像を自動的に刺しゅうデータに変換します。

変換方法を選択します。

メニューバーの画像→ステッチウィザードの

起動をクリックします。

フォトステッチ 1 を選択し、カラーを選択して

から、次へをクリックします。

刺しゅうデータに変換する写真の領域（マ

スクの形状と位置）を調整します。

マスクの形状を選択します。

b メモ：

ハンドルが見えなくなった場合は、画像を右ク
リックして表示されたメニューから画像のサ
イズと位置をクリックします。

3

ハンドル

ステータスバーに画像の
サイズが表示されます

1

2

マスク

リスト
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ハンドルをドラッグして、マスクのサイズを調

整します。

マスクの内側にカーソルを移動し、マスクの位

置を調整して、次へをクリックします。

変換する領域のプレビューを確認して、次へを

クリックします。

画像を刺しゅうデータに自動変換します。

候補から選択をクリックします。

→ オリジナルの画像を基準として、明るさと

コントラストが自動補正された6種類のプ

レビューが、候補から選択ダイアログボッ

クスに表示されます。選択されているプレ

ビューが、現在の設定のプレビューです。

b メモ：

刺しゅうデータが作成されない部分は、X マー

クで埋められます。

b メモ：

画像を刺しゅうデータに変換するときに、変換
のパラメータの設定をそれぞれ変更できます。
（詳しくは、P.87 を参照してください。）

3
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設定したい候補を選択し、OK をクリックしま

す。

→ 選択したプレビューがプレビュー画面に

表示されます。

プレビューを確認して、完了をクリックしま

す。

→ 変換された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

ステップ 3 刺しゅうデータを
プレビューする

完成した刺しゅうデータをプレビューします。

メニューバーの表示→リアルプレビューをク

リックします。

通常表示に戻すには、表示→リアルプレビュー

をクリックするか、 キーを押します。Esc
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ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

刺しゅうデータが完成したら、後で呼び出せるよ
うに保存できます。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステップ 5 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

1

2
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→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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原画から刺しゅうデータを作成する
（デザインセンター）

マニュアルで原画から刺しゅうデータを作ってみましょう。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 原画データを取り込む
（原画ステージ）

まず、刺しゅうデータに変換する原画を取り込み
ます。
ここでは、アプリケーションに付属している花の
画像（Flower.bmp）を使用します。

デザインセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→デザインセンターを選

択します。

をクリックします。

原画ファイルを開きます。

をクリックします。

サンプルファイル Flower.bmp を選択し、開く

をクリックするか、ファイルのアイコンをダブ

ルクリックしてファイルを開きます。

→ 原画（画像ファイル）が、デザインページ

と輪郭線の選択ダイアログボックスに表

示されます。

ステップ 1 原画データを取り込む（原画ステージ）

ステップ 2 色の選択による原画の輪郭の抽出

ステップ 3 輪郭線画を編集する（輪郭線画ステージ）

ステップ 4 縫い方を設定する （縫い方設定ステージ）

ステップ 5 刺しゅうデータをプレビューする

ステップ 6 刺しゅうデータを保存する

ステップ 7 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

2
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ステップ 2 色の選択による原画の
輪郭の抽出

原画（画像ファイル）を開いたら、輪郭線（刺しゅ
うの輪郭線）に使用する色を選択する輪郭線画ス
テージに移動します。

カーソルを原画上に移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

輪郭線をクリックします。

→ クリックした部分の色が右側のボックス

に表示されます。チェックボックスに

が表示されてその色が選択されたこ

とを示します。

プレビューをクリックして、輪郭線画のプレ

ビューを確認します。

プレビューが思い通りの輪郭線画で表示され

たら、OK をクリックします。

b メモ：

ズームスライダを上下に動かすと、原画の表示
倍率を調整できます。拡大表示されているとき
は、スクロールすると別の部分を表示できま
す。

ズームスライダ

b メモ：

輪郭線以外の色を選択してしまった場合は、そ
の色の横にあるチェックボックスのチェック
を外すと、選択が解除されます。

b メモ：

プレビューがダイアログボックスに隠れて見
えない場合は、タイトルバーにカーソルを置
き、ダイアログボックスをドラッグして、ダイ
アログボックスを使いやすい位置に移動して
ください。
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→ 輪郭線画がデザインページに表示されま

す。

ステップ 3 輪郭線画を編集する
（輪郭線画ステージ）

輪郭線画の線の修正が必要になることがありま
す。面部は、線や交差する線によって囲まれてい
ることを確認してください。
ここでは、葉脈を追加し、葉を取り除きます。
輪郭線画の編集が終わったら、輪郭データステー
ジに移動して、線画を輪郭データに変換します。

葉脈を追加します。

をクリックします。

→ 作業領域にカーソルを移動すると、カーソ

ルの形が に変わります。

葉脈を追加する葉をクリックします。

をクリックします。

1

b メモ：

• 輪郭線画をさらにズームインするには、線画
を繰り返しクリックします。

• 特定の部分をズームインするには、目的の場
所を囲むようにドラッグします。ドラッグす
ると点線の四角形が表示され、マウスボタン
を放すと選択した領域がズームインされま
す。

• ズームアウトするには、 をクリックして

から線画をクリックします。
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→ 作業領域にカーソルを移動すると、カーソ

ルの形が に変わります。

左マウスボタンを押したまま、カーソルをド

ラッグして葉脈を描きます。

葉を取り除きます。

をクリックして、輪郭線画全体のプレ

ビューを表示します。

→ デザインページがデザインセンター画面

いっぱいに表示されます。

をクリックします。

→ 作業領域にカーソルを移動すると、カーソ

ルの形が に変わります。

取り除きたい葉をクリックします。

をクリックします。

→ カーソルを作業領域に移動すると、カーソ

ルの形が に変わります。

カーソルを取り除く葉の上に置いて、マウスの

右ボタンを押します。

→ カーソルの形が に変わります。

2
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マウスのボタンを押したまま、カーソルを慎重

にドラッグして線を消去します。

をクリックして、輪郭線画全体のプレ

ビューを表示します。

→ デザインページがデザインセンター画面

いっぱいに表示されます。

輪郭線画を輪郭データに変換します。

メニューバーのステージ→輪郭データステー

ジをクリックするか、 をクリックします。

ここでは、標準設定をそのまま使用します。OK
をクリックします。

→ 輪郭線画が、輪郭データに変換されます。

b メモ：

まちがって線を消してしまった場合は、編集→
元に戻すをクリックするか、または元に戻すボ

タン  をクリックすると、直前の操作を取

り消すことができます。輪郭線画ステージで
は、5 回まで元に戻すことができます。

b メモ：

輪郭線画を輪郭データに変換するときに、各設
定を変更できます。（詳しくは、P.201 の「輪

郭線変換の設定を指定する」を参照してくださ
い。）

3
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ステップ 4 縫い方を設定する
（縫い方設定ステージ）

刺しゅうデータの各部分に縫い方を設定します。

輪郭データを刺しゅうデータに変換しま

す。

メニューバーのステージ→縫い方設定ステー

ジをクリックするか、 をクリックします。

輪郭線の縫い方を設定します。

をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

輪郭線の色を変更するには、 をクリック

し、クロを選択してから閉じるをクリックしま

す。（ここでは、初期設定のクロを使用します。）

→ 選択された色で、 が表示されます。

→サテン縫いをクリックして、縫

い方をサテン縫いに変更します。

輪郭線をクリックし、縫い方をサテン縫いに設

定します。

1

2

b メモ：

タイトルバーにカーソルを置き、ダイアログ
ボックスをドラッグすると、ダイアログボック
スを使いやすい位置に移動できます。
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→ 次のように、輪郭線が赤い破線で表示され

ます。

面の縫い方を設定します。

をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方の

設定バーが次のように表示されます。 

葉の面の色を設定するには、 をクリック

してキミドリを選択し、次に閉じるをクリック

します。

→ 選択された色で、 が表示されます。

葉の面の縫い方を設定します。ここでは、初期

設定のタタミ縫いにします。

タタミ縫いの縫い方を設定します。メニュー

バーの縫い方→縫い方の設定をクリックしま

す。

b メモ：

輪郭線の幅が太すぎる場合は、縫い方→縫い方
の設定をクリックして、縫い方の設定ダイアロ
グでサテン幅を変更し、輪郭線をクリックして
変更を設定します。

3
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タタミ縫いの縫い角度を変更します。一定をク

リックし、カーソルを下の赤い矢印上に移動

し、その矢印をドラッグして角度を設定しま

す。

設定する葉の面をクリックします。

→ 選択した面を囲む線が赤い破線で表示さ

れます。

同様にして、すべての葉の面の縫い方を設定し

ます。

→ 葉の面に縫い方を設定すると、次のような

イメージが表示されます。 

葉の場合と同様に、花の部分に縫い方を設定し

ます。葉の設定と同様の手順で、ピンクを選択

し、縫い角度をいろいろな角度に設定してか

ら、設定する面をクリックします。

a 注意：

下図のように、閉じていない（線で完全に囲
まれていない）面は縫い方を設定できません。

面に縫い方が設定できない場合は、輪郭デー
タステージに戻り、面を囲む線を閉じてくだ
さい。ポイント編集ツールを使って、繋がっ
ていない線を編集します。 （詳しくは、P.207
の「輪郭データのポイントを編集する」を参
照してください。）
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花の残りの面の縫い方を設定します。アカを選

択し、縫い角度を設定してから、設定する面を

クリックします。

ステップ 5 刺しゅうデータを
プレビューする

完成した刺しゅうデータをプレビューします。

プレビューで縫い方を確認します。

メニューバーの表示→プレビューをクリック

します。

通常表示に戻すには、表示→プレビューをク

リックするか、 キーを押します。

リアルプレビューで仕上がりを確認しま

す。

メニューバーの表示→リアルプレビューをク

リックします。
1

Esc

2
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通常表示に戻すには、表示→リアルプレビュー

をクリックするか、 キーを押します。

ステップ 6 刺しゅうデータを保存する

作成した刺しゅうデータは保存しておくことがで
きます。

ファイル→名前を付けて保存をクリックしま

す。

ファイル名を入力します。

必要に応じて、ドライブとフォルダを変更して

ください。

保存をクリックします。

ステップ 7 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

レイアウトセンターに刺しゅうデータを

取り込みます。

ステージ→レイアウトセンターへ送るをク

リックするか、 をクリックします。

→ レイアウトセンターが起動します。

Esc

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

1
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取り込みをクリックします。

→ デザインセンターで作成した刺しゅう

データがレイアウトセンターに取り込ま

れます。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

2
a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

デザインセンターを終了します。

デザインセンター画面を表示します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

b メモ：

レイアウトセンターでは、刺しゅうデータは
.pes ファイル形式で保存されます。

刺しゅうデータを保存するには、レイアウトセ
ンターでファイル→名前を付けて保存をク
リックします。

4

5
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刺しゅうデータを配置する
（レイアウトセンター）

ここでは、デザインセンターで作成した刺しゅうデータを取り込んで、それをレイアウトセンターで他の刺

しゅうデータと組み合わせます。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

最終的には次のような刺しゅうデータができあがります。

ステップ 1 デザインセンターから 刺しゅうデータを取り込む

ステップ 2 文字を加える

ステップ 3 図形を描く

ステップ 4 刺しゅうデータをプレビューする

ステップ 5 刺しゅうデータを保存する

ステップ 6 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む
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ステップ 1 デザインセンターから
刺しゅうデータを取り込む

ここでは、「原画から刺しゅうデータを作成する

（デザインセンター）」の項で、デザインセンター
を使って作成した刺しゅうデータ（Flower.pem）

を取り込みます。

デザインセンターで刺しゅうファイルを

開きます。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→デザインセンターを選

択します。

をクリックします。

サンプルファイル Flower.pem を選択し、開く

をクリックするか、ファイルのアイコンをダブ

ルクリックします。

→ 刺しゅうデータがデザインセンターのデ

ザインページに表示されます。

レイアウトセンターに刺しゅうデータを

送ります。

ステージ→レイアウトセンターへ送るをク

リックするか、 をクリックします。

→ レイアウトセンターが起動し取り込みサ

イズダイアログボックスが表示されます。

取り込み倍率で、70% と入力または選択し、取

り込みをクリックします。

1

2
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→ 刺しゅうデータがレイアウトセンターの

デザインページに取り込まれます。

刺しゅうデータの位置を調整します。

刺しゅうデータの上にカーソルを移動し、ド

ラッグして移動します。

ステップ 2 文字を加える

まず、文字のガイドとして使用する円を描きま
す。次に、その円上に文字を配置します。

描く図形を選択します。

をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方の

設定バーが次のように表示されます。

ここでは、初期設定の円を使用します。

b メモ：

• 刺しゅうデータの周囲にハンドルが表示さ
れ、その刺しゅうデータが選択されているこ
とを示します。

• ステータスバーに選択されている刺しゅう
データのサイズ（幅と高さ）が表示されます。

ハンドル

3

b メモ：

カーソルを縫い方バーのボタンまたはセレクタ
上に置くと、そのボタンやセレクタの機能を示す
ラベルが表示されます。

1

円弧の種類 線の設定 面の設定
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この円は文字のガイドとして使用するの

で、縫製しないように設定します。

をクリックして、線縫いをしないように

設定します。

→ 線の色ボタンと線の縫い方セレクタが非

表示になります。

をクリックして、面縫いをしないように

設定します。

→ 面の色ボタンと面の縫い方セレクタが非

表示になります。

円を描きます。

カーソルをドラッグします。

→ マウスボタンを離すと、円（輪郭線と内

部）が描画されます。

円のサイズと位置を調整します。

をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

円をクリックして選択します。

ハンドルをドラッグして、円のサイズを調整し

ます。

2

3

4
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円の上にカーソルを置き、花の刺しゅうデータ

が円の中心になるように円をドラッグします。

文字を追加します。

→ をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方の

設定バーが次のように表示されます。

書体を選択します。ここでは、01 を使用しま

す。

文字サイズを設定します。ここでは、10.0mm
を使用します。

色を選択します。ここでは、初期設定のクロを

使用します。

縫い方の種類を選択します。ここでは、初期設

定のサテン縫いを使用します。

文字を入力します。デザインページをクリック

します。

→ 文字の編集ダイアログボックスが表示さ

れます。

「ROSE」と入力して、OK をクリックします。

5

面の色
書体 文字サイズ 面の縫い方

b メモ：

設定値は、文字の高さを示します。
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→ デザインページに文字が表示されます。

文字を調整します。

をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

文字 をクリックし、 キーを

押しながら円をクリックします。

→ 円と文字の両方が選択されます。

文字→文字の配列メニューをクリックします。

ここでは標準設定を使用するので、OK をク

リックします。

b メモ：

選択できる文字から文字をクリックして選択
をクリックするか、文字をダブルクリックして
入力します。

b メモ：

• 入力した文字を編集するには、ツールボック

スの をクリックし、文字をクリックし

て選択してから、メニューコマンドの文字→
文字の編集をクリックします。表示された文
字の編集ダイアログボックスで、文字を編集
します。

• 文字を消去する場合は、文字を選択してか

ら、 キーを押します。

• 文字を入力した後で文字の色、書体、その他
の設定を変更する場合は、ツールボックスの

をクリックし文字をクリックで選択し

てから、縫い方バーの設定を変更します。

Delete

6

Ctrl
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→ 文字が円に沿って配列されます。

ステップ 3 図形を描く

次に太陽の刺しゅうデータを追加します。まず円
を描き、次に輪郭線の色、縫い方、サテン幅と内
側の色、縫い方を設定します。

太陽の中心の円を描きます。

をクリックし、 キーを押しなが

ら、カーソルをドラッグします。

をクリックし、次に円をクリックして選

択します。

• 輪郭線の色と縫い方を変更するには、

をクリックします。

b メモ：

文字が円に沿って配列されると、同じグループ
となり、1 つの刺しゅうデータとして扱われま

すので、別々に移動することはできません。た
だし、円に沿って文字の位置を移動することは
できます。

1

Shift

a 注意：

Shift キーを押したまま描くと、真円が描けま

す。

b メモ：

円のサイズを変更したいときは、円を選択して
から角にあるハンドルの 1 つをドラッグしま

す。
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→ 次のように刺しゅうデータが表示されま

す。

ここでは、初期設定のクロとサテン縫いを使用

します。

• 面の糸色を変えるには、 をクリックし

ます。

→ 次のように刺しゅうデータが表示されま

す。

ここでは、キイロを選択します。

→ 次のように刺しゅうデータが表示されま

す。

面の縫い方に、プログラムタタミ縫いを設

定します。

をクリックし、次にプログラ

ムタタミ縫いを選択します。.

縫い方→縫い方の設定メニューをクリックし

ます。

2
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プログラムタタミの下の をクリックしま

す。

→ 一覧ダイアログボックスが表示されます。

既存のプログラムタタミ用パターンのプ

レビューを一覧で見ることができます。

pat07 を選択し、OK をクリックします。

→ ダイアログボックスが閉じ、選択したパ

ターンのプレビューが縫い方の設定ダイ

アログボックスの下部に表示されます。

10.0 × 10.0mmが表示されるまでスライダを右

に動かして、サイズを変更します。

→ 縫い方の設定ダイアログボックスは、次の

ように表示されます。

タタミ縫いの縫い角度を変更します。一定をク

リックし、カーソルを下の赤い矢印上に移動

し、矢印をドラッグして角度を 340 度に設定

します。

b メモ：

• 設定を変更すると、それにともなってダイア
ログボックス下部のガイド画面のパターン
のプレビューも変わります。変更後の実際の
変化をここで確認できます。

• パターンの幅と高さは、別々に変更できま
す。（詳しくは、P.159 の「プログラムタタ

ミ縫い」を参照してください。）
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→ 縫い方の設定ダイアログボックスは、次の

ように表示されます。

設定をクリックします。

→ 設定を変更したプログラムタタミ縫いが、

選択されている円の内部に設定されます。

閉じるをクリックします。

線描画ツールを使って、太陽の光線を描き

ます。

→ をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方の

設定バーが次のように表示されます。

輪郭線の色と縫い方を選択します。ここでは、

色はアカ、縫い方はサテン縫いを設定します。

面の色を選択します。ここでは、色はアカ、縫

い方はタタミ縫いを設定します。

a 注意：

縫い方の設定は、設定を変更しないかぎり、
これから新しく描かれるすべてのパターン
に適用されます。

a 注意：

必ず、両端の処理セレクタで閉じた線を選択
します。閉じた線を選択すると、始点と終点
が自動的に結ばれて面ができます。開いた線
を選択すると、面は作成されないため、縫い
方を設定できるのは線だけになります。線を
描く場合は、開いた線を選択します。

3

両端の処理 線縫い 面縫い
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円を目安に太陽の周りに陽光を描きます。始点

（1）でクリックし、各角（2 ～ 21）でクリッ

クします。最後の点（22）でダブルクリック

します。

→ 次のように刺しゅうデータが表示されま

す。

太陽の陽光の上に円が縫製されるように

縫い順を変更します。

メニューバーの縫い方→縫い順 /糸色をクリッ

クします。

→ 縫い順 / 糸色ダイアログボックスが表示さ

れます。

陽光の面のコマをクリックして選択し、太陽の

円の面の左にドラッグします。（陽光の面を先

に縫います。）

陽光の線のコマをクリックして選択し、陽光の

面と太陽の円の間にドラッグします。

b メモ：

ダブルクリックする前にマウスを右クリック
すると、直前に入力したポイントを削除できま
す。

b メモ：

• 刺しゅうデータを消去する場合は、ツール

ボックスの をクリックし刺しゅうデー

タをクリックで選択してから、 キー

を押すか、メニューバーの編集→削除を選択
します。

• 刺しゅうデータを描いた後でその両端処理
や色、縫い方などを変更する場合は、ツール

ボックスの をクリックし変更する刺

しゅうデータをクリックで選択してから、縫
い方バーまたは縫い方の設定ダイアログ
ボックスで設定を変更します。

1

2

3

4

5

6

7

8
9

10

11

12

13

14

15

16

17

1819

20

21
22

Delete

b メモ：

縫い順 /糸色ダイアログボックス内のコマを選

択すると、下部にあるボタンを使用できるよう
になります。これらのボタンを使用して、選択
したコマの縫い順を変更することもできます。
（詳しくは、P.174 の「縫い順を変更する」を

参照してください。）

4
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OK をクリックします。

→ 太陽（円）より先に陽光が縫われるよう

に、縫い順が変更されました。

必要に応じて、太陽の円が陽光の中央に見える

ように、円を選択しドラッグして移動してくだ

さい。

陽光の形を調整します。

→ をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

陽光をクリックして選択します。

→ 既存ポイントが小さな白い四角で表示さ

れます。

5
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移動するポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

ポイントを移動したい場所にドラッグします。

陽光にドーナツ縫いを設定して、太陽（円）

の部分が 2 回縫製されないようにします。

ツールボックスの をクリックし、太陽の

円をクリックして選択します。

キーを押しながら、陽光部分をクリッ

クします。

→ 円と折れ線が両方選択されます。

b メモ：

ポイントは、追加または削除できます。（詳し
くは、P.108 の「ポイントを挿入する」と P.109
の「ポイントを削除する」を参照してくださ
い。）

b メモ：

2 つのデータの選択が難しい場合は、データ周

りに枠を描くようにカーソルをドラッグしま
す。

6

Ctrl
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メニューバーの縫い方→ドーナツ縫いの設定

をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。 

OK をクリックします。

ステップ 4 刺しゅうデータを
プレビューする

完成した刺しゅうデータをプレビューします。

プレビューで縫い方を確認します。

メニューバーの表示→プレビューをクリック

します。

通常表示に戻すには、表示→プレビューをク

リックするか、 キーを押します。

リアルプレビューで仕上がりを確認しま

す。

メニューバーの表示→リアルプレビューをク

リックします。

a 注意：

ドーナツ縫いは、一対の刺しゅうデータの一
方が他方の内側に完全に囲まれていないと
設定できません。

a 注意：

ドーナツ縫いが設定された一対のデータは
別々に移動できません。それぞれの位置を単
独で調整する場合は、ツールボックスの

をクリックしていずれかのデータを選

択してから、メニューバーの縫い方→ドーナ
ツ縫いの解除を選択し、ドーナツ縫いを解除
してください。

b メモ：

同じ面を2回縫わないように設定する方法につ

いては、P.168 の「面縫いの二重縫いを防止す

る（ドーナツ縫い）」を参照してください。

1

Esc

2
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通常表示に戻すには、表示→リアルプレビュー

をクリックするか、 キーを押します。

ステップ 5 刺しゅうデータを保存する

刺しゅうデータが完成したら、後で呼び出せるよ
うに保存できます。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステップ 6 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

b メモ：

特定の刺しゅうデータの仕上がりをプレ

ビューするには、 をクリックして刺しゅ

うデータを選択してから、メニューバーの表示
→リアルプレビューをクリックします。

Esc
b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

1
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刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

2

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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刺しゅうデザインファイルの管理
（デザインデータベース）

デザインデータベースを使って刺しゅうファイルを管理すると、刺しゅうデータのファイル情報を簡単に確認

できます。

ここでは、刺しゅうファイルを開いてレイアウトセンターを起動するという基本的な操作を練習します。また、

便利な機能として、刺しゅうファイルの一覧を印刷する方法（例 1）と、刺しゅうファイルを検索する方法（例

2）についても説明します。

ステップ 1 刺しゅうファイルを
確認する

刺しゅうファイルは、コンテンツビューで確認でき

ます。大きいサムネイル、小さいサムネイル、詳細

表示に切り替えることができます。

デザインデータベースを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→デザインデータベース

を選択します。

→ デザインデータベース画面が表示されま

す。

フォルダを選択します。

アプリケーションがインストールされている

ドライブ名の前にある [+] をクリックし、次に

Program Files→Brother→刺しゅうPRO Ver.7
を選択して、確認したい刺しゅうファイルが含

まれているフォルダをクリックします。

→ フォルダ内のすべての刺しゅうファイル

がコンテンツビューに表示されます。

ステップ 1 刺しゅうファイルを確認する

ステップ 2 レイアウトセンターで 刺しゅうファイルを開く

例 1 刺しゅうファイルの一覧を印刷する

例 2 刺しゅうファイルを検索する

1

2



65

使ってみましょう

コンテンツビューの表示を切り替えて、

ファイルを確認します。

表示をクリックしてから、サムネイル大または

サムネイル小、詳細をクリックするか、ツール

バーの または 、 をクリックし

ます。

サムネイル大

サムネイル小

詳細

必要に応じて、縫い方の情報を確認しま

す。

刺しゅうファイルを選択します。

表示→ファイルプロパティをクリックするか、

をクリックします。

b メモ：

次の拡張子のファイルのみが表示されます。

.pes　.phc　.dst　.exp　.pcs　.hus　.vip

.shv　.jef　.sew　.csd　.xxx　.pen

3

4
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情報を確認し終えたら、閉じるをクリックしま

す。

ステップ 2 レイアウトセンターで
刺しゅうファイルを開く

選択した .pes ファイルを、簡単にレイアウトセン

ターで開くことができます。

開きたい刺しゅうファイルを選択します。

メニューバーのファイル→レイアウトセン

ターで開くをクリックします。

→ 選択された刺しゅうデータが、レイアウト

センター画面の新しいデザインページに

表示されます。

例 1 刺しゅうファイルの一覧を
印刷する

フォルダ内の刺しゅうデータの画像とファイルサイ

ズ、針数、糸色などの情報を一覧にして印刷できま

す。

一覧にしたい刺しゅうデータが含まれている

フォルダを選択します。

b メモ：

• 色糸名表示を基本色に切り替えるには、基本
色で表示チェックボックスを選択します。

a 注意：

必ず.pesファイルの入っているフォルダを選

択してください。

PES ファイル
（バージョン 4.0 以降）

PES 以外のファイル
および PES ファイル
バージョン 3.0 以前
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印刷するファイルを選択してから、メニュー

バーのファイル→印刷の設定をクリックしま

す。

→ 次のような印刷の設定ダイアログボック

スが表示されます。

各ページに印刷したい刺しゅうの数（1個、4個、

12 個）を選択します。

糸色の印刷方法で、糸色を色名で表示するか、

ブランドと糸番号で表示するかを選択します。

印刷をクリックします。

→ 選択した刺しゅうの画像が印刷されます。

例 2 刺しゅうファイルを
検索する

検索機能を使うと、1 つまたは複数の検索条件を指

定することで、フォルダ内の希望の刺しゅうデータ

（.pes、.phc、.dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、.jef、

.sew、.csd、.xxx または .pen ファイル）を、すばや

く検索することができます。

ここでは、ファイル名とファイル形式を指定して、

.pes ファイル（angel.pes）を検索します。

検索したいフォルダを選択します。

メニューバーのファイル→検索をクリックし

ます。
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ファイル名チェックボックスをチェックして、

「angel」と入力します。

対象フォーマットチェックボックスをチェッ

クして、PES チェックボックスをチェックし

ます。

検索をクリックします。

→ 指定した検索条件に一致するファイルの

一覧が表示されます。

b メモ：

• サブフォルダ（選択したフォルダ内のフォ
ルダ）も検索する場合は、サブフォルダも
検索チェックボックスをチェックします。

• 検索条件をリセットするには、検索条件のク
リアをクリックします。

• このダイアログボックスでの設定について
は、P.280 の「刺しゅうファイルを検索する」

を参照してください。
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モノグラムを作成する
（レイアウトセンター）

モノグラム機能を使用すると、装飾的な飾り文字を作成できます。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 モノグラムを作成する

ここでは、例として「ABC」文字に装飾を加えた

モノグラムを作成します。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

モノグラムツールを選択します。

→ をクリックします。

Diamond と Script は、モノグラム専用の書体

です。他の内蔵フォントや True Type フォント

も使用できます。

画面の上に表示されるセレクタで書体、サイ

ズ、縫い方を設定できます。

文字を入力します。

モノグラムを入力したい位置でクリックしま

す。

キーボードで「ABC」と入力します。

ステップ 1 モノグラムを作成する

ステップ 2 文字の書体とサイズを変更する

ステップ 3 糸色と縫い方を変更する

ステップ 4 装飾模様のサイズや位置を調整する

ステップ 5 刺しゅうデータを保存する

ステップ 6 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

2

3
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モノグラム文字の周囲や両サイドに装飾を加

えるときは、飾り模様チェックボックスを

チェックします。

模様選択をクリックします。

装飾模様をクリックして選択し、選択をクリッ

クします。

→ モノグラムの編集ダイアログボックスの

プレビューボックスに、選択した飾り模様

が表示されます。

OK をクリックします。

→ デザインページに選択した装飾でモノグ

ラムデータが表示されます。

ステップ 2 文字の書体とサイズを
変更する

モノグラム文字の書体とサイズを変更します。

編集するモノグラム文字を選択します。

をクリックし、モノグラム文字をクリッ

クします。

a 注意：

• 選択できる文字の文字をクリックして選
択をクリックするか、文字をダブルクリッ
クしても入力できます。

• 改行はできません。 キーを押すと、
ダイアログボックスは閉じ、デザインペー
ジにモノグラムデータが表示されます。

Enter

1
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モノグラム書体セレクタで、書体を選択し

ます。

モノグラムサイズセレクタで、文字サイズ

を変更します。

ステップ 3 糸色と縫い方を変更する

モノグラムデータの糸色と縫い方を変更できま
す。

編集するモノグラムデータを選択します。

→ をクリックします。

次にモノグラムデータをクリックします。

選択したい文字のポイントをクリックしま

す。

b メモ：

Diamond と Script は、モノグラム専用のフォ

ントです。内蔵フォントや True Type フォント

も使用できます。（詳しくは、P.141 の「モノ

グラムを作成する」を参照してください。）

2

3

1
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縫い方の設定を変更します。

をクリックして、糸色を選択します。

→ 選択されているモノグラムデータの糸色

が変更されます。

右側のプルダウン矢印をクリックしてから、縫

い方を選択します。

→ 選択されているモノグラムデータの縫い

方が変更されます。

ステップ 4 装飾模様のサイズや
位置を調整する

装飾模様のサイズや位置を調整できます。

編集したい装飾模様を選択します。

をクリックし、装飾模様をクリックしま

す。

サイズを調整します。

カーソルを装飾模様のハンドル上に置きます。

ハンドルをドラッグして、サイズを調整しま

す。

2

1

2
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位置を調整します。

移動したい装飾模様の上にカーソルを置きま

す。

ドラッグして配置します。

ステップ 5 刺しゅうデータを保存する

刺しゅうデータが完成したら、後で呼び出せるよ
うに保存できます。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステップ 6 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

b メモ：

移動するときは、カーソルの形が に変わ

ります。

3

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

1
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刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

2

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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アップリケを作成する
アップリケウィザードを使用すると、簡単にアップリケデータを作成できます。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 アップリケデータを
作成する

様々な図形からアップリケデータを作成できま
す。
ここでは、円を描いてアップリケデータを作成し
ます。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

円を描きます。

をクリックして円を描きます。

アップリケデータを作成します。

をクリックし、アップリケデータにする

円データを選択します。

ステップ 1 アップリケデータを作成する

ステップ 2 刺しゅうデータを保存する

ステップ 3 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

2

3
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メニューバーの縫い方→アップリケウィザー

ドをクリックします。

アップリケピースで、アップリケの切り取り線

を縫製する（あり）/ しない（なし）を選択し

ます。

アップリケの位置（アップリケを縫い付けるた

めのガイド線）が、自動的に縫製されるように

設定されます。

仮止めの縫製をする場合は、仮止めの下のあり

を、仮止めをしない場合はなしを選択します。

ありを選択した場合は、セレクタから縫い目の

種類を選択します。仮止めには、サテン縫い、

E ステッチ、V ステッチを選択できます。

アップリケ縫いの縫い方の種類、各設定を指定

します。アップリケの下のセレクタまたはスピ

ンボタンをクリックして、設定します。

OK をクリックして、アップリケウィザードを

終了します。デザインページにアップリケデー

タが表示されます。

→ 変換されたアップリケデータがデザイン

ページに表示されます。

E ステッチ V ステッチサテン縫い
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ステップ 2 刺しゅうデータを保存する

アップリケデータが完成したら、保存します。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステップ 3 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

1

2



78

使ってみましょう

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。オリジナルカードを入れてください。」
というエラーメッセージが表示されます。

3
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画像データを取り込む

画像 / 写真データの取り込み

様々な種類のクリップアートや写真をレイアウトセ

ンターに取り込んで刺しゅうデータを作成できま

す。

次の形式のファイルを取り込むことができます。

Windows ビットマップ（*.bmp）
Exif（*.tif, *.jpg）
ZSoftPCX（*.pcx）
Windows メタファイル（*.wmf）
Portable Network Graphics（*.png）
Encapsulated PostScript（*.eps）
Kodac PhotoCD（*.pcd）
FlashPix（*.fpx）
JPEG2000（*.j2k）

取り込むクリップアートや写真は、輪郭がくっきり

したものや色の境界がはっきりしたものを使うと、

きれいな刺しゅうに仕上がります。

1. メニューバーの画像→入力→ファイルか

らをクリックします。

→ 次のような画像を開くダイアログボック

スが表示されます。

2. ドライブ、フォルダ、ファイル名を選択し

ます。

3. 開くをクリックしてファイルを開きます。

→ 原画（画像ファイル）が作業領域に表示さ

れます。

スキャナまたはデジタルカメラ
から画像データを取り込む

TWAIN 規格対応のスキャナ等の機器を操作し、画像を

デザインページに取り込み、刺しゅうデータ作成の下

絵や原画として使うことができます。

b メモ：

プレビューチェックボックスがチェックされ
ていると、選択したファイルの内容がプレ
ビュー領域に表示されます。

b メモ：

• ファイル名をダブルクリックしてもファイ
ルが開きます。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 画像データに解像度が記録されている場合
は、その解像度に応じたサイズで表示されま
す。

• デザインページに作業中の画像があり、その
画像が保存されていない場合は、画像を保存
するかどうかを尋ねられます。

• メニューバーの画像→表示設定をクリック
すると、画像の表示のしかたを選べます。

• エクスプローラに表示された画像ファイル
のアイコンを、レイアウトセンターの画面に
ドラッグして開くこともできます。

a 注意：

• 複数のページがある .pcd ファイルと .fpx
ファイルは、最初のページのみを開くこと
ができます。LZW で圧縮された Tiff ファイ
ルは開くことができません。

• 取り込んだ画像のサイズと位置を変更し
て、それらの情報を .pes ファイルに保存で
きます。保存された .pes ファイルに同じ画
像を取り込むと、メッセージが表示され、
以前保存された位置とサイズか、オリジナ
ルの位置（デザインページ中央）のどちら
を反映させるかを尋ねられます。

• 作業領域に取り込める画像は、1つです。別
の画像を取り込むと、それまで表示されて
いた画像はデザインページから削除されま
す。

b メモ：

TWAIN とは、スキャナ等を制御するソフト

ウェアのためのアプリケーションインター
フェイス（API）の標準規格です。

画像データの刺しゅうデータへの自動変換
（レイアウトセンター/ステッチウィザード）
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画像データの刺しゅうデータへの自動変換 （レイアウトセンター / ステッチウィザード）

1. スキャナ等の TWAIN 機器が、パソコンに

正しく接続されているかを確認します。

2. メニューバーの画像→TWAIN機器の選択

をクリックします。

→ 次のようなソースの選択ダイアログボッ

クスが表示されます。

3. ソースリストから、使用する機器を選択し

てクリックします。

4. デバイスをクリックし反転表示して、選択

をクリックします。

5. メニューバーの画像→入力→TWAIN機器

からをクリックします。

→ ソースの選択ダイアログボックスで選択

した機器のドライバインターフェイスが

表示されます。

6. 画像の取り込みに必要な設定を指定し、画

像を取り込みます。

→ TWAIN 機器とドライバ間の画像転送が完

了すると、取り込んだ画像が貼り付けられ

ます。

似顔絵を作る

髪型、目、鼻、口などのパーツを組み合わせて独自

の似顔絵を作成し、その画像を取り込みます。

1. メニューバーの画像→入力→モンター

ジュからをクリックします。

→ モンタージュのプロパティダイアログ

ボックスが表示されます。

2. 顔の特徴から、似顔絵の全体的なイメージ

（雰囲気）を選択します。細め、太め、子

供などがあります。

3. パーツから、変更する顔のパーツを選択し

ます。

a 注意：

TWAIN 機器のドライバがインストールされ

ていない場合、ソースリストには何も表示さ
れません。使用する TWAIN 機器のドライバ

ソフトウェアをインストールしてください。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

ドライバインターフェイスの使い方につい
ては、インターフェイスのヘルプマニュアル
をご覧になるか、インターフェイスのメー
カーにお問い合わせください。

b メモ：

• デザインページに作業中の画像があり、その
画像が保存されていない場合は、画像を保存
するかどうかを尋ねられます。

• メニューバーの画像→表示設定をクリック
すると、画像の表示のしかたを選べます。

a 注意：

作業領域に取り込める画像は、1つです。別の

画像を取り込むと、それまで表示されていた画
像はデザインページから削除されます。

b メモ：

右のサンプルイメージが、選択した特長の似顔
絵に変わります。

b メモ：

サンプルイメージの各パーツ部分をクリック
しても選択できます。



81

画像データの刺しゅうデータへの自動変換 （レイアウトセンター / ステッチウィザード）

4. パーツの値スライダを動かして、パーツの

形を選択します。

5. パーツの特徴スライダを動して、パーツの

特徴（標準 / やや大 / やや小 / 横長 / 縦長）

を選択します。

6. 色タブをクリックすると、パーツの色を選

択できます。変更したいパーツの色をク

リックし、色を選択します。

7. 似顔絵ができたら、OKをクリックします。

→ デザインページに、似顔絵の画像が表示さ

れます。

クリップボードから画像データ
を取り込む

クリップボードにコピーされている画像を、デザイ

ンページに取り込むことができます。別のアプリ

ケーションソフトで表示した画像を、ファイルに保

存しなくても、クリップボードに一時コピーするこ

とでその画像を取り込めます。

1. メニューバーの画像→入力→クリップ

ボードからをクリックします。

→ デザインページに画像が表示されます。

b メモ：

• 左右同時に変更チェックボックスをチェッ
クすると、目、耳は左右が同じパーツになり
ます。

• スライダを動かすごとに、サンプルイメージ
の選択したパーツの形が変わります。

• をクリックすると、選択したパーツの

一覧が表示されます。

• 他のパーツと組み合わせて表示チェッ
クボックスをチェックすると、他のパー
ツと組み合わせた形で、チェックを外す
とそのパーツが単独で、一覧表示されま
す。

• 目的のパーツをクリックしOKをクリッ

クするか、ダブルクリックして選択しま
す。

b メモ：

• デザインページに作業中の画像があり、その
画像が保存されていない場合は、画像を保存
するかどうかを尋ねられます。

• メニューバーの画像→表示設定をクリック
すると、画像の表示のしかたを選べます。

a 注意：

作業領域に取り込める画像は、1つです。別の

画像を取り込むと、それまで表示されていた画
像はデザインページから削除されます。

a 注意：

この機能は、クリップボードに画像がコピー
されていないときは使用できません。

b メモ：

• 画像は解像度 100dpi（高さ、幅とも）で表

示されます。

• デザインページに作業中の画像があり、その
画像が保存されていない場合は、画像を保存
するかどうかを尋ねられます。
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画像の各設定の変更

画像の表示設定を変更する

作業領域の画像の表示のしかたを選択できます。

1. メニューバーの画像→表示設定をクリッ

クし、設定を選択します。

下絵を表示する場合は、表示（100%）をク

リックします。

下絵を薄く表示する場合は、使用する濃さ

（75%、50% または 25%）をクリックします。

下絵を表示しない場合は、表示しないをク

リックします。

画像のサイズや位置を調整する

画像のサイズや位置を調整します。

1. メニューバーの画像→サイズと位置の変

更をクリックします。

→ 画像の周囲に赤い線とハンドルが表示さ

れます。

画像データを移動する

1. カーソルを画像上に移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

2. ドラッグして、移動します。

画像データを拡大・縮小する

1. カーソルをハンドルの上に移動します。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

2. ハンドルをドラッグして、画像のサイズを

調整します。

画像データを削除する

1. キーを押すか、メニューバーの編

集→削除をクリックします。

→ 画像データはデザインページから削除さ

れます。

b メモ：

• 作業領域に取り込まれている下絵の画像が
ない場合は、この機能は使えません。

• キーを押すと、表示（100%）、75%、

50%、25% および表示しないを切り替える

ことができます。

b メモ：

• ステータスバーに、画像のサイズ（幅と高
さ）が表示されます。

F6

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大、縮

小します。（幅と高さの比率が保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッグ
すると、画像の中心から拡大・縮小されます。

Shift

Delete
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画像データを刺しゅうデータへ自動変換する
（ステッチウィザード）

ステッチウィザードに従って、画像データを刺しゅうデータに変換します。

ツールバーボタン： 

1. デザインページに画像が表示されていな

い場合は、メニューバーの画像→入力を使

い、刺しゅうデータを作成する原画を用意

します。

2. メニューバーの画像→サイズと位置の変

更を使い、原画を作成する刺しゅうデータ

の大きさ、位置に調整します。

3. をクリックするか、メニューバーの

画像→ステッチウィザードの起動をク

リックします。

→ 次のダイアログボックスが表示されます。

4. 作成する刺しゅうのラジオボタンをク

リックし、次へをクリックします。

オートパンチ：

オートパンチ機能を使用し、自動的に画像の境

界を抽出して、刺しゅうデータを作成します。

（「オートパンチを選択した場合」に進みます。）

フォトステッチ 1：
写実風の写真刺しゅうデータを作成します。色

はカラーとモノクロが選択できます。

（「フォトステッチ 1（カラー）を選択した場合」

または「フォトステッチ 1（モノクロ）を選択

した場合」に進みます。）

フォトステッチ 2：
写真を 4 色（カラー）または 1 色（モノクロ））

で表現する刺しゅうデータを作成します。

（「フォトステッチ 2（カラー）を選択した場合」

または「フォトステッチ 2（モノクロ）を選択

した場合」に進みます。）

クロスステッチ：

クロスステッチの刺しゅうデータを作成しま

す。

（「クロスステッチを選択した場合」に進みま

す。）

デザインセンター：

デザインセンターを起動して、デザインセン

ターのデザインページに画像が取り込まれま

す。

→ 詳しくは、P.195 の「刺しゅうデータの原

画からの作成（デザインセンター）」を参

照してください。

a 注意：

デザインページに画像が表示されていない
と、画像の変換方法の選択ダイアログボック
スは表示されません。画像を開くダイアログ
ボックスが表示されます。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

デザインページのサイズは 1000 × 1000mm
まで指定できますが、大きな画像をフォトス
テッチ機能で変換しようとすると、「画像が
大きすぎて変換できません。」というメッ
セージが表示されます。メッセージを閉じると、
自動的に画像が選択された状態になります。画像
のサイズを 500 × 500mm 以下に調整してく

ださい。
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原画を刺しゅうデータに自動
変換する（オートパンチ）

■ オートパンチを選択した場合

→ 原画の特徴を解析し、しばらくすると次の

ようなオートパンチの設定ダイアログ

ボックスが表示されます。

1. 設定を選択します。

変換結果タブをクリックすると、解析された結

果の画像が表示されます。刺しゅうデータは、

この画像を使用して作成されます。

画像の表示倍率を調整するには、 と の

間でスライダを動かします。

画像解析して抽出された輪郭線を表示するに

は、輪郭線を表示チェックボックスを選択しま

す。

画像解析の設定を変更するには、次のスライダ

を使用します。

ノイズ除去：原画に含まれるゴミ（歪み）を除

去する程度を設定します。

解像度：画像解析する際の解像度を設定しま

す。

最大糸色数：使用する糸色の数を設定します。

糸リストセレクタで糸色リストを選択します。

選択した糸リストから最適な糸色が選択され

ます。ユーザー糸リストも選択できます。

原画タブをクリックすると、原画が表示されま

す。

2. 縫う領域を決定します。変換結果タブの画

像の部分をクリックし、その部分を縫うか

どうかを選択します。

3. 必要に応じて、使わない色の選択リストか

ら、色をクリックし、色単位で面縫いのオ

ン / オフを選択します。

4. 必要な設定を選択したら、完了をクリック

します。

→ 画像から解析されたイメージに、最適な糸

色、縫い方が設定された刺しゅうデータが

作成され、デザインページに表示されま

す。

b メモ：

• 設定を変更したら、再変換をクリックして新
しい設定で解析し直します。再変換をクリッ
クしないと、新しい設定は適用されません。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

b メモ：

縫製しない部分は X マークで埋められます。

b メモ：

X マークが付いた色は、その色のすべての領域

の面縫いがオフ（縫わない）に設定されている
ことを示しています。

これらの領域は
縫われません。
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写真を刺しゅうデータに自動変換する
（フォトステッチ 1/ フォトステッチ 2）

■ フォトステッチ 1（カラー）を選択し
た場合

→ 次のような範囲の設定ダイアログボック

スが表示されます。

1. ダイアログボックスの下のマスクリスト

から、画像をトリミングする形状（マス

ク）を選択しクリックします。

2. プレビュー領域で、マスクの形状と位置を

調整します。マスクのハンドルを移動し

て、刺しゅうデータに変換する画像部分を

囲みます。

丸いマスクで編集した場合

b メモ：

作成された刺しゅうデータは、他の刺しゅうデー
タと同様に、後から糸色や縫い方の設定を変更す
ることができます。

a 注意：

画像の幅または高さのどちらか一方が
500mm を超えた場合、次のメッセージが表

示されます。このようなときは、画像のサイ
ズを調整してください。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

マスクリスト

b メモ：

• 原画の調整をクリックすると、原画の調整ダ
イアログボックスが表示され、画像の調整が
できます。

• ズームスライダを上下に動かすと、画像の表
示倍率を調整できます。

• 初期設定では、四角形のマスクが選択されて
います。

• 任意の形のマスクを作成するには、 を

選択し、ポイントを移動、挿入、削除してマ
スクの形を調整します。マスクの輪郭線をク
リックすると、ポイントを挿入できます。ポ
イントを削除するには、ポイントを選択し

て、 キーを押します。

• 背景抽出をクリックすると、 が選択さ

れマスクが自動的に作成されます。このマス
クのポイントも移動、追加、削除できます。

• 背景が 1 色の場合は、背景抽出をクリックす

ると、自動的に画像の輪郭が検出されます。
ポイントを移動または削除することで、マス
クの輪郭線を調整できます。

Delete
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調整可能なマスクで編集した場合

3. 範囲の設定ダイアログボックスの次へを

クリックします。

→ 画像が解析され、範囲の確認ダイアログ

ボックスが表示されます。

4. 次へをクリックします。

→ フォトステッチ1の設定ダイアログボック

スが表示されます。

5. 刺しゅうデータ作成のための設定を行い

ます。

a 注意：

原画が小さい場合、マスクのサイズを小さく
できないことがあります。

b メモ：

原画の調整
• 範囲の設定ダイアログボックスで原画の調

整をクリックすると、次のような原画の調整
ダイアログボックスが表示されます。

• 画像表示領域に画像処理結果が表示されま
す。

• 原画 - 輪郭強調スライダを使用して、原画の

輪郭を強調する割合を調整します。輪郭強調
に近く設定するほど、明るい部分と暗い部分
の境界が明確になります。

• 暗い - 明るいスライダで、原画の明るさを調

整します。

• コントラスト低 - コントラスト高スライダ

で、原画のコントラストを調整します。

• OK をクリックすると、画像処理が実行され

て、範囲の設定ダイアログボックスに戻りま
す。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

刺しゅうデータが作成されない部分は、X マー

クで埋められます。

b メモ：

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。



87

画像データの刺しゅうデータへの自動変換 （レイアウトセンター / ステッチウィザード）

縫い方設定

糸色設定

糸密度

作成する刺しゅうデータの細かさを設定

します。細かいに設定するほど、細かい
表現が可能となりますが、ステッチ数は

多くなります。（ステッチが重なります）

走りピッチ

縫いピッチを設定します。この設定値を
最低の長さとしてデータを作成します。

値を低くすると、縫いピッチが短くなり、
より細かい刺しゅうになります。

範囲：2.0 ～ 10.0mm
標準：3.0mm

デザインペー
ジの色も縫う

この項目にチェックを入れると、デザイ

ンページと同色の部分に縫い目データを
作成します。布地の色をそのまま生かす

ときはチェックを外してください。

初期設定：選択されている

優先項目

刺しゅうデータに変換する際の優先項目
を選択します。

縫い品質：縫い上がりの品質を優先して

データを作成します。ただし、渡り糸が
多く発生します。

渡り糸削減：縫製時のわずらわしさを低

減するため、渡り糸が少なくなるように
データを作成します。ただし、縫い上が

り時の品質が若干落ちることがありま

す。

原画の種類

写真を選択すると、糸色を混ぜ合わせ、

より自然なデータを作成します。

イラストを選択すると、糸色を混ぜ合わ
せないで、データを作成します。

写真などの画像データは写真を、イラス

トなどの画像データにはイラストを選択

します。

自動選択

糸色を自動で選択する場合は、この

チェックボックスを選択します。
標準では、このチェックボックスが選択

されています。
このチェックボックスの選択が解除され

ている場合は、手動で糸を選択します。

手動選択

自動選択チェックボックスが選択されて
いないときに表示されます。

このボタンをクリックして手動選択ダイ
アログボックスを開き、刺しゅうデータ

作成用に選択された糸色を手動で設定し

ます。（P.88 左の「メモ」参照）

糸リスト

自動選択により糸色を選択する際の、糸

リストを選択します。

選択した糸リストから最適な糸色が選択
されます。

ユーザー糸リストも選択できます。

最大糸色数

自動設定で選び出す色数の値を設定しま

す。

範囲：1 ～ 50
標準：10

明るさ /
コントラスト

上のスライダは、明るさを調整するため
に使用します。スライダを右に動かすと

明るくなり、左に動かすと暗くなります。
下のスライダは、コントラストを調整す

るために使用します。スライダを右に動

かすとコントラストが強くなり、左に動
かすと弱くなります。プレビューの更新

をクリックして、プレビューを確認しま
す。

候補から選択

候補から選択ダイアログボックスを開く

場合に、このボタンをクリックします。
明るさとコントラストが自動補正された

6 種類のプレビューが表示されます。こ
の中から 1 つを選んで OK をクリックす

ると、その明るさとコントラストの設定

が適用され、プレビューも更新されます。

プレビューの
更新

設定を変更した後に、このボタンをク

リックすると、プレビューが更新されま
す。
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6. フォトステッチ 1 の設定ダイアログボック

スのプレビューの更新をクリックします。

→ プレビューが更新されます。

7. 完了をクリックします。

→ 作成された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

■ フォトステッチ 1（モノクロ）を選択
した場合

→ 次のような範囲の設定ダイアログボック

スが表示されます。

1. ダイアログボックスの下のマスクリスト

から、画像をトリミングする形状（マス

ク）を選択しクリックします。

2. プレビュー領域で、マスクの形状と位置を

調整します。マスクのハンドルを移動し

て、刺しゅうデータに変換する画像部分を

囲みます。

c このダイアログボックスでの設定について
は、P.85 を参照してください。

b メモ：

手動選択ボタンをクリックすると、以下の色の
変更ダイアログが起動します。

• 選択できる色リストで選択した色を、使用す
る色リストに追加するには、追加をクリック
します。色が選択されていない場合や、すで
に 50 色が使用する色リストに追加されてい

る場合は、このボタンはクリックできませ
ん。

• 使用する色リストから色を削除するには、削
除をクリックします。使用する色リストで色
が選択されていない場合は、このボタンはク
リックできません。

• 選択できる色リストと使用する色リストは、
糸色の明度が高い順に並んでいます。この順
番が縫い順となり、変更はできません。

• 使用する色リストに追加可能な最大糸色数
は 50 色です。

• 使用する色リストに表示されている糸色は、
選択できる色リストには表示されません。

• 複数の色を選ぶには、隣り合った色は

キーを、隣り合っていない色は

キーを押しながら、色を選びます。

• OK をクリックし、変更を確定してダイアロ

グボックスを閉じます。フォトステッチ 1 の

設定ダイアログボックスに戻り、選択した糸
色が適用されたプレビューが表示されます。
使用する色がない場合は、OK ボタンをク

リックできません。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

Shift

Ctrl

a 注意：

画像の幅または高さのどちらか一方が
500mm を超えた場合、次のメッセージが表

示されます。このようなときは、画像のサイ
ズを調整してください。

マスクリスト
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3. 範囲の設定ダイアログボックスの次へを

クリックします。

→ 次のようなグレーバランスダイアログ

ボックスが表示されます。

4. スライダを操作して、どの部分を刺しゅう

データにするか設定します。

5. グレーバランスダイアログボックスの次

へをクリックします。

→ フォトステッチ1の設定ダイアログボック

スが表示されます。

6. 刺しゅうデータ作成のための設定を行い

ます。

縫い方設定

b メモ：

刺しゅうデータが作成されない部分は、X マー

クで埋められます。

b メモ：

• 黒く残っているところに刺しゅうデータが
作成されます。

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

糸密度

作成する刺しゅうデータの細かさを設定
します。細かいに設定するほど、細かい

表現が可能となりますが、ステッチ数は

多くなります。（ステッチが重なります）

走りピッチ

縫いピッチを設定します。この設定値を

最低の長さとしてデータを作成します。
値を低くすると、縫いピッチが短くなり、

より細かい刺しゅうになります。

範囲：2.0 ～ 10.0mm
標準：3.0mm

優先項目

刺しゅうデータに変換する際の優先項目
を選択します。

縫い品質：縫い上がりの品質を優先して

データを作成します。ただし、渡り糸が

多く発生します。

渡り糸削減：縫製時のわずらわしさを低
減するため、渡り糸が少なくなるように

データを作成します。ただし、縫い上が
り時の品質が若干落ちることがありま

す。

原画の種類

写真を選択すると、糸色を混ぜ合わせ、
より自然なデータを作成します。

イラストを選択すると、糸色を混ぜ合わ

せないで、データを作成します。

写真などの画像データは写真を、イラス
トなどの画像データにはイラストを選択

します。
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糸色設定

7. フォトステッチ 1 の設定ダイアログボッ

クスのプレビューの更新をクリックしま

す。

→ プレビューが更新されます。

8. 完了をクリックします。

→ 作成された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

■ フォトステッチ 2（カラー）を選択し
た場合

→ 次のような範囲の設定ダイアログボック

スが表示されます。

1. ダイアログボックスの下のマスクリスト

から、画像をトリミングする形状（マス

ク）を選択しクリックします。

2. プレビュー領域で、マスクの形状と位置を

調整します。マスクのハンドルを移動し

て、刺しゅうデータに変換する画像部分を

囲みます。

c このダイアログボックスでの設定について
は、P.85、P.86 を参照してください。

色の変更

使用する糸色を変更したい場合は、色の

変更ボタンをクリックして、糸色ダイア
ログボックスを開きます。また、縫製に

使う糸のブランドも変更できます。色を

選択して、OK をクリックし、色の変更
を確定します。

明るさ /
コントラスト

上のスライダは、明るさを調整するため
に使用します。スライダを右に動かすと

明るくなり、左に動かすと暗くなります。

下のスライダは、コントラストを調整す
るために使用します。スライダを右に動

かすとコントラストが強くなり、左に動
かすと弱くなります。プレビューの更新

をクリックして、プレビューを確認しま

す。

候補から選択

候補から選択ダイアログボックスを開く

場合に、このボタンをクリックします。
明るさとコントラストが自動補正された

6 種類のプレビューが表示されます。こ

の中から 1 つを選んで OK をクリックす
ると、その明るさとコントラストの設定

が適用され、プレビューも更新されます。

プレビューの
更新

設定を変更した後に、このボタンをク

リックすると、プレビューが更新されま

す。

a 注意：

画像の幅または高さのどちらか一方が
500mm を超えた場合、次のメッセージが表

示されます。このようなときは、画像のサイ
ズを調整してください。

マスクリスト
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3. 範囲の設定ダイアログボックスの次へを

クリックします。

→ 画像が解析され、範囲の確認ダイアログ

ボックスが表示されます。

4. 次へをクリックします。

→ フォトステッチ2の設定ダイアログボック

スが表示されます。

5. 刺しゅうデータ作成のための設定を行い

ます。

縫い方設定

糸色設定

b メモ：

刺しゅうデータが作成されない部分は、X マー

クで埋められます。

b メモ：

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

縫い間隔

刺しゅうデータを作成する平行線の間隔

を設定します。
範囲：1.2 ～ 5.0mm
標準：2.0mm

縫い密度

サテン縫いで縫製する刺しゅうデータの

領域の最大密度を設定します。刺しゅう
データは、ここで設定した密度より細か

い密度で作成されます。

範囲：2.5 ～ 5.0 本 /mm
標準：3.0 本 /mm

糸リスト

自動選択により糸色を選択する際の、糸
リストを選択します。選択した糸リスト

から最適な糸色が選択されます。ユー

ザー糸リストも選択できます。

糸セット

自動を選択すると、最も適した 4 色が自

動的に選択されます。または、刺しゅう
データの作成に用いる４色の組合せを選

択します。

選択肢の色は、C（シアン）、M（マゼン
タ）、Y（イエロー）、K（ブラック）、R
（レッド）、G（グリーン）、B（ブルー）
です。原画でよく使われている色を次の

組合せの中から選択します。

糸の組合わせ：CMYK、RGBK、CRYK、
BMYK

使用する色 選択された４つの糸色を表示します。

色の変更

使用する糸色を変更したい場合は、使用

する色の変更したい色をクリックし、色

の変更をクリックして、糸色ダイアログ
ボックスを開きます。色を選択し、OK
をクリックします。フォトステッチ 2 の
設定ダイアログボックスに戻り、選択し

た糸色が適用されたプレビューが表示さ

れます。

明るさ /
コントラスト

上のスライダは、明るさを調整するため

に使用します。スライダを右に動かすと
明るくなり、左に動かすと暗くなります。

下のスライダは、コントラストを調整す

るために使用します。スライダを右に動
かすとコントラストが強くなり、左に動

かすと弱くなります。プレビューの更新
をクリックして、プレビューを確認しま

す。

プレビューの

更新

設定を変更した後に、このボタンをク
リックすると、プレビューが更新されま

す。

縫い間隔
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6. フォトステッチ 2 の設定ダイアログボッ

クスのプレビューの更新をクリックしま

す。

→ プレビューが更新されます。

7. 完了をクリックします。

→ 作成された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

■ フォトステッチ 2（モノクロ）を選択
した場合

→ 次のような範囲の設定ダイアログボック

スが表示されます。

1. ダイアログボックスの下のマスクリスト

から、画像をトリミングする形状（マス

ク）を選択しクリックします。

2. プレビュー領域で、マスクの形状と位置を

調整します。マスクのハンドルを移動し

て、刺しゅうデータに変換する画像部分を

囲みます。

c このダイアログボックスでの設定について

は、P.85 を参照してください。

3. 範囲の設定ダイアログボックスの次へを

クリックします。

→ 次のようなグレーバランスダイアログ

ボックスが表示されます。

4. スライダを操作して、どの部分を刺しゅう

データにするか設定します。

a 注意：

画像の幅または高さのどちらか一方が
500mm を超えた場合、次のメッセージが表

示されます。このようなときは、画像のサイ
ズを調整してください。

マスクリスト

b メモ：

刺しゅうデータが作成されない部分は、X マー

クで埋められます。

b メモ：

• 黒く残っている部分に刺しゅうデータが作
成されます。

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。
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5. グレーバランスダイアログボックスの次

へをクリックします。

→ フォトステッチ2の設定ダイアログボック

スが表示されます。

6. 刺しゅうデータ作成のための設定を行い

ます。

縫い方設定

糸色設定

7. フォトステッチ 2 の設定ダイアログボッ

クスのプレビューの更新をクリックしま

す。

→ プレビューが更新されます。

8. 完了をクリックします。

→ 作成された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

原画をクロスステッチの刺しゅうデータ
に自動変換する（クロスステッチ）

■ クロスステッチを選択した場合

→ クロスステッチの設定ダイアログボック

スが表示されます。

1. 刺しゅうデータ作成のための設定を行い

ます。

b メモ：

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

縫い間隔

刺しゅうデータを作成する平行線の間隔

を設定します。
範囲：1.2 ～ 5.0mm
標準：2.0mm

縫い密度

サテン縫いで縫製する刺しゅうデータの
領域の最大密度を設定します。刺しゅう

データは、ここで設定した密度より細か

い密度で作成されます。
範囲：2.5 ～ 5.0 本 /mm
標準：3.0 本 /mm

色の変更

使用する糸色を変更したい場合は、色の

変更ボタンをクリックして、糸色ダイア
ログボックスを開きます。また、糸リス

トも変更できます。色を選択して、OK
をクリックし、色の変更を確定します。

明るさ /
コントラスト

上のスライダは、明るさを調整するため

に使用します。スライダを右に動かすと
明るくなり、左に動かすと暗くなります。

下のスライダは、コントラストを調整す

るために使用します。スライダを右に動
かすとコントラストが強くなり、左に動

かすと弱くなります。プレビューの更新
をクリックして、プレビューを確認しま

す。

プレビューの

更新

設定を変更した後に、このボタンをク
リックすると、プレビューが更新されま

す。

縫い間隔

b メモ：

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

クロスステッチ

のサイズ

格子の縦横のサイズを設定します。

範囲：1.5 ～ 5.0mm
標準：2.5mm

クロスステッチ

の縫い方

縫い回数を設定します。

範囲：2 重縫い、4 重縫い、6 重縫い
標準：2 重縫い
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2. 次へをクリックします。

→ 次のようなクロスステッチを作る領域の

選択ダイアログボックスが表示されます。

3. 縫う領域を決定します。ダイアログボック

スの画像の部分をクリックし、その部分を

縫うかどうかを選択します。

4. 必要に応じて、使わない色リストから、色

をクリックし、色単位での面縫いのオン /
オフを選択します。

5. 必要な設定を選択したら、完了をクリック

します。

→ 作成されたクロスステッチデータが、デザ

インページに表示されます。

下の画面は、下絵の表示設定を表示しないに設

設定してあります。

■ デザインセンターを選択した場合

→ デザインセンターが起動し、画像が取り込

まれたデザインページが表示されます。詳

しくは、P.195 の「刺しゅうデータの原画

からの作成（デザインセンター）」を参照

してください。

糸リスト

糸色を選択する際の、糸リストを選択
します。選択した糸リストから最適な

糸色が選択されます。
ユーザー糸リストも選択できます。

最大糸色数

作成するデータに使用する色数を設定

します。
設定された色数内で刺しゅうデータを

作成します。
範囲：2 ～ 50
標準：8

b メモ：

• 縫製しない部分は X マークで埋められます。

• ズームスライダを と の間で動かす

と、画像の表示倍率を調整できます。

• 戻るをクリックすると、1 つ前のダイアログ

ボックスに戻ります。

これらの領域は
縫製されません。

b メモ：

X マークが付いた色は、その色のすべての領域

の面縫いがオフ（縫わない）に設定されている
ことを示しています。

!!scr146.bmp!!
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刺しゅうデータを開く / 取り込む

新規デザインページを作成する

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→新規作成をクリックします。

→ デザインページが保存済み、または作業中

のデータがない場合は、直ちに空白の新規

デザインページが表示されます。

→ 現在のデザインページが保存されていな

い場合は、変更を保存するかどうかを尋ね

られます。

2. デザインページを設定します。

レイアウトセンターファイル
を開く

以前に保存したレイアウトセンターのファイル

（.pes ファイル）を開きます。

ツールバーボタン： 

1. ツールバーの か、メニューバーの

ファイル→開くをクリックします。

→ 次のようなファイルを開くダイアログ

ボックスが表示されます。

2. ドライブ、フォルダを選択します。

b メモ：

• デザインページを保存する場合は、はいをク
リックします。

• デザインページを保存しない場合は、いいえ
をクリックします。

• デザインページに戻って、変更したり、別の
名前を付けて保存する場合は、キャンセルを
クリックします。

b メモ：

詳しくは、P.100 の「デザインページのサイズ

と色を設定する」を参照してください。

b メモ：

• プレビューチェックボックスがチェックさ
れていると、選択したファイルの内容がプレ
ビュー領域に表示されます。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

• 必ず.pesファイルの入っているフォルダを
選択してください。

• デザインページからはみ出た刺しゅう
データや、針数や色数がデザインページの
制限を越えた刺しゅうデータの.pesファイ
ルは、プレビューは表示されません。



96

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

3. フォルダ内の .pes ファイルをアイコンで

確認する場合は、一覧をクリックします。

→ 次のような一覧ダイアログボックスが表

示されます。

4. 開くをクリックするか、アイコンをダブル

クリックしてファイルを開きます。

→ デザインページのデータが保存済み、また

は作業中のデータがない場合は、選択され

たファイルがデザインページに表示され

ます。

→ 現在のデザインページのデータが保存さ

れていない場合は、変更を保存するかどう

かを尋ねられます。

c P.180 の「保存する」

ファイルから刺しゅうデータ
を取り込む

刺しゅうPRO Ver.4以前で刺しゅうカードから読み込

んだファイル（.pec）、タジマ（.dst）、メルコ（.exp）、

パフ（.pcs）、ハスクバーナ（hus, .vip, .shv）、ジャ

ノメ（.jef, .sew）、シンガー（.csd, .xxx）の各形式で

作成されたファイル、および、ブラザー刺しゅうミ

シンで作成されたファイル（.phc）を取り込み、そ

れを作業中のデザインページに加えます。

また、.pes ファイルを追加して、このアプリケーショ

ンで作成した複数のファイルを組み合わせることも

できます。

b メモ：

• ファイルを開くダイアログボックスに戻る
ときは、キャンセルをクリックします。

• 刺しゅうデータの詳細を見るには、ファイ
ルを選択してデータ確認をクリックしま
す。次のようなプレビューダイアログボッ
クスが表示されます。

• 表示されているファイルを開くときは、
開くをクリックします。

• 一覧ダイアログボックスに戻るときは、
キャンセルをクリックします。

a 注意：

デザインページからはみ出た刺しゅうデー
タや、針数や色数がデザインページの制限を
越えた刺しゅうデータの .pes ファイルは、プ

レビューは表示されません。

b メモ：

エクスプローラに表示された刺しゅうデータ
のアイコンを、レイアウトセンターの画面にド
ラッグして開くこともできます。

b メモ：

• デザインページのデータを保存する場合は、
はいをクリックします。

• デザインページのデータを保存しない場合
は、いいえをクリックします。

• デザインページに戻って、変更したり、別の
名前を付けて保存する場合は、キャンセルを
クリックします。
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ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→データ取り込み→ファイルか

らをクリックします。

→ 次のようなファイルから取り込むダイア

ログボックスが表示されます。

2. ドライブ、フォルダを選択します。

3. フォルダ内のファイルをアイコンで確認

する場合は、一覧をクリックします。

→ 次のような一覧ダイアログボックスが表

示されます。

a 注意：

必ずファイルの種類のリストボックスから
ファイル形式を選択してください。

b メモ：

• プレビューチェックボックスがチェックさ
れていると、選択したファイルの内容がプレ
ビュー領域に表示されます。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

• フォルダの内容を見やすくするために、一覧
ダイアログボックスの大きさを変えること
ができます。一覧ダイアログボックスの大き
さは、変更するまで維持されます。

• ファイルから取りこむダイアログボックス
に戻るときは、キャンセルをクリックしま
す。

• データ確認をクリックすると、詳細なイメー
ジを見ることができます。次のようなプレ
ビューダイアログボックスが表示されます。

• 表示されているファイルを取り込むと
きは、取り込みをクリックします。

• 一覧ダイアログボックスに戻るときは、
キャンセルをクリックします。

• エクスプローラに表示された1つまたは複数

の刺しゅうデータのアイコンを、 キー

を押しながらレイアウトセンターの画面に
ドラッグして取り込むこともできます。

Ctrl
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4. 取り込みをクリックするか、アイコンをダ

ブルクリックしてファイルを取り込みま

す。

→ 刺しゅうデータがデザインページに表示

されます。

刺しゅうカードから刺しゅう
データを取り込む

カードライターに挿入された刺しゅうカードから、

刺しゅうデータをデザインページに取り込みます。

1. メニューバーのファイル→データ取り込

み→カードからをクリックします。

→ カードライターを接続し、刺しゅうカード

を挿入しているときは、次のようなメッ

セージが表示され、刺しゅうデータを刺

しゅうカードから読み込みます。

2. カードの読み込みが終了すると、次のよう

なダイアログボックスが表示されます。

a 注意： 

• 他社の市販データから刺しゅうデータを
取り込むときは、サイズがデザインページ
に合っているかを確認してください。

• .dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、.jef、.sew、
.csd、.xxx、.phc ファイルから取り込んだ
データは、糸色がわずかに変化することが
あります。このような場合は、メニュー
バーの縫い方→縫い順 / 糸色を選択して、
糸色を変更してください。

b メモ：

• .pec ファイルを取り込むときに、取り込み

サイズダイアログボックスが表示される場
合があります。そのときは、取り込みサイズ
を選択し、OK をクリックします。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

著作権法上、この機能は使用できない刺しゅ
うカードがあります。

a 注意：

カードライターが接続されていて、刺しゅう
カードを挿入していないときは、次のメッ
セージが表示されます。

• 刺しゅうカードを挿入し、再試行をクリッ
クします。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックしま
す。

b メモ：

内容を見やすくするために、ダイアログボック
スの大きさを変えることができます。ダイアロ
グボックスのサイズは、次に変更するまで現在
の設定が保持されます。
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3. 刺しゅうデータをクリックして、選択しま

す。

4. 取り込みをクリックするか、刺しゅうデー

タをダブルクリックして取り込みます。

デザインセンターから刺しゅう
データを取り込む

デザインセンターの刺しゅうデータを、直接デザイ

ンページに取り込みます。

ツールバーボタン： 

1. デザインセンターを起動し、レイアウトセ

ンターに取り込みたいファイルを開きま

す。

2. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→データ取り込み→デザインセ

ンターからをクリックします。

→ 取り込みサイズダイアログボックスが表

示されます。

3. 取り込み倍率で倍率を入力するか、スピン

ボタンで倍率を変更します。

4. 方向で取り込む方向を選択します。

5. 取り込みをクリックして、刺しゅうデータ

を取り込みます。

c P.195 の「刺しゅうデータの原画からの作成

（デザインセンター）」

b メモ：

• データ確認をクリックすると、詳細なイメー
ジを見ることができます。次のようなプレ
ビューダイアログボックスが表示されます。

• 表示されている刺しゅうデータを取り
込むときは、取り込みをクリックしま
す。

• データ取り込みダイアログボックスに
戻るときは、キャンセルをクリックしま
す。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

刺しゅうカードから刺しゅうデータを取り込
むときに、取り込みサイズダイアログボックス
が表示される場合があります。そのときは、取
り込みサイズを選択して、OK をクリックする

と、刺しゅうデータが取り込まれます。

a 注意：

• デザインページのサイズより大きなサイ
ズになる倍率を指定することはできませ
ん。

• 取り込み倍率は 24% 以下は設定できませ
ん。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• デザインセンターが起動していない、.pem
ファイルが開かれていない、デザインセン
ターが縫い方設定ステージではない、などの
場合は、次のいずれかのメッセージが表示さ
れます。

OK をクリックして、デザインセンターを起

動し、.pem ファイルを開きます。
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デザインページのサイズと色を設定する
デザインページの色とサイズ、および背景色を変更できます。デザインページのサイズはお使いの刺しゅう枠

のサイズに合わせて選択できます。複数のパーツに分割して縫製する分割模様の刺しゅうデータ用に、カスタ

ムサイズを設定することもできます。

1. メニューバーのオプション→デザイン

ページの設定をクリックします。

→ デザインページの設定ダイアログボック

スが表示されます。

2. デザインページのサイズを指定します。

デザインページサイズセレクタで、ご使用の刺

しゅう枠のサイズを選択します。

必要に応じて、向き（縦 / 横）を選択します。

分割模様用のカスタムサイズを設定する場合

は、カスタムサイズを選択し、デザインページ

の幅と高さ（分割模様の実寸）を選択します。

（設定できる範囲は、100 ～ 1000mm です。）

次に、パーツのサイズ（使用する枠サイズ）セ

レクタから分割する枠のサイズを選択します。

このパーツのサイズは、通常の刺しゅう枠より

10mm 小さくなっています。（カスタムサイズ

は、大型枠用ではありません。大型枠について

詳しくは、P.186 の「デザインページのサイズ

を設定する」を参照してください。）

3. デザインページセレクタでデザインペー

ジの色を選択します。

4. 背景セレクタで背景の色を選択します。

5. OK をクリックします。

c P.313 の「レイアウトセンターで デザイン

ページのサイズを設定する」および P.185 の
「長さの単位を変更する」

b メモ：

• 変更結果がプレビュー領域に表示されます。

• 枠サイズが選択されている場合、ミシンの絵
が、ミシン上のデザインページ（枠）の方向
を示します。

b メモ：

• 標準設定（100 × 100mm）に戻すには、標

準をクリックします。

• カスタムサイズのデザインページで作成し
た刺しゅうデータは、保存またはオリジナル
カードに書き込む前に、自動的に走り縫いが
追加されます。縫製時に、この走り縫いの線
を目安にして、枠パーツの位置合わせをする
ことができます。この縫い目は、空白（未定
義）色として表示され、編集することはでき
ません。（詳しくは、P.193 の「縫製する」を

参照してください。）

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

• 枠サイズの130×300mmと100×172mm
には、数字の前に「*」が付いています。こ
れは、3ヶ所でミシンに取り付ける特殊な
刺しゅう枠（大型枠）に使われる刺しゅう
データに使用します。ご使用のミシンで、
大型枠を使い、大型模様の刺しゅうデータ
を縫製できることを確認してから選択し
てください。

• ご使用のミシンの最大刺しゅう縫製範囲
を越えるサイズを選択しないでください。

• デザインページがカスタムサイズに設定
されているデータは、バージョン 7 より前
の .pes には保存できません。

• デザインページのサイズは1000×1000mm
まで指定できますが、大きな画像をフォト
ステッチ機能で変換しようとすると、「画
像が大きすぎて変換できません。」という
メッセージが表示されます。メッセージを閉
じると、自動的に画像が選択された状態になりま
す。画像のサイズを 500 × 500mm 以下に
調整してください。

b メモ：

アプリケーションで使う長さの単位を、mm ま

たはインチから選択できます。詳しくは、P.185
の「長さの単位を変更する」を参照してくださ
い。
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画像データを保存する
画像データをファイルとして保存するか、クリップボードに出力します。

■ ファイルとして保存する

1. メニューバーの画像→出力→ファイルへ

をクリックします。

→ 次のようなダイアログボックスが表示さ

れます。

2. ドライブ、フォルダ、保存したいファイル

の種類を選択します。

3. ファイル名を入力します。

4. 保存をクリックして、データを保存しま

す。

■ クリップボードに出力する

1. メニューバーの画像→出力→クリップ

ボードへをクリックします。

→ デザインページの画像データがクリップ

ボードにコピーされます。

b メモ：

• 拡張子は自動的に付けられます。

• 画像データは、Windowsビットマップ（*.bmp）
または JPEG（*.jpg）のどちらかで保存でき

ます。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。
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刺しゅうデータを編集する

刺しゅうデータを選択する

既存の刺しゅうデータに変更を加えるには、まずそ

の刺しゅうデータを選択します。選択ツールは、1

個または複数の刺しゅうデータを選択するときに使

います。選択した刺しゅうデータは、移動、拡大・

縮小、回転または反転などの変更をすることができ

ます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 選択したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの周りにハンドルが表示

されます。

3. 複数の刺しゅうデータを選択するには、

キーを押しながら刺しゅうデータを

クリックします。

■ 刺しゅうデータを入力順で選択する

が選択されているときに、 キーを押すと、

入力順で刺しゅうデータを選択できます。 キー

を押しながら キーを押すと、入力順の逆順で刺

しゅうデータが選択されます。

キー（または、 と キー）を押した

場合に： 

• 刺しゅうデータが何も選択されていないと
きは、最初（または最後）に入力した刺しゅ
うデータが選択されます。

• 複数の刺しゅうデータが選択されていると
きは、その中で一番最初（または一番最後）
に入力した刺しゅうデータが選択されます。

• 最後（または最初）に入力した刺しゅうデー
タが選択されているときは、最初（または最
後）の刺しゅうデータが選択されます。

■ すべての刺しゅうデータを選択する

デザインページのすべての刺しゅうデータを一度に

選択することができます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

2. メニューバーの編集→すべて選択をク

リックします。

刺しゅうデータを移動する

1. 選択した刺しゅうデータ上にカーソルを

移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

2. ドラッグして、移動します。

b メモ：

• ステータスバーに、刺しゅうデータのサイズ
（幅と高さ）が表示されます。

• 刺しゅうデータの選択を解除するには、他の
刺しゅうデータを選択するか、刺しゅうデー
タが無い部分をクリックするか、ツールボッ
クスのズームツール以外の別のボタンをク
リックします。

b メモ：

• 選択したい刺しゅうデータを囲むように
カーソルをドラッグしても選択できます。
カーソルをドラッグすると、点線の長方形が
表示されます。マウスボタンを離すと、その
長方形と重なるすべての刺しゅうデータが
選択されます。

• 選択したくない刺しゅうデータまで選択し
てしまったときは、刺しゅうデータの無い部
分をクリックしてすべての選択を解除し、選
択し直します。

ハンドル

Ctrl

Tab

Shift

Tab

Tab Shift Tab
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■ 刺しゅうデータを中央へ移動する

選択された刺しゅうデータを簡単にデザインページ

の中央へ移動できます。

1. 1つまたは複数の刺しゅうデータを選択しま

す。

2. メニューバーの編集→中央へ移動をク

リックします。

→ 選択された刺しゅうデータ全体がデザイ

ンページの中央へ移動します。

■ 刺しゅうデータを配列する

選択された刺しゅうデータを指定する方法で揃えます。

1. 配列する複数の刺しゅうデータを選択し

ます。

2. メニューバーの編集→整列をクリックし、

左揃え、左右中央揃え、 右揃え、上揃え、

上下中央揃え、下揃えのいずれかを選択し

ます。

→ 選択された刺しゅうデータは、次のように

整列します。

図形データ上の文字列

図形データ上に配列された文字データの選択の仕方

は次の 3 通りがあります。選択された刺しゅうデー

タの外形を基準にして整列します。

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、刺

しゅうデータは水平方向または垂直方向に
移動します。

• 矢印キーを押すと、選択した刺しゅうデータ
を矢印キーの方向に 0.5mm ずつ移動できま

す。矢印キーを押し続けると、矢印キーの方
向に刺しゅうデータが移動し続けます。

• グリッドに固定が設定されているときは、矢
印キーを押すと矢印の方向に1グリッドずつ

移動できます。

• 図形データ上に配列された文字を線に沿っ
て移動するとき、矢印キーでは移動できませ
ん。

Shift

b メモ：

整列方法を選択し直したいときは、メニュー

バーの編集→元に戻すをクリックし、2.の操

作を繰り返します。

1. 文字データが選択されている

2. 図形データが選択されている

3. 文字データと図形データが共に
選択されている
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ドーナツ縫いが設定されている刺しゅうデータ

内側の刺しゅうデータのみ選択されている場合は内

側の刺しゅうデータの外形を基準にします。 外側の

刺しゅうデータも共に選択されている場合は外側の

刺しゅうデータの外形を基準にして、配列します。

刺しゅうデータを拡大・縮小
する

■ 拡大・縮小する

1. サイズを変更したい刺しゅうデータを選

択します。

2. 選択した刺しゅうデータのハンドル上に

カーソルを移動します。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

3. ハンドルをドラッグして、刺しゅうデータ

のサイズを調整します。

■ サイズを指定して拡大・縮小する

1. サイズを変更したい刺しゅうデータを選

択します。

2. メニューバーの編集→数値設定→サイズ

をクリックします。

→ サイズダイアログボックスが表示されま

す。

3. 縦横比を固定して幅と高さを変更する場

合は、縦横比を保持チェックボックスを

チェックします。

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大、縮

小します。（幅と高さの比率は保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、刺しゅうデータの中心から拡大・
縮小されます。

1. 内側の刺しゅうデータが選択されている 

2. 外側の刺しゅうデータが選択されている 

3. 内側と外側の刺しゅうデータが共に選択されている 

Shift

b メモ：

• ハンドルをドラッグするとき、ステータス
バーでサイズが確認できます。

• より正確なサイズ変更をする場合は、メ
ニューバーの編集→数値設定→サイズをク
リックします。

a 注意：

• スタンプは、設定された面が拡大・縮小さ
れても、パターンの大きさ・位置は変わり
ません。スタンプが設定された刺しゅう
データのサイズを変更するときは、変更後
にスタンプの位置などを確認してくださ
い。

• 刺しゅうカードから読み込んだ刺しゅう
データには、拡大・縮小できないものがあ
りますのでご注意ください。

• ステッチデータをそのまま拡大・縮小する
と、針数は変わらないので刺しゅう品質が
落ちることがあります。 キーを押し
ながら拡大・縮小の操作を行うと、刺しゅ
うの品質が保持できます。

Ctrl
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4. 指定のしかたを選びます。比率（%）また

はサイズ（mm またはインチ）のどちらか

のラジオボタンをクリックします。

5. 幅と高さの数値を入力するか、スピンボタ

ンで値を変更します。

6. 糸密度やタタミ縫いの品質を維持したま

ま刺しゅうデータのサイズを変更したい

ときは、糸密度とパターンを保持をチェッ

クします。

7. OK をクリックします。

刺しゅうデータを上下または
左右に反転する

1. 上下または左右に反転したい刺しゅう

データを選択します。

2. 刺しゅうデータを上下に反転するには、編

集→反転→上下をクリックするか、ツール

バーの をクリックします。

刺しゅうデータを左右に反転するには、編

集→反転→左右をクリックするか、ツール

バーの をクリックします。

刺しゅうデータを回転する

■ 回転する

1. 回転したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

2. メニューバーの編集→回転をクリックす

るか、ツールバーの をクリックしま

す。

→ 選択した刺しゅうデータの四隅のハンド

ルが、白い四角に変わります。

3. カーソルをハンドルの 1 つに移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

4. ハンドルをドラッグすると、1 度単位で回

転します。

b メモ：

• 100% を選択すると、サイズは変更されませ

ん。

• 縦横比を保持チェックボックスを選択する
と、幅と高さの比が固定され、一方の数値を
変更するともう一方も自動的に変更されま
す。

b メモ：

糸密度とパターンを保持はステッチデータが
選択されているときのみチェックできます。

b メモ：

• プレビューをクリックすると、変更後のサイ
ズをデザインページ上で確認できます。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

刺しゅうカードから読み込んだ刺しゅう
データには、反転できないものがありますの
でご注意ください。

b メモ：

キーを押しながらドラッグすると、15
度単位で回転します。

Shift
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■ 角度を指定して回転する

1. 角度を指定して回転したい刺しゅうデー

タをクリックします。

2. メニューバーの編集→数値設定→回転を

クリックします。

→ 回転ダイアログボックスが表示されます。

3. 回転角度の数値を入力するか、スピンボタ

ンで値を変更します。

4. OK をクリックします。

刺しゅうデータをグループ化
する

複数の刺しゅうデータをグループ化して 1 つの刺

しゅうデータにします。グループ化された刺しゅう

データは、編集する際に 1 つの刺しゅうデータとし

て処理されます。また、個別に編集することもでき

ます。

1. 複数の刺しゅうデータを選択します。

2. メニューバーの編集→グループ化をク

リックします。

→ 選択した刺しゅうデータがグループ化さ

れます。

■ グループ化された刺しゅうデータを
個別に編集する

刺しゅうデータをグループ化した後も個別に編集が

できます。

1. グループ内の個別の刺しゅうデータを選

択するには、 キーを押しながら刺

しゅうデータをクリックします。

グループ内の複数の個別データを選択する

場合は、 キーと キーを押しなが

ら刺しゅうデータをクリックします。

2. 刺しゅうデータを編集します。

b メモ：

• 赤い矢印をドラッグしても指定できます。
カーソルを赤い矢印上に移動すると、形が

に変わります。

• 0 度を選択すると、回転しません。

b メモ：

• プレビューをクリックすると、変更後の刺
しゅうデータの角度をデザインページ上で
確認できます。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

入力可能な数値の範囲は、0 ～ 359 度までで、

1 度単位で入力できます。

b メモ：

• 図形データ（直線や曲線など）とそれに配列
されている文字のいずれかが選択されてい
る場合は、その両方がグループ化されます。

• ドーナツ縫いが設定されている刺しゅう
データの一部が選択されている場合は、ドー
ナツ縫い設定がされているすべての刺しゅ
うデータがグループ化されます。

• グループ化を解除するときは、グループを選
択し、ツールバーの編集→グループ化解除を
クリックします。

b メモ：

グループ化された刺しゅうデータ全体または
グループ内の個別データを選択すると、周りに
水色の枠が表示され、グループ化された刺しゅ
うデータであることが示されます。

b メモ：

グループ内の刺しゅうデータを削除してグ
ループを構成する刺しゅうデータが1つになる

と、グループ化は解除されます。

Alt

Alt Ctrl
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刺しゅうデータを変形する

ポイントを選択する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. 選択したいポイントをクリックします。

複数のポイントを選択するには、 キーを

押しながらポイントをクリックするか、ポイン

トを囲むようにドラッグします。

キーを押しながらクリックすると、先に

選択したポイントと今回選択したポイントに

はさまれたポイントがすべて選択されます。

キーを押しながら→ キーまたは↓ キー

を押すと、矢印キーを押すごとに終点の方向へ

ポイントが 1 つずつ追加選択されます。

キーを押しながら← キーまたは

↑ キーを押すと、矢印キーを押すごとに始点

の方向へポイントが 1 つずつ追加選択されま

す。

キーを押しながら反対方向の矢印キー

を押すと、ポイントの選択が解除されます。

現在のポイントの選択を解除し、終点の方向に

ある次のポイントを選択するには、 キー

を押しながら → キーまたは ↓キーを押しま

す。現在のポイントの選択を解除し、始点の方

向にある次のポイントを選択するには、

キーを押しながら ←キーまたは ↑キー

を押します。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

ポイントを移動する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. 移動するポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

b メモ：

直線、曲線、円弧、扇形、円弧と弦、マニュア
ルパンチングデータやステッチデータを選択
できます。

Ctrl

Shift

Shift

Shift

a 注意：

刺しゅうデータの中にはポイントの選択が
できないものもあります。

b メモ：

直線、曲線、円弧、扇形、円弧と弦、マニュア
ルパンチングデータやステッチデータを選択
できます。

a 注意：

刺しゅうデータの線上でクリックすると、新
しいポイントが挿入されます。

Shift

Ctrl

Ctrl
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5. ポイントを移動したい場所にドラッグし

ます。 ポイントを挿入する

刺しゅうデータの形を変更するために、新しくポイ

ントを挿入します。曲線の新たなポイントは、ハン

ドルを使って接線方向を変えることもできます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. ポイントを挿入したい輪郭線上をクリッ

クします。

→ 新しいポイントが追加されます。追加され

たポイントは選択された状態（小さい黒い

四角）で表示されます。曲線の場合は、ハ

ンドルも表示されます。

a 注意：

このとき、必ず、選択したポイントをドラッ
グしてください。他の場所をドラッグする
と、新たなポイントが挿入されたり、選択し
たポイントの選択が解除されます。

b メモ：

• 選択されたすべてのポイントが同じ方向に
移動します。

• キーを押しながらドラッグすると、水
平方向または垂直方向に移動できます。

• 矢印キーを押すと、選択したポイントを矢印
キーの方向に 0.5mm ずつ移動できます。矢

印キーを押し続けると、矢印キーの方向に移
動し続けます。

• グリッドに固定が設定されているときは、矢
印キーを押すと矢印キーの方向に1グリッド

ずつ移動できます。

• 円弧・扇形・円弧と弦の場合、端点の移動に
矢印キーを使うことはできません。

• ドーナツ縫いが設定された刺しゅうデータ
のポイントも移動できます。ただし、内側の
刺しゅうデータのポイントを外側の刺しゅ
うデータを越えて外側に移動することはで
きません。移動したい場合は、ドーナツ縫い
を解除してください。

Shift

b メモ：

直線、曲線、マニュアルパンチングデータ、ス
テッチデータを選択できます。

b メモ：

マニュアルパンチングのブロックツールで作
成された刺しゅうデータでは一対の新たなポ
イントが挿入されます。



109

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

ポイントを削除する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. 削除したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

5. キーを押すか、メニューバーの編

集→削除をクリックします。

直線を曲線に、または曲線を
直線に変える

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. 変更したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

5. 直線を曲線に変えるにはメニューバーの

編集→ポイント→曲線化をクリックする

か、ポイントを右クリックして、表示され

たメニューから曲線化をクリックします。

曲線を直線に変えるにはメニューバーの編集

→ポイント→直線化をクリックするか、ポイン

トを右クリックして、表示されたメニューから

直線化をクリックします。

→ 曲線のポイントは角に、角は曲線に変わり

ます。

b メモ：

直線、曲線、マニュアルパンチングデータ、ス
テッチデータを選択できます。

b メモ：

マニュアルパンチングのブロックツールで作
成された刺しゅうデータでは一対のポイント
が削除されます。

Delete



110

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

尖った曲線の角をとる

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. 平らにしたい線のポイントをクリックし

ます。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

5. 表示されたメニューで、編集→ポイント→

スムーズ化をクリックするか、ポイントを

右クリックして表示されたメニューから

スムーズ化を選択します。

→ 選択されたポイントの角は、曲線になりま

す。

→ 2本の曲線ハンドルは、個別に調整できます。

6. 曲線ハンドルをドラッグして、曲線を調整

します。

曲線ハンドルを対称化する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. 曲線ハンドルを対称化したいのポイント

をクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

5. 表示されたメニューで、編集→ポイント→

対称化をクリックするか、ポイントを右ク

リックして表示されたメニューから対称

化を選択します。

→ 選択されたポイントの角は、曲線になりま

す。

→ 2 本の曲線ハンドルが、同じ長さになりま

す。

b メモ：

曲線上のポイントの場合、ハンドルを使って接
線方向を変えることもできます。
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6. 曲線ハンドルをドラッグして、曲線を調整

します。

→ 2 本の曲線ハンドルは、常に同じ長さで動

きます。

曲線を尖らせる

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

4. 曲線の尖らせたいところのポイントをク

リックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

5. 表示されたメニューで、編集→ポイント→

尖化をクリックするか、ポイントを右ク

リックして表示されたメニューから尖化

を選択します。

→ 2 本の曲線ハンドルの長さと角度を、個別

に調整できるようになります。

6. 曲線ハンドルをドラッグして、角度を調整

します。

縫い始終点/中心点を移動する

■ 始点 / 終点を移動する

ツールボックスのツールを使って作成された刺しゅ

うデータの縫い始終点の位置を調整できます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

a 注意：

縫いの始終点が最適化されていると（メ
ニューバーの縫い方→縫い始終点の最適化
がチェックされている場合）、縫いの始終点
の編集はできません。このツールで縫いの始
終点を編集するときは、メニューバーの縫い
方→縫い始終点の最適化を選択し、設定をオ
フにしてください。
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3. 編集したい刺しゅうデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの始終点が表示されます。

これは、輪郭線の縫い始めの点です。前

のデータからこの位置へ接続されま

す。

これは、輪郭線の縫い終わりの点です。

この位置から次のデータへ接続されま

す。

これは、面縫いの縫い始めの点です。前

のデータからこの位置へ接続されま

す。

これは、面縫いの縫い終わりの点です。

この位置から次のデータへ接続されま

す。

4. 矢印マークを移動したい場所にドラッグ

すると、アウトラインに沿って移動しま

す。

■ 中心点を移動する

同心円縫いや放射縫いを設定された面縫いは、中心

点を変更して装飾効果を調整できます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい同心円縫いや放射縫いに設定

された面をクリックします。

→ 刺しゅうデータの中心点と縫い始終点が

表示されます。

4. 中心点をドラッグして、プレビュー画面で

確認しながら模様を調整します。

b メモ：

同心円縫いや放射縫いが設定されている場合
は、中心点も表示されます。（中心点の移動に
ついて、詳しくは P.112 の「中心点を移動す

る」を参照してください。）

a 注意：

ステッチデータ、文字データ、マニュアルパ
ンチングデータの始終点は編集できません。

b メモ：

縫い設定がオフになっている面部や線部は、そ
の始終点は表示されません。

a 注意：

• 円・円弧描画ツール、長方形描画ツール、
線描画ツールで描かれた刺しゅうデータ
のみ縫い始終点の編集ができます。マニュ
アルパンチングデータや文字入力ツール
を使って作成された刺しゅうデータやス
テッチデータは編集できません。

• メニューバーの縫い方→縫い始終点の最
適化でモードをオンにすると、それまでの
始終点の編集内容は破棄され、自動的に最
適化されます。
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■ 縫い始終点を最適化する

縫い始終点の位置を自動調整して最適化します。

1. メニューバーの縫い方→縫い始終点の最

適化を選択します。

チェックマークが表示され、縫い始終点の最適

化が行われます。（オンに設定されます。）

最適化をオフ設定にする場合は、もう 1 度メ

ニューバーの縫い方→縫い始終点の最適化を

選んでチェックを解除します。

→ チェックマークが縫い始終点の最適化の

横に表示されている場合は、連続する同色

のオブジェクトについて、縫いデータの始

点、終点を最短距離で結ぶように、最適化

します。

→ 始終点の最適化の横にチェックマークが

表示されていないときは、始終点は最適化

されません。始終点の最適化をオンからオ

フに変更しても、設定された始終点の位置

は保持されます。ただし、ポイント編集

ツールで始終点を自由に編集することは

できます。

a 注意：

• 円・円弧描画ツール、長方形描画ツール、
線描画ツールで描かれた刺しゅうデータ
のみ縫い始終点の最適化ができます。

• メニューバーの縫い方→縫い始終点の最
適化でモードをオンにすると、ポイント編
集ツールで始終点の編集はできません。

縫い始終点の最適化が選択されていない

縫い始終点の最適化が選択されている
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ステッチデータを編集する

刺しゅうデータをステッチ
データに変換する

レイアウトセンターのツールで描かれた刺しゅう

データをステッチデータに変換し、編集を加えるこ

とができます。

1. 変換したい刺しゅうデータを選択します。

2. メニューバーの縫い方→ステッチデータ

に変換をクリックします。

選択されていたデータが、ステッチデータに変

換されます。 

→ 変換されたデータの周囲の点線は、その

データがステッチデータであることを示

します。変換されたデータは、ポイント編

集ツールで針落ち点の編集ができます。

ステッチデータの針落ち点を
編集する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したいステッチデータをクリックし

ます。

→ ステッチデータの針落ち点が白い四角で

表示されます。

4. 選択したい白い四角をクリックします。

→ 選択された針落ち点は黒い四角で表示さ

れます。

b メモ：

• グループ化された刺しゅうデータ、図形
データ上に配列された文字列やドーナツ縫
いが設定されている刺しゅうデータは、刺
しゅうデータのどこか一部が選択される
と、組み合わされているすべての刺しゅう
データがステッチデータに変換されます。

• 縫い方が設定されていない刺しゅうデータ
は、ステッチデータに変換すると削除されま
す。

• ここでの刺しゅうデータとは、図形ツール、
文字ツール、マニュアルパンチングで作成さ
れたデータを指します。

a 注意：

ステッチデータは、点線の四角で囲まれて表
示されます。
点線の四角で囲まれていない場合は、そのま
までは編集できません。メニューバーの縫い
方→ステッチデータに変換を選択して、刺
しゅうデータをステッチデータに変換しま
す。

b メモ：

渡り糸（データ間を結ぶステッチデータ：画面
上では点線で表示されます）をクリックする
と、その両端の針落ち点が選択されます。
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針落ち点を複数選択するには、 キーを押

しながら針落ち点をクリックするか、ポイント

を囲むようにドラッグします。

→ 選択された針落ち点は小さな黒い四角で

表示されます。

■ 針落ち点を移動する

1. 選択した針落ち点を移動したい場所にド

ラッグします。

■ 針落ち点と渡り糸を挿入する

1. 針落ち点と針落ち点の間の線上でクリッ

クすると、その場所に新たな針落ち点が挿

入されます。

■ 針落ち点を削除する

1. キーを押すと、選択された針落ち

点が削除されます。

■ ステッチデータの各色の始終点を編
集する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したいステッチデータをクリックし

ます。

→ 刺しゅうデータの針落ち点が白い四角で

表示されます。

4. と キーを押すと、最初の糸色

の始点が選択されます。

と キーを押すと、最後の糸色の終

点が選択されます。

任意の色の始点を選択するには、その色の針落

ち点を選択し キーを押します。

任意の色の終点を選択するには、その色の針落

ち点を選択し キーを押します。

b メモ：

• キーを押しながら次の針落ち点をク

リックすると、先に選択した針落ち点と今回
選択した針落ち点にはさまれた針落ち点が
すべて選択されます。

• キーを押しながら → キーまた

は ↓ キーを押すと、矢印キーを押すごとに
終点の方向へポイントが1つずつ追加選択さ

れます。 キーを押しながら ← キーま

たは ↓ キーを押すと、矢印キーを押すごと
に逆の方向へポイントが1つずつ追加選択さ

れます。 キーを押しながら反対方向

の矢印キーを押すと、ポイントの選択が解除
されます。

• 現在のポイントの選択を解除し、終点の方向
にある次のポイントを選択するには、

キーを押しながら → キーまた

は ↑ キーを押します。現在のポイントの選
択を解除し、縫い方向の反対側にある次のポ

イントを選択するには、 キーを押し

ながら ← キーまたは ↑ キーを押します。

• 次の糸色ですべてのポイントを選択するに

は、 キーを押します。前の糸色ですべ

てのポイントを選択するには、 キー

を押しながら キーを押します。

a 注意：

針落ち点を選択するときは、デザインページ
の空白部分ではなく針落ち点（白い四角）を
クリックしてください。空白部分をクリック
すると、選択された針落ち点がすべて選択解
除されます。

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

水平方向または垂直方向に移動できます。

• 矢印キーを押すと、選択した針落ち点を矢印
キーの方向に 0.1mm ずつ移動できます。

• グリッドに固定が設定されているときは、矢
印キーを押すと矢印の方向に1グリッドずつ

移動できます。

Ctrl

Shift

Shift

Shift

Shift

Ctrl

Ctrl

Tab

Shift

Tab

Shift

b メモ：

• 針落ち点を挿入して、渡り糸に変更するに

は、 と キーを押しながら線を

クリックします。

b メモ：

渡り糸ステッチの終点を削除した場合は、その
渡り糸ステッチは削除され、その前後のステッ
チがつながります。

Ctrl Shift

Delete

Ctrl Home

Ctrl End

Home

End
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ステッチデータの糸色を
変更する

取り込まれたステッチデータ、文字データや図形

データなどから変換されたステッチデータの色は、

次のように変更できます。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

縫い方→縫い順 / 糸色をクリックします。

→ 色単位でコマ分けされた縫い順 / 糸色ダイ

アログボックスが表示されます。

2. 糸色を変更したいコマを選択し、クリック

します。

3. をクリックします。

→ 糸色ダイアログボックスが表示されます。

4. 設定したい色をクリックし、OK をクリッ

クします。

→ デザインページと縫い順 / 糸色ダイアログ

ボックスに、刺しゅうデータが新しい色で

表示されます。

5. 2.から 4.を、変更したい色ごとに繰り返

します。

6. OK をクリックします。

→ 刺しゅうデータが新しい色で表示されま

す。

ステッチデータをブロックに
変換する（STB 機能）

取り込まれたステッチデータや、文字データや図形

データなどから変換されたステッチデータを、STB

（Stitch to Block）機能でブロック（マニュアルパン

チングデータ）に変換すると、縫い方の設定を変更

したり拡大・縮小したりしても、刺しゅう品質を保

持できるようになります。

1. 設定したいステッチデータを選択します。

2. メニューバーの縫い方→STB機能をクリッ

クします。

→ STB機能のパラメータダイアログボックス

が表示されます。

3. スライダをドラッグして、感度を調整しま

す。

4. OK をクリックします。

→ ブロックのデータはグループ化され、設定

を変更するとグループ全体に適用されま

す。縫い方バーは、次のように表示されま

す。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

通常は普通に設定します。ステッチデータの複
雑さにより、必要に応じて粗いまたは細かいを
設定します。
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c P.152 の「縫い方の詳細設定をする」、P.104
の「刺しゅうデータを拡大・縮小する」、お

よび P.107 の「ポイントを選択する」

ステッチデータの一部を
切り取る

ステッチ分割ツールを使って切り取りたい部分の囲

み、ステッチデータの一部を切り取ることができま

す。切り取った部分を削除したり、移動して配置し

直したり、他の刺しゅうデータと組み合わせたりで

きます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

2. 切り取りたいステッチデータをクリック

します。

→ 選択したステッチデータ以外のデータは

画面から消去され、カーソルの形が

に変わります。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 刺しゅうデータ内で同一色のブロックの色糸

や縫い方を一括変更できます。 キーを

押しながら、糸色や縫い方変更したいブロック
を選択します。（または、メニューバーの編集
→グループ化解除を選んで、グループ化を一旦
解除して選択することもできます。) ズーム

ツールで刺しゅうデータを拡大すると、簡単に
色を選択できます。目的のブロックをすべて選
択すると、ブロックの色と縫い方が縫い方設定
バーに表示されます。

• 選択カーソルでブロックを拡大または縮小
すると、糸密度とパターンが維持されるので
元の縫製品質が維持できます。

a 注意：

• 刺しゅうカードから取り込んだステッチ
データには、STB 機能を使えないものがあ
ります。

• STB 機能を設定してから拡大・縮小すると、
一部のタタミ縫いが失われることがあり
ます。STB 機能を使わずにステッチデータ
に対して キーを押しながら拡大・縮
小するか、メニューバーの編集→数値設定
→サイズを選択し、糸密度とパターンを保
持チェックボックスをチェックしてサイ
ズを変更することをお勧めします。

Alt

STB 機能なし

 STB 機能あり

Ctrl

b メモ：

• 選択された各色のブロックは個別に移動ま
たは拡大・縮小することができます。グルー
プ化を解除した刺しゅうデータ全体を一度
に移動したいときは、必ず、メニューバーの
編集→グループ化を選択して各色の刺しゅ
うデータをグループ化してください。

• ポイント編集ツールで編集できます。

b メモ：

この機能は、ステッチデータにのみ使うことが
できます。文字データ、図形データ、マニュア
ルパンチングデータには使えません。

a 注意：

レイアウトセンターの描画ツールや文字入
力ツールを使って作成された刺しゅうデー
タは、ステッチデータに変換すると、ステッ
チ分割機能を使うことができます。

b メモ：

または、ステッチデータを選択してから、ス
テッチ分割ツールをクリックします。
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3. 切り取り部分の始点をクリックします。

4. クリックして次の角（ポイント）を指定し

ます。

→ カーソルを動かすと切り取り線が点線で

表示され、角（ポイント）をクリック（入

力）すると実線に変わります。

5. 切り取り部分の多角形ができたら、ダブル

クリックします。

6. 切り取った部分を編集します。

b メモ：

ツールボックス内で使えるツールは、ズーム
ツールのみになります。拡大表示は可能です。

b メモ：

• マウスを右クリックすると、直前に入力した
ポイントを削除できます。右クリックするご
とに、入力した逆の順序で 1 つずつポイント

を削除できます。

• ステッチデータを囲んでいない切り取り線
は無効になります。この場合、エラーメッ
セージが表示され、切り取り線は削除されま
す。

• 複雑な形状の切り取り線では、同じ面部分が
重複して囲まれるごとに選択、選択解除が繰
り返されます。例えば次の星型の場合、中央
部分は 2 回囲まれるので、角だけが選択され

内側の面部は選択されません。

a 注意：

• 切り取る部分を指定できるのは、1 回の操
作で 1 箇所だけです。切り取る部分の数だ
け、この手順を繰り返してください。

• 切り取るごとにその部分の縫い順は、最後
へ送られます。切り取り部分内の糸色の縫
い順は、元の刺しゅうデータの糸色の縫い
順が保持されます。
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図形を描く
円・円弧描画ツールでは、真円、楕円、円弧、扇形、円弧と弦などを描画できます。

円・円弧について

円弧以外のデータにはすべて、輪郭線と面部があり、

それぞれに縫い方を設定できます。円弧は輪郭線の

みとなります。

円または楕円を描く

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

2. 円弧の種類セレクタをクリックし、円を選

択します。

3. カーソルをドラッグします。

→ ドラッグした始点と終点を結ぶ線を対角

線とした長方形に内接する楕円が作成さ

れます。（長い方の辺は、楕円の長い方の

直径になり、短い方の辺は、楕円の短い方

の直径になります。）

円弧を描く

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

2. 円弧の種類セレクタをクリックし、円弧を

選択します。

3. 「円または楕円を描く」と同様の方法で円

を描きます。

→ マウスボタンを離すと円上に放射状の線

が表示されます。

a 注意：

このツールで図形を描く場合は、形を選択し
てから描画します。たとえば、円を描いてか
ら、それを円弧に変えることはできません。
円弧の種類セレクタは、設定を変更するま
で、現在の設定が保持されます。

b メモ：

• 図形を描く前と後に、糸色と縫い方の種類を
変更できます。これらの設定を変更する方法
については、P.150 の「糸色」と P.151 の

「縫い方の種類」を参照してください。

• その他の設定は、縫い方の設定ダイアログ
ボックスで行います。（詳しくは、P.152 の

「縫い方の詳細設定をする」を参照してくだ
さい。） 縫い方の設定は変更しないかぎり、

現在指定されている内容が適用されます。縫
い方の設定は、いつでも変更できます。

円 楕円 円弧

扇形 円弧と弦

b メモ：

 キーを押しながらカーソルをドラッ

グすると、真円が描けます。

b メモ：

• 図形を描く前と後に、糸色と縫い方の種類を
変更できます。これらの設定を変更する方法
については、P.150 の「糸色」と P.151 の

「縫い方の種類」を参照してください。

• その他の設定は、縫い方の設定ダイアログ
ボックスで行います。（詳しくは、P.152 の

「縫い方の詳細設定をする」を参照してくだ
さい。） 縫い方の設定は変更しないかぎり、

現在指定されている内容が適用されます。縫
い方の設定は、いつでも変更できます。

Shift
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4. 弧の始点にカーソルを移動し、クリックし

ます。

→ 放射状の線が消えます。

5. 円弧の終点にカーソルを移動し、クリック

します。

扇形を描く

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

2. 円弧の種類セレクタをクリックし、扇形を

選択します。

3. 「円または楕円を描く」と同様の方法で円

を描きます。

→ マウスボタンを離すと円上に放射状の線

が表示されます。

4. 扇形の始点にカーソルを移動し、クリック

します。

→ 放射状の線が消えます。

5. 扇形の終点にカーソルを移動し、クリック

します。

円弧と弦を描く

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

b メモ：

• 図形を描く前と後に、糸色と縫い方の種類を
変更できます。これらの設定を変更する方法
については、P.150 の「糸色」と P.151 の

「縫い方の種類」を参照してください。

• その他の設定は、縫い方の設定ダイアログ
ボックスで行います。（詳しくは、P.152 の

「縫い方の詳細設定をする」を参照してくだ
さい。） 縫い方の設定は変更しないかぎり、

現在指定されている内容が適用されます。縫
い方の設定は、いつでも変更できます。

始点でクリック

終点へ移動

終点でクリック

始点でクリック

終点へ移動

終点でクリック



121

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

2. 円弧の種類セレクタをクリックし、円弧と

弦を選択します。

3. 「円または楕円を描く」と同様の方法で円

を描きます。

→ マウスボタンを離すと円上に放射状の線

が表示されます。

4. 弧の始点にカーソルを移動し、クリックし

ます。

→ 放射状の線が消えます。

5. 弧の終点にカーソルを移動し、クリックし

ます。

円 / 円弧の種類を設定する

■ 円弧の種類 
円弧の種類を設定します。

1. 円弧の種類セレクタをクリックします。

→ 次の設定が表示されます。

2. 種類を選択します。

→ 円弧の種類セレクタは、設定を変更するま

で、現在の設定が保持されます。

長方形を描く

長方形描画ツールでは、長方形、正方形、角の丸い

長方形などを描画できます。データには、輪郭線と

面部があり、それぞれに縫い方を設定できます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

b メモ：

• 図形を描く前と後に、糸色と縫い方の種類を
変更できます。これらの設定を変更する方法
については、P.150 の「糸色」と P.151 の

「縫い方の種類」を参照してください。

• その他の設定は、縫い方の設定ダイアログボック
スで行います。（詳しくは、P.152 の「縫い方の

詳細設定をする」を参照してください。） 縫い方

の設定は変更しないかぎり、現在指定されている
内容が適用されます。縫い方の設定は、いつでも
変更できます。

始点でクリック

終点へ移動

終点でクリック

b メモ：

円弧の種類セレクタは、ツールボックスの

を選択すると縫い方バーに表示されま

す。
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2. カーソルをドラッグします。

→ ドラッグをした始点と終点を結ぶ線を対

角線とした長方形が作成されます。

四角形の角の丸みを設定する

■ 角の丸み 
長方形の角を丸める大きさを選択します。

1. 角の丸みセレクタをクリックします。

2. 数値（0.0～ 100mm）を入力して キー

を押すか、角の丸みセレクタから数値を選

択します。

→ 設定を変更するまで、長方形描画ツールで

今後作成する図形データに、この設定が適

用されます。

→ 長方形データが選択されていると、その

データにも設定が適用されます。

各種の図形を描く
図形ツールを使用すると、ハート型、星型、多角形

など、24 種類の図形を描画できます。これらの図形

には、輪郭線と面部があり、それぞれに縫い方を設

定できます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 24 種類の図形ボタンが表示されます。

2. 描きたい図形のボタンをクリックします。

→ カーソルの形が選択した図形の形に変わ

ります。

b メモ：

• 図形を描く前と後に、角の丸み、糸色、縫い
方の種類を変更できます。これらの設定を変
更する方法については、本ページの「角の丸
み」、P.150 の「糸色」、および P.151 の「縫

い方の種類」を参照してください。

• その他の縫い方の設定は、縫い方の設定ダイ
アログボックスで行います。（詳しくは、
P.152 の「縫い方の詳細設定をする」を参照

してください。） 縫い方の設定は変更しない

かぎり、現在指定されている内容が適用され
ます。縫い方の設定は、いつでも変更できま
す。

b メモ：

キーを押しながらカーソルをドラッグ

すると、正方形が描けます。

b メモ：

角の丸みセレクタは、ツールボックスの

を選択すると縫い方バーに表示されま

す。また、長方形データを選択しても表示され
ます。

Shift

Enter

b メモ：

• 図形を描く前と後に、糸色と縫い方の種類を
変更できます。これらの設定を変更する方法
については、P.150 の「糸色」と P.151 の

「縫い方の種類」を参照してください。

• その他の縫い方の設定は、縫い方の設定ダイ
アログボックスで行います。（詳しくは、
P.152 の「縫い方の詳細設定をする」を参照

してください。） 縫い方の設定は変更しない

かぎり、現在指定されている内容が適用され
ます。縫い方の設定は、いつでも変更できま
す。

例 1
角の丸み： 0.0mm

例 2
角の丸み： 20.0mm
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3. カーソルをドラッグします。

→ ドラッグした始点と終点を結ぶ線を対角

線とした長方形に内接する図形が作成さ

れます。

直線と曲線について
線描画ツールでは、直線、曲線でデータを作成する

ことができます。

線が開いた線に設定されていると、データは最後の

入力点で終了します。この刺しゅうデータは面がな

いので、糸色と縫い方の設定は輪郭線のみに適用さ

れます。

線が閉じた線に設定されていると、最後の入力点と

最初の入力点が自動的に繋がります。この刺しゅう

データは輪郭線と面ができます。それぞれの部分に

縫い方と色の設定ができます。ただし、線が途中で

交差していると面の設定はできません。面を作る場

合は線を交差させないようにしてください。

刺しゅうデータの作成中は、直線と曲線とは自由に

切り替えができ、また、描画後に相互に変更するこ

ともできます。

この他、画像を下絵として用いる場合は、画像の境

界を自動的に抽出するセミオート機能を使って曲線

を描くこともできます。

直線と曲線を描く

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 3 つのボタン が表示されま

す。

：直線を描きます。

（ショートカットキー : ）

：曲線を描きます。

（ショートカットキー : ）

：セミオートを使って曲線を描きます。

（ショートカットキー : ）

2. 描きたい線のボタンをクリックします。

→ カーソルの形が 、 、 のいず

れかに変わり、縫い方バーが次のように表

示されます。

b メモ：

正三角形や正六角形など正方形に内接する図
形（図形ボタンのアイコンと同じ縦横比の図

形）を描くには、 キーを押しながらポイ

ンタをドラッグします。

Shift

開いた線 閉じた線

始点

終点

線が交差しているので
面部はありません。

b メモ：

• 図形を描く前と後に、両端の処理、糸色、縫
い方の種類を変更できます。これらの設定を
変更する方法については、P.124 の「両端の

処理」、P.150 の「糸色」、および P.151 の

「縫い方の種類」を参照してください。

• その他の設定は、縫い方の設定ダイアログ
ボックスで行います。（詳しくは、P.152 の

「縫い方の詳細設定をする」を参照してくだ
さい。） 縫い方の設定は変更しないかぎり、

現在指定されている内容が適用されます。縫
い方の設定は、いつでも変更できます。

開いた線 閉じた線

始点

終点

線が交差しているので
面部はありません。

Z

X

C
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3. 始点にカーソルを移動し、クリックしま

す。

4. 次の点にカーソルを移動し、クリックしま

す。

5. 各ポイントをクリックしながらカーソル

を移動し、終点でダブルクリックします。

両端の処理を設定する

■ 両端の処理 

直線と曲線を開いた線にするか、閉じた線にするか

を設定します。

1. 両端の処理セレクタをクリックします。

→ 次の設定が表示されます。

2. 設定を選択します。

→ 設定を変更するまで、線描画ツールで今後

作成する図形データに、この設定が適用さ

れます。

→ 直線または曲線データが選択されている

と、そのデータにも設定が適用されます。

b メモ：

マウスを右クリックすると、直前に入力したポ
イントを削除できます。

a 注意：

• 描画中は、自由に線の種類を変えることが
できます。ボタンを選び直すか、ショート
カットキーを押します。

• 刺しゅうデータを描いてから、直線を曲線
に、また、その逆に変換できます。詳しく
は、P.109 の「直線を曲線に、または曲線
を直線に変える」を参照してください。

• 閉じた線に設定されている場合、ダブルク
リックすると、最後の入力点と最初の入力
点が自動的に繋がります。

• 直線を描画中に キーを押しながら
カーソルを移動すると、水平または垂直方
向に線が描けます。

• セミオートを選択して描画する場合は、下
絵となる画像が必要です。画像がない場合
は、直線と同じ動作になります。

b メモ：

両端の処理セレクタは、ツールボックスの

を選択すると縫い方バーに表示されま

す。また、デザインページで線描画ツールで描
いた線または曲線を選択しても表示されます。

Shift
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マニュアルパンチングデータを作成する
マニュアルパンチングは、手縫い刺しゅうのような外観の刺しゅうデータを作成するときに使用します。面縫

いに標準的なタタミ縫いやサテン縫いを設定すると、面全体の縫い角度は同一方向になってしまいます。しか

し、形によっては、刺しゅうデータの中心から放射方向に縫い角度を設定すると、通常とは違う風合いに仕上

がることがあります。マニュアルパンチングでは、自由に縫い角度を設定できます。

ご自分でデザインした文字などは、マニュアルパンチングツールを使うと、同じ形でも縫い目によってバリ

エーションが広がります。以下に示す図は、「Ｏ」の文字の 2 種の縫い方のプレビューを示しています。

下の文字は輪郭線を縫わないように設定した 2 個の同心円を使ってデザインしたもので、大きな円にはタタミ

縫いを使い、小さな円の面部を縫わない設定にしたものです。さらに、この刺しゅうデータにはドーナツ縫い

の設定がされています。

下の文字はマニュアルパンチングツールを使って描いたものです。上の文字を複製し、それぞれの円の面部を

縫わない設定に変更し、それぞれの円の輪郭線をガイドに利用して、マニュアルパンチングデータを作成した

ものです。ガイドとして利用した 2 つの円はその後削除してあります。

この例ではその違いがプレビュー画面でよりはっきりするよう、糸密度は低く設定されています。

マニュアルパンチングで刺しゅうデータを作成するときは、目安になるガイドを使用すると作業が簡単になり

ます。上の例では、2 つの円を使用し、マニュアルパンチングデータが完成した後に削除しました。

タタミ縫い

（糸方向は同じ）

マニュアルパンチング
（糸方向は曲線に従う）



126

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

下絵として画像を取り込み、マニュアルパンチング

データを描画する方法もあります。この方法では、

自由に縫い角度を設定できます。

1. ガイドとして使う原画を開くか、データを

用意します。（詳しくは、P.79 の「画像

データを取り込む」を参照してください。）

2. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 5 つのボタン が

表示されます。

：直線のブロック型パンチングデータの

作成に使用します。

（ショートカットキー： )

 ：曲線のブロック型パンチングデータ

の作成に使用します。

（ショートカットキー : ）

 ：セミオートを使った直線ブロック型パ

ンチングデータの作成に使用します。

（ショートカットキー : ）

：走り型パンチングデータの作成に使用

します。

（ショートカットキー : ）

：送り型パンチングデータの作成に使用

します。

（ショートカットキー : ）

マニュアルパンチングデータを作成中、上記の

種類を変更できます。例えば、ブロック型デー

タから開始し、後から走り型に切り替えてブ

ロック型の周囲に輪郭線を描き、さらに送り型

に切り替えて次のブロック型データに移行で

きます。異なるものからなるデータ全体が、単

一の刺しゅうデータ（すべての部分が同じ縫い

方と同じ糸色）とみなされます。

次の例では、直線のブロック型データで開始

し、送り型を使ってカーソルを移動し、走り型

データを作成しました。

3. をクリックし、直線のブロック型

データの作成を開始します。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

4. ポイント 1（始点）をクリックします。

5. 下の図を参考に、ポイント 2 ～ 8 をクリッ

クします。

Z

X

C

V

B

b メモ：

• 刺しゅうデータを作成した後でも、糸色と縫
い方の種類を変更できます。これらの設定を
変更する方法については、P.150 の「糸色」

と P.151 の「縫い方の種類」を参照してくだ

さい。

• その他の縫い方の設定は、縫い方の設定ダイ
アログボックスで行います。（詳しくは、
P.152 の「縫い方の詳細設定をする」を参照

してください。） 縫い方の設定は変更しない

かぎり、現在指定されている内容が適用され
ます。縫い方の設定は、いつでも変更できま
す。

1 2

3
4

5

6

7

8 9

1011

12 13

1 2

3
4

5

6

7

8 9

1011

12 13

走りピッチ



127

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

6. ポイント 8（ブロック型データの最終ポイ

ント）をクリックした後、 （送り型パ

ンチング）をクリックし、ポイント 9（走

り型データの始点）でクリックします。

7. をクリックして走り型パンチングを

選択し、上の図のようにポイント 10、11、
12 をクリックします。

8. ポイント 13（データの最終点）でダブル

クリックしてデータを完成させます。

文字を加える

文字を入力する

1. ツールボックスの をクリックします。

→ 3つのボタン が表示されま

す。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

3. 書体、サイズ、糸色、縫い方の種類、その

他縫い方の設定を指定します。

4. 文字データを入力したい位置でクリック

します。

→ 文字の編集ダイアログボックスが表示さ

れ、選択された書体で入力可能な選択でき

る文字一覧が表示されます。

b メモ：

マウスを右クリックすると、直前に入力したポ
イントを削除できます。 b メモ：

• 入力中は、ショートカットキーで自由にパン
チングの種類を変えることができます。

• セミオートを選択して描画する場合は、下絵
となる画像が必要です。画像がない場合は、
直線のブロック型パンチングデータと同じ
動作になります。

• 刺しゅうデータを描いた後に直線を曲線に、
また、その逆に変換できます。詳しくは、
P.109 の「直線を曲線に、または曲線を直線

に変える」を参照してください。

b メモ：

• 文字を作成した後でも、文字のサイズ、糸
色、縫い方の種類を変更できます。これらの
設定を変更する方法については、P.129 の

「書体」、P.131 の「文字サイズ」、P.150 の

「糸色」、および P.151 の「縫い方の種類」を

参照してください。

• その他の文字の設定は、縫い方の設定ダイアロ
グボックスと書式設定ダイアログボックスで行
います。（詳しくは、P.152 の「縫い方の詳細設

定をする」と P.133 の「文字属性を設定する」

を参照してください。） 縫い方の設定は変更しな

いかぎり、現在指定されている内容が適用され
ます。縫い方の設定は、いつでも変更できます。

a 注意：

アプリケーションに内蔵されている書体（書
体番号 01 ～ 35、行書、楷書）、またはオリ

ジナルフォントの書体が選択されていると
きは、線の縫い方は設定できません。
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楷書、行書の場合

TrueTypeフォントが選択されている場合は、次

のようなダイアログボックスが表示されます。

欧文フォントの場合、選択できる文字欄には、

選択されているフォントのイメージで文字等

が表示されます。入力、または選択された文字

は、選択されているフォントのイメージで上欄

部分に表示されます。

欧文フォントの場合

a 注意：

TrueType フォントの中には、フォーマット

やデザインの形状により、きれいに刺しゅう
データに変換できないもの、また縫い上がり
がきれいにならないものがあります。実際に
縫う前に、試し縫いを行ってください。
（例：明朝体、教科書体等のフォントは、文
字の線が非常に細い部分がありますので、刺
しゅうの模様には適しません。ゴシック体の
ような、すべての線がある程度太い書体をお
選びください。）
TrueType のフォントの中には刺しゅうデー

タに変換できないものがあります。この場
合、変換された文字は疑問符（?）に置き換

えられるか、エラーメッセージが表示されま
す。

日本語フォントの場合

オリジナルフォントの場合



129

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

5. 希望の文字をキーボードで入力します。

6. OK をクリックします。

→ デザインページに文字が表示されます。

文字属性を選択する

■ 書体 
文字の書体を選択します。

1. 書体セレクタをクリックします。

→ 右側のメニュー矢印をクリックすると、書

体のリストが表示されます。

2. 書体を選択します。

→ 設定を変更するまで、文字入力ツールで今

後作成するすべての文字データに、この設

定が適用されます。

→ 文字データ、または文字データ内の文字が

選択されていると、その文字にも設定が適

用されます。

使用できる書体と各書体で使用できる文字の

種類は、次の通りです。

• 内蔵フォント

b メモ：

• キーを押すと、改行します。

• 01 ～ 35 のアルファベット書体は、英数半角

で入力してください。また、楷書、行書の書
体を選択したときは、全角で入力してくださ
い。半角文字は受け付けません。

• 選択できる文字の文字をクリックして選択
をクリックするか、文字をダブルクリックし
て入力します。楷書、行書は、選択できる文
字一覧が表示されません。キーボードから直
接入力してください。

• 選択できる文字一覧の文字の上にカーソル
を移動すると、その文字の拡大画像が表示さ
れます。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 入力した文字を編集するには、文字を選択し
てからメニューバーの文字→文字の編集を
クリックします。表示された文字の編集ダイ
アログボックスで、文字を編集します。（詳
しくは、P.131 の「文字を編集する」を参照

してください。）

a 注意：

入力した文字が、選択されている書体にない
場合は、エラーメッセージが表示されます。
ダイアログボックスの OK をクリックして、

文字の編集ダイアログボックスに戻り、入力
し直してください。

b メモ：

ツールバーの を選択すると、書体セレク

タが表示されます。また、デザインページで文
字を選択しても表示されます。

Enter

書体

書体見本
使用できる文字の種類

番号
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使用できる文字の種類の意味

• オリジナルフォント

• True Type フォント

オリジナルフォントの次に、システムにインス

トールされているTrueTypeフォントの書体名

が、その書体の表示例とともに表示されます。

c P.127 の「文字を入力する」、P.107 の「刺しゅ

うデータを変形する」、および P.137 の

「TrueType の属性を設定する」

アルファベットの大文字

アルファベットの小文字

数字

ピリオド、括弧、その他の記号

アクセント記号付きアルファベット

ひらがな

カタカナ

漢字

フォントクリエイターで作成した

PEF ファイルは、書体セレクタの書体

リストに内蔵フォントの次に表示さ

れます。フォントデータは、刺しゅう

PRO Ver.7フォルダのMyFontフォル

ダに保存されています。

オリジナルフォントには、UD アイコ

ンが付けられます。

b メモ：

TrueType フォントの詳細設定は、メニュー

バーの文字→TrueTypeフォントの設定を選択

すると表示されるTrueTypeフォントの設定ダ

イアログボックスで変更できます。詳しくは、
P.137 の「TrueType の属性を設定する」を参

照してください。

a 注意：

TrueType フォントの中には、フォーマット

やデザインの形状により、きれいな刺しゅう
データに変換できないもの、また縫いあがり
がきれいにならないものがあります。実際に
縫う前に、試し縫いを行ってください。（例：
明朝体、教科書体等のフォントは、文字の線
が非常に細い部分がありますので、刺しゅう
の模様には適しません。ゴシック体のよう
な、すべての線がある程度太い書体をお選び
ください。）

内蔵フォント

オリジナルフォント

TrueType フォント
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■ 文字サイズ 
文字サイズを選択します。

1. 文字サイズセレクタをクリックします。

2. 高さ（5～100mm）を入力して キー

を押すか、文字サイズセレクタで数値を選

択します。

→ 設定を変更するまで、文字入力ツールで今

後作成する文字データに、この設定が適用

されます。

→ 文字データ、または文字データ内の文字が

選択されていると、その文字にも設定が適

用されます。

c P.127 の「文字を入力する」および P.107 の
「刺しゅうデータを変形する」

文字を編集する

入力した文字を編集します。

1. 編集したい文字を選択します。

2. メニューバーの文字→文字の編集をク

リックします。

→ 文字の編集ダイアログボックスが表示さ

れます。

3. 選択した文字が文字入力領域に表示され

ます。

4. 文字を編集します。

b メモ：

文字サイズセレクタは、ツールボックスの

を選択すると縫い方バーに表示されま

す。また、デザインページで文字を選択しても
表示されます。

Enter

a 注意：

1 回の操作で、複数の文字データを編集する

ことはできません。複数の文字データを選択
している場合は、この機能は使えません。

b メモ：

• を押すと、改行します。

• 01 ～ 35 のアルファベット書体は、英数半角

で入力してください。また、楷書、行書の書
体を選択したときは、全角で入力してくださ
い。半角文字は受け付けません。

• 選択できる文字の文字をクリックして選択
をクリックするか、文字をダブルクリックし
て入力します。楷書、行書、日本語フォント
は、選択できる文字一覧が表示されません。
キーボードから直接入力してください。

• 選択できる文字一覧の文字の上にカーソル
を移動すると、その文字の拡大画像が表示さ
れます。

Enter
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5. OK をクリックします。

→ デザインページに、編集された文字が表示

されます。

c P.127 の「文字を入力する」

文字を選択する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 編集したい文字データをクリックします。

→ 各文字の左下に既存ポイントが小さな白

い四角で表示されます。

4. 選択したい文字のポイントをクリックし

ます。

複数の文字を選択するには、 キーを押

しながら各文字のポイントをクリックするか、

選択したい文字のポイントを囲むようにド

ラッグします。

→ 選択された文字のポイントは小さな黒い

四角で表示されます。

5. 書体、サイズ、糸色、縫い方の種類、その

他の設定を変更します。

b メモ：

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

• TrueType フォントから変換された文字が選

択されている場合、表示される文字リストは
カーソルの位置の文字に設定されている文
字フォントになります。

a 注意：

入力した文字が、選択されている書体にない
場合は、エラーメッセージが表示されます。
ダイアログボックスの OK をクリックして、

文字の編集ダイアログボックスに戻り、入力
し直してください。

!btn29.

Ctrl

b メモ：

• キーを押しながらクリックすると、

先に選択した文字と今回選択した文字には
さまれた文字がすべて選択されます。

• キーを押しながら→キーまたは↓

キーを押すと、矢印キーを押すごとに最後の
文字の方向へ文字が1つずつ追加選択されま

す。 キーを押しながら←キーまたは

↑キーを押すと、矢印キーを押すごとに最初
の文字の方向へ文字が1つずつ追加選択され

ます。 キーを押しながら反対方向の

矢印キーを押すと、文字の選択が解除されま
す。

• 現在の文字の選択を解除し、最後の文字の
方向にある次の文字を選択するには、

キーを押しながら→キーまたは↓

キーを押します。現在の文字の選択を解除
し、最初の文字の方向にある次の文字を選択

するには、 キーを押しながら←キー

または↑キーを押します。

b メモ：

True Type フォントの輪郭線は、線縫いがオン

の場合に、糸色や縫い方の種類の設定を行えま
す。

Shift

Shift

Shift

Shift

Ctrl

Ctrl
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文字属性を設定する

書式設定ダイアログボックスで様々な文字属性を設

定できます。

ツールバーボタン： 

1. 編集したい文字を選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

文字→書式設定をクリックします。

→ 書式設定ダイアログボックスが表示され

ます。

3. 必要に応じて、設定を変更します。

4. 設定をクリックして、設定します。

b メモ：

各設定の右側の をクリックすると、標準

設定に戻すことができます。

b メモ：

設定を変更しないで書式設定ダイアログボッ
クスを閉じるときは、閉じるをクリックしま
す。

文字間
（個別）

文字間隔を設定します。1
文字単位で設定できま

す。

範囲：-100 ～ 100mm
標準：0

0.0mm

5.0mm（A とｂ

の間）

基準線からの

オフセット

文字の基準線からの位置

を設定します。1 文字単

位で設定できます。
範囲：-100 ～ 100mm
標準：0

0.0mm 

2.0mm 

回転

文字を回転します。1 文

字単位で設定できます。

範囲：0 ～ 359 度
標準：0

0 度

20 度

文字間

（全体）

選択した文字列すべての
文字間隔を設定します。

範囲：-100 ～ 100mm
標準：0

0.0mm 

2.0mm 

行間

選択した文字列すべての

行間隔を文字の高さとの
比率で設定します。

範囲：0 ～ 1000%
標準：100%

100%

150%

揃え方
文字列を左、中央、右に

揃えます。

左揃え

中央

右揃え

横書き /
縦書き

横書き / 縦書きの設定を
します。

横書き

縦書き

b メモ：

• 縦書きでは、一部の文字で完全に縦書きに対
応していない文字があります。

• 文字間（個別）と文字間（全体）は、ともに
文字の間隔を設定します。この 2つの違いは、

文字間（全体）は、常に文字データ全体に適
用されるのに対し、文字間（個別）は、個々
の文字に適用される点です。データ全体に文
字間（個別）を適用すると、文字間（全体）
と全く同じように機能します。文字データの
個別書体選択については、P.132 の「文字を

選択する」を参照してください。
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c 次の「文字配列を設定する」および P.137 の
「文字を変形する」

文字サイズと文字の属性を
変更する

文字、ミニサイズ文字、モノグラム文字については、

ドラッグするだけで、文字のサイズと属性（文字間

（個別）、基準線からのオフセット、回転）を簡単に

変更できます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

3. 選択したい文字のポイントをクリックし

ます。

→ 文字の周りに ハンドルが表示

されます。

■ サイズを変更する

1. カーソルを ハンドルの上に移動しま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. ハンドルをドラッグします。

→ 文字の輪郭線が点線で表示され、サイズを

調整できます。

3. マウスボタンを放します。文字のサイズが

変更されます。

→ 新しいサイズが、縫い方設定バーに表示さ

れます。

■ 文字間（個別）を変更する

1. ハンドル以外の文字本体に

カーソルを置き、文字を横にドラッグしま

す。

→ 文字の輪郭線が点線で表示され、水平に移

動できます。

2. マウスボタンを放します。文字間（個別）

が変更されます。

→ 書式設定ダイアログボックスが開いてい

る場合は、新しい間隔が表示されます。

b メモ：

詳しくは、P.132 の「文字を選択する」を参照

してください。

!btn29.
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■ 基準線からのオフセットを変更する

1. カーソルを ハンドルの上に移動しま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. ハンドルを縦にドラッグします。

→ 文字の輪郭線が点線で表示され、上下に移

動できます。

3. マウスボタンを放します。文字の基準線か

らのオフセット（位置）が変更されます。

→ 書式設定ダイアログボックスが開いてい

る場合は、新しい基準線からのオフセット

値が表示されます。

■ 文字を回転する

1. カーソルを ハンドルの上に移動しま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. ハンドルをドラッグします。

→ 文字の輪郭線が点線で表示され、回転でき

ます。

3. マウスボタンを放します。文字の角度が変

更されます。

→ 書式設定ダイアログボックスが開いてい

る場合は、新しい回転角度が表示されま

す。

文字配列を設定する

図形データ（曲線、直線データなど） に沿って文字

データを配列できます。

ツールバーボタン： 

1. 文字データと図形データを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

文字→文字の配列をクリックします。

→ 文字の配列の設定ダイアログボックスが

表示されます。

b メモ：

モノグラム文字は回転できません。
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3. 横位置、縦位置、向きセレクタをクリック

して、どのように配置するか選択します。

4. OK をクリックして設定します。

c 本ページの「文字配列を解除する」

b メモ：

文字データを図形データの反対側に配置する
場合は、反対側をチェックします。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

文字の配列を行った場合、文字の変形は解除さ
れます。1 つの図形データに対して配列できる文

字データは 1 つだけです。

横位置 線に沿うときの文字の分布を設定します。

縦位置 文字と線との間隔を設定します。

向き 線に対する文字の傾きを設定します。

反対側 配列を反対側にします。
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■ 文字配列を解除する

図形データに沿って配列した文字データを切り離し

ます。

ツールバーボタン： 

1. 図形データ上に配列された文字データを

選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

文字→文字配列の解除をクリックします。

c P.135 の「文字配列を設定する」 

文字を変形する

内蔵されている変形用の図形を文字に設定できま

す。

ツールバーボタン： 

1. 変形したい文字データを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

文字→文字の変形をクリックします。

→ 文字の変形ダイアログボックスが表示さ

れます。

3. 使用したい変形ボタンをクリックしてOK

をクリックするか、変形ボタンをダブルク

リックします。

→ 選択した文字の形に応じて、文字の周りに

点線と または が表示されます。

c 次の「文字の変形を解除する」

4. をドラッグして、文字を変形させま

す。

■ 文字の変形を解除する

変形した文字データを元の形に戻します。

ツールバーボタン： 

1. 変形した文字データを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

文字→変形の解除をクリックします。

TrueType の属性を設定する

刺しゅうデータに変換される TrueType フォントの

属性（スタイル等）を設定できます。

1. 編集したい文字データを選択します。

2. メニューバーの文字→TrueTypeフォント

の設定をクリックします。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

TrueType フォントから変換した文字データ

には線縫いと面縫いの両方のデータが含ま
れていますので、この機能を使用すると、
TrueType フォントの形状によっては、文字

の輪郭線と面部にわずかな隙間が生じるこ
とがあります。

b メモ：

• は、縦にのみドラッグできます。

• は、横にのみドラッグできます。
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→ 次のようなダイアログボックスが表示さ

れます。TrueType フォントから変換した

文字が選択されている場合は、選択された

文字の属性が表示されます。

3. スタイルで、希望の字体を選択します。

4. 書体の種類で、希望の書体を選択します。

5. OK をクリックすると、設定を確定し、ダ

イアログボックスを閉じます。

→ 設定を変更するまで、今後 TrueType フォ

ントから変換されて作成される文字デー

タに、この設定が適用されます。

→ TrueType フォントから変換された文字

データが選択されていると、その文字にも

設定が適用されます。

c P.127 の「文字を入力する」および P.133 の
「文字属性を設定する」

文字データを図形データに
変換する

TrueType フォントから変換された文字データを図

形データに変換します。

1. TrueTypeフォントから変換された文字デー

タを選択します。

2. メニューバーの文字→図形データに変換

をクリックします。

→ 選択されていた文字データが、図形データ

に変換されます。

変換された図形データは、縫い方が設定さ

れていないため、点線で表示されます。目

的に応じて、縫い方を設定してください。

c P.323 の「抜き文字を作成する （図形データ

に変換した文字を使用する）」

ミニサイズ文字を入力する

ミニサイズ文字ツールを使用すると、6mm 以下の小

さい文字でも縫い崩れを発生しない文字刺しゅうを

作成できます。7 つの書体を使用できます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 3 つのボタン が表示され

ます。

b メモ：

• フォント名は、選択されている書体名を示し
ます。

• サンプルボックスは、選択されている書体の
サンプルを示します。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

• スタイルと書体の種類の内容は、選択され
たTrueTypeフォントによって異なります。

• 複数の TrueType フォントで作成されてい
る文字列が選択されると、このダイアログ
ボックスは表示されません。
さらに、同じフォントでもスタイルか書体
の種類が異なる文字列が選択されると、文
字列の最初の文字の属性設定がダイアロ
グボックスに表示されます。
どちらの場合も、1 文字のみを選択してい
る場合は、ダイアログボックスにその文字
に設定されている属性が表示されます。

b メモ：

グループ化やドーナツ縫いを設定すると、形状
崩れを防ぐことができます。
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2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

書体セレクタをクリックすると、書体のリスト

が表示されます。

3. 必要に応じて、書体、サイズ、糸色、を指

定します。

4. 文字データを入力したい位置でクリック

します。

→ 文字の編集ダイアログボックスが表示さ

れ、選択された書体で入力可能な選択でき

る文字一覧が表示されます。

アルファベットフォントの場合

かなフォントの場合

b メモ：

• 文字を作成した後でも、書体、文字のサイ
ズ、糸色を変更できます。これらの設定を変
更する方法については、P.129 の「書体」、

P.131 の「文字サイズ」、P.150 の「糸色」を

参照してください。

• その他の書体の設定は、書式設定ダイアログ
ボックスで行います。（詳しくは、P.133 の

「文字属性を設定する」を参照してくださ
い。） 

かなフォント

アルファベット
フォント
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5. 希望の文字をキーボードで入力します。

6. OK をクリックします。

→ デザインページに文字が表示されます。

b メモ：

• を押すと、改行します。

• 選択できる文字の文字をクリックして選択
をクリックするか、文字をダブルクリックし
ても入力できます。

• 選択できる文字一覧の文字の上にカーソル
を移動すると、その文字の拡大画像が表示さ
れます。

• 01～05のアルファベットフォントは英数半

角で入力してください。また、06 ～ 07 のか

なフォントを選択したときは、全角で入力し
てください。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 入力した文字を編集する場合は、文字を選択
してからメニューバーの文字→文字の編集
をクリックします。表示された文字の編集ダ
イアログボックスで、文字を編集します。（詳
しくは、P.131 の「文字を編集する」を参照

してください。）

• ミニサイズ文字ツールで作成する文字デー
タは、文字間の渡り糸を切らなくてもよいよ
うに作成されます。

a 注意：

• 入力した文字が、選択されている書体にな
い場合は、エラーメッセージが表示されま
す。ダイアログボックスの OK をクリック
して、文字の編集ダイアログボックスに戻
り、入力し直してください。

• 縫製するときは、糸調子を通常の刺しゅう
データの場合より弱く、縫い速度を遅く設
定するときれいに縫うことができます。
（糸調子と縫い速度の調整については、ミ
シンの取扱説明書を参照してください。）

• 文字の間の渡り糸は、切らないように設定
してください。（ミシンの糸切り設定につ
いては、ミシンの取扱説明書を参照してく
ださい。）

Enter
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モノグラムを作成する
モノグラム機能を使うと、1 ～ 3 文字の大文字アルファベットを変形し、周りに装飾を加えてモノグラム（イ

ニシャル文字）を作成することができます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 3 つのボタン が表示され

ます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

3. 書体、サイズ、糸色、縫い方の種類、その

他縫い方の設定を指定します。

4. モノグラムを入力したい位置でクリック

します。

→ モノグラムの編集ダイアログボックスが

表示されます。

5. 文字（大文字）をキーボードで入力します。

6. モノグラム文字の周囲や両サイドに装飾

を加えるときは、飾り模様チェックボック

スをチェックして、模様選択をクリックし

ます。

→ デザインライブラリーダイアログボック

スが表示されます。

b メモ：

• DiamondとScriptは、モノグラム専用のフォ

ントです。内蔵フォント、True Type フォン

トおよびオリジナルフォントも使用できま
す。

• TrueType フォントを選択すると、縫い方バー

が次のように表示され、線の糸色と縫い方を
選択できます。

b メモ：

• モノグラムを作成した後でも、書体、サイ
ズ、糸色、縫い方の種類を変更できます。こ
れらの設定を変更する方法については、
P.142 の「モノグラムの書体」、P.142 の「モ

ノグラムのサイズ」、P.150 の「糸色」、およ

び P.151 の「縫い方の種類」を参照してくだ

さい。

• その他のモノグラムの設定は、縫い方の設定
ダイアログボックスで行います。（詳しくは、
P.152 の「縫い方の詳細設定をする」を参照

してください。） 縫い方の設定は変更しない

かぎり、現在指定されている内容が適用され
ます。縫い方の設定は、いつでも変更できま
す。

b メモ：

• 選択できる文字の文字をクリックして選択
をクリックするか、文字をダブルクリックし
ても入力できます。

• モノグラム機能で入力できる文字数は、3 文

字までです。

a 注意：

改行はできません。 キーを押すと、ダ

イアログボックスは閉じ、デザインページに
モノグラムデータが表示されます。

Enter
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7. 飾り模様をクリックして選択をクリック

するか、飾り模様をダブルクリックして選

択します。

→ デザインライブラリーダイアログボック

スは閉じ、選択した飾り模様がモノグラム

の編集ダイアログボックスのプレビュー

領域に表示されます。

8. OK をクリックします。

→ デザインページに選択した飾り模様とモ

ノグラムデータが表示されます。

9. ツールボックスの をクリックし、飾

り模様を選択してからサイズと位置を調

整します。

10. 必要に応じて、縫い方設定バーで飾り模様

とモノグラムの糸色と縫い方を変更しま

す。

モノグラム属性を指定する

■ モノグラムの書体

モノグラムのフォントを選択します。

1. 書体セレクタをクリックします。

→ モノグラムの書体一覧が表示されます。

2. 書体を選択します。

→ 設定を変更するまで、モノグラム文字入力

ツールで今後作成するデータに、この設定

が適用されます。

→ モノグラムデータが選択されていると、そ

のデータにも設定が適用されます。

■ モノグラムのサイズ 
モノグラムのサイズを選択します。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

ハンドルをドラッグして、選択したデータのサ
イズを調整します。モノグラムのサイズの調整
については、P.104 の「刺しゅうデータを拡

大・縮小する」を参照してください。
選択したデータを移動できるときは、カーソル

の形が に変わります。

b メモ：

モノグラムの書体セレクタは、ツールボックス

の を選択すると縫い方バーに表示され

ます。また、デザインページでモノグラムの
データを選択しても表示されます。

a 注意：

モノグラムの書体には、モノグラム専用フォ
ントの他に35個の標準書体、オリジナルフォ

ント、または TrueType フォントを選択でき

ます。

b メモ：

モノグラムサイズセレクタは、ツールボックス

の を選択すると縫い方バーに表示され

ます。また、デザインページでモノグラムの
データを選択しても表示されます。

!!sew37.bmp!!
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1. モノグラムサイズセレクタをクリックし

ます。

2. 数値（5.0～100mm）を入力して キー

を押すか、セレクタから数値を選択しま

す。

→ 設定を変更するまで、モノグラム文字入力

ツールで今後作成するデータに、この設定

が適用されます。

→ モノグラムデータが選択されていると、そ

のデータにも設定が適用されます。

■ モノグラム文字を編集する

1. 編集したいモノグラムデータを選択しま

す。

2. メニューバーの文字→文字の編集をク

リックします。

→ モノグラムの編集ダイアログボックスが

表示され、選択されているモノグラムデー

タの文字が入力領域に表示されます。

3. 文字を編集します。

4. OK をクリックします。

→ 編集されたモノグラムが表示されます。

c P.141 の「モノグラムを作成する」

■ モノグラムの 1 つの文字を編集する

モノグラムデータに使用する文字は、1 文字ずつ糸

色とサイズを設定できます。また、他の文字の属性

（文字間（個別）と基準線からのオフセット）も設定

できます。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

a 注意：

1 回の操作で、複数のモノグラムデータを編

集することはできません。複数のモノグラム
データを選択している場合は、この機能は使
えません

Enter

b メモ：

• 選択できる文字の文字をクリックして選択
をクリックするか、文字をダブルクリックし
て入力します。

• 飾り模様を変更するときは模様選択をク
リックし、デザインライブラリーダイアログ
ボックスから選択します。デザインページに
選択した飾り模様とモノグラムが表示され
ます。

• 飾り模様を削除するには、デザインページで
選択して削除します。

a 注意：

改行はできません。 キーを押すと、ダ

イアログボックスは閉じ、デザインページに
モノグラムデータが表示されます。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

Enter
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3. 編集したいモノグラムデータをクリック

します。

→ 文字の周りに ハンドルが表示されま

す。

4. 選択したい文字のポイントをクリックし

ます。

複数の文字を選択するには、 キーを

押しながら各文字のポイントをクリックする

か、選択したい文字のポイントを囲むようにド

ラッグします。

→ 選択された文字のポイントは小さな黒い

四角で表示され、縫い方バーが次のように

表示されます。

5. 糸色や縫い方の種類を変更します。

6. をクリックするか、メニューバーの

文字→書式設定をクリックします。

→ 書式設定ダイアログボックスが表示され

ます。

7. 書式設定を変更して、設定をクリックしま

す。

b メモ：

ハンドルまたは文字の本体をドラッグすると、
文字のサイズ、文字間（個別）、基準線からの
オフセットを変更できます。詳しくは、P.134
の「文字サイズと文字の属性を変更する」を参
照してください。

Ctrl
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スタンプを設定・編集する
円・円弧 / 長方形 / 直線描画ツールや文字ツール、マニュアルパンチングツールを使って描かれた刺しゅうデー

タにスタンプを設定します プログラムタタミ / スタンプパターンは本アプリケーションに用意されています

が、ステッチクリエイターで、編集したり、新しく独自のパターンを作成したりできます。

スタンプを設定する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、スタンプ

の設定ダイアログボックスが表示されま

す。

3. プログラムタタミ / スタンプパターン

（.pas ファイル）を選択し、クリックし

ます。

4. スタンプの幅と高さを変更する場合は、ス

タンプの設定ダイアログボックスのサイ

ズに数値（1 ～ 100mm）を入力するか、

スピンボタンで値を変更します。

5. スタンプの角度を変更する場合は、角度の

下の赤い矢印をドラッグして、角度を設定

します。

b メモ：

ダイアログボックスの の右側に、現在選

択されているフォルダへのパスが表示されま
す。

b メモ：

• プログラムタタミ /スタンプパターンの縫い

沈め・浮き上がり効果が設定されている面
は、それぞれ赤と青で表示されます。

• 別のフォルダを選択するには、 をク

リックします。

表示されたフォルダの参照ダイアログボッ
クスで、フォルダを選択し OK をクリックす

るか、フォルダをダブルクリックします。
フォルダの参照ダイアログボックスは閉じ、
プレビュー領域に選択したフォルダのプロ
グラムタタミ /スタンプパターンが表示され

ます。

b メモ：

• スタンプツール選択中は、スタンプの設定ダ
イアログボックスは開いたままで作業がで
き、スタンプのサイズと角度をいつでも調整
できます。

• スタンプの設定ダイアログボックスを閉じ
るときは、閉じるをクリックします。

• 閉じた後でダイアログボックスを再度開く

には、 をクリックします。
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6. スタンプを設定したい面をクリックしま

す。

→ クリックした面の輪郭線が、赤い破線で表

示されます。カーソルを選択した面上に移

動すると、形が に変わります。

7. スタンプを設定したい位置をクリックし

ます。

→ スタンプの形状が点線で表示されます。

スタンプを編集する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 2 つのボタン が表示されます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わり、スタンプ

の設定ダイアログボックスが表示され、面

に設定されているスタンプが点線で表示

されます。

3. 編集するスタンプを設定した面をクリッ

クします。

→ 選択した面の輪郭線が、赤い破線で表示さ

れます。

4. 編集するスタンプをクリックします。

→ 丸いハンドルがスタンプの周囲に表示さ

れ、回転ハンドルがスタンプの上部に表示

されます。

b メモ：

• スタンプの方が設定された面よりも大きい
場合がありますが、面と重なっている部分の
みが縫われます。

• スタンプは、円・円弧 / 長方形 / 直線の各描

画ツールや文字ツール、マニュアルパンチン
グツールを使って作成された刺しゅうデー
タの、サテン縫い、タタミ縫い、またはプロ
グラムタタミ縫いが設定された面のみに設
定できます。

• 同じ面に複数のスタンプを設定するときは、
必要な回数分、面をクリックし続けます。

• 選択した面にカーソルが入らないと、スタン
プを設定することはできません。

• スタンプの設定ダイアログボックスは、スタ
ンプツールを選択中のみ表示されます。

b メモ：

面が選択されている場合は、面の輪郭線が赤い
破線で表示され、スタンプは点線で表示されま
す。

a 注意：

複数個のスタンプを一緒に選択することは
できません。別のスタンプを選択すると、前
に選択していたスタンプの選択は解除され
ます。

ハンドル

回転ハンドル



147

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

5. スタンプの形状を変更する場合は、スタン

プの設定ダイアログボックスで別のスタ

ンプを選択して、設定をクリックします。

スタンプのサイズと角度を変更する場合は、ス

タンプの設定ダイアログボックスでサイズと

角度を指定するか、ハンドルまたは回転ハンド

ルをドラッグして調整します。

スタンプを移動する場合は、ドラッグします。

面内にスタンプ全体または一部を配置します。

スタンプを削除する場合は、メニューバーの編

集→削除を選択するか、 キーを押しま

す。

c P.104 の「刺しゅうデータを拡大・縮小する」

およびP.105の「刺しゅうデータを回転する」

b メモ：

• スタンプを設定した刺しゅうデータを移動
すると、スタンプも一緒に移動します。ただ
し、刺しゅうデータのサイズを変更したり回
転しても、スタンプには適用されません。刺
しゅうデータの形状を編集した場合は、スタ
ンプも調整が必要かを確認してください。

• スタンプの形状はスタンプツールを選択中
にのみ表示されます。

• スタンプは設定された面内でのみ縫われま
す。

• スタンプの設定ダイアログボックスを閉じ
るときは、閉じるをクリックします。

Delete



148

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

線と面に糸色と縫い方を設定する
縫い方バーで、次のような刺しゅうデータの属性を

設定できます。

• 幾何学的属性（円弧の種類、角の丸み、両端
の処理）

• 文字属性（書体、サイズ）

• 刺しゅう属性（糸色と縫い方、輪郭線と面部
のオン / オフ）

使用できる設定は、選択されたツールと刺しゅう

データの種類によって異なります。

例 1： 選択ツールが選択されていて、刺しゅうデー

タが選択されていない場合 

例 2： 文字が選択されている場合 

カーソルを縫い方バーのボタンまたはセレクタ上に

置くと、そのボタンやセレクタの機能を示すラベル

が表示されます。以下の説明では、縫い方バーの各

構成要素を、これらのラベルに表示される名前で呼

びます。

原則として、作成する刺しゅうデータに設定できる

属性は、データ作成の直前またはデータ作成後に設

定できます。例えば、長方形を描くときは、長方形

描画ツールを選択後に、糸色と角の丸みを設定でき

ます。長方形が作成されていれば、それを選択し、

その属性を変更することもできます。

ただし、円・円弧描画ツールの場合は例外で、どの

データ（円、弧、その他）を作成するのかを、実際

に作成する前に決めなければなりません。データを

作成した後でデータの種類を変更することはできま

せん。

幾何学的属性

文字属性

刺しゅう属性

円弧の種類： 円・円弧の種類を選択
します。（詳しくは、P.119 の「図形

を描く」を参照してください。）

角の丸み： 長方形の角を丸める大き
さを設定します。（詳しくは、P.122
の「角の丸み」を参照してくださ
い。）

両端の処理：直線や曲線で描かれた

データを開いた線にするか、閉じた
線にするかを設定します。（詳しく

は、P.124 の「両端の処理」を参照
してください。）

書体：文字の書体を選択します。（詳
しくは、P.129 の「書体」を参照し

てください。）

文字サイズ：文字サイズを選択しま
す。（詳しくは、P.131 の「文字サイ

ズ」を参照してください。）

線の設定ボタン：輪郭線縫いのオン

/ オフを切り替えます。線の設定が

オフのときは、輪郭線の縫製は行わ
れません。（糸色または縫い方の設

定はできません。） （詳しくは、P.149
の「線の設定」を参照してくださ

い。）

面の設定ボタン：面縫いのオン / オ
フを切り替えます。面の設定がオフ

のときは、面の縫製は行われませ
ん。（糸色または縫い方の設定はで

きません。） （詳しくは、P.149 の「面

の設定」を参照してください。）

線の色、面の色、文字の色、パンチ

ングの色：輪郭線、面、文字、マニュ
アルパンチングデータの糸色を設

定します。詳しくは、P.150 の「糸

色」を参照してください。

特別色（詳しくは、P.151 の「特別

色」を参照してください。）

線の縫い方：輪郭線の縫い方を設定

します。（詳しくは、P.151 の「縫い

方の種類」を参照してください。）

面の縫い方、モノグラムの縫い方：

面部、文字、モノグラム、マニュア
ルパンチングデータの縫い方を設

定します。（詳しくは、P.151 の「縫

い方の種類」を参照してください。）

!!sew4.bmp!!
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糸色と縫い方を設定する

刺しゅうデータに糸色と縫い方を設定します。輪郭

線や面がある刺しゅうデータには、それぞれ異なる

糸色と縫い方を設定できます。面にグラデーション

を設定すると、異なる色を追加してブレンディング

を行うことができます。（グラデーションについて

は、P.164 の「グラデーションを作成する」を参照

してください。） 文字データには、1 文字ごとに糸色

と縫い方を設定できます。

輪郭線と面がある刺しゅうデータとは、TrueType

フォントから変換された文字、円、扇形、円弧と弦、

長方形、24 種類の図形、閉じた直線、閉じた曲線の

ことです。これらの刺しゅうデータには、輪郭線と

面部の縫う / 縫わないの設定ができます。

円弧、開いた直線 / 曲線などの輪郭線だけの刺しゅ

うデータの場合、輪郭線を縫う / 縫わないが設定で

きます。

ソフトウェア内蔵の書体やマニュアルパンチング

データで作成された刺しゅうデータは、面だけの輪

郭線のないデータで、輪郭線部を縫う / 縫わないは

設定できません。

マニュアルパンチングデータでは、糸色と縫い方を

設定できます。

■ 線の設定 
輪郭線縫いのオン / オフを切り替えます。

1. 線の設定ボタンをクリックします。

オン / オフにより、表示が変わります。

オン：線の色ボタンと線の縫い方セレクタが表

示されます。

オフ： 線の色ボタンと線の縫い方セレクタは

表示されません。

ボタンをクリックするごとに、オン / オフが交

互に切り替わります。

→ 設定を変更するまで、今後作成するすべて

の輪郭線に、この設定が適用されます。

→ 刺しゅうデータが選択されていると、その

刺しゅうデータにも設定が適用されます。

線縫いオン： 線縫いオフ：

2. 輪郭線の設定をオンにするには、線の設定

ボタンを再度クリックします。

c P.150 の「糸色」および P.151 の「縫い方の種
類」

■ 面の設定

面縫いのオン / オフを切り替えます。

b メモ：

• 線の設定ボタンは、選択ツールが選択されて
いて、刺しゅうデータが選択されていないと
き、または、輪郭線（TrueType フォントか

ら変換された文字、円弧、扇形、円弧と弦、
長方形、24 種類の図形、閉じられた直線と

曲線）のある刺しゅうデータが選択されてい

るとき、ツールボックスの 、 、

、 、 を選択しているときに使

用できます。

• 線縫いがオフのときは、線の縫製は行われま
せん。（糸色または縫い方の設定はできませ
ん。）

b メモ：

• 面の設定ボタンは、選択ツールが選択されて
いて、刺しゅうデータが選択されていないと
き、または、面（文字、円、扇形、円弧と
弦、長方形、24 種類の図形、閉じた直線、

閉じた曲線）のある刺しゅうデータが選択さ

れているとき、ツールボックスの 、

、 、 、 を選択していると

きに使用できます。

• オフのときは、縫製は行われず、その糸色や
縫い方の設定はできません。

線の設定

線の色 線の縫い方設定
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1. 面の設定ボタンをクリックします。

オン / オフにより、表示が変わります。

オン：面の色ボタンと面の縫い方セレクタが表

示されます。

オフ：面の色ボタンと面の縫い方セレクタは表

示されません。

ボタンをクリックするごとに、オン / オフが交

互に切り替わります。

→ 設定を変更するまで、今後作成するすべて

の面に、この設定が適用されます。

→ 刺しゅうデータが選択されていると、その

刺しゅうデータにも設定が適用されます。

2. 面の設定をオンにするには、面の設定ボタ

ンを再度クリックします。

c P.150 の「糸色」および P.151 の「縫い方の種

類」

■ 糸色 
輪郭線や面部、文字データやマニュアルパンチング

データの糸色を設定します。

1. 糸色ボタンをクリックします。

→ 次のような線の糸色ダイアログボックス

が表示されます。

2. 糸リストセレクタから、糸のブランドまた

はユーザー糸リストを選択します。

3. 糸色リストから、希望する色をクリックし

ます。

4. OK をクリックします。

→ 設定を変更するまで、今後作成するすべて

の刺しゅうデータに、この設定が適用され

ます。線と面の糸色ボタンが、現在の色を

表示します。

→ 刺しゅうデータが選択されていると、その

刺しゅうデータに設定が適用されます。

a 注意：

データが直線または曲線ツールを使用して、
閉じた線として描かれている場合でも、デー
タの輪郭がそれ自体で交差していると、面縫
いの属性を閉じた線の内側に設定すること
はできません。

b メモ：

• 線の色と面の色ボタンは、選択ツールが選択
され、刺しゅうデータが選択されていない場
合に、縫い方バーに表示されます（線の設定
や面の設定ボタンがオフになっていないと
き）。

• 描画ツールの1つまたは文字入力ツールを選

択したとき、または既存の刺しゅうデータを
選択しているときに表示されます。

面の設定

面の色 面の縫い方設定

b メモ：

• 詳細の表示チェックボックスが選択されて
いると、左側のダイアログボックスが表示さ
れます。このチェックボックスが選択されて
いない場合は、右側のダイアログボックスが
表示されます。

• 詳細の表示モードで、糸色リストを色調順
（暖色から寒色へ）に表示するには、糸色リ
ストの色をクリックします。もう一度色をク
リックすると、表示順が逆になります（寒色
から暖色へ）。リストを元に戻すには、色の
左側の□部分をクリックします。

b メモ：

• 糸色をダブルクリックしても選択できます。

• 糸色一覧の下の4つのボタンには特別な機能

があります。詳しくは、P.151 の「特別色」

を参照してください。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。
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c ユーザー糸リストの設定方法や、ミシンでの
糸色の扱いについては、P.164 の「ユーザー

糸リストを作成・編集する」を参照してくだ
さい。

c P.149 の「線の設定」および P.149 の「面の設
定」

■ 特別色

• 空白（未定義）：糸色表示機能のあるミシン
では、自動的に指定された糸色を表示します
が、実際にミシンを使って縫製する際、その
ときに応じて色を決めたいときに、「空白」
を指定します。 

• 次の 3 つの特別色を使って、アップリケを

作成できます。

アップリケピース：アップリケにする布な
どを切り取るための輪郭線を縫います。

アップリケの位置：上記の作業で作成され
たアップリケを縫い付ける布に、アップリ
ケ位置のガイド線を縫います。

アップリケ：アップリケを縫い付けます。

■ 縫い方の種類

輪郭線、面、文字、マニュアルパンチングデータの

縫い方を設定します。

1. 縫い方の種類セレクタをクリックします。

→ 縫い方の種類セレクタ表示される、設定で

きる縫い方は選択した刺しゅうデータに

より異なります。

2. 希望する縫い方の種類をクリックします。

→ 設定を変更するまで、今後作成するすべて

の刺しゅうデータに、この設定が適用され

ます。

→ 刺しゅうデータが選択されていると、その

刺しゅうデータに設定が適用されます。

b メモ：

アップリケウィザードを使って簡単にアップ
リケを作成することもできます。詳しくは、
P.169 の「アップリケを作成する （アップリケ

ウィザード）」を参照してください。

空白

アップリケピース

アップリケ

アップリケ

の位置

（未定義）

b メモ：

• 線の縫い方と面の縫い方セレクタは、選択
ツールが選択されている場合に縫い方バー
に表示されます（線の設定や面の設定ボタン
でオフになっていないとき）。

• 描画ツールの1つを選択するか既存のデータ

を選択すると、そのデータの縫い方セレクタ
が表示されます。

刺しゅう

データの

種類

線の縫い方設定 面の縫い方設定

文字

（内蔵フォン
ト、オリジナ

ルフォント、

モノグラム）

なし

サテン縫い、タタミ縫い、
プログラムタタミ縫い

文字
（TrueType
フォント）

サテン縫い、

走り縫い、
3 重縫い、

モチーフ縫い、

E/V ステッチ

ミニサイズ

文字
なし なし

マニュアル
パンチング

データ

なし

サテン縫い、タタミ縫い、

プログラムタタミ縫い、

パイピング縫い、
モチーフ縫い

その他

サテン縫い、
走り縫い、

3 重縫い、

モチーフ縫い、
E/V ステッチ

サテン縫い、タタミ縫い、
プログラムタタミ縫い、

パイピング縫い、

モチーフ縫い、
クロスステッチ、

同心円縫い、放射縫い、
渦巻き縫い、

スティップリング
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c P.149 の「線の設定」、P.149 の「面の設定」、

および次の「縫い方の詳細設定をする」

縫い方の詳細設定をする

線と面に対する様々な縫い方の設定は、縫い方の設

定ダイアログボックスで行います。

ツールバーボタン： 

1. ツールボックスの描画ツールをクリック

するか、既存の刺しゅうデータを選択しま

す。

2. ツールバーの をクリックします。

→ 縫い方の設定ダイアログボックスが表示

されます。

簡易モード：

詳細モード：

3. 基本的な縫い方と簡単な設定のみを表示

するには、簡易モードへをクリックしま

す。

選択した縫い方に指定できるすべての設

定を表示するには、詳細モードへをクリッ

クします。

4. 必要に応じて、線の縫い方または面の縫い

方の下に表示された各設定を変更します。

a 注意：

縫い方の詳細設定は縫い方の設定ダイアロ
グボックスでできます。
プログラムタタミ縫い、モチーフ縫い、パイ
ピング縫い（モチーフ縫いチェックボックス
選択時）を選択した場合は、縫い方の設定ダ
イアログボックスでパターンも選択してく
ださい。（パターンの初期設定はありませ
ん。）

b メモ：

• メニューバーの縫い方→縫い方の設定を選
択しても、このダイアログボックスを表示で
きます。

• ダイアログボックスに表示される縫い方の
設定内容は、選択されている縫い方の種類に
よって異なります。

b メモ：

• 簡易モードで表示されない設定は、詳細モー
ドでの設定値が保持されます。

• ガイドを隠すをクリックすると、ガイド表示
領域が非表示になります。ガイドを表示をク
リックすると、ガイド表示領域が表示されま
す。
ガイドを隠すボタンが表示されているとき
は、ガイド表示領域が表示され、カーソルを
設定項目上に移動すると、縫い方のサンプル
が表示されます。設定を変更するごとに、変
更後の実際の変化をここで確認できます。
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c 縫い方の設定の各設定については、P.154 の

「線の縫い方」と P.156 の「面の縫い方」を

参照してください。
また、頻繁に使用する設定は保存できます。

詳しくは、P.167 の「縫い方設定をリストに
保存する」を参照してください。

5. 新規設定を確定するには、ダイアログボッ

クスの設定をクリックします。

6. 閉じるをクリックして、ダイアログボック

スを閉じます。

b メモ：

• ダイアログボックスの大きさは、ダイアログ
ボックスの端をドラッグすることで自由に
変更できます。スクロールバーが表示されて
いるときは、スクロールすることによりすべ
ての設定を表示できます。

• 入力の方法は、表示モードによって異なりま
す。詳細モードで数値を入力するには、直接
数値を入力するか、スピンボタンで値を変更
します。簡易モードでは、スライダを移動し

て設定を変更します。 ボタンをクリッ

クすると標準設定に戻ります。

a 注意：

縫い方の設定の各設定は、表示モードに関係
なく、変更されるまで、現在設定されている
内容が保持されます。
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■線の縫い方

指定できる縫い方の設定は、選択した縫い方によって異なります。

サテン縫い

走り縫い

3 重縫い

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫い縮みを防ぐために下打ちをします。
オン：下打ちを行います。

オフ：下打ちを行いません。

標準：オフ

サテン幅

サテン幅を設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

糸密度

1mm 当たりの糸数を設定します。

範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。
サテン縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸

密度になるように自動的に調整されます。

描画ツールを使って作成した文字や図形に設定できます。
標準：オフ

角のタイプ

角をどのように縫うかを設定します。

標準：

オン：

オフ：

走りピッチ

線縫いの走りピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

走り回数
輪郭として縫われる回数を設定します。
範囲：1 ～ 5 回

標準：1 回

走りピッチ

線縫いの走りピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm
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モチーフ縫い

走りピッチ

線縫いの走りピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：10.0mm

モチーフ

モチーフ縫いのパターンを選択します。

をクリックすると、一覧ダイアログボックスが表示されます。使用する

.pmf ファイルがあるフォルダを選択します。使用可能な縫いパターンの一覧か

ら希望のバターンをダブルクリックするか、クリックして反転表示してから OK
をクリックしてパターンを選択します。

幅（横の長さ）
パターンの幅（線に沿った方向）を設定します。
範囲：2.0 ～ 100.0mm
標準：5.0mm

高さ（縦の長さ）

パターンの高さ（線と垂直の方向）を設定します。

範囲：2.0 ～ 100.0mm
標準：5.0mm

アレンジ 1
（縦配列）

パターンの縦の配列を設定します。 のようなパターン

では、右図のような線に沿って配列されます。

アレンジ 2
（横配列）

パターンの横の配列を設定します。 のようなパターン

では、右図のような線に沿って配列されます。

スペース

パターンの間隔（線に沿った方向）を設定します。

最小：パターンによって異なります
最大：100.0mm
標準：0.0mm

標準：

反転：

交互：

標準：

反転：

交互：



156

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

E/V ステッチ

■面の縫い方

指定できる縫い方の設定は、選択した縫い方によって異なります。

サテン縫い

E ステッチ

V ステッチ

E ステッチか V ステッチかを選択します。

間隔

ストロークの間隔を設定します。
範囲：1.0 ～ 20.0mm
標準：5.0mm

ストローク幅

パターンの高さ（線と垂直の方向）を設
定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.5mm

走りピッチ

線縫いの走りピッチを設定します。
範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

走り回数

線縫いの縫われる回数を設定します。 V ステッチではストローク部分も走り回

数に含まれます。

範囲：1, 3, 5 回
標準：1 回

ストローク回数

ストローク部分の縫われる回数を設定します。
E ステッチが選択されているときのみ有効です。

範囲：1 ～ 3 回

標準：1 回

ストロークの向き

ストロークの向きを設定します。

E ステッチ V ステッチ

E ステッチ V ステッチ

E ステッチ V ステッチ

E ステッチ V ステッチ

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫い縮みを防ぐために下打ちをします。

オン：下打ちを行います。
オフ：下打ちを行いません。

標準：オフ

［タイプ］下打ちの縫い種類を設定します。
• 文字とマニュアルパンチングデータの場合

端：パターンの端を下打ちします。
サテン縫い：パターンをサテン縫いで下打ちします。

すべて：パターンを端とサテン縫いで下打ちします。

• 他のパターンの場合
1 重縫い：指定された縫い方向に対して垂直に縫います。

2 重縫い：指定された縫い角度に対して45度および -45度に
縫います。

糸密度

1mm 当たりの糸数を設定します。

範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

グラデーション

糸密度のグラデーションのオン / オフを切り替えます。この設定は、マニュアルパンチ

ングデータには設定できません。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

パターンをクリックして、グラデーションのパターンを設定します。
標準：オフ

この設定について詳しくは、P.164 の「グラデーションを作成する」を参照してください。

サテン縫い すべて端

1 重縫い 2 重縫い
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タタミ縫い

縫い角度

[ タイプ ] 縫い方向の種類を設定します。この設定は、マニュアルパンチングデータには設
定できません。

一定：一定の角度で縫います。下記で角度を設定します。
可変：面の形状に合わせて縫い方向を可変します。

[ 角度 ] 縫い方向の角度を設定します。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定で
きます。

範囲：0 ～ 359 度
標準：45 度

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。

縫い角度のタイプが可変に設定されている場合に設定でき
ます。

サテン縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸

密度になるように自動的に調整されます。
標準：オフ

内部走り経路

面内部の走り縫いの経路を設定します。この設定は、マニュ
アルパンチングデータには設定できません。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定でき

ます。
指定できる設定：

・面の内部（図形内部の最短経路）
・輪郭線沿い（図形の輪郭線の内側の線上の最短経路）

・輪郭線上（図形の輪郭線上の最短経路）

グラデーションがオフに設定されている場合にのみ、面の内
部を設定できます。

標準：面の内部

縮み補正

縫製面を縫い方向に伸長して、縫い縮みを補正します。

範囲：0.0 ～ 2.0mm
標準：0.0mm

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

オン：

オフ：

面の内部

輪郭線沿い

輪郭線上

b メモ：

マニュアルパンチングの詳細については、P.125 の「マニュアルパンチングデータを作成する」を参照

してください。

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫い縮みを防ぐために下打ちをします。

オン：下打ちを行います。
オフ：下打ちを行いません。

標準：オフ

[ タイプ ] 下打ちの縫い種類を設定します。
• 文字とマニュアルパンチングデータの場合

端：パターンの端を下縫いします。
サテン縫い：パターンをサテン縫いで下縫いします。

すべて：パターンを端とサテン縫いで下縫いします。

• 他のパターンの場合
1 重縫い：指定された縫い方向に対して垂直に縫います。

2 重縫い：指定された縫い角度に対して45度および -45度に
縫います。

糸密度

1mm 当たりの糸数を設定します。

範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

グラデーション

糸密度のグラデーションのオン / オフを切り替えます。この設定は、マニュアルパンチング

データには設定できません。
縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

パターンをクリックして、グラデーションのパターンと密度を設定します。
標準：オフ

この設定について詳しくは、P.164 の「グラデーションを作成する」を参照してください。

サテン縫い すべて端

1 重縫い 2 重縫い
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縫い角度

[ タイプ ] 縫い方向の種類を設定します。この設定は、マニュアルパンチングデータには設
定できません。

一定：一定の角度で縫います。下記で角度を設定します。
可変：面の形状に合わせて縫い方向を可変します。

[ 角度 ] 縫い方向の角度を設定します。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定で
きます。

範囲：0 ～ 359 度
標準：45 度

折り返し

ステッチの折り返しパターンの形を指定します。

指定できる設定： , 

標準：  （文字以外のすべての刺しゅうデータ）

（文字）

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。

縫い角度のタイプが可変に設定されている場合に設定でき

ます。
タタミ縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸

密度になるように自動的に調整されます。
標準：オフ

内部走り経路

面内部の走り縫いの経路を設定します。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定でき
ます。

指定できる設定：
・面の内部（図形内部の最短経路）

・輪郭線沿い（図形の輪郭線の内側の線上の最短経路）

・輪郭線上（図形の輪郭線上の最短経路）
グラデーションがオフに設定されている場合にのみ、面の内

部を設定できます。
標準：面の内部

縫いピッチ

縫いピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：4.0mm

偏差

縫い目のずらし具合を設定します。

範囲：0 ～ 99%
標準：30%

縮み補正

縫製面を縫い方向に伸長して、縫い縮みを補正します。

範囲：0.0 ～ 2.0mm
標準：0.0mm

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

オン：

オフ：

面の内部

輪郭線沿い

輪郭線上

縫いピッチ

0%30%
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プログラムタタミ縫い

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫い縮みを防ぐために下打ちをします。

オン：下打ちを行います。
オフ：下打ちを行いません。

標準：オフ
[ タイプ ] 下打ちの縫い種類を設定します。

• 文字とマニュアルパンチングデータの場合

端：パターンの端を下縫いします。
サテン縫い：パターンをサテン縫いで下縫いします。

すべて：パターンを端とサテン縫いで下縫いします。
• 他のパターンの場合

1 重縫い：指定された縫い方向に対して垂直に縫います。

2 重縫い：指定された縫い角度に対して45度および -45度に
縫います。

糸密度
1mm 当たりの糸数を設定します。
範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

グラデーション

糸密度のグラデーションのオン / オフを切り替えます。この設定は、マニュアルパンチング
データには設定できません。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。
パターンをクリックして、グラデーションのパターンと密度を設定します。

標準：オフ

この設定について詳しくは、P.164 の「グラデーションを作成する」を参照してください。

縫い角度

[ タイプ ] 縫い方向の種類を設定します。この設定は、マニュアルパンチングデータには設

定できません。
一定：一定の角度で縫います。下記で角度を設定します。

この角度は、角度の設定で指定します。

可変：面の形状に合わせて縫い方向を可変します。
[ 角度 ] 縫い方向の角度を設定します。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定で
きます。

範囲：0 ～ 359 度

標準：45 度

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。

縫い角度のタイプが可変に設定されている場合に設定でき
ます。

タタミ縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸

密度になるように自動的に調整されます。
標準：オフ

内部走り経路

面内部の走り縫いの経路を設定します。
縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定でき

ます。

指定できる設定：
・面の内部（図形内部の最短経路）

・輪郭線沿い（図形の輪郭線の内側の線上の最短経路）
・輪郭線上（図形の輪郭線上の最短経路）

グラデーションがオフに設定されている場合にのみ、面の内

部を設定できます。
標準：面の内部

縮み補正
縫製面を縫い方向に伸長して、縫い縮みを補正します。
範囲：2.0 ～ 10.0mm
標準：0.0mm

サテン縫い すべて端

1 重縫い 2 重縫い

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

オン：

オフ：

面の内部

輪郭線沿い

輪郭線上
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プログラム

タタミ

プログラムタタミのパターンを選択します。

をクリックすると、一覧ダイアログボックスが表示されます。使用す

る .pmf ファイルがあるフォルダを選択します。使用可能な縫いパターンの

一覧から希望のバターンをダブルクリックするか、クリックして反転表示
してから OK をクリックしてパターンを選択します。

幅（横の長さ）
プログラムタタミパターンの幅を設定します。
範囲：5.0 ～ 10.0mm
標準：7.5mm

高さ（縦の長さ）

プログラムタタミパターンの高さを設定します。

範囲：5.0 ～ 10.0mm
標準：7.5mm

縫い角度

プログラムタタミパターンの角度を回転で

きます。

範囲：0 ～ 359 度

標準：0 度

オフセット

オフセット

方向

パターン配列の横 / 縦のオフセット方向を設定

します。

オフセット

値

パターン配列のオフセット（ずらし）量を設定します。
範囲：0 ～ 99%
標準：0%

ベースの
縫い方

ベースの縫

い方を指定
します。

折り返し

ステッチの折り返しパターンの形を指定しま

す。

ベースの縫い方がオンに設定されている場合
に設定できます。

指定できる設定： , 

標準：  （文字以外のすべての刺しゅうデータ）

（文字）

縫いピッチ

プログラムタタミ縫いのベースの縫い方用に縫いピッチを設定します。
ベースの縫い方がオンに設定されている場合

に設定できます。
範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：4.0mm

偏差

プログラムタタミ縫いのベースの縫い方用に、縫い目のずらし具合を設定し
ます。

ベースの縫い方がオンに設定されている場合
に設定できます。

範囲：0 ～ 99%
標準：30%

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

横

縦

縫いピッチ

0%30%

パターン
プログラムタタミ縫いのベース

の縫い方（斜線で示したパターン

以外の領域）で設定された縫い方
で縫われます。

パターンファイルで設定された

縫い方で縫われます。

縫い沈め、または浮き上がり
効果を設定した面
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モチーフ縫い

モチーフ

モチーフ縫いにパターン 1 とパターン 2 のいずれを使うかを選択します。パターン 1 と 2 を選んだ場

合は、各列で交互に縫製されるように設定されます。

パターン 1 のみ： パターン 1 のみを使います。（標準）

パターン 2 のみ： パターン 2 のみを使います。
パターン 1 と 2： パターン 1 と 2 を使います。

パターン 1
パターン 2

モチーフ縫いのパターンを選択します。

をクリックすると、一覧ダイアログボックスが表示されます。使用

する .pmf ファイルがあるフォルダを選択します。使用可能な縫いパター

ンの一覧から希望のバターンをダブルクリックするか、クリックして反
転表示してから OK をクリックしてパターンを選択します。

幅（横の長さ）
モチーフパターンの幅（線に沿った方向）を設定します。
範囲：2.0 ～ 100.0mm
標準：5.0mm

高さ
（縦の長さ）

モチーフパターンの高さ（線と垂直の方向）を設定します。

範囲：2.0 ～ 100.0mm
標準：5.0mm

アレンジ 1
（縦配列）

モチーフパターンの縦の配列を設定しま

す。 のようなパターンでは、右図のような

線に沿って配列されます。

アレンジ 2
（横配列）

モチーフパターンの横の配列を設定します。

のようなパターンでは、右図のような線に

沿って配列されます。

スペース横
（横の間隔）

モチーフパターンの横の間隔を設定します。
最小： パターンによって異なります

負の値も設定できます。

最大：100.0mm
標準：0.0mm

スペース縦
（縦の間隔）

モチーフパターンの縦の間隔を設定します。
最小： パターンによって異なります

負の値も設定できます。

最大：100.0mm
標準：0.0mm

縫い角度

モチーフ縫いの縫い角度を設定します。
この設定は、マニュアルパンチングデータ

には設定できません。

範囲：0 ～ 359 度
標準：0 度

オフセット量

パターン配列の各列のオフセット（ずらし）量
を設定します。

範囲：0.0 ～ 100.0mm
標準：0.0mm

走りピッチ
縫いピッチを設定します。
範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：10.0mm

標準：

反転：

交互：

標準：

反転：

交互：

スペース横

スペース縦

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度
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クロスステッチ

同心円縫い、放射縫い、渦巻き縫い
同心円縫いと放射縫いの中心点の移動について詳しくは、P.112 の「中心点を移動する」を参照してください。

スティップリング

パイピング縫い

ブロックの進行方向に沿って縫い目を作成します。

サイズ

格子の縦横のサイズを設定します。

詳細モードでは、単位として ｍｍ またはカウントで設定します。どちらの単位で設定
しても、もう一方の単位も連動して設定されます。

範囲：1.5 ～ 5.0mm
標準：2.5mm または 10 カウント

縫い方

縫い回数を設定します。

範囲： 2 重縫い、4 重縫い、6 重縫い
標準： 2 重縫い

糸密度
1mm 当たりの糸数を設定します。
範囲：0.2 ～ 7.0 本 /mm
標準：2.0 本 /mm

走りピッチ

走りピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

走りピッチ
縫いピッチを設定します。
範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

スペース
隣り合う線縫いの平均間隔を設定します。
範囲：2.0 ～ 50.0mm
標準：10.0mm

縫い角度

縫い方向の角度を設定します。

マニュアルパンチングデータには使用できません。

設定された角度に縫製されます。
範囲：0 ～ 359 度

標準：0 度

糸密度

1mm 当たりの糸数を設定します。
モチーフ縫いがオフのときに設定します。

範囲：0.1 ～ 5.0 本 /mm
標準：1.0 本 /mm

走りピッチ

線縫いの走りピッチを設定します。

モチーフ縫いがオフのときに設定します。
範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：4.0mm

偏差

縫い目のずらし具合を設定します。

モチーフ縫いがオフのときに設定します。

範囲：0 ～ 99%
標準：30%

モチーフ縫い

モチーフ縫いのオン / オフを切り替えます。
オン： モチーフ縫いがオンになります。

オフ： モチーフ縫いがオフになります。

標準： オフ
この設定について詳しくは、P.155 の「モチーフ縫い」を参照してください。（ただし、角

度は使用できません。）

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

0%30%
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マニュアルパンチング

プログラムタタミ縫いとスタンプに関する注意

プログラムタタミ縫いやスタンプを設定する場合、

縫い方とパターン角度によっては、パターンの効果

が十分に現れない場合があります。これは、パター

ンのデータと縫いが交わる所に針落ちデータを作成

するためです。

したがって、プログラムタタミ縫いやスタンプを設

定する場合は、必ずプレビュー機能を使って縫い角

度、パターン角度が正しいか確認してください。効

果的な角度の値を得るため、別の縫い角度を試して

比較してみてください。

プログラムタタミ縫いの例：

c P.175 の「縫製イメージをプレビューする」お

よび P.257 の「パターンの作成（ステッチク
リエイター）」

ぼかし縫い

ぼかし縫いを縫い方向に対してどちら側に適用するかを設定します。
ブロックの縫い方がサテン縫い、タタミ縫い、プログラムタタミ縫いの

ときに設定します。
上側：上側にぼかし縫いを行います。

下側：下側にぼかし縫いを行います。

マニュアルパンチングツールでデータを作成すると、構成点 1-3 が上側、
構成点 2-4 が下端になります。

ぼかし縫いのパターンを選択します。

をクリックすると、一覧ダイアログボックスが表示されます。使用可能な縫いパター

ンの一覧から希望のバターンをダブルクリックするか、クリックして反転表示してから OK
をクリックしてパターンを選択します。

最大幅

ぼかし縫いの幅を設定します。

範囲：0.2 ～ 100.0mm 
標準：3.0mm

上端にぼかし縫いを設定
した場合

例 1
縫い角度：45 度（標準）

例 2
縫い角度：90 度

例 3
縫い角度：0 度
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グラデーションを作成する

1色または2色の糸密度を調整して、独自のグラデー

ションパターンを作成できます。

1. 縫い方の設定ダイアログボックスの詳細

モードで、面の設定の下のグラデーション

チェックボックスをチェックします。

2. パターンをクリックします。

→ グラデーションパターンの設定ダイアロ

グボックスが表示されます。

3. 糸色を変えるには、 をクリックしま

す。糸色ダイアログボックスから色を選択

して OK をクリックします。

4. グラデーションのパターンを選びます。パ

ターン選択から希望するボタンをクリッ

クします。

5. グラデーションの糸密度を調節します。ス

ライダを動かします。

6. 2色を混ぜる場合は、ブレンディングチェッ

クボックスを選択し、ブレンディングの下

の をクリックします。糸色ダイアロ

グボックスから色を選択してOKをクリッ

クします。

7. OK をクリックします。

ユーザー糸リストを作成・
編集する

ユーザー糸リストとは、よく使う糸やお手持ちの糸

を登録するなど独自に作成、編集することができる

リストです。システム糸リストからの糸データを組

み合わせたり、新規の糸データを作成することもで

きます。

1. メニューバーのオプション→ユーザー糸

リストの編集をクリックします。

→ ユーザー糸リストの編集ダイアログボッ

クスが表示されます。

■ 新しい糸リストを作成する

1. リスト作成をクリックします。

→ リスト作成ダイアログボックスが表示さ

れます。

2. リスト名を入力し OK をクリックすると、

その名前のリストが登録されます。

b メモ：

変更結果がプレビュー領域に表示されます。

b メモ：

• ブレンディングのチェックが外れている場
合は、グラデーション設定では残りの色が適
用されます。

• 設定を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

登録されたリストは、ユーザー糸リストのリス
トボックスから選択し、内容を編集することが
できます。
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■ 糸リストを削除する

1. ユーザー糸リストのリストボックスから

削除したいリストを選択します。

2. リスト削除をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

3. はいをクリックすると、そのリストが削除

されます。

■ 糸リストを編集する

1. ユーザー糸リストのリストボックスから

編集したいリストを選択します。

■ システム糸リストから糸色を追加す
る

1. システム糸リストのリストボックスから

追加したい糸のブランドを選択し、クリッ

クします。

2. ダイアログボックスの下のリストから追

加したい糸色をクリックします。

3. をクリックします。

→ 選択した糸色がユーザー糸リストに追加

されます。

a 注意：

ユーザー糸リストが何も選択されていない
状態では編集作業は行えません。

b メモ：

複数の色を選択するときは、 キーまた

は キーを押しながら糸色をクリックし

ます。

Shift

Ctrl
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■ 新しい糸色を追加する

1. 糸色作成をクリックします。

→ 糸色の編集ダイアログボックスが表示さ

れます。

2. 色を登録します。色の作成をクリックしま

す。

→ 次のようなダイアログボックスが表示さ

れます。

3. 設定したい色を選択し、OK をクリックし

ます。糸色の編集ダイアログボックスにそ

の色が表示されます。

4. 必要に応じて、糸番号、ブランド、糸色名

のボックスに、数字や文字を入力します。

5. OK をクリックすると、新しい糸色がユー

ザー糸リストに追加されます。

■ 糸色を削除する

ユーザー糸リストに登録されている糸色を削除する

場合は、ユーザー糸リストの糸色一覧の削除したい

糸色をクリックし、糸色削除をクリックします。

■ 糸色を編集する

ユーザー糸リストに登録されている糸色は、色や糸

番号等を変更することができます。

1. ユーザー糸リストの糸色一覧の編集した

い糸色をクリックし、糸色編集をクリック

します。

b メモ：

糸番号は、数字のみ入力できます。

b メモ：

新しく追加された糸色は、行の左端に（＊）
マークが付きます。
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→ 次のダイアログボックスが表示されます。

2. 新しい糸色の追加と同様に、糸色の情報を

編集します。

■ 糸色の順序を変更する

ユーザー糸リストの糸色一覧の順序を変更したい糸

色をクリックし、上へまたは下へをクリックします。

よく使う縫い方を保存する

頻繁に使用する縫い方を保存し、縫い方を設定する

ときに呼び出すことができます。

■ 縫い方の設定ダイアログボックスを
表示する

1. ツールボックスの描画ツールをクリック

するか、既存の刺しゅうデータを選択しま

す。

2. ツールバーの をクリックします。

→ 縫い方の設定ダイアログボックスが表示

されます。

■ 縫い方設定をリストに保存する

1. 必要に応じて、縫い方の設定ダイアログ

ボックスの設定を変更し、 をクリッ

クします。

→ 縫い方の設定の読み込み / 保存ダイアログ

ボックスが表示されます。

2. 保存をクリックします。

→ 縫い方の設定の保存ダイアログボックス

が表示されます。

3. 縫い方の設定に名前をつけ、その名前を入力

し、OKをクリックします。縫い方の設定の

読み込み /保存ダイアログボックスリスト

にその設定名が登録されます。

b メモ：

編集された糸色は、新しく追加された糸色と同
様に、行の左端に（＊）マークが付きます。

a 注意：

本プログラムで作成した刺しゅうデータを
ミシン上で扱う場合、ミシン上での糸色に関
する表示は、ミシンにより異なります。
1. 糸色を表示する機能がないミシン

設定された糸色の情報は、一切ミシンには表
示されません。
2. 糸色を表示する機能があるミシン

各刺しゅうデータに設定された糸色の情報
のうち、糸色のみがミシン上に表示されま
す。ただし、表示される糸色名はミシンが内
蔵している糸色名に限られます。そのため、
刺しゅうデータに設定された糸色に一番近
い糸色をミシンに内蔵している糸色名から
選択し、ミシンに表示されます。
3. データ糸色優先機能があるミシン

ミシンの中には、本ソフトウェアで設定され
た糸の情報を表示できる機種があります。そ
のミシンでは、刺しゅうデータに設定された
糸情報のうち、糸色、糸色名、ブランド名、
糸番号などが表示されます。
ただし、編集もしくは追加した糸色（行の左
端に＊マークがついている糸色）は、糸番号
のみが表示されます。

b メモ：

編集したユーザー糸リストは、別のパソコンで
使うことができます。コピー元のパソコンの刺
しゅうPRO Ver.7 フォルダ（アプリケーション

フォルダ）の Color フォルダから chart2.btc
をコピーして、コピー先のパソコンの同じパス
にある Color フォルダに貼り付けます。

b メモ：

簡易モードと詳細モードのどちらの設定でも
保存できます。
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■ リストから設定を削除する

1. 縫い方の設定の読み込み /保存ダイアログ

ボックスで、削除する設定名を選択しま

す。

2. 削除をクリックすると、選択した縫い方の

設定がリストから削除されます。

■ リストから縫い方の設定を呼び出す

1. 縫い方の設定の読み込み /保存ダイアログ

ボックスで、呼び出したい設定名を選択し

ます。

2. 開くをクリックします。

→ 縫い方の設定の読み込み / 保存ダイア

ログボックスが閉じられ、縫い方の設定ダ

イアログボックス内の設定が呼び出した

設定に変わります。

面縫いの二重縫いを防止する
（ドーナツ縫い）

ドーナツ縫いを設定すると、重なった面の二重ぬい

を防ぐことができます。ドーナツ縫いは、1 つの面

が他の面を完全に囲む場合にのみ設定できます。

1. 一対の刺しゅうデータを選択します。ここ

の例では、楕円が円を取り囲んでいます。

b メモ：

名前を付けて保存ダイアログボックスで入力
した名前のファイルがすでに存在する場合は、
次のメッセージが表示されます。

• 以前に登録した設定を上書きする場合
は、OK をクリックします。

• 上書きしたくないときは、いいえをク
リックします。別の名前を入力して保存
してください。

b メモ：

（標準）は削除できません。

b メモ：

複数の設定は選択できません。

b メモ：

保存した設定を変更して、その設定を保存する
には、縫い方の設定ダイアログボックスで

をクリックし、次に保存を選択してか

ら、設定名を変更しないで OK をクリックしま

す。

b メモ：

保存した設定は、別のパソコンで使うこともで
きます。コピー元のパソコンの刺しゅうPRO
Ver.7 フォルダ（アプリケーションフォルダ）

の settingsフォルダから sastu.txtをコピーし

て、コピー先のパソコンの同じパスにある
settings フォルダに貼り付けます。

b メモ：

ドーナツ縫いは、1 つの刺しゅうデータの内側

に、別の刺しゅうデータが完全に囲まれて入っ
ていないと設定できません。また文字データ、
マニュアルパンチングデータ、ステッチデータ
には適用できません。

有効

無効



169

刺しゅうデータを編集する（レイアウトセンター）

2. メニューバーの縫い方→ドーナツ縫いの

設定をクリックします。

→ 選択された一対の刺しゅうデータにドー

ナツ縫いが設定されたときは、次のメッ

セージが表示されます。

→ 選択された一対の刺しゅうデータにドー

ナツ縫いが設定できないときは、次のメッ

セージが表示されます。

3. OK をクリックして、メッセージを閉じま

す。

■ ドーナツ縫いを解除する

1. ドーナツ縫いが設定されている一対の刺

しゅうデータを選択します。

2. メニューバーの縫い方→ドーナツ縫いの

解除をクリックします。

この操作の後は、2 つの刺しゅうデータを別々

に移動することができます。

アップリケを作成する
（アップリケウィザード）

アップリケウィザードを使うと、アップリケデータ

を簡単に作成できます。

1. 円や正方形などの閉じた図形データを選

択します。

2. メニューバーの縫い方→アップリケウィ

ザードをクリックします。

→ アップリケウィザードダイアログボック

スが表示されます。

3. アップリケピースの切り取り線を縫製す

る / しないを選択します。縫製する場合は

アップリケピースの下のありを、しない場

合はなしをクリックします。

4. アップリケの位置（アップリケを縫い付け

るためのガイド線）が、自動的に縫製する

ように設定されます。

b メモ：

• 一対の刺しゅうデータにドーナツ縫いが設
定されると、グループ化され、例えば 1 つの

刺しゅうデータを動かすと、一対の刺しゅう
データが一緒に移動します。

• 3つ以上のデータにドーナツ縫いを設定する

場合は、まず 2 つのデータにドーナツ縫いを

設定します。次に、グループ化した最初の 2
つのデータと次のデータを 1 つ選択して、

ドーナツ縫いの設定を繰り返します。

a 注意：

ドーナツ縫いの設定の前と後でプレビュー
を表示すると、ドーナツ縫い設定で実際にど
のように縫われるか確認できます。（詳しく
は、P.175 の「縫製イメージをプレビューす

る」を参照してください。）

ドーナツ縫い設定が ドーナツ縫い設定が

2 度縫製される 1 度縫製される

されていない場合 されている場合

b メモ：

• 線が交差したデータは選択できません。

• アップリケウィザード終了後は、アップリケ
の作成用に使われた図形データは削除され
ます。
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5. 仮止めの縫製をする場合は、仮止めの下の

ありを、仮止めをしない場合はなしを選択

します。ありを選択した場合は、セレクタ

から縫い目の種類を選択します。仮止め

には、サテン縫い、E ステッチ、V ステッ

チを選択できます。

6. アップリケ縫いの縫い方の種類、各設定を

指定します。アップリケの下のセレクタま

たはスピンボタンをクリックして、設定し

ます。

7. OK をクリックして、アップリケウィザー

ドを終了します。デザインページにアップ

リケデータが表示されます。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

E ステッチ V ステッチサテン縫い
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表示方法を切り替える
刺しゅうデータをズームイン、ズームアウトして詳細部分や見えない部分を表示します。

ズームインを行う

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 5 つのボタン が表示さ

れます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 拡大したい部分をクリックします。

ズームアウトを行う

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 5 つのボタン が表示さ

れます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 縮小したい部分をクリックします。

原寸で表示する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 5 つのボタン が表示さ

れます。.

2. をクリックします。

→ デザインページがほぼ原寸で表示されま

す。

選択したデータを画面全体に
表示する

1. ズームしたい 1 つまたは複数の刺しゅう

データを選択します。

2. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 5 つのボタン が表示さ

れます。

3. をクリックします。

→ 選択した刺しゅうデータだけが、利用可能

な画面スペースいっぱいに表示されます。

デザインページ全体を表示する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 5 つのボタン が表示さ

れます。

2. をクリックします。

→ デザインページが縮小または拡大され、デ

ザインページ全体を表示します。

b メモ：

特定の部分を拡大するには、目的の場所を囲む
ようにドラッグします。
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刺しゅうファイルを確認する

2 点間の距離を測る

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 距離を測りたい刺しゅうデータの一方に

カーソルを移動し、クリックします。

→ その場所に、測定の起点としての小さい丸

が表示されます。

3. カーソルをドラッグすると、ステータス

バーに測定値が表示されます。

長さは、始点と終点を結ぶ直線の長さを示

します。

幅は、始点と終点を結ぶ直線の水平幅の長

さを示します。

高さは、始点と終点を結ぶ直線の垂直高の

長さを示します。

縫製範囲を設定する

縫製範囲を設定できます。

1. メニューバーの縫い方→縫製範囲の設定

をクリックします。

→ 次のダイアログボックスが表示されます。

2. デザインページの外形または縫製データ

の外形を選択します。

3. OK をクリックします。

→ デザインページの外形を選択すると、縫製

開始時に、針の位置が作業中のデザイン

ページの中心になるように、刺しゅうデー

タが作成されます。

→ 縫製データの外形を選択すると、縫製開

始時に、針の位置が作業中の刺しゅう

データの中心になるように、刺しゅう

データが作成されます。

c P.100 の「デザインページのサイズと色を設
定する」

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

デザインページの外形を選択すると、刺しゅう
データのサイズがデザインページの大きさに
なります。

b メモ：

縫製データの外形では、実際の刺しゅうサイ
ズの実寸が縫製範囲としてミシンに認識され
るので、ミシンのレイアウト機能がより発揮
されます。

デザインページ（作業中画面）

縫製範囲＝デザインページの外形

縫製範囲＝縫製データの外形
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縫い順 / 糸色を確認・変更する

刺しゅうデータの縫い順を確認、変更します。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

縫い方→縫い順 / 糸色をクリックします。

→ 次のような縫い順 / 糸色ダイアログボック

スが表示されます。

をクリックすると、それぞれの部分がコ

マいっぱいに拡大表示されます。

を押すと、連続する同色の部分が組み合

わされて 1 つのコマに表示されます。

2. OK をクリックすると、設定を確定し、ダ

イアログボックスは閉じます。

刺しゅうデータを選択する

1. 縫い順 / 糸色ダイアログボックスで、コマ

を選択します。

→ コマを選択すると、コマの枠がピンクにな

り、デザインページのそのコマの面の輪郭

線が赤い破線で表示されます。

b メモ：

このダイアログボックスは横方向に大きくす
ることができます。

b メモ：

• 同色の複数の部分を組み合わせて表示して

いるコマは、番号の左横に がつきます。

をクリックすると、部分ごとのコマが

表示されます。

は、連続する同色の部分の最初の部分

であり、続いて同色の各部分が縫い順に表示
されていることを示しています。

をクリックすると、その色の部分を組

み合わせた表示に戻ります。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

• 複数のコマを選択するときは、 また

は キーを押しながら、各コマをク

リックします。または、選択するコマをすべ
て囲むようにドラッグします。

• 縫い順 /糸色ダイアログボックス上で選択さ

れているデータは、ダイアログボックスを閉
じた後に選択状態になります。

Shift

Ctrl
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縫い順を変更する

縫い順を変更するには、移動したい部分のコマを選

択し、コマを新しい縫い順の位置にドラッグします。

縦の赤い太い線が表示され、コマの移動先を示しま

す。

ダイアログボックスの下のボタンをクリックしても

コマを動かすことができます。

をクリックすると、縫い順を先頭に移動

します。

をクリックすると、縫い順が 1 つ前に移

動されます。

をクリックすると、縫い順が 1 つ後に移

動されます。

をクリックすると、縫い順が最後に移動

されます。

同じ色のデータを組み合わせる

縫い順 / 糸色ダイアログボックスを使って、同じ色

の刺しゅうデータをまとめます。同じ色の刺しゅう

データのコマの横にドラッグします。

色を変更する

1. 刺しゅうデータの糸色を変更したいコマ

をクリックし、 をクリックします。

→ 糸色ダイアログボックスが表示されます。

2. 設定したい色をクリックし、OK をクリッ

クします。

→ デザインページと縫い順 / 糸色ダイアログ

ボックスに、刺しゅうデータが新しい色で

表示されます。

3. OK をクリックします。

→ 刺しゅうデータが新しい色で表示されま

す。

b メモ：

部分を組み合わせたコマを移動すると、部分ご
とのコマで表示されます。その色の最初の部分

の をクリックすると、部分を組み合わせた
表示に戻ります。部分を組み合わせたコマを、
同色の部分を組み合わせたコマに連続する位
置に移動すると、同色のコマはすべて部分ごと
のコマで表示されます。

a 注意：

• ステッチ分割ツールで切り取った部分の
縫い順は、最後へ送られます。切り取り部
分の糸色の縫い順は、元の刺しゅうデータ
の糸色の縫い順と同じになりますが、他の
データと同様に編集できます。

• 別々のデータの縫い順は、編集できませ
ん。デザイン全体の縫い順によって自動的
に決定されます。

• 線や面に縫い方が設定されていない刺
しゅうデータのコマは点線で表示され、コ
マの下の縫い順番号は表示されません。

b メモ：

縫い順を変更した後は、刺しゅうデータが重
なっている部分の縫い順が正しいか縫われ方
を確認してください。

b メモ：

• 詳細の表示チェックボックスが選択されて
いると、左側のダイアログボックスが表示さ
れます。このチェックボックスが選択されて
いない場合は、右側のダイアログボックスが
表示されます。

• 詳細の表示モードで、糸色リストを色調順
（暖色から寒色へ）に表示するには、糸色リ
ストの色をクリックします。もう一度色をク
リックすると、表示順が逆になります（寒色
から暖色へ）。リストを元に戻すには、色の
左側の□部分をクリックします。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。
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縫製イメージをプレビューする

刺しゅうデータを作成中や完成後に、そのデータの

縫製イメージや仕上がりイメージをプレビューでき

ます。実際にどのように縫製されているかを確認で

きます。

1. 刺しゅうデータのプレビューを表示する

には、メニューバーの表示→プレビューを

クリックします。

または、以下に示すツールバーボタンをク

リックします。

→ 刺しゅうデータの縫製イメージが表示さ

れます。

2. 通常表示に戻るには、1. を繰り返すか、

キーを押します。

3. 刺しゅうデータのリアルプレビューを表

示するには、メニューバーの表示→リアル

プレビューをクリックします。

または、以下に示すツールバーボタンをク

リックします。

→ 刺しゅうデータの仕上がりイメージが表

示されます。

4. 通常表示に戻すには、3. を繰り返すか、

キーを押します。

■ リアルプレビューの設定を変更する

リアルプレビュー設定を変更して、刺しゅうデータ

を見やすくできます。

1. メニューバーの表示→リアルプレビュー

の設定をクリックします。

→ 次のリアルプレビューの設定ダイアログ

ボックスが表示されます。

2. 糸の太さスライダで、糸の太さを設定しま

す。

b メモ：

ズームツールで画面の表示倍率を変更できま
す。ズームイン（アウト）を行う場合はツール

ボックスの をクリックし、 （ ）を

クリックしてから、刺しゅうデータの見たい部
分をクリックしてください。

プレビュー

Esc

リアルプレビュー

b メモ：

ズームツールで画面の表示倍率を変更できま
す。ズームイン（アウト）を行う場合はツール

ボックスの をクリックし、 （ ）を

クリックしてから、刺しゅうデータの見たい部
分をクリックしてください。

a 注意：

リアルプレビュー画面では、刺しゅうデータ
の編集はできません

Esc

リアルプレビューが

表示されているとき

リアルプレビューが

表示されていないとき
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3. コントラストスライダで、コントラストを

設定します。

4. 明るさスライダで、明るさを設定します。

5. リアルプレビューが表示されているとき

は、設定をクリックし、新たな設定でリア

ルプレビューを表示させます。

リアルプレビューが表示されていないときは、

OK をクリックして、次回以降の表示のために

その設定を保存します。

c P.175 の「縫製イメージをプレビューする」

ステッチを確認する

ミシンでどのように縫われていくか、縫製の様子を

ステッチシミュレーターを使って確認できます。 カ

スタムデザインページで作成したデータの場合は、

部分ごとに表示されます。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

表示→ステッチシミュレーターをクリッ

クします。

ステッチシミュレーターダイアログボックス

が表示され、デザインページの刺しゅうデータ

の表示が消えます。

をクリックして、シミュレーション

を開始します。

をクリックすると、前の色の縫い始め

まで戻ります。

をクリックすると、次の色の縫い始めま

で進みます。

針数を指定してシミュレーションを戻すには、

戻したい針数を入力または選択してから、

をクリックします。

針数を指定してシミュレーションを進めるに

は、進めたい針数を入力または選択してから、

をクリックします。

をクリックすると、前の枠パーツ部の

縫い始めまで戻ります。

をクリックすると、次の枠パーツ部の

縫い始めまで進みます。

をクリックすると、シミュレーションを

停止し、開始前の状態に戻ります。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、閉じるまたはキャンセルをクリック
します。

b メモ：

• シミュレーション中は、 は一時停

止ボタン（ ）に切り替わります。

• シミュレーション中は、マーカー（ ）

が縫製中の針位置を示します。

• ステッチを見やすく拡大表示にするには、デ
ザインページをズームインしてからステッ
チシミュレーターダイアログボックスを開
きます。

b メモ：

と は、カスタムサイズのデザ

インページで作成した分割模様の刺しゅう
データの場合にのみ表示されます。

b メモ：

スライダはシミュレーションの進行状況を示
しています。また、スライダをドラッグする
と、シミュレーションを進めたり、戻したりす
ることができます。
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のスライダをドラッグすると、シミュ

レーションの表示スピードを調整できます。

2. ダイアログボックスの右上隅の をク

リックし、ダイアログボックスを閉じま

す。

刺しゅうデータ情報を
確認する

刺しゅうの大きさ、針数、色数、色の順序などの縫

い方情報を、デザインのプロパティダイアログボッ

クスで確認します。

1. メニューバーのオプション→デザインの

プロパティをクリックします。

→ デザインのプロパティダイアログボック

スが表示されます。

デザインページに大型枠（100 × 172mm、
130 × 300mm）が選択されている場合

刺しゅうデータが何も選択されていないと、次のよ

うなデザインのプロパティダイアログボックスが表

示されます。

b メモ：

• の数字は、描画中の針数 / 全体の針数を

示しています。

• の数字は、描画中の糸色の縫い順 / 全体

の色数を示しています。

• の数字は、描画中の枠パーツの縫い順

/ 全体の枠パーツ数を示しています。このイ

ンジケータは、カスタムサイズのデザイン
ページで作成した分割模様の刺しゅうデー
タの場合にのみ表示されます。

b メモ：

ステッチシミュレーターダイアログボックス
を表示する前に、刺しゅうデータを選択する
と、選択した刺しゅうデータのみシミュレー
ションできます。

b メモ：

• 刺しゅうデータを構成する個々の刺しゅう
データを選択しデザインのプロパティダイ
アログボックスを表示すると、選択した刺
しゅうデータのプロパティを確認できます。
刺しゅうデータが選択されていない場合は、
デザインページ全体の情報が確認できます。

• 基本色で表示チェックボックスをチェック
すると、ミシンで表示される糸色名に切り替
わります。

• このダイアログボックスは大きさを変える
ことができます。ダイアログボックスのサイ
ズは、次に変更するまで現在の設定が保持さ
れます。

• ダイアログボックスを閉じるときは、閉じる
をクリックします。

a 注意：

デザインページより大きい、またはデザイン
ページからはみ出している刺しゅうデータ
があるときは、このダイアログボックスの代
わりに、「データのサイズか位置を変更して
ください。」というエラーメッセージが表示
されます。エラーの表示後、エラーに該当す
る刺しゅうデータが選択状態になりますの
で、サイズまたはその位置を調整してくださ
い。（エラーに該当する刺しゅうデータが複
数ある場合は、縫い順が最も早い刺しゅう
データが選択状態になります。）
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刺しゅうデータを
リファレンスウィンドウで見る

デザインページのデータは、リファレンスウィンド

ウに表示されます。ズームインして作業をしている

ときに、デザインページ全体を確認できます。現在

表示されている部分が赤い枠（表示領域枠）で表示

され、全体のどの部分を作業しているかを確認でき

ます。

リファレンスウィンドウの表示と非表示は、表示→

リファレンスウィンドウをクリックするか、ショー

トカットキー（ ）をクリックして切り替えます。

■ 表示方法を切り替える

リファレンスウィンドウは、デザインページ全体を

表示するか、刺しゅうデータ全体を表示するか、切

り替えることができます。

1. をクリックします。

→ リファレンスウィンドウの表示方法が切

り替わります。

■ 表示領域枠を移動する

表示領域枠を移動して、作業領域に表示する部分を、

リファレンスウィンドウで指定できます。

1. カーソルを表示領域枠の上に移動しま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 表示領域枠をドラッグして、デザイン

ページの表示したい部分を囲むように移

動します。

→ 表示領域枠で囲まれた部分が表示されま

す。

■ 表示領域枠を書き直す

枠を書き直して作業領域に表示する部分を、リファ

レンスウィンドウで指定できます。

1. リファレンスウィンドウの表示したい部

分をクリックまたはドラッグします。

→ クリックした位置を中心とした表示領域

枠が書き直され、表示領域枠で囲まれた

データ部分が表示されます。特定の部分を

表示するには、目的の場所を囲むようにド

ラッグします。

b メモ：

• デザインのプロパティダイアログボック

スが表示されると同時に、デザインページは
自動的にページ全体表示に切り替わります。

• 枠の位置は、枠の位置番号と、部分デザイン
シートの総取り付け位置数を表示していま
す。

• このとき、デザインページの表示では、ダイ
アログボックスに表示されている枠の位置
番号に対応するデザインのみが表示され、ま
た、対応する刺しゅう枠の取り付け位置の外
形は赤線で囲まれて表示されます。

• 前ボタンまたは次ボタンをクリックして、表
示内容を現在表示されている取り付け位置
から対応するデザインに切り替えます。

a 注意：

前ボタンは、最初の刺しゅう枠に対応する刺
しゅうデータが表示されているときは、ク
リックできません。また、次ボタンも、最後
の刺しゅう枠に対応する刺しゅうデータが
すでに表示されているときは、クリックでき
ません。

F11
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■ 表示領域枠を拡大・縮小する

1. カーソルを表示領域枠の角に移動します。

→ 接している角によって、カーソルの形が

または に変わります。

2. 角をドラッグし、表示領域枠のサイズを調

節します。

b メモ：

と で、高さと幅を拡大・縮小します。
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保存・印刷する

保存する

■ 上書き保存する

1 度保存された刺しゅうデータは、次回からのデー

タの更新時には上書き保存されます。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→上書き保存をクリックします。

→ 作業中の刺しゅうデータや画像を以前に1
度以上保存したことがある場合は、ファイ

ルは直ちに上書き保存されます。

→ ファイル名が無題のときや、ディスク上に

ファイルが見つからないときは、名前を付

けて保存ダイアログボックスが表示され

ます。

■ 新しい名前を付けて保存する

現在のファイルを別のファイル名で保存すると、元

のファイルに変更を加えず、新規にデータを保存で

きます。

ファイルは .pes ファイルで保存されます。

1. メニューバーのファイル→名前を付けて

保存をクリックします。

→ 次のような名前を付けて保存ダイアログ

ボックスが表示されます。

2. ドライブとフォルダを選択し、ファイル名

を入力します。

3. 保存をクリックして、データを保存しま

す。

→ レイアウトセンターのタイトルバーに新

しいファイル名が表示されます。

■ 刺しゅうデータを別の形式で出力す
る

デザインページに表示されているデータを、別の

ファイル形式（.dst、.hus、.exp、.pcs、.vip、.sew、

.jef、.csd、.xxx、.shv）に変換して出力します。

1. メニューバーのファイル→データ書き出

しをクリックします。

a 注意：

• ファイルの種類で旧バージョンを選択す
ると、保存された .pes ファイルを旧バー
ジョンのソフトウェアで開くことができ
ます。ただし保存されたデータはすべてス
テッチデータに変換されます。

• デザインページがカスタムサイズに設定
されているデータは、バージョン 7 より前
の .pes には保存できません。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 名前を付けて保存ダイアログボックスで入
力した名前のファイルがすでに存在する場
合は、次のメッセージが表示されます。

• ファイルを上書きするときは、はいをク
リックします。

• 上書きしたくないときは、いいえをク
リックします。別のファイル名を入力し
て保存します。
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→ 次のようなダイアログボックスが表示さ

れます。

2. ドライブとフォルダを選択し、ファイル名

を入力します。

3. ファイルの種類で出力したい形式（.dst、

.hus、.exp、.pcs、.vip、.sew、.jef, .csd、.xxx、

.shv）を選択します。

■ オリジナルカードへ刺しゅうデータ
を書き込む

作業中のデザインページの刺しゅうデータをオリジ

ナルカードに保存して、ミシンに転送します。

ツールバーボタン： 

1. オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

2. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→カード書き込みをクリックし

ます。

→ 次のメッセージが表示されます。

b メモ：

DST 形式では、工業用刺しゅうミシンの自動

糸切りを指示するためにジャンプコードが使
用されており、自動糸切りのためのジャンプ回
数はご使用のミシンによって異なります。変換
時にジャンプ回数を指定できます。糸切り用の
ジャンプ数に数値を入力するか、スピンボタン
で値を変更します。（この設定は DST 形式が選

ばれている場合のみ有効です。）

a 注意：

• 別売の刺しゅうカードから読み込んだス
テッチデータには、出力できないものがあ
りますのでご注意ください。

• 分割模様の刺しゅうデータは、単一のファ
イルとして書き出されます。

b メモ：

複数の刺しゅうデータのオリジナルカードへ
の書き込みについては、P.284 の「刺しゅう

ファイルをオリジナルカードへ書き込む」を参
照してください。

a 注意：

• オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

• ミシンからオリジナルカードを抜き差し
するときは、ミシンの取扱説明書に従って
ください。カードライターからオリジナル
カードを抜き差しするときは、パソコンの
電源を切る必要はありません。

a 注意：

• データが保存されているオリジナルカー
ドに書き込みを行うと、カードのデータは
すべて消去されます。書き込みを行う前
に、必要なデータはハードディスクや他の
記録媒体などに保存し（P.98 の「刺しゅう
カードから刺しゅうデータを取り込む」参
照）、カードに必要なデータが残っていな
いことを確認してください。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は、次のメッセージが表示されます。

• 刺しゅうカードを挿入し、再試行をク
リックします。

• 操作を中止してダイアログボックスを
閉じる場合は、キャンセルをクリック
します。

• デザインページからはみ出た刺しゅう
データや、針数や色数がデザインページの
制限を越えた刺しゅうデータがある場合
は、刺しゅうデータはオリジナルカードに
保存できません。
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3. OK をクリックします。

→ データがオリジナルカードに転送されて

いる間、書き込み中メッセージが表示さ

れ、その後次のメッセージが表示されま

す。

4. OK をクリックして、メッセージを閉じま

す。

■ pes ファイルにコメントを書く

.pes ファイルで保存された刺しゅうデータについて

の説明や情報を入力します。

1. メニューバーのファイル→ファイルプロ

パティをクリックします。

→ ファイルプロパティダイアログボックス

が表示されます。

2. 情報を入力、または、変更します。

3. OKをクリックして入力した情報を保存し

ます。

b メモ：

カスタムサイズのデザインページで作成した
分割模様の刺しゅうデータは、枠バーツごとに
分けて書き込むことができます。枠パーツデー
タの合計サイズがオリジナルカードの空き容
量を超えている場合や、パーツのサイズが 90
×90cmで80個以上に分割されている場合は、

刺しゅうデータを分けて複数のデザインカー
ドに書き込んでください。
1 枚のカードに保存できないときは、書き込む

パーツの選択ダイアログボックスが表示され
ます。書き込み可能容量がいっぱいになるまで
枠パーツを選択します。

ダイアログボックス上部のカード容量インジ
ケータで、枠パーツデータの容量（青色）と
カードの空き容量（白色）を確認できます。

枠パーツを選択すると、選択した枠パーツデー
タによって使用される容量が青色で表示され、
選択するごとに加算されていきます。空き容量
の上限を超えると、カード容量インジケータ全
体が赤色になります。選択を解除する場合は、
解除する枠パーツを再クリックします。

書き込みをクリックすると、選択した枠パーツ
データがオリジナルカードに書き込まれます。
（書き込みは、枠パーツが選択されており、選
択したパーツを書き込むために十分な空き容
量がカードにある場合にのみ表示されます。）

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

• 入力したデータは、次に保存するときにファ
イルに保存されます。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• ファイルは入力した情報に基づいてデザイ
ンデータベースで検索できます。
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印刷する

■ 印刷の設定を変更する

印刷をする前に、印刷したい刺しゅうデータファイ

ルの印刷設定の変更が必要な場合があります。

1. メニューバーのファイル→印刷の設定を

クリックします。

→ 次のような印刷の設定ダイアログボック

スが表示されます。

2. 用紙と印刷の向きを選択します。

3. 印刷サイズ、印刷オプション、印刷イメー

ジで印刷の詳細を選択します。

印刷サイズ

原寸：刺しゅうデータのイメージを 1 ページ目

に実寸で印刷します。2 ページ目に縫い情報

（刺しゅう寸法、刺しゅう色順、針数）が印刷

されます。ファイル名は両方のページに印刷さ

れます。刺しゅうデータのサイズが紙の寸法よ

りも大きい場合は、用紙からはみ出して印刷さ

れます。ただし、印刷オプションの用紙より大

きいデザインを2ページに分割印刷するを選択

している場合は分割印刷されます。

縮小：刺しゅうデータの縮小イメージとファイ

ル名、縫い情報（刺しゅう寸法、刺しゅう色

順、針数）が、1 ページに印刷されます。

印刷オプション

縫製範囲と中心線を印刷する： 選択すると、刺

しゅうデータの最大外形（P.172 の「縫製範囲

を設定する」参照）とその中心軸を黒色で印刷

します。（この設定は、原寸印刷が選択されて

いるときにのみ使用できます。）

グリッドを印刷する：選択すると、刺しゅう枠

に添付の刺しゅうシートに印刷されているグ

リッドと同様のグリッド線を緑色で印刷します。

先頭のページにパーツの境界線を印刷する：デ

ザインページがカスタムサイズに設定されて

いる刺しゅうデータのデザイン部分を印刷す

るには、このチェックボックスを選択します。

パターンのパーツが赤色で印刷されます。

用紙より大きいデザインを 2 ページに分割印刷

する：選択すると、紙の寸法よりも大きい刺しゅ

うデータは、A4またはレターサイズの紙に半分

ずつ印刷されます。（この設定は、印刷の設定ダ

イアログボックスで原寸印刷が選択されてお

り、デザインページが大型枠サイズ [ 刺しゅう

枠のサイズ：300 × 200mm、200 × 300mm、

180× 300mm、300× 180mm、大型刺しゅう枠

用のデータ：170 × 290mm（180 × 300mm）、

または 290× 190mm（300× 200 mm）に設定

されている場合にのみ使用できます。）この分割

印刷機能では、  / または  / が紙の

右下に印刷されて刺しゅうデータの半分である

ことを示します。

印刷イメージ

ノーマル：刺しゅうデータがプレビュー画面の

イメージで印刷されます。

リアル：刺しゅうデータがリアルプレビュー画

面のイメージで印刷されます。リアルの設定の

詳細を変更するには、設定をクリックします。

（詳しくは、P.175 の「リアルプレビューの設

定を変更する」を参照してください。）

4. OK をクリックします。

c P.175 の「縫製イメージをプレビューする」

a 注意：

• 用紙より大きいデザインを 2 ページに分割
印刷するチェックボックスを選択しない
で印刷すると、分割印刷はされません。刺
しゅうの実寸より小さい紙を指定してい
ると、はみ出た部分は印刷されません。

• 縫い方と枠の位置の情報は、刺しゅうデー
タが印刷された後に、別の紙に印刷されま
す。

b メモ：

• 印刷設定を変更するには、プロパティをク
リックします。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。
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■ 印刷イメージを確認する

印刷前に印刷イメージを確認できます。

1. メニューバーのファイル→印刷プレ

ビューをクリックします。

→ 印刷の設定ダイアログボックスで原寸印

刷が選択されていると、レイアウトセン

ターの画面は次のように表示されます。

c P.183 の「印刷の設定を変更する」、次の「印

刷する」、および P.177 の「刺しゅうデータ

情報を確認する」

■ 印刷する

作業中のデザインページと情報を印刷します。

1. メニューバーのファイル→印刷をクリッ

クします。

→ 次のような印刷ダイアログボックスが表

示されます。

2. 必要に応じて、設定を選択します。

3. OK をクリックして、印刷します。

4. プリンタの指示に従って、印刷を終了しま

す。

→ 印刷サイズの設定によって、刺しゅうデー

タ全体または枠パーツデータが、1 ページ

で、または 2 ページに分割されて印刷され

ます。

b メモ：

• ページを拡大・縮小するには、拡大または縮
小をクリックします。画像を拡大するには、
拡大をクリックするか、拡大したい部分をク
リックすると、イメージが拡大されます。画
像を縮小するには、縮小をクリックします。

• 次ページをクリックすると、次ページが表示
されます。（デザインページが刺しゅう枠の
サイズに設定されている場合に、印刷の設定
ダイアログボックスで縮小が選択されてい
ると、このボタンは使用できません。） 

• 前ページをクリックすると、前のページが表
示されます。（デザインページが刺しゅう枠
のサイズに設定されている場合に、印刷の設
定ダイアログボックスで縮小が選択されて
いると、このボタンは使用できません。）

• 2 ページボタンをクリックすると、2 ページ

が同時に表示されます。（2 ページボタンが

1 ページボタンに替わります。）

• 1ページボタンをクリックすると1ページで

表示されます。

• 印刷をクリックすると、印刷ダイアログボッ
クスを開き、印刷できます。

• 画像を詳しく見る場合は、一度に 1 ページだ

け表示すると拡大ができます。
刺しゅうデータ内の個々の刺しゅうデータ
の縫い情報を確認するにはメニューバーの
オプション→デザインプロパティを選択し
ます。

b メモ：

• 印刷設定を変更するには、プロパティをク
リックします。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。
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ソフトウェア設定を変更する

グリッドの設定を変更する

グリッドの表示 / 非表示を切り替えたり、グリッド

の表示のしかたや間隔を指定できます。

1. メニューバーの表示→グリッドをクリッ

クします。

→ グリッドの設定ダイアログボックスが表

示されます。

2. グリッドを表示チェックボックスを

チェックして、グリッドを表示します。

グリッドを非表示するには、グリッドを表

示チェックボックスのチェックを外しま

す。

3. 同じ大きさの刺しゅうデータを作成した

り、等間隔に刺しゅうデータを並べたいと

きは、グリッドに固定チェックボックスを

チェックします。

4. グリッドの間隔を設定します。グリッドの

間隔に数値（設定範囲は 0.1 ～ 25.4 mm）

を入力するか、スピンボタンで値を変更し

ます。

5. 表示のしかたを選択します。枠で表示

チェックボックスをチェックすると、縦線

と横線で表示されます。

枠で表示チェックボックスのチェックを

外すと、グリッドの交点のみが表示されま

す。

6. OK をクリックし、変更を確定してダイア

ログボックスを閉じます。

長さの単位を変更する

アプリケーションで使う長さの単位を、mm または

インチから選択できます。

1. メニューバーのオプション→単位の設定

をクリックして、単位（mm またはイン

チ）を選択します。

c 本ページの「グリッドの設定を変更する」お
よび P.100 の「デザインページのサイズと色

を設定する」

b メモ：

カーソルはグリッドの間隔で設定された数値
で移動します。

固定機能はグリッドの表示 /非表示に関わらず

有効です。

a 注意： 

グリッドを表示チェックボックスがチェッ
クされており、枠で表示チェックボックスの
チェックが外れている場合は、グリッドの交
点のみが表示されます。

b メモ：

グリッドへの変更を取り消してダイアログ
ボックスを閉じる場合は、キャンセルをクリッ
クします。
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大型刺しゅうの作成

大型枠用のデータを作成する

ミシンに付属の大型枠（ミシンへの取り付け部が、3ヶ所あるもの、枠サイズ：130 × 300mm、100 × 172mm）

に対応した刺しゅうデータを作成します。

これらの枠を使用するときは、1 つの刺しゅうデータのサイズが 130 × 180mm（もしくは刺しゅうミシンの

縫製サイズにより 100 × 100mm）で、刺しゅう枠の取り付け位置（上図の a、b、c）を替えたときに位置が

合うように、あらかじめ取り付け位置を考慮して刺しゅうデータが配置されている必要があります。

刺しゅうデータの作成の際、各刺しゅうデータはミシンの縫製範囲内に収まっていなくてはなりません。

■ デザインページのサイズを設定する

1. レイアウトセンターで、メニューバーのオ

プション→デザインページの設定をク

リックします。

→ デザインページの設定ダイアログボック

スが表示されます。

2. デザインページサイズの枠サイズを選択

し、セレクタで、100 × 172mm または

130 × 300mm を選択します。

a
b
c

a
b

c

ABC

大型枠の例：100 × 172mm サイズの刺しゅう枠

b メモ：

• 大型枠用設定は、数字の前に の表示が付
いています。

• ご使用のミシンで使用可能な刺しゅう枠を
確認してから設定を行ってください。

a 注意：

デザインセンターのデザインページの設定
ダイアログボックスでは、大型刺しゅう枠は
設定できません。
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■ 刺しゅうデータを作成する

1. 画面上のデザインページは次のように示

されます。

2. 次の条件に適合するように刺しゅうデー

タを作成します。

• 1 つの刺しゅうデータの大きさが、100 ×

100mm（または 130 × 180mm）以内であ

ること

• それぞれの刺しゅうデータが、各領域（a、
b、c のいずれか）に完全に含まれていること

1: 領域 a に完全に収まっているので問題あ
りません。

2: 領域 b または c に完全に収まっているの
で問題ありません。

3: 大きさは問題ありませんが、どの領域に
も完全に収まっていないので、修正が必
要です。
（b または c に収まるように位置を修正
する必要があります。）

4: サイズが大きすぎるので修正が必要で
す。
（a、b または c に収まるように位置とサ
イズを修正する必要があります）

■ 枠を最適化する

枠の最適化機能をオンにしておくと、刺しゅう枠を

頻繁に付け替えてもよくなり、縫いズレ、縫い弛み

等が起きにくくなります。

1. メニューバーの縫い方→枠の最適化をク

リックします。

b メモ：

領域 a：上位の取り付け位置で刺しゅう枠を取

り付けたときの縫製領域

領域 b：中央の取り付け位置で刺しゅう枠を取

り付けたときの縫製領域

領域 c：下位の取り付け位置で刺しゅう枠を取

り付けたときの縫製領域

各領域は点線で区分されています。

a

b

c

a

b

c

4
32

1

a 注意：

条件を満たしていない刺しゅうデータは、次
のステップの縫い順の設定に進むときに警
告が表示されます。
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■ 刺しゅうデータをチェックする

1. メニューバーのオプション→デザインの

プロパティをクリックします。

→ デザインのプロパティダイアログボック

スが表示され、デザインページの表示が自

動的にページ全体表示に切り替わります。

b メモ：

• オンに設定すると、メニューにチェックマー
クが付きます。オフに設定すると、チェック
マークが消えます。

• 枠の最適化をオンにすると、設定した縫い順
を、刺しゅう枠の取り付け位置の付け替え回
数が最も少なくなるように縫い順 /枠の位置

順を最適化したデータを作成します。
このページの例では、縫い順は次のようにな
ります。a（刺しゅうデータ 1）→ ｂ（刺

しゅうデータ 2）→ a（刺しゅうデータ 3、
5）→ c（刺しゅうデータ 4、6）
枠の最適化をオフにすると、設定した縫い順
通りに、各刺しゅうデータを縫います。
このページの例では、縫い順は次のようにな
ります。a（刺しゅうデータ 1）→ ｂ（刺

しゅうデータ 2）→ a（刺しゅうデータ 3）
→ c（刺しゅうデータ 4）→ a（刺しゅうデー

タ 5）→ c（刺しゅうデータ 6）
この場合、刺しゅう枠の取り付け位置の付け
替え回数は、刺しゅうデータによってはオン
の場合より多くなるときがあります。

a 注意：

刺しゅう枠の取り付け位置の付け替え回数
が多くなると、縫いズレ、縫い弛み等が起き
やすくなりますので、枠の最適化をオンにし
て刺しゅうデータを作成することお勧めし
ます。ただし、枠の最適化を行うと設定した
縫い順が変更されることがありますので、縫
製する前に縫い順を確認してください。

a

b

c

4

2

13

5

6

a 注意：

この機能を実行する前に、刺しゅうデータが
選択されていないことを確認してください。
刺しゅうデータが選択されていると、その刺
しゅうデータの情報だけが表示されます。

b メモ：

• ダイアログボックスの最上行は、現在表示さ
れている部分デザインシートの枠の位置番
号と、部分デザインシートの総取り付け位置
数を表示しています。

• このとき、デザインページの表示では、ダイ
アログボックスに表示されている枠の位置
番号に対応する刺しゅうデータのみが表示
され、また、対応する刺しゅう枠の取り付け
位置の外形は赤い線で囲まれて表示されま
す。

• 前ボタンまたは次をクリックして、表示内容
を現在表示されている取り付け位置から、前
後の取り付け位置に対応するデザインに切
り替えます。このとき、対応する刺しゅう
データと刺しゅう枠位置がデザインページ
に表示されます。
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■ 刺しゅうデータを保存する

1. メニューバーのファイル→上書き保存ま

たは名前を付けて保存をクリックして、刺

しゅうデータを保存します。

→ すべての刺しゅうデータが、1 個のファイ

ル（.pes ファイル）に保存されます。

■ 刺しゅうデータをオリジナルカード
へ書き込む

1. デザインページに刺しゅうデータが表示

されているときは、メニューバーのファイ

ル→カード書き込み→デザインページの

データか、ツールバーの をクリック

して、刺しゅうデータをオリジナルカード

に書き込みます。

大型枠用刺しゅうデータは、1 つの刺しゅう枠

の取り付け位置に対応する刺しゅうデータを1

つの刺しゅうデータとし、それを複数組み合わ

せて縫製するように構成されています。

書き込みは、1 回の書き込み作業で、1 つの大

型枠用の刺しゅうデータのすべてを（複数の刺

しゅうデータとして）書き込みます。

上の刺しゅうデータをオリジナルカードに書

き込んだ場合、ミシン上で刺しゅうデータを確

認すると、次のようになります。

：刺しゅう枠の上位の取り付け位置（位置

a）で縫う刺しゅうデータ

：刺しゅう枠の中央の取り付け位置（位置

b）で縫う刺しゅうデータ

：刺しゅう枠の下位の取り付け位置（位置c）
で縫う刺しゅうデータ

したがって、上記の例では、刺しゅうデータの

枠位置の縫い順は b → a → c の順になります。

a 注意：

デザインページより大きい、またはデザイン
ページからはみ出している刺しゅうデータ
があるときは、このダイアログボックスの代
わりに、「データのサイズか位置を変更して
ください。」というエラーメッセージが表示
されます。エラーの表示後、エラーに該当す
る刺しゅうデータが選択状態になりますの
で、サイズまたはその位置を調整してくださ
い。

b メモ：

ファイルのサイズ、色替え回数が指定数より大
きい場合、または、個々の刺しゅうデータの中
にどの部分デザインシートにも入らないもの
がある場合は、「全てのデータをデザインペー
ジの枠内に入れてください。このまま保存され
たデータはカードに書き込めません。それでも
保存しますか？」という警告メッセージが表示
されますので、変更するか、保存するか対応し
てください。
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大型刺しゅう枠を使用する際の注意点：

• 実際の布地に縫製する前に、同じ布地で試し
縫いを行ってください。また、針と糸も実際
に使うものと同じものを使用してください。

• 必ず布地の裏に接着芯を貼り、刺しゅう枠に
しっかりと張ってください。特に、薄い生地
や伸縮地の場合は、接着芯を 2 枚重ねて使

用してください。接着芯がないと、布が縮
み、輪郭線のズレ、布じわが起き、きれいな
仕上がりになりません。

• 大きな刺しゅうデータに接着芯を使用する
場合の詳細は、P.191 の「布に接着芯を貼り

付ける」を参照してください。

• 輪郭線は、サテン縫いを設定してください。
走り縫い設定よりも縫いずれを防ぐことが
できます。

• 刺しゅう枠を異なった枠位置で取り付ける
必要のある刺しゅうデータでは、刺しゅう
データの各部（継ぎ目）を重ねてデザインす
ると、縫いずれを防ぐことができます。

■ 大型枠用の刺しゅうデータの印刷に
ついて

デザインページが大型枠用に選択されていると、1

ページ目にデザインページの全体画像が、2 ページ

目以降に刺しゅうデータの各部分データの縫い情報

（刺しゅう寸法、縫い順、針数、枠位置）が印刷され

るため総ページ数は刺しゅうデータによって異なり

ます。

• 130× 300mmのデザインページが選択され

ている場合、130 × 180mm を 1 つの部分

データとして複数枚に分けて印刷します。

• 100×172 mmのデザインページが選択され

ている場合、100 × 100 mm を 1 つの部分

データとして複数枚に分けて印刷します。

デザインページの印刷は以下の通り行われます。

原寸印刷が選択されている場合

1 ページ目にデザインページ全体を原寸大で印

刷します。（ただし、130 × 300mm が選択され

ている場合は、デザインページ全体の縮小印刷に

なります。） その後、最初の枠取り付け位置から

順に、各部分データの縫製イメージが印刷され、

その刺しゅうデータの縫い情報が次のページに

印刷されます。

縮小印刷が選択されている場合

1 ページ目にデザインページ全体を原寸大で印

刷します。（ただし、130 × 300mm が選択され

ている場合は、デザインページ全体の縮小印刷に

なります。） その後、最初の枠取り付け位置から

順に、各部分データの縫製イメージが印刷され、

同じページにその刺しゅうデータの縫い情報が

印刷されます。

b メモ：

メニューバーのファイル→印刷プレビューの
各部分データのプレビュー表示も、上記のよう
になります。
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分割模様を刺しゅうする

分割模様の刺しゅうデータを
縫製する（カスタムサイズ）

分割模様の刺しゅうデータの作成方法は、P.313 の

「分割模様の刺しゅうデータを作成する」を参照して

ください。

■ 布に接着芯を貼り付ける

刺しゅうを縫製するときは、接着芯の使用してくだ

さい。接着芯にはいろいろな種類がありますが、ど

の接着芯を使うかは、刺しゅうする布によって異な

ります。複数のパーツに分けて縫っていく分割模様

の場合、布に接着芯を貼り付けるタイプのものを使

用してください。たとえば、アイロンで接着できる

接着芯や、接着剤が付いている接着芯、スプレー式

の接着剤で接着する接着芯などがあります。

分割模様の場合は十分な強度の接着芯を刺しゅうの

全面に貼り付けてください。接着芯が薄い場合は２

枚重ねて貼り付ける必要がある場合があります。

■ 刺しゅう位置の目印を付ける

使用する枠のサイズのテンプレートを使って、布に

刺しゅう位置の目印を付けます。

1. テンプレートの各ラインの両端に、穴を開

けます。

2. 布の上にテンプレートを置き、それぞれの

穴にチャコペンで印を付けます。

3. 布に付けた印を繋いで、基準線を描きま

す。

次に、テンプレートを配置し直しながら、分割模様

の各枠パーツ部分の位置の目印を、必要なパーツ分

付けます。

1. 布の上にテンプレートを置き、1 つ目の枠

パーツ位置の目印を付けます。ポイント

A、B、C、D に印を付けます。

a 注意：

• 刺しゅうをきれいに仕上げるためには、説
明に従って、布に接着芯を貼り付けてくだ
さい。布に適した接着芯を使用しないと、
布の縮みによってデザインが正しく配置
されないことがあります。

• 接着芯の説明書を確認して、布に適したも
のを使用してください。

b メモ：

• テンプレートは、本製品に付属されていま
す。

• テンプレートのデータも、PDF ファイルで本

アプリケーションソフトの Template フォル

ダに付属されています。プリンタで印刷して
お使いください。

• テンプレートの PDF ファイルは、原寸サイ

ズです。印刷の際は、Acrobat の印刷の設定

の「ページの拡大 / 縮小」を「なし」に設定

して、原寸（100%）で印刷してください。

原寸で印刷されないと、テンプレートの役割
を果たせず、縫いずれなどが発生する原因と
なります。

A B

D C
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2. 1つ目の枠パーツ位置の右側の枠パーツ位置

の目印を付ける場合は、テンプレートのポ

イント A と D を布のポイント B と C に合

わせて、印を付けます。

1つ目の枠パーツ位置の下側の枠パーツ位置

の目印を付ける場合は、テンプレートのポ

イント A と B を布のポイント D と C に合

わせて、印を付けます。

この手順を繰り返して、必要なパーツ分の目印

を付けます。

■ 布地に刺しゅう枠をセットする

刺しゅう枠に付属の刺しゅうシートを用意してくだ

さい。刺しゅうシートの基準線と布の基準線を合わ

せ、布がずれないように注意しながら、布に刺しゅ

う枠をセットします。

1. 内枠に刺しゅうシートをのせ、1 番目に縫

製する枠パターンの基準線と刺しゅう

シートの基準線を合わせて、布の上に置き

ます。

2. 刺しゅうシートの基準線と枠パターンの

基準線がずれていないか注意しながら、布

と内側の輪を外枠にセットします。布を

引っ張りながら、シワやたるみが入らない

ようにします。

3. 刺しゅう枠がセットできたら、刺しゅう

シートを取り外します。

a 注意：

• 縦と横の線が交差するポイントが、枠パー
ツの中心となります。

• 布に対してどのように枠を取り付けるか
を考え、布の上にテンプレートを置き、刺
しゅう位置の基準線を描いてください。大
きな枠（160 × 260、180 × 300、200 ×
300）のテンプレートは、下の図のように、
刺しゅうの縫製領域全体が含まれていま
せん。縫製領域が布からはみ出ないように
注意してください。（布端にテンプレート
の端を合わせて置くと、縫製領域が布から
はみ出てしまいます。）

A B

D C

A B

D C

A B

D C

A B

D C
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■ 縫製する

刺しゅうデータを縫製する準備が整いました。

1. 分割模様の刺しゅうデータをミシンに転

送すると、以下のように刺しゅうデータ

がミシンに表示されます。

まず、1 番目に縫製するの枠パーツ（Aa）
を選択します。

2. 刺しゅう枠をミシンにセットし、ミシンの

縫う位置を移動させる機能を使用して、布

の基準線の交点に針の位置を合わせます。

3. 選択した枠パーツを縫製します。

4. ミシンから刺しゅう枠を外し、枠から布を

外します。

5. 次の枠パーツ部分に刺しゅう枠をセット

します。（詳しくは、P.192 の「布地に刺

しゅう枠をセットする」を参照してくださ

い。）

a 注意：

• 布の表面を上にして、内枠に乗せます。次
に、内枠の高さと外枠の高さが同じなるま
で、内枠をしっかりはめ込んでください。

• 刺しゅうシートを使用しないで、刺しゅう
枠のマークを使って布の縦と横を合わせ
ることもできます。
ただし、一部のミシンの刺しゅう枠は、枠
のマークの中心が多少ずれているので、刺
しゅうシートを使用したほうが正しい位
置に刺しゅう枠をセットできます。

• ヒント： 内枠の布地側になる面に両面テー
プを貼り、布地と内枠を仮留めすると、位
置ズレを気にせずに刺しゅう枠をセット
することができます。

b メモ：

Aa に縫製部分がない場合は、1 番目に縫製す

る枠パーツのアルファベットが表示されてい
るパーツを選択します。メニューバーのオプ
ション→デザインのプロパティを選択して、刺
しゅうの縫い順を確認してください。

b メモ：

カスタムサイズのデザインページで作成した
分割模様の刺しゅうデータは、保存またはオリ
ジナルカードに書き込む前に、位置合わせの目
安となる走り縫いが、枠パーツのつなぎ合わせ
部分に自動的に加えられます。

この走り縫いは、糸色は空白（未定義）、縫い
目の長さが 7.0mm、縫い目の長さが 0.3mm の

止め縫いが設定されています。（位置合わせ線
は、印刷プレビューで確認できます。赤色の線
が位置合わせ線です。）

例 : 刺しゅうデータ Largelace.pes の場合

以下の手順で位置合わせをしながら縫製しま
す。
（Largelace.pes は Sample\Design フォルダに

あります。）：

1) 1 番目の枠パーツ（左上の部分）を縫製

します。

→ 位置合わせ線は枠パーツの下側と右
側に縫製されます。

2) 手順 1 で縫製した枠パーツの右側の位

置合わせ線と、2 番目の枠パーツ（右上

の部分）の左端を合わせて、刺しゅう
枠を取り付け、縫製します。

→ 刺しゅう部分が縫製される前に、左
側の位置合わせ線が縫製されます。1
番目の枠パーツの右側の位置合わせ
線とぴったり重なっているか確認し
ます。
刺しゅう部分が縫製された後に、下
側に位置合わせ線が縫製されます。
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6. 布に刺しゅう枠をセットして、残りの枠

パーツをすべて縫製します。

3) 手順 1 で縫製した枠パーツの下側の位

置合わせ線と、3 番目の枠パーツ（左下

の部分）の上端を合わせて、刺しゅう
枠を取り付け、縫製します。

→ 刺しゅう部分が縫製される前に、上

側の位置合わせ線が縫製されます。1
番目の枠パーツの下側の位置合わせ
線とぴったり重なっているか確認し
ます。

刺しゅう部分が縫製された後に、左

側に位置合わせ線が縫製されます。

4) 手順 2 で縫製した枠パーツの下側の位

置合わせ線と、4 番目の枠パーツ（右下

の部分）の上端を、手順 3 で縫製した

枠パーツの右側の位置合わせ線と、4 番

目の枠パーツ（右下の部分）の左端を
合わせ、刺しゅう枠を取り付け、縫製
します。

→ 刺しゅう部分が縫製される前に、位置

合わせ線が縫製されます。2 番目の枠

パーツの下側の位置合わせ線、3番目

の枠パーツの右側の位置合わせ線と

ぴったり重なっているか確認します。
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デザインセンターの基本操作手順 
デザインセンターは、他のアプリケーションで作成された画像を原画として刺しゅうデータを作成するときに

使います。原画から輪郭線を抽出して刺しゅうデータの図案を作り、そこに縫い方や糸色を設定します。縫い

方には、ステッチクリエイターで作成したパターンも設定できます。作成した刺しゅうデータは、レイアウト

センターのデザインページに取り込んで、他の刺しゅうデータと組み合わせることができます。

刺しゅうデータは、次の 4 つのステージで作成します。

■ 原画ステージ

原画ステージでは、ペイント®等のアプリケーションで作成された画像データや、スキャナ等で取り込んだ画

像、クリップアートなど様々な画像を開くことができます。

圧縮されている画像ファイルは取り込めません。解凍してください。

使用できる画像データは、拡張子が .bmp、.tif、.jpg、.j2k、.pcx、.wmf、.png、.eps、.pcd、.fpx のいずれかの

ファイルです。その他のファイル形式の画像データは、お手持ちの変換ソフトウェアで上記のいずれかのファ

イル形式に変換して使用してください。

原画ステージでは、画像は本来の色で表示され、色を変更することはできません。

■ 輪郭線画ステージ

輪郭線画ステージに進むと、原画は白黒の輪郭線画に変換されます。輪郭線画ステージに進む前に、原画から

黒い輪郭線に変換する色を 1 ～ 5 色選択します。選択されていない色は白に変換されます。このステージでは、

5 種類の太さのペンツールを使って、輪郭線画を修正することができます。

輪郭線画ステージで輪郭線画データを保存すると、ファイルの拡張子は .pel となります。

■ 輪郭データステージ

輪郭データステージに進むと、輪郭線画は自動的に輪郭データに変換されます。このステージでは、輪郭デー

タのポイントを移動したり、削除したり、新しいポイントを挿入したりして、輪郭データを編集することがで

きます。

輪郭データステージで輪郭データを保存すると、ファイルの拡張子は .pem となります。

■ 縫い方設定ステージ

縫い方設定ステージで、輪郭線と面に縫い方や糸色などの設定を行い、刺しゅうデータを完成します。

縫い方設定ステージでデータを保存すると、ファイルの拡張子は .pem となります。

輪郭線画ステージ、輪郭データステージ、縫い方設定ステージで作業を中断しても、ファイルを保存しておけ

ば、後で作業を再開できます。
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原画ステージ

ウィザードを使用する

どのように刺しゅうデータを作成するか選択しま

す。ウィザード画面で、既存の原画から作成する、

輪郭線画を描画する等、作成方法を選択すると、次

の操作画面に進みます。

1. メニューバーのファイル→ウィザードを

クリックします。

→ どのように刺しゅうを作りますかダイア

ログボックスが表示されます。

カーソルを各ボタン上に置くと、各ボタンの動作名

称を示すラベルが表示されます。

各ボタンの機能は、次の通りです。

1 原画から

原画から刺しゅうデータを作成する場合にク

リックします。

クリックすると、原画からダイアログボックスが

表示され、どのデータを取り込むか尋ねられま

す。引き続きウィザード形式で次の操作を選びま

す。

c 詳しくは、本ページの「原画からボタンをク
リックする場合」を参照してください。

2 新規作成（輪郭線画）

クリックすると、輪郭線画ステージで新規デザイ

ンページが開きます。

黒のペンと消しゴムツールを使って原画を描き、

その原画から刺しゅうデータを作成する場合に

選択します。

c 詳しくは、P.199 の「輪郭線画ステージで 新
規デザインページを作成する」を参照してく
ださい。

3 新規作成（輪郭データ）

クリックすると、輪郭データステージで新規デザ

インページが開きます。

輪郭データを初めから描画する場合や既存の

.pem ファイルから輪郭データを取り込んでデー

タを作成する場合に選択します。

c 詳しくは、P.204 の「輪郭データステージで

新規デザインページを作成する」を参照して
ください。

4 PEM ファイルを開く

以前、輪郭データステージまたは縫い方設定ス

テージで保存した .pemファイルを編集する場合

に選択します。

クリックすると、開くダイアログボックスが表示

され、.pem ファイルを選択できます。

5 最近使ったファイル

最近作業をしたファイルを開きます。

ファイルリストの編集したいファイル名をク

リックし、開くをクリックします。

6 起動時にこのウィザードを表示する

デザインセンターの起動時にウィザードを常に

表示する /しないの設定をします。しない場合は、

チェックボックスをクリックしてチェックを外

します。

7 キャンセル

このダイアログボックスを閉じる場合にクリッ

クします。

原画からボタンをクリックする場合

どのように刺しゅうを作りますかダイアログボック

スで原画からボタンをクリックすると、原画からダ

イアログボックスが表示されます。

カーソルを各ボタン上に置くと、各ボタンの動作名

称を示すラベルが表示されます。

各ボタンの機能は、次の通りです。

1 画像ファイルを開く

既存の画像ファイルを開き、デザインページに貼

り付ける場合にクリックします。

1 2

5

43

76

5 6

1

2

3

4
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2 クリップボードから

クリップボードの画像をデザインページに貼り

付ける場合にクリックします。この機能は、ク

リップボードに画像がコピーされている場合に

のみ使用できます。

3 TWAIN 機器から

パソコンに接続された TWAIN 機器（スキャナや

デジタルカメラなど）から画像を取り込み、デザ

インページに貼り付ける場合にクリックします。

c 詳しくは、次の「TWAIN 機器から画像データ
を取り込む」を参照してください。

4 現在のイメージ

原画ステージで開かれている原画を使用する場

合にクリックします。この機能は、原画ステージ

で原画を開いている場合にのみ使用できます。

5 戻る

クリックすると、現在のダイアログボックスを閉

じ、どのように刺しゅうを作りますかダイアログ

ボックスに戻ります。

6 キャンセル

クリックすると、このダイアログボックスを閉じ

ます。

→ 戻るまたはキャンセル以外のボタンをク

リックした場合、画像の取り込みが開始さ

れ、取り込まれた原画（画像ファイル）が

原画ステージのデザインページに貼り付

けられます。そして、輪郭線の選択ダイア

ログボックスが表示され、輪郭線の色を選

択します。

c 各ステージについては、P.198 の「輪郭線画
ステージ」、P.201 の「輪郭データステージ」、

および P.211 の「縫い方設定ステージ」を参

照してください。

TWAIN 機器から画像データ
を取り込む

TWAIN とは、スキャナ等を制御するソフトウェアの

ためのアプリケーションインターフェイス（API）の

標準規格です。デザインセンターでは TWAIN 規格

準拠の機器をサポートしているので、スキャナ等の

機器を直接制御し、画像をそのまま取り込むことが

できます。

1. スキャナ等の TWAIN 機器が、パソコンに

正しく接続されているかを確認します。

2. メニューバーのファイル→TWAIN機器の

選択をクリックします。

→ 次のようなソースの選択ダイアログボッ

クスが表示されます。

3. ソースリストから、使用する機器を選択し

てクリックします。

4. デバイスをクリックし反転表示して、選択

をクリックします。

5. メニューバーのファイル→TWAIN機器か

ら入力をクリックします。

→ ソースの選択ダイアログボックスで選択

した機器のドライバインターフェイスが

表示されます。

6. 画像の取り込みに必要な設定を指定し、画

像を取り込みます。

→ スキャナやその他の機器とドライバとの

間の画像転送が完了すると、取り込んだ画

像が原画ステージのデザインページに貼

り付けられます。

a 注意：

TWAIN 機器のドライバがインストールされ

ていない場合、ソースリストには何も表示さ
れません。この機能は、使用する TWAIN 機
器のドライバソフトウェアをインストール
してから使用してください。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

ドライバインターフェイスの使い方につい
ては、インターフェイスのヘルプマニュアル
をご覧になるか、インターフェイスのメー
カーにお問い合わせください。

b メモ：

デザインページに作業中の画像があり、その画
像が保存されていない場合は、画像を保存する
かどうかを尋ねられます。
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輪郭線画ステージ
原画（画像ファイル）から輪郭線画（刺しゅうの輪郭線）にする色を選択し、輪郭線画ステージに進みます。

輪郭線画ステージでは、ペンと消しゴムツールを使って輪郭線画を編集したり、新たに輪郭線画をフリーハン

ドで描いたりできます。また、ズーム用ツールを使って、画像をズームインまたはズームアウト表示できます。

輪郭の抽出に適した画像の詳細については、本ページの「メモ」を参照してください。

画像の輪郭を抽出する

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ステージ→輪郭線画ステージをクリック

します。

→ 輪郭線の選択ダイアログボックスが表示

されます。

→ 輪郭データステージで作業している場合

は、輪郭データステージでの輪郭データを

削除するかどうかの確認メッセージが表

示されてから輪郭線画ステージに戻りま

す。

a 注意：

輪郭データステージまたは縫い方設定ス
テージから作業を開始した場合、この機能は
無効になります。

b メモ：

• ズームスライダを上下に動かすと、原画の表
示倍率を調整できます。拡大表示していると
きは、スクロールして、隠れた部分を表示し
てください。

• 原画は、16 色の画像を使用することをお勧

めします。256 色や True Color の画像は、ほ

とんどの場合、5 色の色の部分を抽出するだ

けでは輪郭線を形成するだけの領域を選択
できず、輪郭線画を作成できません。256 色

または True Color の画像を使用する場合は、

色数スライダで色数を調整してください。

• 画像データの色数を減らしたり、画像ノイズ
（歪み）を除去できます。スキャナやその他
の機器から取り込んだ、輪郭が不鮮明な画像
データからも簡単に色を選択できます。

1) 画像表示領域に画像処理結果が表示
されます。

2) 色数スライダを動かして、色数を設
定します。スライダを右端の多いに
すると、オリジナルの画像の色数に
なります。左端の少ないに設定する
ほど、色数を減らすことができます。

3) ノイズ除去スライダを右端（最大）
へ移動するほど、より大きなノイズ
が除去されます。
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2. 輪郭線に変換したい線の色をクリックし

ます。

→ カーソルを画像上に置くと、カーソルの形

が に変わります。

→ クリックした部分の色が右側のボックス

に表示されます。チェックボックスに

が表示されてその色が選択されたこ

とを示します。

色の境界を抽出するには、境界線チェックボッ

クスをチェックします。

3. プレビューをクリックして、輪郭線画のプ

レビューを確認します。

4. OK をクリックします。

→ 選択したすべての色が黒の輪郭線（輪郭線

画）に変換され、輪郭線画ステージのデザ

インページに表示されます。

輪郭線画ステージで
新規デザインページを作成する

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→新規作成（輪郭線画）をクリッ

クします。

→ デザインページが保存済み、または作業中

のデータがない場合は、直ちに輪郭線画ス

テージの空白の新規デザインページが表

示されます。

→ 作業中のデザインページが保存されてい

ない場合は、変更を保存するかどうかを尋

ねられます。

b メモ：

• ステップ 2.を繰り返すと、5 色まで選択で

きます。6 色以上を選択すると、最後に選択

した 5 色がリストに残ります。

• 色の選択を取り消すときは、チェックボック
スをクリックしてチェックを外します。

b メモ：

• 境界線を使用して色の境界を抽出すると、色
は次の線画のように変換されます。

b メモ：

必要に応じて、設定を変更してください。設定
を変更したら、プレビューをクリックして新た
に適用した設定で輪郭線画をプレビューしま
す。

b メモ：

• 操作を中止して原画ステージに戻る場合は、
キャンセルをクリックします。

• きれいな輪郭線を作るには、必要最小限の色
を選択することをお勧めします。

• 思い通りの輪郭線にならなかったときは、メ
ニューバーのステージ→原画ステージを選
択して原画ステージに戻り、色を選択し直し
て輪郭線画に再変換することもできます。
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c P.235 の「刺しゅうデータを保存する」およ

び P.204 の「輪郭データステージで 新規デザ
インページを作成する」

輪郭線の描画と消去のしかた

輪郭線を描く

1. ツールボックスで、希望する太さのペンを

クリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 点を追加するときは、1回クリックします。

線を描くときは、ドラッグします。

線を消去する

3. ツールボックスで、希望する太さのペンを

クリックします。

4. 消去する線上にカーソルを置いて、マウス

の右ボタンを押します。

→ カーソルの形が に変わります。

5. カーソルをドラッグして線を消去します。

b メモ：

輪郭線画ステージでは、画像データは .pel ファ

イルとして保存されます。

b メモ：

キーを押しながらドラッグすると、水平

方向または垂直方向に線を引けます。

Shift
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輪郭データステージ
輪郭線ができたら、輪郭データステージに進みます。輪郭線画ステージでは、輪郭線画は画像ビットマップ

（単なる点の集合）にすぎません。この段階での編集は、黒点を描画または消去しているだけです。輪郭デー

タステージに進む段階で、輪郭データに変換されます。さらに、輪郭データステージでは、ポイント編集ツー

ルで輪郭データのポイントの移動、削除、挿入をしたり、直線描画ツールで線を加えたりできます。

輪郭線変換の設定を指定する

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ステージ→輪郭データステージをクリッ

クします。

→ 輪郭線画ステージで作業していた場合は、

輪郭線変換の設定ダイアログボックスが

表示されます。

2. 解像度を選択します。

輪郭データの細かさを設定します。基本的に、

輪郭線画はポイントとポイントをむすぶ線の

集まりとして輪郭データに変換されます。より

細かなデータを作成するには多くのポイント

が必要となり、また、データファイル容量もよ

り大きくなります。

通常の画像データの場合は、「通常」を選択し

てください。ファイル容量をあまり大きくする

ことなく、適度な解像度になります。

「粗い」を選択してみて、輪郭線画のイメージ

を損なわず輪郭データに変換された場合は、

ファイル容量をできるだけ小さくするために

「粗い」を選択してください。

輪郭線画が非常に細かく、「通常」では満足で

きる結果が得られない場合にのみ「細かい」を

選択してください。

3. 細線化処理を設定します。処理を行う場合

は、細線化処理チェックボックスをチェッ

クし、スライダで細線化処理の回数を設定

します。

細線化処理チェックボックスをチェックする

と、輪郭線画の中心をたどり、輪郭データに変

換されます。

細線化処理チェックボックスのチェックを外

すと、輪郭線画の周囲をたどり、輪郭データが

作成されます。

4. サイズスライダで、変換後の輪郭データの

サイズを設定します。

b メモ：

細線化処理の回数を多いにするほど、太い線は
中心線が輪郭データになります。少ないにする
と、太い線は細線化処理チェックボックスを
チェックしないときと同じ処理がされます。

オン

オフ
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5. 原画の一部だけを選択して輪郭データに

できます。その場合は、範囲の指定をク

リックします。原画の選択したい範囲を

カーソル（ ）でドラッグします。

6. OK をクリックします。

→ 輪郭データが輪郭データステージのデザ

インページに表示されます。

c P.199 の「輪郭線画ステージで 新規デザイン
ページを作成する」、P.211 の「縫い方設定ス

テージ」、P.237 の「グリッドの設定を変更す
る」、および P.203 の「デザインページのサ

イズを設定する」

下絵の表示のしかたを変更する

作業領域にある下絵の表示のしかたを、表示 / 表示

しない / 薄く表示から選択できます。

1. メニューバーの表示→下絵を表示をク

リックし、次に設定を選択します。

表示をクリックすると、下絵が表示されます。

薄く表示をクリックすると、下絵は薄く表示さ

れます。

表示しないをクリックすると、下絵は表示され

ません。

下絵の位置やサイズを調整する

下絵のサイズや位置を調整できます。

1. メニューバーの表示→下絵の位置とサイ

ズの変更をクリックします。

→ 下絵の周囲に赤い線とハンドルが表示さ

れます。

a 注意：

デザインページよりも大きなサイズに拡大
することはできません。必要に応じて、デザ
インページの設定をクリックし、表示された
ダイアログボックスでデザインページのサ
イズを変更してください。

b メモ：

マウスの左ボタンを離すと、輪郭線変換の設定
ダイアログボックスに戻ります。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

輪郭線画ステージから輪郭データステージ
に進むとき、輪郭変換の設定でいろいろな設
定を試してみても思い通りの輪郭データに
ならない場合は、輪郭線画ステージに戻り、
輪郭線画の輪郭線を修正するか、または原画
から修正を行ってみてください。

b メモ：

500×500ドット以内の画像を使用することを

お勧めします。これより大きい画像や複雑な画
像を使用すると、OK をクリックした後に「こ

のデータは複雑すぎて変換できません」という
メッセージが表示されることがあります。

b メモ：

• 輪郭データステージのデザインページを新
規作成した場合は、この機能は使用できませ
ん。

• ショートカットキーは です。押すご

とに、表示 / 薄く表示 / 表示しないが切り替

わります。

F6
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下絵を移動する

1. カーソルを下絵の上に移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 下絵をドラッグして、移動します。

下絵を拡大・縮小する

1. カーソルをハンドルの上に移動します。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

2. ハンドルをドラッグして、下絵のサイズを

調整します。

デザインページのサイズを
設定する

輪郭データステージでは、デザインページを、ご使

用のミシンで使用する刺しゅう枠のサイズに設定で

きます。

1. メニューバーのオプション→デザイン

ページの設定をクリックします。

→ デザインページの設定ダイアログボック

スが表示されます。

2. デザインページのサイズを指定します。

デザインページサイズセレクタでご使用のミ

シンの枠サイズを選択します。

必要に応じて、向き（縦／横）を選択します。

分割模様用のカスタムサイズを設定する場合

は、カスタムサイズを選択し、デザインページ

の幅と高さを選択します。

 （設定できる範囲は、100 ～ 1000mm です。）

3. OK をクリックします。

b メモ：

ステータスバーに、下絵のサイズ（幅と高さ）
が表示されます。

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大、縮

小します。（幅と高さの比率が保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、下絵の中心から拡大・縮小されま
す。

Shift

b メモ：

• プレビュー領域で設定内容を確認できます。

• ミシンの絵が、ミシン上のデザインページ
（枠）の方向を示します。

a 注意：

枠サイズが選択されている場合、ご使用のミ
シンの最大刺しゅう縫製範囲を超えるサイ
ズは選択しないでください。

b メモ：

• 標準設定（100 × 100mm）に戻すには、標

準をクリックします。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

• 選択したサイズは設定が変更されるまで、
新規デザインページに適用されます。
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輪郭データステージで
新規デザインページを作成する

輪郭データを描画する場合や既存の輪郭データ

（.pem ファイル）を取り込んでデータを作成する場

合に、輪郭データステージのデザインページを新規

作成します。

1. メニューバーのファイル→新規作成（輪郭

データ）をクリックします。

→ デザインページが保存済み、または作業中

のデータがない場合は、直ちに輪郭データ

ステージの空白の新規デザインページが

表示されます。

→ 作業中のデザインページが保存されてい

ない場合は、変更を保存するかどうかを尋

ねられます。

c P.197 の「TWAIN 機器から画像データを取り

込む」、P.235 の「刺しゅうデータを保存す
る」、および P.199 の「輪郭線画ステージで

新規デザインページを作成する」

輪郭データを編集する

■ 輪郭データを選択する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 選択したい輪郭データの輪郭線をクリッ

クします。

→ カーソルを輪郭データ上に移動すると、形

が に変わります。

3. 複数の輪郭データを選択するときは、

キーを押しながら、輪郭データの輪

郭線をクリックします。

■ 輪郭データを移動する

1. 移動したい輪郭データを選択します。

→ カーソルを輪郭データ上に移動すると、形

が に変わります。

2. 輪郭データをドラッグします。

b メモ：

アプリケーションで使う長さの単位を、mm ま

たはインチから選択できます。詳しくは、P.237
の「長さの単位を変更する」を参照してくださ
い。

b メモ：

• デザインページのサイズは現在の設定とな
ります。

• 既存の .pem ファイルを取り込むには、メ

ニューバーのファイル→輪郭データ取り込
みを使用します。

b メモ：

輪郭データステージでは、輪郭データは .pem
ファイルとして保存されます。

b メモ：

• 輪郭データが選択されると、ハンドルが表示
され、輪郭線が赤くなります。

• 輪郭データは輪郭線以外の部分をクリック
すると、選択できません。

• 輪郭データの選択を解除するには、別の輪郭
データを選択するか、デザインページの空白
部分（輪郭線以外の部分）をクリックします。

b メモ：

選択したい輪郭データ全体をを囲むように
カーソルをドラッグしても選択できます。
カーソルをドラッグすると、点線の長方形が
表示されます。マウスボタンを離すと、その
長方形で完全に囲まれたすべての輪郭線が選
択されます。

ハンドル

Ctrl
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■ 輪郭データを拡大・縮小する

＜ドラッグで拡大・縮小する＞

1. サイズを変更したい輪郭データを選択し

ます。

2. 選択した輪郭データのハンドル上にカー

ソルを移動します。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

3. ハンドルをドラッグし、選択した輪郭デー

タのサイズを調整します。

＜サイズを指定して拡大・縮小する＞

1. サイズを変更したい輪郭データを選択し

ます。

2. メニューバーの編集→数値設定→サイズ

をクリックします。

→ サイズダイアログボックスが表示されま

す。

3. 縦横比を固定して幅と高さを変更する場

合は、縦横比を保持チェックボックスを

チェックします。

4. 指定のしかたを選びます。比率（%）また

はサイズ（mm またはインチ）のどちらか

のラジオボタンをクリックします。

5. 幅と高さの数値を入力するか、スピンボタ

ンで値を変更します。

6. OK をクリックします。

c P.237 の「長さの単位を変更する」

■ 輪郭データを上下または左右に反転
する

1. 上下または左右に反転したい輪郭データ

を選択します。

2. 上下に反転する場合は、メニューバーの編

集→反転→上下をクリックするか、ツール

バーの をクリックします。

左右に反転する場合は、メニューバーの編

集→反転→左右をクリックするか、ツール

バーの をクリックします。

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

輪郭データを水平方向または垂直方向に移
動できます。

• 矢印キーを押すと、選択した輪郭データを矢
印キーの方向に 0.5mmずつ移動できます。矢

印キーを押し続けると、矢印キーの方向に輪
郭データが移動し続けます。

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大、縮

小します。 （幅と高さの比率が保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、輪郭データの中心から拡大・縮小
します。

Shift

Shift

b メモ：

• 100% を選択すると、サイズは変更されませ

ん。

• 縦横比を保持チェックボックスを選択する
と、幅と高さの比が固定され、一方の数値を
変更するともう一方も自動的に変更されま
す。

b メモ：

• プレビューをクリックすると、変更後の輪郭
データのサイズをデザインページ上で確認
できます。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

• 入力可能な最大値は、輪郭データがデザイ
ンページのサイズを超えない数値です。

• 入力可能な最小値は、1.0mm です。
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■ 輪郭データを回転する

＜回転する＞

1. 回転したい輪郭データを選択します。

2. メニューバーの編集→回転をクリックす

るか、ツールバーの をクリックしま

す。

→ 選択した輪郭データの四隅のハンドルが、

白い四角に変わります。

3. カーソルをハンドルの 1 つに移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

4. ハンドルをドラッグすると、右または左に

1 度単位で回転します。

＜角度を指定して回転する＞

1. 回転したい輪郭データを選択します。

2. メニューバーの編集→数値設定→回転を

クリックします。

→ 回転ダイアログボックスが表示されます。

3. 回転角度の数値を入力するか、スピンボタ

ンで値を変更します。

4. OK をクリックします。

■ 輪郭データを削除する

1. 削除したい輪郭データを選択します。

2. キーを押すか、メニューバーの編

集→削除をクリックします。

■ 輪郭データを切り取る

1. 1つまたは複数の線画データを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→切り取りをクリックします。

→ 選択された輪郭データが作業領域から削

除されます。

■ 輪郭データをコピーする

1. 1つまたは複数の線画データを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→コピーをクリックします。

→ 選択した輪郭データがクリップボードに

コピーされます。

■ 切り取りまたはコピーした輪郭デー
タを貼り付ける

1. をクリックするか、メニューバーの

編集→貼り付けをクリックします。

→ 切り取りやコピーでクリップボードに保

存された輪郭データが、作業領域に貼り付

けられます。

b メモ：

キーを押しながらドラッグすると、15
度単位で回転します。

b メモ：

• 赤い矢印をドラッグしても指定できます。
カーソルを赤い矢印上に移動すると、形が

に変わります。

• 0 度を選択すると、回転しません。

b メモ：

• プレビューをクリックすると、変更後の輪郭
データの角度をデザインページ上で確認で
きます。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

Shift

a 注意：

入力可能な数値の範囲は、0 ～ 359 度までで、

1 度単位で入力できます。

b メモ：

データはクリップボードにコピーされるので、

メニューバーの編集→貼り付けを使って、貼

り付けることができます。

Delete
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■ 操作を元に戻す

1. をクリックするか、メニューバーの

編集→元に戻すをクリックします。

→ 直前の操作が取り消され、輪郭データは操

作を行う前の状態に戻されます。（デザイ

ンセンターでは、最大 20 回まで元に戻る

ことができます。）

■ 元に戻した操作をやり直す

1. をクリックするか、メニューバーの

編集→やり直しをクリックします。

→ 直前の操作取り消しがキャンセルされ、輪

郭データは取り消しを行う前の状態に戻

されます。（デザインセンターでは、最大

20 回までやり直しをすることができま

す。）

輪郭データのポイントを編集する

■ ポイントを移動する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したい輪郭データをクリックします。

→ 線がピンクで表示され、線の既存ポイント

が小さな四角で表示されます。

3. 移動するポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

4. ポイントを移動したい場所にドラッグし

ます。

→ 選択されたすべてのポイントが同じ方向

に移動します。

■ ポイントを挿入する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したい輪郭データをクリックします。

→ 線がピンクで表示され、線の既存ポイント

が小さな四角で表示されます。

3. ポイントを挿入したい輪郭データの線上

でクリックします。

→ 新しいポイントが追加され、小さい黒い四

角で表示されます。新しいポイントはすぐ

に編集できます。

b メモ：

複数のポイントを選択するには、 キー

を押しながらポイントをクリックするか、ポイ
ントを囲むようにドラッグします。

a 注意：

輪郭データの線上でクリックすると、新しい
ポイントが挿入されます。

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

ポイントは水平方向または垂直方向に移動
します。

• 矢印キーを押すと、選択したポイントを矢印
キーの方向に 0.1mm ずつ移動できます。

• 矢印キーを押し続けると、矢印のキーの方向
に選択したポイントが移動し続けます。

Ctrl

Shift
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■ ポイントを削除する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいポイントがある輪郭データを

クリックします。

→ 線がピンクで表示され、線の既存ポイント

が小さな四角で表示されます。

3. 削除したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

4. キーを押すか、メニューバーの編

集→削除をクリックします。

■ ポイントで線を切断する

ツールボックスの をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

1. 切断したい線をクリックします。

→ 線がピンクで表示され、線の既存ポイント

が小さな四角で表示されます。

2. 切断したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

3. ポイントを右クリックして、表示されたメ

ニューの切断をクリックするか、メニュー

バーの編集→切断を選択します。

→ 線が切断されます。

■ 2 つのポイントを接続する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 接続したい 2 つのポイントの片方のポイ

ントがある輪郭データをクリックします。

→ 線がピンクで表示され、線の既存ポイント

が小さな四角で表示されます。

3. 接続したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

4. キーを押しながら、選択したポイン

トから接続したいポイントまでドラッグ

します。

→ カーソルの形が に変わり、2 つのポイ

ントが重なると赤い四角が表示されます。

5. マウスボタンを放します。

→ 2 つのポイントが接続されます。

b メモ：

複数のポイントを選択するには、 キー

を押しながらポイントをクリックするか、ポイ
ントを囲むようにドラッグします。

b メモ：

ポイントを右クリックして、表示されたメ
ニューの削除をクリックしても、ポイントを削
除できます。

a 注意：

赤い四角で表示されているポイントは削除
できません。

Ctrl

Delete

a 注意：

• ポイントは 1 つだけ選択してください。2
つ以上選択していると、この操作は実行で
きません。

• 線の終端にあるポイント（1 つの線のみに
繋がっているポイント）を選択してこの操
作をしたときは、線は切断されません。

a 注意：

同一線上に隣接するポイントへは接続でき
ません。

Alt
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直線を描く
直線描画ツールにより、線を追加することができま

す。線は一本の直線または折線で描くことができま

す。または、複数本の直線をつなげて描くことがで

きます。一本の直線の終点は次の直線の始点になり

ます。

このツールで描いた線には、縫い方設定ステージで

縫い方と糸色を設定できます。また、このツールで

描いた線で囲まれた面にも、縫い方設定ステージで

縫い方と糸色を設定できます。

すでにある面にこのツールで線を追加し、面を分割

すると、分割されたそれぞれの面に個別の縫い方・

糸色を設定できます。

1. ツールボックスの をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 始点を指定します。カーソルを始点に移動

し、クリックします。

3. カーソルを次の点に移動し、再度クリック

します。

→ 2 つのポイントを結ぶ直線が引かれます。

4. 終点の1つ前の点まで、ステップ3.を繰り

返します。

5. 終点を指定します。終点でダブルクリック

します。

刺しゅうデータを
リファレンスウィンドウで見る

リファレンスウィンドウには、常にデザインページ

全体、もしくはデータ全体が表示されます。デザイ

ンページをズームイン表示すると、現在表示されて

いる部分が赤い枠（表示領域枠）で表示され、全体

のどの部分を作業しているかを確認できます。

また、輪郭データステージと縫い方設定ステージで

は、元の原画や別の画像データをリファレンスウィ

ンドウで見ることができます。

リファレンスウィンドウの表示 /非表示は、メニュー

バーの表示→リファレンスウィンドウをクリックす

るか、 をクリックする、またはショートカット

キー（ ）を押して切り替えます。

■ 表示方法を切り替える

リファレンスウィンドウは、デザインページ全体を

表示するか、データ全体を表示領域サイズに合わせ

て表示するか、切り替えることができます。

1. 位 置 と サ イ ズタブをクリックして、

をクリックします。

→ リファレンスウィンドウの表示方法が切

り替わります。

■ 表示領域枠を移動する

表示領域枠を移動して、デザインページに表示する

部分を、リファレンスウィンドウで指定できます。

1. カーソルを表示領域枠の上に移動しま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

b メモ：

• マウスを右クリックすると、直前に入力した
ポイントを削除できます。
必要に応じ、グリッドを使って線を描きま
す。グリッドを設定すると、縦と横の線がそ
れぞれ表示されます。グリッドの詳細につい
ては、P.237 の「グリッドの設定を変更する」

を参照してください。

• キーを押しながらカーソルを移動す

ると、水平方向または垂直方向に線を引けま
す。

輪郭線と面がある場合

始点

終点

輪郭線のみの場合

分割線として用いる場合

Shift

F11

デザインページ全体を表示 データ全体を表示
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2. 表示領域枠をドラッグして、デザイン

ページで表示したい部分を囲む位置に移

動します。

→ 表示領域枠で囲まれたデータ部分がデザ

インページに表示されます。

■ 表示領域枠を書き直す

枠を書き直してデザインページに表示する部分を、

リファレンスウィンドウで指定できます。

1. リファレンスウィンドウの表示したい部

分をクリックまたはドラッグします。

→ クリックした位置を中心とした表示領域

枠が書き直され、表示領域枠で囲まれた

データ部分がデザインページに表示され

ます。特定の部分を表示するには、目的の

場所を囲むようにドラッグします。

■ 表示領域枠を拡大・縮小する

1. カーソルを表示領域枠の角に移動します。

→ 接している角によって、カーソルの形が

または に変わります。

2. 角をドラッグし、表示領域枠のサイズを調

節します。

■ 原画を表示する

原画ステージで開いた原画を、リファレンスウィン

ドウに表示できます。

1. 画像タブをクリックします。

■ 別の参照画像を表示する

別の画像をリファレンスウィンドウに表示できま

す。

1. 画像タブをクリックします。

2. 参照画像をクリックして、 をクリッ

クします。

3. 参照したい画像ファイルを選択して、開く

をクリックします。

b メモ：

と で、高さと幅を拡大・縮小します。

a 注意：

原画ステージで画像を開いていない場合、原
画は表示されません。

b メモ：

リファレンスウィンドウが最初に表示される
ときは、原画が表示されます。参照画像が表
示されているとき原画をクリックすると、原
画が表示されます。
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縫い方設定ステージ
輪郭データステージで輪郭を編集したら、縫い方設定ステージで縫い方を設定します。ズーム用ツールを使っ

て、ズームインまたはズームアウト表示できます。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ステージ→縫い方設定ステージをクリッ

クします。

→ データが縫い方設定ステージのデザイン

ページに表示されます。

c P.199 の「輪郭線画ステージで 新規デザイン

ページを作成する」および P.201 の「輪郭

データステージ」

表示色を指定する

縫い方設定ステージでは、デザインページの色を布

の色に設定し、その背景を別の色に設定してコント

ラストをつけることができます。

1. メニューバーのオプション→デザイン

ページの設定をクリックします。

→ デザインページの設定ダイアログボック

スが表示されます。

2. デザインページセレクタでデザインペー

ジの色を選択します。

3. 背景セレクタで背景の色を選択します。

4. OK をクリックします。

線と面に縫い方を設定する

■ 面縫い

＜面に縫い方を設定する＞

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

2. 必要に応じて、糸色と縫い方の種類を変更

してください。

3. 糸色と縫い方の種類を設定したい面をク

リックします。

b メモ：

プレビュー領域で設定された色を確認できま
す。

b メモ：

• 標準設定に戻すには、標準をクリックしま
す。

• 変更を取り消してダイアログボックスを閉
じる場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

• 面に縫い方を設定した後でも、糸色や縫い方
の種類を変更できます。これらの設定を変更
する方法については、P.216 の「糸色」と

P.217 の「縫い方の種類」を参照してくださ

い。

• 糸密度などその他の縫い方の設定は、縫い
方の設定ダイアログボックスで行います。
（詳しくは、P.217 の「縫い方の詳細設定を

する」を参照してください。） 縫い方の設定

は変更しないかぎり、現在指定されている
内容が適用されます。縫い方の設定はいつ
でも変更できます。
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→ 選択した面を囲む線が赤い破線で表示さ

れ、縫い方バーの糸色と縫い方の種類が面

に設定されます。

＜面の縫い方を確認する＞

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 縫い方が設定されている面を右クリック

します。

→ 選択された面の縫い方が縫い方の設定ダ

イアログボックスに表示されます。

3. 必要に応じて、縫い方の設定ダイアログ

ボックスの設定を変更します。

c P.217 の「縫い方の詳細設定をする」

4. 新しい縫い方を面に設定する場合は、設定

したい面をクリックします。

5. 閉じるをクリックして、ダイアログボック

スを閉じます。

a 注意：

縫い方を面に設定できないときは、輪郭デー
タステージに戻り、輪郭線のポイントをポイ
ント編集ツールで編集し、面を閉じて（線で
完全に囲んで）ください。輪郭データの編集
について、詳しくは P.207 の「輪郭データの

ポイントを編集する」を参照してください。

b メモ：

• 面の輪郭線は閉じているように見えても、そ
の面に対して縫い方を設定できない場合は、
その輪郭線は閉じていません。
輪郭の閉じられていない部分を見つけるに
は、輪郭データステージの直線描画ツールで
面をいくつかに分割し、縫い方設定ステージ
で縫い方を設定してみます。輪郭データス
テージに戻り、設定できない輪郭線を確認し
ます。

• 輪郭線を閉じるには、ポイント編集ツールを
を使うと便利です。

b メモ：

• メニューバーの縫い方→縫い方の設定を選
択するか、次のツールバーボタンをクリック
しても、縫い方の設定ダイアログボックスを
表示できます。

• 縫い方の設定バーには、選択された面の色と
縫い方が表示されます。ここで、糸色と縫い
方の種類を変更できます。色と縫い方を変更
する方法については、P.216 の「糸色」と

P.217 の「縫い方の種類」を参照してくださ

い。

b メモ：

各設定の右側の をクリックすると、標準

設定に戻すことができます。

縫い方 の設定
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■ 線縫い

＜縫い方を輪郭線全体に設定する＞

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

2. 必要に応じて、糸色と縫い方の種類を変更

してください。

3. 糸色と縫い方の種類を設定したい輪郭線

をクリックします。

→ 輪郭線が赤い破線で表示され、縫い方バー

の糸色と縫い方の種類が輪郭線全体に設

定されます。

縫い方を輪郭線の一部に設定する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、縫い方

バーが次のように表示されます。

2. 必要に応じて、糸色と縫い方の種類を変更

してください。

b メモ：

• 輪郭に縫い方を設定した後でも、糸色や縫い
方の種類を変更できます。これらの設定を変
更する方法については、P.216 の「糸色」と

P.217 の「縫い方の種類」を参照してくださ

い。

• 走りピッチなどその他の縫い方の設定は、縫
い方の設定ダイアログボックスで行います。
（詳しくは、P.217 の「縫い方の詳細設定を

する」を参照してください。） 縫い方の設定

は変更しないかぎり、現在指定されている内
容が適用されます。縫い方の設定はいつでも
変更できます。
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3. 糸色、縫い方の種類を設定したい輪郭線の

一部をクリックします。

→ 設定された輪郭線の一部が赤い破線で表

示され、縫い方バーの糸色と縫い方の種類

が輪郭線の一部に設定されます。

＜輪郭線の縫い方を確認する＞

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

または、ツールボックスの をクリッ

クします。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 確認したい輪郭線の一部を右クリックし

ます。

→ 右クリックした輪郭線の一部の縫い方が

縫い方の設定ダイアログボックスに表示

されます。

3. 必要に応じて、縫い方の設定ダイアログ

ボックスの設定を変更します。

c P.217 の「縫い方の詳細設定をする」

4. 新しい縫い方を輪郭線または輪郭線の一

部に設定する場合は、設定したい輪郭線を

クリックします。

5. 閉じるをクリックして、ダイアログボック

スを閉じます。

b メモ：

• 輪郭の部分に縫い方を設定した後でも、縫い
方の種類を変更できます。この設定の変更方
法については、P.217 の「縫い方の種類」を

参照してください。

• 走りピッチなどその他の縫い方の設定は、縫
い方の設定ダイアログボックスで行います。
（詳しくは、P.217 の「縫い方の詳細設定を

する」を参照してください。） 縫い方の設定

は変更しないかぎり、現在指定されている内
容が適用されます。縫い方の設定はいつでも
変更できます。

b メモ：

• 縫い方の設定ダイアログボックスは、メ
ニューバーの縫い方→縫い方の設定を選択す
るか、次のツールバーのボタンをクリックして
も表示できます。

• 縫い方の設定バーには、選択された輪郭の色
と縫い方が表示されます。ここでは、輪郭線
全体の色と縫い方、輪郭線の部分の縫い方を
変更できます。色と縫い方を変更する方法に
ついては、P.216 の「糸色」と P.217 の「縫

い方の種類」を参照してください。

b メモ：

各設定の右側の をクリックすると、標準

設定に戻すことができます。

縫い方の設定
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縫い方バーの使い方

縫い方設定ステージで使用できる縫い方バーによっ

て、面と輪郭線の糸色と縫い方の種類を設定できま

す。

使用できる縫い方の種類は、ツールボックスで選択

したツールによって異なります。

例 1： ツールバーの が選択されている場合

例 2： ツールバーの または が選択されて

いる場合

カーソルを縫い方バーのボタンまたはセレクタ上に

置くと、そのボタンやセレクタの機能を示すラベル

が表示されます。

■ 面の設定

面縫いのオン / オフを切り替えます。

1. をクリックします。

オン / オフにより、表示が変わります。

オン：面の色ボタンと面の縫い方セレクタが表

示されます。

オフ： 面の色ボタンと面の縫い方セレクタは表

示されません。

2. 面をクリックして面に縫い方を設定しま

す。

→ 面の設定ボタンがオンになっている場合

は、面の色ボタンに表示された糸色と面の

縫い方セレクタに表示された縫い方の種

類が面に設定されます。

→ 面の設定ボタンがオフになっている場合

は、面は白く表示され、縫わない設定にな

ります。

c P.216 の「糸色」および P.217 の「縫い方の種

類」

面の設定ボタン：面縫

いのオン / オフを切り

替えます。

P.215

線の設定ボタン：線縫

いのオン / オフを切り

替えます。

P.216

面の色ボタン、線の色

ボタン：このボタンを

クリックすると、線ま

たは面の糸色を設定で

きます。

P.216

面の縫い方セレクタ、

線の縫い方セレクタ：

このセレクタを使っ

て、線または面の縫い

方の種類を設定しま

す。

P.217

b メモ：

• 面の設定ボタンはツールボックスの が

選択されている場合にのみ使用できます。

• 面縫いがオフのときは、面の縫製は行われま
せん。（糸色または縫い方の設定はできませ
ん。）

!!sew4.bmp!!

面の設定
面の色

面の縫い方
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■線の設定 
線縫いのオン / オフを切り替えます。

1. をクリックします。

オン / オフにより、表示が変わります。

オン：線の色ボタンと線の縫い方セレクタが表

示されます。

オフ：線の色ボタンと線の縫い方セレクタは表

示されません。

2. 線をクリックして線に縫い方を適用します。

→ 線の設定ボタンがオンになっている場合

は、線の色ボタンに表示された糸色と線の

縫い方セレクタに表示された縫い方の種

類が線に設定されます。

→ 線の設定ボタンがオフになっている場合

は、線は点線で表示され、縫わない設定に

なります。 

c P.216 の「糸色」および P.217 の「縫い方の種

類」

■糸色 
線または面の糸色を設定します。

1. 糸色ボタンをクリックします。

→ 次のような線の糸色または面の糸色ダイ

アログボックスが表示されます。

2. 糸リストセレクタから、システム糸リスト

またはユーザー糸リストを選択します。

c ユーザー糸リストの設定方法や、ミシンでの

糸色の扱いについては、P.164 の「ユーザー
糸リストを作成・編集する」を参照してくだ

さい。

b メモ：

• 線の設定ボタンはツールボックスの ま

たは が選択されている場合にのみ使用

できます。

• 線縫いがオフのときは、線の縫製は行われませ
ん。（糸色または縫い方の設定はできません。）

線の設定

線の色

線の縫い方

b メモ：

輪郭線の色を変更するには、「糸色」を参照し
てください。

b メモ：

面の設定ボタン（ ）または線の設定ボタ

ン（ ）がオンになっている場合に、糸色

ボタンが縫い方バーに表示されます。

b メモ：

• 詳細の表示チェックボックスが選択されて
いると、左側のダイアログボックスが表示さ
れます。このチェックボックスが選択されて
いない場合は、右側のダイアログボックスが
表示されます。

• 糸色リストは、色、糸番号、糸色名をクリッ
クするとソートできます。クリックするごと
に、昇順 /降順を切り替えることができます。
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3. 糸色リストから、希望する色をクリックし

ます。

→ 選択された糸色が面の色ボタンまたは線

の色ボタンに表示されます。

4. 閉じるをクリックしてダイアログボック

スを閉じます。

5. 糸色を設定したい面または輪郭線をク

リックします。

c P.215 の「面の設定」、P.216 の「線の設定」、

および P.151 の「特別色」

■ 縫い方の種類

これらのセレクタを使って、線または面の縫い方の

種類を設定します。

1. 縫い方の種類セレクタをクリックします。

→ 使用できる縫い方の種類が表示されます。

2. 希望する縫い方の種類をクリックします。

→ 選択された縫い方の種類がセレクタに表

示されます。

3. 縫い方の種類を設定したい面または輪郭

線をクリックします。

c P.215 の「面の設定」および P.216 の「線の設

定」

■ 縫い方の詳細設定をする

線と面に対する様々な縫い方の設定は、縫い方の設

定ダイアログボックスで行います。

ツールバーボタン： 

1. ツールバーの をクリックします。

→ 縫い方の設定ダイアログボックスが表示

されます。

簡易モード：

詳細モード：

b メモ：

• 選択された色は、ダイアログボックスの下方
に表示されます。

• 糸色一覧の下の4つのボタンには特別な機能

があります。詳しくは、P.151 の「特別色」

を参照してください。

b メモ：

面の設定ボタン（ ）または線の設定ボタ

ン（ ）がオンになっている場合、縫い方

セレクタが縫い方バーに表示されます。

面の縫い方セレクタ線の縫い方セレクタ

面の縫い方セレクタ線の縫い方セレクタ

b メモ：

ツールバーの が選択されていると、縫い

方の設定ダイアログボックスに面の縫い方の

設定が表示されます。ツールバーの また

は が選択されていると、縫い方の設定ダ

イアログボックスに線の縫い方の設定が表示
されます。

線の縫い方設定モード 面の縫い方設定モード

線の縫い方設定モード 面の縫い方設定モード
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2. 基本的な縫い方の設定だけを表示するに

は、簡易モードへをクリックします。

選択している縫い方で使用できるすべて

の縫い方と設定を表示するには、詳細モー

ドへをクリックします。

3. 必要に応じて、線の縫い方または面の縫い

方の下に表示された各設定を変更します。

c 縫い方の設定の各設定については、P.219 の

「線の縫い方」と P.220 の「面の縫い方」を
参照してください。頻繁に使用する設定は保

存できます。詳しくは、P.227 の「よく使う
縫い方を保存する」を参照してください。

4. 線の縫い方の設定が表示されているとき

に輪郭線をクリックすると、線の縫い方の

設定がその輪郭線に適用されます。

面の縫い方の設定が表示されているとき

に面をクリックすると、面の縫い方の設定

がその面に適用されます。

5. 閉じるをクリックして、ダイアログボック

スを閉じます。

b メモ：

• メニューバーの縫い方→縫い方の設定を選
択しても、縫い方の設定ダイアログボックス
を表示できます。

• ダイアログボックスに表示される縫い方の
設定内容は、選択されている縫い方の種類に
よって異なります。

b メモ：

• 簡易モードで表示されない設定は、詳細モー
ドの以前の設定値が保持されます。

• ガイドを隠すをクリックすると、ガイド表示
領域は表示されません。ガイドを表示をク
リックすると、ガイド表示領域が表示されま
す。
ガイド表示領域を表示しているときは、カー
ソルを設定項目上に移動すると縫い方のサ
ンプルが表示されます。設定を変更するごと
に、変更後の実際の変化をここで確認できま
す。

b メモ：

• ダイアログボックスの大きさは、ダイアログ
ボックスの端をドラッグすることで自由に
変更できます。スクロールバーが表示されて
いるときは、スクロールすることによりすべ
ての設定を表示できます。

• 入力の方法は表示モードによって異なりま
す。詳細モードで数値を入力する場合は、直
接数値を入力するか、スピンボタンで値を変
更します。簡易モードではスライダを移動し

て設定を変更します。設定の右側の を

クリックすると、標準設定に戻すことができ
ます。

a 注意：

縫い方の設定の各設定は、表示モードに関係
なく、変更されるまで、現在設定されている
内容が保持されます。
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

■線の縫い方

指定できる縫い方の設定は、選択した縫い方によって異なります。簡易モードでは、表示されない縫い方の設

定があります。

サテン縫い

走り縫い

3 重縫い

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫い縮みを防ぐために下打ちをします。
オン：下打ちを行います。

オフ：下打ちを行いません。
標準：オフ

サテン幅

サテン幅を設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

糸密度
1mm 当たりの糸数を設定します。
範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。
サテン縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸

密度になるように自動的に調整されます。
標準：オフ

角のタイプ

角をどのように縫うか設定します。

標準：

オン：

オフ：

走りピッチ
線縫いの走りピッチを設定します。
範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

走り回数
輪郭として縫われる回数を設定します。
範囲：2, 4, 6 回

標準：2 回

走りピッチ

線縫いの走りピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

■面の縫い方

指定できる縫い方の設定は、選択した縫い方によって異なります。簡易モードでは、表示されない縫い方の設

定があります。

サテン縫い

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫う範囲が広いときは、縫い縮みを防ぐために下打ち

をしてください。
オン：下打ちを行います。

オフ：下打ちを行いません。
標準：オフ

[ タイプ ] 下縫いの縫い方向の種類を設定します。

1 重縫い：指定された縫い方向に対して垂直に縫います。
2 重縫い：指定された縫い角度に対して 45 度および -45 度に縫

います。

糸密度

1mm 当たりの糸数を設定します。

範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

グラデーション

糸密度のグラデーションのオン / オフを切り替えます。
縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

パターンをクリックして、グラデーションのパターンを設定します。

標準： オフ
この設定について詳しくは、P.226 の「グラデーションを作成する」を参照してください。

縫い角度

[ タイプ ] 縫い方向の種類を設定します。
一定：一定の角度で縫います。下記で角度を設定します。

可変：面の形状に合わせて縫い方向を可変します。

[ 角度 ] 縫い方向の角度を設定します。
縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

範囲：0 ～ 359 度

標準：45 度

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。
縫い角度のタイプが可変に設定されている場合に設定できます。

サテン縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸密度
になるように自動的に調整されます。

標準：オフ

内部走り経路

面内部の走り縫いの経路を設定します。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。
指定できる設定：

・面の内部（図形内部の最短経路）
・輪郭線沿い（図形の輪郭線の内側の線上の最短経路）

・輪郭線上（図形の輪郭線上の最短経路）

グラデーションがオフに設定されている場合にのみ、面の内部を
設定できます。

標準：面の内部

縮み補正
縫製面を縫い方向に伸長して、縫い縮みを補正します。
範囲：0.0 ～ 2.0mm
標準：0.0mm

1 重縫い 2 重縫い

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

オン：

オフ：

面の内部

輪郭線沿い

輪郭線上
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

タタミ縫い

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫う範囲が広いときは、縫い縮みを防ぐために下打ち
をしてください。

オン：下打ちを行います。
オフ：下打ちを行いません。

標準：オフ

[ タイプ ] 下縫いの縫い方向の種類を設定します。
1 重縫い：指定された縫い方向に対して垂直に縫います。

2 重縫い：指定された縫い角度に対して 45 度および -45 度に縫
います。

糸密度

1mm 当たりの糸数を設定します。

範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

グラデーション

糸密度のグラデーションのオン / オフを切り替えます。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。
パターンをクリックして、グラデーションのパターンと密度を設定します。

標準：オフ
この設定について詳しくは、P.226 の「グラデーションを作成する」を参照してください。

縫い角度

[ タイプ ] 縫い方向の種類を設定します。

一定 一定の角度で縫います。下記で角度を設定します。
可変：面の形状に合わせて縫い方向を可変します。

[ 角度 ] 縫い方向の角度を設定します。
縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

範囲：0 ～ 359 度
標準：45 度

折り返し

ステッチの折り返しパターンの形を指定します。

指定できる設定： , 

標準：

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。

縫い角度のタイプが可変に設定されている場合に設定できます。
タタミ縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸密度

になるように自動的に調整されます。

標準：オフ

内部走り経路

面内部の走り縫いの経路を設定します。
縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

指定できる設定：
・面の内部（図形内部の最短経路）

・輪郭線沿い（図形の輪郭線の内側の線上の最短経路）

・輪郭線上（図形の輪郭線上の最短経路）
グラデーションがオフに設定されている場合にのみ、面の内部を

設定できます。
標準：面の内部

縫いピッチ

縫いピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：4.0mm

偏差

縫い目のずらし具合を設定します。
範囲： 0 ～ 99%
標準：30%

縮み補正

縫製面を縫い方向に伸長して、縫い縮みを補正します。

範囲：0.0 ～ 2.0mm
標準：0.0mm

1 重縫い 2 重縫い

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

オン：

オフ：

面の内部

輪郭線沿い

輪郭線上

縫いピッチ

0%30%
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

プログラムタタミ縫い

下打ち

下打ちのオン / オフを切り替えます。縫う範囲が広いときは、縫い縮みを防ぐために下打ち

をしてください。
オン：下打ちを行います。

オフ：下打ちを行いません。
標準：オフ

[ タイプ ] 下縫いの縫い方向の種類を設定します。

1 重縫い：指定された縫い方向に対して垂直に縫います。
2 重縫い：指定された縫い角度に対して 45 度および -45 度に縫

います。

糸密度
1mm 当たりの糸数を設定します。
範囲：1.0 ～ 7.0 本 /mm
標準：4.0 本 /mm

グラデーション

糸密度のグラデーションのオン / オフを切り替えます。
縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

パターンをクリックして、グラデーションのパターンと密度を設定します。
標準：オフ

この設定について詳しくは、P.226 の「グラデーションを作成する」を参照してください。

縫い角度

[ タイプ ] 縫い方向の種類を設定します。
一定 一定の角度で縫います。下記で角度を設定します。

可変：面の形状に合わせて縫い方向を可変します。
[ 角度 ] 縫い方向の角度を設定します。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。

範囲：0 ～ 359 度

標準：45 度

ハーフステッチ

ハーフステッチのオン / オフを切り替えます。
縫い角度のタイプが可変に設定されている場合に設定できます。

タタミ縫いの折り返しの片側の糸密度が高い場合に、一定糸密度
になるように自動的に調整されます。

標準：オフ

内部走り経路

面内部の走り縫いの経路を設定します。

縫い角度のタイプが一定に設定されている場合に設定できます。
指定できる設定：

・面の内部（図形内部の最短経路）
・輪郭線沿い（図形の輪郭線の内側の線上の最短経路）

・輪郭線上（図形の輪郭線上の最短経路）

グラデーションがオフに設定されている場合にのみ、面の内部を
設定できます。

標準：面の内部

縮み補正
縫製面を縫い方向に伸長して、縫い縮みを補正します。
範囲：0.0 ～ 2.0mm
標準：0.0mm

1 重縫い 2 重縫い

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

オン：

オフ：

面の内部

輪郭線沿い

輪郭線上
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

プログラム

タタミ

プログラムタタミのパターンを選択します。

をクリックすると、一覧ダイアログボックスが表示されます。使用する

.pas ファイルがあるフォルダを選択します。使用可能な縫いパターンの一覧

から希望のバターンをダブルクリックするか、クリックして反転表示してか
ら OK をクリックしてパターンを選択します。

幅（横の長さ）
プログラムタタミパターンの幅を設定します。
範囲：5.0 ～ 10.0mm
標準：7.5mm

高さ（縦の長さ）

プログラムタタミパターンの高さを設定します。

範囲：5.0 ～ 10.0mm
標準：7.5mm

縫い角度

プログラムタタミパターンの角度を回転できま

す。

範囲：0 ～ 359 度

標準：0 度

オフセット

オフセット

方向

パターン配列の横 / 縦のオフセット方向を設定しま

す。

オフセット
値

パターン配列のオフセット（ずらし）量を設定します。

範囲：0 ～ 99%
標準：0%

ベースの
縫い方

ベースの縫
い方を指定

します。（詳

しくは、下図
を参照して

ください。）

折り返し

ステッチの折り返しパターンの形を指定します。

ベースの縫い方がオンに設定されている場合に設
定できます。

指定できる設定： , 

標準：

縫いピッチ

プログラムタタミ縫いのベースの縫い方用に縫いピッチを設定します。

ベースの縫い方がオンに設定されている場合に設
定できます。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：4.0mm

偏差

プログラムタタミ縫いのベースの縫い方用に、縫い目のずらし具合を設定し

ます。
ベースの縫い方がオンに設定されている場合に設

定できます。

範囲：0 ～ 99%
標準：30%

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度

横

縦

縫いピッチ

0%30%

パターン
プログラムタタミ縫いのベース
の縫い方（斜線で示したパターン

以外の領域）で設定された縫い方
で縫われます。

パターンファイルで設定された

縫い方で縫われます。

縫い沈め、または浮き上がり
効果を設定した面
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

モチーフ縫い

モチーフ

モチーフ縫いにパターン 1 とパターン 2 のいずれを使うかを選択します。パターン 1 と 2 を選んだ場合は、

各列で交互に縫製されるように設定されます。
パターン 1 のみ：パターン 1 のみを使います。（標準）

パターン 2 のみ：パターン 2 のみを使います。
パターン 1 と 2：パターン 1 と 2 を使います。

パターン 1
パターン 2

モチーフ縫いのパターンを選択します。

をクリックすると、一覧ダイアログボックスが表示されます。使用す

る .pmf ファイルがあるフォルダを選択します。使用可能な縫いパターンの

一覧から希望のバターンをダブルクリックするか、クリックして反転表示
してから OK をクリックしてパターンを選択します。

幅（横の長さ）
モチーフパターンの幅（線に沿った方向）を設定します。
範囲：2.0 ～ 100.0mm
標準：5.0mm

高さ

（縦の長さ）

モチーフパターンの高さ（線と垂直の方向）を設定します。
範囲：2.0 ～ 100.0mm
標準：5.0mm

アレンジ 1
（縦配列）

モチーフパターンの縦の配列を設定します。 の

ようなパターンでは、右図のように線に沿って配
列されます。

アレンジ 2
（横配列）

モチーフパターンの横の配列を設定します。

のようなパターンでは、右図のように線に

沿って配列されます。

スペース横

（横の間隔）

モチーフパターンの横の間隔を設定します。

最小：パターンによって異なります

負の値も設定できます。
最大：100.0mm
標準：0mm

スペース縦

（縦の間隔）

モチーフパターンの縦の間隔を設定します。

最小：パターンによって異なります

負の値も設定できます。
最小：100.0mm
標準：0mm

縫い角度

モチーフ縫いの縫い角度を設定します。

範囲：0 ～ 359 度

標準：0 度

オフセット量

パターン配列の各列のオフセット（ずらし）量を

設定します。
範囲：0.0 ～ 100.0mm
標準：0.0mm

走りピッチ

縫いピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：10.0mm

標準

反転：

交互：

標準：

反転：

交互：

スペース横

スペース縦

0 度

45 度
90 度

135 度

180 度

225 度
270 度

315 度
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

クロスステッチ

同心円縫い、放射縫い、渦巻き縫い

同心円縫いと放射縫いの中心点の移動について詳しくは、P.228 の「同心円縫いと放射縫いの中心点を移動す

る」を参照してください。

スティップリング

サイズ

格子の縦横のサイズを設定します。

詳細モードでは、単位としてｍｍまたはカウントで設定します。どちらの単位で設定して
も、もう一方の単位も連動して設定されます。

範囲：1.5 ～ 5.0mm または 5 ～ 17 カウント
標準：2.5mm または 10 カウント

縫い方

縫い回数を設定します。

範囲：2 重縫い、4 重縫い、6 重縫い
標準：2 重縫い

糸密度

1mm 当たりの糸数を設定します。

範囲：0.2 ～ 7.0 本 /mm
標準：2.0 本 /mm

走りピッチ

走りピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

走りピッチ

縫いピッチを設定します。

範囲：1.0 ～ 10.0mm
標準：2.0mm

スペース

隣り合う線縫いの平均間隔を設定します。

範囲：2.0 ～ 50.0mm
標準：10.0mm
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刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

プログラムタタミ縫いとスタンプに関する注
意

プログラムタタミ縫いを設定する場合、縫い方とパ

ターン角度によっては、パターンの効果が十分に現

れない場合があります。これは、パターンのデータ

と縫い角度が交わる所に針落ちデータを作成するた

めです。

したがって、プログラムタタミ縫いやスタンプを設

定する場合は、必ずプレビュー機能を使って縫い角

度、パターン角度が正しいか確認してください。効

果的な角度の値を得るため、別の縫い角度を試して

比較してみてください。

プログラムタタミ縫いの例：

c P.233 の「縫製イメージをプレビューする」お
よび P.257 の「パターンの作成（ステッチク

リエイター）」

■ グラデーションを作成する

サテン縫い、タタミ縫い、またはプログラムタタミ

縫いでは、糸密度を様々な位置で調整し、グラデー

ションパターンを作成できます。

1. 縫い方の設定ダイアログボックスの詳細

モードで、グラデーションチェックボック

スをチェックします。

2. パターンをクリックします。

→ グラデーションパターンの設定ダイアロ

グボックスが表示されます。

3. グラデーションのパターンを選びます。パ

ターン選択から希望するボタンをクリッ

クします。

4. グラデーションの糸密度を調節します。ス

ライダを動かします。

5. OK をクリックします。

例 1
縫い角度：45 度（標準）

例 2
縫い角度：90 度

例 3
縫い角度：0 度

b メモ：

変更結果がプレビュー領域に表示されます。

b メモ：

設定を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。
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よく使う縫い方を保存する

よく使う縫い方をまとめて保存し、縫い方を設定す

るときに呼び出すことができます。

■ よく使う縫い方を保存する

1. 必要に応じて、縫い方の設定ダイアログ

ボックスの設定を変更し、 をク

リックします。

→ 縫い方の設定の読み込み / 保存ダイアログ

ボックスが表示されます。

2. 保存をクリックします。

→ 縫い方の設定の保存ダイアログボックス

が表示されます。

3. 縫い方の設定に名前をつけ、その名前を入

力し、OK をクリックします。縫い方の設

定の読み込み /保存ダイアログボックスリ

ストにその設定名が登録されます。

■ リストから縫い方の設定を削除する

1. 縫い方の設定の読み込み /保存ダイアログ

ボックスで、削除する設定名を選択しま

す。

2. 削除をクリックすると、選択した縫い方の

設定がリストから削除されます。

■ リストから縫い方の設定を呼び出す

1. 縫い方の設定の読み込み /保存ダイアログ

ボックスで、呼び出したい設定名を選択し

ます。

2. 開くをクリックします。

→ 縫い方の設定の読み込み / 保存ダイアログ

ボックスが閉じられ、縫い方の設定ダイア

ログボックス内の設定が呼び出した設定

に変わります。

b メモ：

簡易モードと詳細モードのどちらの設定でも
保存できます。

b メモ：

名前を付けて保存ダイアログボックスで入力
した名前のファイルがすでに存在する場合は、
次のメッセージが表示されます。

• 以前に登録した設定を上書きする場合
は、OK をクリックします。

• 上書きしたくないときは、いいえをク
リックします。別の名前を入力して保存
してください。

b メモ：

（標準）は削除できません。

b メモ：

複数の設定は選択できません。

b メモ：

保存した設定を変更して、その変更を保存する
には、縫い方の設定ダイアログボックスで

をクリックし、次に保存を選択してか

ら、設定名を変更しないで OK をクリックしま

す。
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■ 同心円縫いと放射縫いの中心点を移
動する

同心円縫いまたは放射状縫いに設定された縫いの中

心点を移動すると、装飾的な効果が高まります。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 希望する色と縫い方の種類（同心円縫いま

たは放射縫い）を選択します。

3. 面をクリックします。

→ 中心点（ ）が表示されます。

4. 中心点をドラッグして、プレビュー画面で

確認しながら模様を調整します。 

■ ドーナツ縫いを設定する

ドーナツ縫いを設定することで、重なった面の二重

ぬいを防ぐことができます。ドーナツ縫いは、1 つ

の面が他の面と完全に囲む場合にのみ設定できま

す。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 別の面を完全に囲む面をクリックします。

→ 次のようなドーナツ縫いの設定ダイアロ

グボックスが表示されます。

b メモ：

保存した設定は、別のパソコンで使うこともで
きます。コピー元のパソコンの刺しゅうPRO
Ver.7 フォルダ（アプリケーションフォルダ）

の settingsフォルダから sastu.txt をコピーし

て、コピー先のパソコンの同じパスにある
settings フォルダに貼り付けます。

b メモ：

中心点を再移動する場合は、 をクリック

してから、同心円縫いまたは放射縫いを設定し
た面をクリックします。中心点が表示され移動
が可能になります。

b メモ：

ドーナツ縫いを解除するには、白い内面をク
リックします。内面は外面と同じ色で表示され
ると、二重に縫われます。
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3. OK をクリックして、ドーナツ縫いを設定

します。

スタンプを設定・編集する

ステッチクリエイターで作成したスタンプは、デザ

インセンターの縫い方設定ステージで面に設定でき

ます。プログラムタタミ / スタンプパターンは本ア

プリケーションに用意されていますが、ステッチク

リエイターで、編集したり、新しく独自のパターン

を作成したりできます。

■ スタンプを設定する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、スタンプ

の設定ダイアログボックスが表示されま

す。

2. ダイアログボックスで、スタンプパターン

を選択します。

3. スタンプの幅と高さを変更する場合は、ス

タンプの設定ダイアログボックスのサイ

ズに数値（1.0 ～ 100mm）を入力するか、

スピンボタンで値を変更します。

4. スタンプの角度を変更する場合は、角度の

下の赤い矢印をドラッグして、角度を設定

します。

5. スタンプを設定したい面をクリックしま

す。

→ カーソルをクリックした面上に移動する

と、形が に変わります。選択した面

の輪郭線が、赤い破線で表示されます。

b メモ：

ドーナツ縫いの適用を取り消してダイアログ
ボックスを閉じる場合は、キャンセルをクリッ
クします。

b メモ：

ダイアログボックスの の右側に、現在選

択されているフォルダへのパスが表示されま
す。

b メモ：

• プログラムタタミ /スタンプパターンの縫い

沈め・浮き上がり効果が設定されている面
は、それぞれ赤と青で表示されます。

• 別のフォルダを選択するには、 をク

リックします。

表示されたフォルダの参照ダイアログボッ
クスで、フォルダを選択し、OK をクリック

（またはフォルダをダブルクリック）します。
フォルダの参照ダイアログボックスは閉じ、
プレビュー領域に選択したフォルダのプロ
グラムタタミ /スタンプパターンが表示され

ます。

b メモ：

• スタンプツール選択中は、スタンプの設定ダ
イアログボックスは開いたままで作業がで
き、スタンプのサイズと角度をいつでも調整
できます。

• スタンプの設定ダイアログボックスを閉じ
るときは、閉じるをクリックします。

• 閉じた後でダイアログボックスを再度開く

には、 をクリックします。
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6. スタンプを設定したい位置をクリックし

ます。

→ スタンプの形状が点線で表示されます。

■ スタンプを編集する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わり、スタンプ

の設定ダイアログボックスが表示され、面

に設定されているスタンプが点線で表示

されます。

2. 編集するスタンプを設定した面をクリッ

クします。

→ 選択した面を囲む線が赤い破線で表示さ

れます。

3. 編集するスタンプをクリックします。

→ 丸いハンドルがスタンプの周囲に表示さ

れ、回転ハンドルがスタンプの上部に表示

されます。

4. スタンプの形状を変更する場合は、スタン

プの設定ダイアログボックスで別のパ

ターンを選択して、設定をクリックしま

す。

スタンプのサイズと角度を変更する場合は、ス

タンプの設定ダイアログボックスでサイズと

角度を指定するか、ハンドルまたは回転ハンド

ルをドラッグして調整します。

スタンプを移動する場合は、ドラッグします。

面内にパターン全体または一部を配置します。

スタンプを削除する場合は、メニューバーの編

集→削除を選択するか、 キーを押し

ます。

b メモ：

• スタンプ全体が表示されます。スタンプの方
が設定された面よりも大きい場合がありま
すが、面と重なっている部分のみが縫われま
す。

• スタンプはサテン縫い、タタミ縫い、または
プログラムタタミ縫いが設定された面のみ
に設定できます。

• 同じ面に複数のスタンプを設定するときは、
必要な回数分面をクリックし続けます。

• 選択した面にカーソルが入らないと、スタン
プを設定することはできません。

• スタンプの設定ダイアログボックスは、スタ
ンプツールを選択中のみ表示されます。

• スタンプは設定された面内でのみ縫われま
す。

• デザインセンターでスタンプを設定した刺
しゅうデータをレイアウトセンターに取り
込む際、取り込みサイズダイアログボックス
の取り込み倍率設定でデザインのサイズを
変更したときは、プログラムタタミ / スタン

プパターンのサイズが変更されることがあ
ります。

b メモ：

面が選択されている場合は、面の輪郭線が赤い
破線で表示され、スタンプは点線で表示されま
す。

a 注意：

複数個のスタンプを一緒に選択することは
できません。別のスタンプを選択すると、そ
の前に選択していたスタンプの選択は解除
されます。

ハンドル

回転ハンドル

Delete
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c P.207 の「輪郭データのポイントを編集する」

縫い順を確認・変更する

刺しゅうデータの縫い順を確認、変更します。（この

機能は、縫い方設定ステージでのみ使用できます。）

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

縫い方→縫い順をクリックします。

→ 次のような縫い順ダイアログボックスが

開き、色タブ画面が表示されます。

2. 色の縫い順を変更するときは、移動する色

部分のコマをクリックし、コマを希望する

位置までドラッグします。

→ ドラッグしている間は、新しい縫い順の移

動先が縦の赤い太線で表示され、停止する

と、その位置に移動します。 

3. 各色を構成する部分の縫い順を確認、変更

するときは、色タブで目的の色を選択し、

部分タブをクリックします。

→ 選択された色の部分の縫い順が表示され

ます。

4. 部分の縫い順を変更するときは、移動する

部分のコマをクリックし、コマを希望する

位置までドラッグします。

→ ドラッグしている間は、新しい縫い順の移

動先が縦の赤い太線で表示され、停止する

と、その位置に移動します。

b メモ：

• スタンプの形状はスタンプツールを選択中
にのみ表示されます。

• スタンプは設定された面内でのみ縫われま
す。

• スタンプの設定ダイアログボックスを閉じ
るときは、閉じるをクリックします。

b メモ：

• 面縫いのコマと輪郭縫いのコマは太い縦の
線で分けられています。この縦線を飛び越え
て縫い順を変更することはできません。

• パターンは左から右に向かって順に縫われ
ます。必ず、すべての面が縫われてから輪郭
線が縫われます。

• をクリックすると、それぞれのデータ

がコマいっぱいにズームイン表示されます。

b メモ：

• 複数のコマを選択したいときは、 ま

たは キーを押したまま、各コマを選

択します。

• コマを選択すると、デザインページのそのコ
マの面の輪郭線、またはそのコマの輪郭線が
赤い破線で表示されます。

Shift

Ctrl
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5. OK をクリックし、変更を確定してダイア

ログボックスを閉じます。

c P.233 の「縫製イメージをプレビューする」

ステッチを確認する

ミシンでどのように縫われていくか、縫製の様子を

ステッチシミュレーターを使って確認できます。（こ

の機能は、縫い方設定ステージでのみ使用できま

す。）

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

表示→ステッチシミュレーターをクリッ

クします。

ステッチシミュレーターダイアログボックス

が表示され、デザインページの刺しゅうデータ

の表示が消えます。

をクリックして、シミュレーションを

開始します。

をクリックすると、前の色の縫い始め

まで戻ります。

をクリックすると、次の色の縫い始め

まで進みます。

針数を指定してシミュレーションを戻すには、

戻したい針数を入力または選択してから、

をクリックします。

針数を指定してシミュレーションを進めるに

は、進めたい針数を入力または選択してから、

をクリックします。

をクリックすると、シミュレーションを

停止し、開始前の状態に戻ります。

のスライダをドラッグすると、シミュ

レーションの表示スピードを調整できます。

2. ダイアログボックスを閉じるときは、右上

の をクリックします。

b メモ：

• 複数のコマを選択したいときは、 ま

たは キーを押したまま、各コマを選

択します。

• コマを選択すると、デザインページのそのコ
マの面の輪郭線、またはそのコマの輪郭線が
赤い破線で表示されます。

b メモ：

縫い順の変更を取り消してダイアログボック
スを閉じる場合は、キャンセルをクリックしま
す。

Shift

Ctrl

b メモ：

• シミュレーション中は、このボタンは一時停

止ボタン（ ）に切り替わります。

• シミュレーション中は、マーカー（ ）

が縫製中の針位置を示します。

• ステッチを見やすく拡大表示にするには、デ
ザインページをズームインしてからステッ
チシミュレーターダイアログボックスを開
きます。

b メモ：

シミュレーション中は、スライダが進行状況を
示します。また、スライダをドラッグすると、
シミュレーション中の位置を変更できます。

b メモ：

• の数字は、描画中の針数 / 全体の針数を

示しています。

• の数字は、描画中の糸色の縫い順 / 全体

の色数を示しています。
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縫製イメージをプレビューする

刺しゅうデータを作成中や完成後に、そのデータの

縫製イメージや仕上がりイメージをプレビューでき

ます。実際にどのように縫製されているかを確認で

きます。（この機能は、縫い方設定ステージでのみ使

用できます。）

1. プレビューを表示するには、メニューバー

の表示→プレビューをクリックします。

または、次のツールバーボタンをクリック

します。

→ 刺しゅうデータの縫製イメージが表示さ

れます。

2. 通常表示に戻るには、1. を繰り返すか、

キーを押します。

3. リアルプレビューを表示するには、メ

ニューバーの表示→リアルプレビューを

クリックします。

または、次のツールバーボタンをクリック

します。

→ 刺しゅうデータの仕上がりイメージが表

示されます。

4. 通常表示に戻すには、3. を繰り返すか、

キーを押します。

■ リアルプレビューの設定を変更する

刺しゅうデータをより鮮明に表示するために、リア

ルプレビューの設定を変更できます。（この機能は、

縫い方設定ステージでのみ使用できます。）

1. メニューバーの表示→リアルプレビュー

の設定をクリックします。

b メモ：

ズームツールで画面の表示倍率を変更できま
す。ズームインを行う場合はツールボックスの

を、ズームアウトを行う場合は をク

リックしてから、刺しゅうデータの見たい部分
をクリックします。

a 注意：

プレビュー画面では、刺しゅうデータの編集
はできません。

プレビュー

Esc

b メモ：

ズームツールで画面の表示倍率を変更できま
す。ズームインを行う場合はツールボックスの

を、ズームアウトを行う場合は をク

リックしてから、刺しゅうデータの見たい部分
をクリックします。

a 注意：

• リアルプレビュー画面では、刺しゅうデー
タの編集はできません

リアルプレビュー

Esc



234

刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

→ 次のリアルプレビューの設定ダイアログ

ボックスが表示されます。

2. 糸の太さスライダで、糸の太さを設定しま

す。

3. コントラストスライダで、コントラストを

設定します。

4. 明るさスライダで、明るさを設定します。

5. リアルプレビューが表示されているとき

は、設定をクリックし、新たな設定でリア

ルプレビューを表示させます。

リアルプレビューが表示されていないときは、

OK をクリックして、次回以降の表示のために

その設定を保存します。

c P.233 の「縫製イメージをプレビューする」

刺しゅうデータを
リファレンスウィンドウで見る

リファレンスウィンドウには、デザインページ全体、

もしくはデータ全体が表示されます。デザインペー

ジをズームイン表示すると、現在表示されている部

分が赤い枠（表示領域枠）で表示され、全体のどの

部分を作業しているかを確認できます。

また、輪郭データステージと縫い方設定ステージで

は、元の原画や別の画像データをリファレンスウィ

ンドウで見ることができます。

リファレンスウィンドウの表示 /非表示は、メニュー

バーの表示→リファレンスウィンドウをクリックす

るか、 をクリックする、またはショートカット

キー（ ）を押して切り替えます。

■ 表示方法を切り替える

リファレンスウィンドウは、デザインページ全体を

表示するか、データ全体を表示領域サイズに合わせ

て表示するか、切り替えることができます。

1. 位 置 と サ イ ズタブをクリックして、

をクリックします。

→ リファレンスウィンドウの表示方法が切

り替わります。

■ 表示領域枠を移動する

表示領域枠を移動して、デザインページに表示する

部分を、リファレンスウィンドウで指定できます。

1. カーソルを表示領域枠の上に移動しま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 表示領域枠をドラッグして、デザイン

ページで表示したい部分を囲む位置に移

動します。

→ 表示領域枠で囲まれたデータ部分がデザ

インページに表示されます。

■ 表示領域枠を書き直す

枠を書き直してデザインページに表示する部分を、

リファレンスウィンドウで指定できます。

1. リファレンスウィンドウの表示したい部

分をクリックまたはドラッグします。

→ クリックした位置を中心とした表示領域

枠が書き直され、表示領域枠で囲まれた

データ部分がデザインページに表示され

ます。特定の部分を表示するには、目的の

場所を囲むようにドラッグします。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、閉じるまたはキャンセルをクリック
します。

F11

デザインページ全体
を表示

刺しゅうデータ全体
を表示



235

刺しゅうデータの原画からの作成（デザインセンター）

■ 表示領域枠を拡大・縮小する

1. カーソルを表示領域枠の角に移動します。

→ 接している角によって、カーソルの形が

または に変わります。

2. 角をドラッグし、表示領域枠のサイズを調

節します。

■ 原画を表示する

原画ステージで開いた原画を、リファレンスウィン

ドウに表示できます。

1. 画像タブをクリックします。

■ 別の参照画像を表示する

別の画像をリファレンスウィンドウに表示できま

す。

1. 画像タブをクリックします。

2. 参照画像をクリックして、 をクリッ

クします。

3. 参照したい画像ファイルを選択して、開く

をクリックします。

刺しゅうデータを保存する

■ 上書き保存する

刺しゅうデータや画像は 1 度保存すれば、次回から

のデータの更新時は簡単に上書き保存できます。

ツールバーボタン： 

b メモ：

と で、高さと幅を拡大・縮小します。

a 注意：

原画ステージで画像を開いていない場合、原
画は表示されません。

b メモ：

リファレンスウィンドウが最初に表示される
ときは、原画が表示されます。参照画像が表
示されているとき原画をクリックすると、原
画が表示されます。
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1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→上書き保存をクリックします。

→ 作業中の刺しゅうデータや画像を以前に1
度以上保存したことがある場合は、ファイ

ルは直ちに上書き保存されます。

→ ファイル名が無題のときや、ディスク上に

ファイルが見つからないときは、名前を付

けて保存ダイアログボックスが表示され

ます。

■ 新しい名前を付けて保存する

現在のファイルを別のファイル名で保存すると、元

のファイルに変更を加えず、新規にデータを保存で

きます。

ファイルは、原画ステージではビットマップファイ

ル（.bmp）、輪郭線画ステージでは .pel ファイル、輪

郭データステージと縫い方設定ステージでは .pem

ファイルで保存されます。

1. メニューバーのファイル→名前を付けて

保存をクリックします。

→ 次のような名前を付けて保存ダイアログ

ボックスが表示されます。

2. ドライブとフォルダを選択し、ファイル名

を入力します。

3. 保存をクリックして、データを保存しま

す。

レイアウトセンターに
刺しゅうデータを送る

デザインセンターからレイアウトセンターを開く

ことができます。デザインセンターの縫い方設定ス

テージで作成した刺しゅうデータは、レイアウトセ

ンターの画面のデザインページに送ることができ

ます。

ツールバーボタン： 

b メモ：

• 拡張子は自動的に付きます。

• 原画ステージからの画像データはビット
マップファイル（.bmp）としてのみ保存で

きます。
輪郭線画ステージでは、画像データは .pel
ファイルとして保存されます。
輪郭データステージと縫い方設定ステージ
では、輪郭データ、刺しゅうデータは .pem
ファイルとして保存されます。

a 注意：

ファイルの種類で旧バージョンを選択する
と、保存された .pem ファイルを旧バージョ

ンのソフトウェアで開くことができます。た
だし、情報の一部が失われることがあります
のでご注意ください。

b メモ：

デザインセンターバージョン1.xの縫い方設定

ステージで保存した .pem ファイルを、バー

ジョン 7 のデザインセンターで開く場合は、輪

郭データステージに戻り、縫い方設定ステージ
に進んでください。刺しゅうデータがより高品
質になります。

b メモ：

• 操作を中止してメッセージを閉じる場合は、
キャンセルをクリックします。

• 名前を付けて保存ダイアログボックスで入
力した名前のファイルがすでに存在する場
合は、次のメッセージが表示されます。

• ファイルを上書きするときは、はいをク
リックします。

• 上書きしたくないときは、いいえをク
リックします。別のファイル名を入力し
て保存します。

a 注意：

輪郭および面の縫い方が設定されていない
場合は、刺しゅうデータをレイアウトセン
ターに送ることはできません。
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1. をクリックするか、メニューバーの

ステージ→レイアウトセンターへ送るを

クリックします。

→ レイアウトセンターを起動し取り込みサ

イズダイアログボックスが表示されます。

2. 取り込み倍率で倍率を入力するか、スピン

ボタンで倍率を変更します。

3. 方向で取り込む方向を選択します。

4. 取り込みをクリックして、刺しゅうデータ

を取り込みます。

→ 刺しゅうデータがレイアウトセンターの

画面のデザインページに表示されます。

ソフトウェアの設定を変更
する

■ グリッドの設定を変更する

グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。グリッド

の表示のしかたや間隔を指定できます。（この機能

は、輪郭データステージでのみ使用できます。）

1. メニューバーの表示→グリッドの設定を

クリックします。

→ グリッドの設定ダイアログボックスが表

示されます。

2. グリッドを表示チェックボックスを

チェックして、グリッドを表示します。

グリッドを非表示にするには、グリッドを

表示チェックボックスのチェックを外し

ます。

3. グリッドの間隔を設定します。グリッドの

間隔に数値を入力するか、スピンボタンで

値を変更します。（設定できる範囲は、1.0
～ 25.4mm です。）

4. 表示のしかたを選択します。枠で表示

チェックボックスをチェックすると、縦線

と横線で表示されます。

枠で表示チェックボックスのチェックを

外すと、グリッドの交点のみが表示されま

す。

5. OK をクリックし、変更を確定してダイア

ログボックスを閉じます。

■ 長さの単位を変更する

アプリケーションで使う長さの単位を、mm または

インチから選択できます。

1. メニューバーのオプション→単位の設定

をクリックして、単位（mm またはイン

チ）を選択します。

a 注意：

• デザインページのサイズより大きなサイズと
なる倍率を指定することはできません。

• 取り込み倍率は 24% 以下は設定できませ
ん。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

グリッドへの変更を取り消してダイアログ
ボックスを閉じる場合は、キャンセルをクリッ
クします。
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フォントクリエイターを起動する
1. をクリックし、すべてのプログ

ラム→刺しゅうPRO Ver.7→フォントクリ

エイターを選択します。

→ フォントクリエイターの画面が表示され

ます。

ファイルを開く

新しいフォントを作成する

空白のデザインページを開いて、新しい書体をデザ

インできます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→新規作成をクリックします。

→ デザインページが保存済み、または作業中

のデザインページがない場合は、直ちに空

白の新規デザインページが表示されます。

→ 現在のデザインページが保存されていな

い場合は、変更を保存するかどうかを尋ね

られます。

c 本ページの「フォントファイルを開く」、
P.254 の「上書き保存する」、および P.254 の

「新しい名前を付けて保存する」

フォントファイルを開く

以前に作成したフォントファイルを開いて編集でき

ます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→開くをクリックします。

b メモ：

ディスプレイ画面全体にフォントクリエイ
ター画面を表示するには、タイトルバーの右端
の最大化ボタンをクリックします。

b メモ：

• デザインページを保存する場合は、はいをク
リックします。

• デザインページを保存しない場合は、いいえ
をクリックします。

• 別の名前を付けて保存するなど、デザイン
ページに戻る場合は、キャンセルをクリック
します。
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→ 次のようなファイルを開くダイアログ

ボックスが表示されます。

2. ドライブ、フォルダを選択します。

3. ファイルを選択して開くをクリックする

か、アイコンをダブルクリックしてファイ

ルを開きます。

→ デザインページが保存済み、または作業中

のデザインページがない場合は、選択され

たファイルがデザインページに表示され

ます。

→ 現在のデザインページが保存されていな

い場合は、変更を保存するかどうかを尋ね

られます。

c P.238 の「新しいフォントを作成する」、P.254
の「上書き保存する」、および P.254 の「新

しい名前を付けて保存する」

下絵を開く

オリジナルフォントを作成するための下絵を準備し

ます。

下絵として使用する既存の画像データをデザイン

ページに開くことができます。使用できるファイル

は、次の形式のファイルです。

Windows ビットマップ（*.bmp）
Exif（*.tif, *.jpg）
ZSoftPCX（*.pcx）
Windows メタファイル（*.wmf）
Portable Network Graphics（*.png）
Encapsulated PostScript（*.eps）
Kodac PhotoCD（*.pcd）
FlashPix（*.fpx）
JPEG2000（*.j2k）

1. ツールバーのファイル→下絵を開くをク

リックします。

→ 次のような下絵を開くダイアログボック

スが表示されます。

2. ドライブ、フォルダ、ファイル名を選択し

ます。

b メモ：

操作を中止してダイアログボックスを閉じる
場合は、キャンセルをクリックします。

b メモ：

• デザインページを保存する場合は、はいをク
リックします。

• デザインページを保存しない場合は、いいえ
をクリックします。

• 別の名前を付けて保存するなど、デザイン
ページに戻る場合は、キャンセルをクリック
します。

b メモ：

プレビューチェックボックスがチェックされ
ていると、選択したファイルの内容がプレ
ビュー領域に表示されます。
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3. 開くをクリックしてファイルを開きます。

→ デザインページに、画像が表示されます。
デザインページのガイドライン

デザインページには、フォントを作成するために基

準となるガイドラインが表示されます。各ガイドラ

インの内容は、次のとおりです。

（A）ベースライン

文字の位置の基準になる線です。

文字の標準的な高さは、キャップラインからこ

の線までになります。この線は移動できません。

（B）キャップライン

文字の標準的な高さは、この線からベースライ

ンまでになります。この線は移動できません。

（C）ミーンライン

小文字の場合、文字の標準的な高さは、この線

からベースラインまでになります。線の右端に

ある三角形のアイコンをドラッグすると、移動

できます。

（D）ディセンダライン

この線は、「g」や「y」などのように、ベース

ラインより下の部分（ディセンダ）がある文字

の基準になります。線の右端にある三角形のア

イコンをドラッグすると、移動できます。

（E）アセンダライン

この線は、アクセント記号などのように、

キャップラインより上の部分（アセンダ）があ

る文字の基準になります。線の右端にある三角

形のアイコンをドラッグすると、移動できま

す。

（F/G）セットライン

この線の間隔が、文字の幅の基準になります。

線の下にある三角形のアイコンをドラッグす

ると、調整できます。

b メモ：

• ファイル名をダブルクリックしてもファイ
ルが開きます。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

• 複数のページがある .pcd ファイルと .fpx
ファイルは、最初のページのみを開くこと
ができます。LZW で圧縮された Tiff ファイ
ルは開くことができません。

• デザインページに開くことができる下絵
は、1 つです。別の下絵を開くと、それま
で表示されていた下絵はデザインページ
から削除されます。

b メモ：

• デザインページにある下絵の表示のしかた
を、表示 / 表示しない / 薄く表示から選択で

きます。詳しくは、P.255 の「下絵の表示設

定を変更する」を参照してください。

• ベースライン、キャップライン、およびセッ
トラインを、サンプルの画像上に赤い線で追
加してあります。これらは、下絵を簡単に配
置するためのガイドラインとしてご使用く
ださい。

（E）アセンダライン

（G）セットライン（F）セットライン

（B）キャップライン

（C）ミーンライン

（A）ベースライン

（D）ディセンダ

ライン
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b メモ：

• ベースライン、キャップライン、セットライ
ンは、文字を作成するときの基準マスクにな
ります。

• アセンダライン、ミーンライン、ディセンダ
ラインは、すべての文字に共通して表示され
ます。これら線の高さを変更すると、別の文
字を編集するときも同様に変更されます。

• セットラインは、文字ごとに別個に設定でき
ます。
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作成する文字を選択する
作成する文字を選択します。

1. 文字選択バーの文字選択ボタンをクリッ

クします。

表示された文字選択ダイアログボックスで、作

成する文字を選択します。

リストに表示されている文字は、作成する文字

をクリックすることで選択できます。

リスト上に文字がない場合は、ダイアログボッ

クス下部のエディットボックスに文字をキー

ボードで入力して キーを押すと選択す

ることができます。

b メモ：

• フォントデータが作成されている文字がリ
ストに表示されます。

• 文字を選択しないでデザインページに戻る
場合は、文字選択ダイアログボックスの外側
をクリックします。

• 文字選択ダイアログボックスの左上の□は
半角スペースです。選択すると、「半角ス
ペース」が文字選択バーに表示されます。

Enter

a 注意：

編集中のフォントデータの一部がデザイン
ページからはみ出ているときに別の文字を
選択すると、メッセージが表示されます。
フォントデータ全体をデザインページの枠
内に入れてから、別の文字を選択してくださ
い。
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フォントデータを作成する
マニュアルパンチングツールを使用して、オリジナルフォントのフォントデータを作成します。下絵を表示で

きるので、簡単に作成できます。

色および縫い方の設定は、レイアウトセンターで行います。

c P.239 の「下絵を開く」

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 5 つのボタン が

表示されます。

: 直線のブロック型パンチングデータの

作成に使用します。

（ショートカットキー： ）

: 曲線のブロック型パンチングデータの

作成に使用します。

（ショートカットキー： ）

: セミオートを使った直線ブロック型パ

ンチングデータの作成に使用します。

（ショートカットキー： ）

: 走り型パンチングデータの作成に使用

します。

（ショートカットキー： ）

: 送り型パンチングデータの作成に使用

します。

（ショートカットキー： ）

上記の 5 つのツールを使用して、フォントデー

タを作成します。

次の例では、直線のブロック型パンチングデー

タと走り型パンチングデータを使って「T」の

データを作成します。

2. をクリックし、直線のブロック型

データの作成を開始します。

→ カーソルの形が に変わります。

3. デザインページの始点（ポイント 1）をク

リックします。

4. 下の図を参考に、ポイント 2 ～ 4 をクリッ

クします。

Z

X

C

V

B

b メモ：

マウスを右クリックすると、直前に入力したポ
イントを削除できます。

1

2 4

3
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5. ポイント 4（ブロック型データの最終ポイ

ント）をクリックした後、 （走り型パ

ンチング）をクリックし、ポイント 5 ～ 7
をクリックします。

6. （直線のブロック型）をクリックし

て、デザインページで下の図のようにポイ

ント 8 ～ 10 をクリックします。

7. をクリックします。

8. をクリックし、デザインページでポ

イント 11 ～ 12 をクリックします。

9. ポイント 13（データの最終点）でダブル

クリックしてデータを完成させます。

6

7
5

8

9

10

11

12

b メモ：

• 入力中は、ショートカットキーで自由にパン
チングの種類を変えることができます。

• セミオートを選択して描画する場合は、下絵
となる画像が必要です。画像がない場合は、
直線のブロック型パンチングデータと同じ
動作になります。

• データの作成後に、直線を曲線に、また、そ
の逆に変換できます。詳しくは、P.250 の

「ポイントを編集する」を参照してください。

13
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フォントデータを編集する

フォントデータを選択する

1. ツールボックスの をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 選択したいフォントデータをクリックし

ます。

→ フォントデータの周りにハンドルが表示

されます。

3. 複数のフォントデータを選択するには、

キーを押しながらフォントデータを

クリックします。

■ すべてのフォントデータを選択する

1. ツールボックスの をクリックします。

2. メニューバーの編集→すべて選択をク

リックします。

フォントデータを移動する

1. 選択したフォントデータ上にカーソルを

移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

2. フォントデータをドラッグして、移動しま

す。

■ フォントデータを整列する

選択されたフォントデータを指定する方法で揃えま

す。

1. 配列する複数のフォントデータを選択し

ます。

2. メニューバーの編集→整列をクリックし、

左揃え、左右中央揃え、 右揃え、上揃え、

上下中央揃え、下揃えのいずれかを選択し

ます。

→ 選択されたフォントデータは、次のように

整列します。

b メモ：

フォントデータの選択を解除するには、別の
フォントデータを選択するか、デザインページ
の空白部分をクリックします。

b メモ：

• 選択したいフォントデータを囲むようにカーソ
ルをドラッグしても選択できます。カーソルを
ドラッグすると、点線の長方形が表示されます。
マウスボタンを離すと、その長方形内にある
フォントデータがすべて選択されます。

• 選択したくないフォントデータまで選択し
てしまったときは、フォントデータの無い部
分をクリックしてすべての選択を解除し、選
択し直します。

Ctrl

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

水平方向または垂直方向に移動できます。

• 矢印キーを押すと、矢印キーの方向に移動し
ます。グリッドに固定が設定されている場合
は 1 グリッドずつ、設定されていない場合

は、グリッドの最小間隔より小さい間隔で移
動します。

• 矢印キーを押し続けると、矢印キーの方向
に移動し続けます。

Shift
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フォントデータを拡大・縮小
する

1. 選択したフォントデータのハンドル上に

カーソルを移動します。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

2. ハンドルをドラッグし、フォントデータの

サイズを調整します。

フォントデータを削除する

1. 削除したいフォントデータを選択します。

2. キーを押すか、メニューバーの編

集→削除をクリックします。

フォントデータを切り取る

選択されたフォントデータをデザインページから削

除して、クリップボードにコピーします。

ツールバーボタン：

1. 1つまたは複数のフォントデータを選択し

ます。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→切り取りをクリックします。

→ 選択されたフォントデータがデザイン

ページから削除されます。

c 本ページの「フォントデータをコピーする」、
本ページの「フォントデータを貼り付ける」、

および本ページの「フォントデータを削除す
る」

フォントデータをコピーする

選択したフォントデータをデザインページから削除

しないで、クリップボードに保存します。

ツールバーボタン：

1. 1つまたは複数のフォントデータを選択し

ます。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→コピーをクリックします。

→ 選択したフォントデータがクリップボー

ドにコピーされます。編集→貼り付けを

使って、貼り付けることができます。

c 本ページの「フォントデータを切り取る」、

P.247 の「フォントデータを複製する」、およ
び P.247 の「フォントデータを貼り付ける」

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大、縮

小します。（幅と高さの比率が保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、フォントデータの中心から拡大・
縮小されます。

Shift

Delete

b メモ：

データはクリップボードにコピーされるので、

メニューバーの編集→貼り付けを使って、貼

り付けることができます。
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フォントデータを複製する

選択したフォントデータのコピーをデザインページ

に追加します。

1. 1つまたは複数のフォントデータを選択し

ます。

2. メニューバーの編集→複製をクリックし

ます。

→ 選択したフォントデータのコピーをデザ

インページに追加します。

c 本ページの「フォントデータをコピーする」

および本ページの「フォントデータを貼り付

ける」 

フォントデータを貼り付ける

クリップボードにあるフォントデータをデザイン

ページに貼り付けます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、メニューバーの

編集→貼り付けをクリックします。

→ 切り取りやコピーでクリップボードに保

存されたフォントデータが、デザインペー

ジに貼り付けられます。

c P.246 の「フォントデータを切り取る」、P.246
の「フォントデータをコピーする」、および

P.247 の「フォントデータを複製する」

フォントデータを上下に反転
する

選択されたフォントデータを上下に反転します。

1. 1つまたは複数のフォントデータを選択し

ます。

2. メニューバーの編集→反転→上下をク

リックします。

→ 選択されたフォントデータが上下に反転

されます。

c 本ページの「フォントデータを左右に反転す
る」および本ページの「フォントデータを回

転する」

フォントデータを左右に反転
する

選択されたフォントデータを左右に反転します。

1. 1つまたは複数のフォントデータを選択し

ます。

2. メニューバーの編集→反転→左右をク

リックします。

→ 選択されたフォントデータが左右に反転

されます。

c 本ページの「フォントデータを上下に反転す
る」および本ページの「フォントデータを回

転する」

b メモ：

フォントデータを元の向きに戻すには、編集→
反転→上下をもう一度クリックします。

b メモ：

フォントデータを元の向きに戻すには、編集→
反転→左右をもう一度クリックします。
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フォントデータを回転する

選択されたフォントデータを任意の角度で回転しま

す。

1. 1つまたは複数のフォントデータを選択し

ます。

2. メニューバーの編集→回転をクリックし

ます。

→ 選択したフォントデータの四隅のハンド

ルが、白い四角に変わります。

3. カーソルをハンドルの 1 つに移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

4. ハンドルをドラッグして、希望の角度に回

転します。

b メモ：

• ドラッグすると角度が1度単位で回転します。

• キーを押しながらドラッグすると、

15 度単位で回転します。

Shift
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フォントデータのポイントを編集する
グリッドに固定が設定されている場合は、必ずグリッド線の交点にポイントが作成されます。水平線や垂直線

はグリッド線と重なって引かれます。また、斜線はグリッドの交点を結んだ直線になります。

ポイントを移動する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいフォントデータをクリックし

ます。

→ フォントデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

3. 移動するポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは小さな黒い四角で

表示されます。

4. ポイントを移動したい場所にドラッグし

ます。

→ 選択されたすべてのポイントが同じ方向

に移動します。

ポイントを挿入する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいフォントデータをクリックし

ます。

→ フォントデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

3. ポイントを挿入したいフォントデータの

線上でクリックします。

→ 新しいポイントが追加されます。追加され

たポイントは選択された状態（小さな黒い

四角）で表示され、すぐに編集できます。

b メモ：

ポイント編集時は、複数のフォントデータを選
択することはできません。

b メモ：

• 複 数 の ポ イ ン ト を 選 択 す る に は、

キーを押しながらポイントをクリッ

クするか、ポイントを囲むようにドラッグし
ます。

• キーを押しながら→キーまたは↓

キーを押すと、矢印キーを押すごとに、1 つ

ずつ選択されているポイントが終点の方向
へ切り替わります。

a 注意：

フォントデータの線上でクリックすると、新
しいポイントが挿入されます。

Ctrl

Ctrl

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

水平方向または垂直方向に移動できます。

• 矢印キーを押すと、矢印キーの方向に移動し
ます。グリッドに固定が設定されている場合
は 1 グリッドずつ、設定されていない場合

は、グリッドの最小間隔より小さい間隔で移
動します。

• 矢印キーを押し続けると、矢印キーの方向
に移動し続けます。

b メモ：

ポイント編集時は、複数のフォントデータを選
択することはできません。

Shift
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ポイントを削除する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいフォントデータをクリックし

ます。

→ フォントデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

3. 削除したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

4. キーを押すか、メニューバーの編

集→削除をクリックします。

ポイントを編集する

ポイントに接している線は、直線または曲線のいず

れかに変更できます。また、ポイント上の線をなめ

らかにしたり、まっすぐにしたりすることができま

す。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいフォントデータをクリックし

ます。

→ フォントデータの既存ポイントが小さな

白い四角で表示されます。

3. 変更したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

4. メニューバーの編集→ポイントをクリッ

クします。

→ サブメニューが表示されます。

5. 設定を選択します。

• 直線化をクリックすると、ポイントの角
は直線になります。

• 曲線化をクリックすると、ポイントの角
は曲線になります。

• スムーズ化をクリックすると、2 本の曲線
ハンドルの長さを、個別に調整できるよ
うになります。選択されたポイントの角
は、曲線になります。

• 対称化をクリックすると、2 本の曲線ハン
ドルは、同じ長さになります。選択された
ポイントの角は、曲線になります。

• 尖化をクリックすると、2 本の曲線ハンド
ルの長さと角度を、個別に調整できるよ
うになります。ポイントを角にして尖ら
せることができます。

b メモ：

直線のブロック型パンチングデータ、曲線のブ
ロック型パンチングデータ、またはセミオート
で作成されたブロック型パンチングデータに
ポイントが挿入された場合、自動的に縫い方向
に沿った結合線にもポイントが挿入されます。
また、このようなケースでは、縫い方向と平行
な線にポイントを挿入することはできません。

b メモ：

ポイント編集時は、複数のフォントデータを選
択することはできません。

b メモ：

複数のポイントを選択するには、 キー

を押しながらポイントをクリックするか、ポイ
ントを囲むようにドラッグします。

b メモ：

直線のブロック型パンチングデータ、曲線のブ
ロック型パンチングデータ、またはセミオート
で作成されたブロック型パンチングデータに
挿入されたポイントが削除された場合、自動的
に縫い方向に沿った結合線に挿入されたポイ
ントと線も削除されます。

Ctrl

Delete

b メモ：

ポイント編集時は、複数のフォントデータを選
択することはできません。

b メモ：

複数のポイントを選択するには、 キー

を押しながらポイントをクリックするか、ポイ
ントを囲むようにドラッグします。

Ctrl
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作成したフォントデータを確認する
フォントデータの縫い順、プレビュー、文字一覧を確認できます。

縫い順を確認・変更する

フォントデータの縫い順を表示して変更できます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、またはメニュー

バーの縫い方→縫い順をクリックします。

→ 次のような縫い順ダイアログボックスが

表示されます。

をクリックすると、それぞれの部分がコ

マいっぱいに拡大表示されます。

■ フォントデータの部分を選択する

1. 縫い順ダイアログボックスで、部分のコマ

をクリックします。

→ 部分を選択すると、コマがピンク色にな

り、デザインページのその部分の輪郭線が

赤い破線で表示されます。

■ 縫い順を変更する

縫い順を変更するときは、移動する部分のコマをク

リックし、希望する位置までドラッグします。ドラッ

グしている間は、新しい縫い順の移動先が縦の赤い

太線で表示されます。

ダイアログボックスの下のボタンをクリックしても

部分を移動できます。

をクリックすると、縫い順を先頭に移動し

ます。

をクリックすると、縫い順を 1 つ前に移動

します。

をクリックすると、縫い順を 1 つ後に移動

します。

をクリックすると、縫い順を最後に移動し

ます。

縫い順を変更するには、OK をクリックします。

b メモ：

このダイアログボックスは横方向に大きくす
ることができます。

b メモ：

複数の部分を選択したいときは、 また

は キーを押したまま、各コマをクリッ

クします。また、複数のコマを囲むようにカー
ソルをドラッグしても、複数の部分を選択でき
ます。

Shift

Ctrl
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フォントデータをプレビュー
する

プレビューウィンドウで、フォントデータをプレ

ビューできます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、メニューバーの

表示→プレビューウィンドウをクリック

します。

→ プレビューウィンドウが表示されます。

■ プレビューウィンドウのサイズを変
更する

1. カーソルをプレビューウィンドウの角に

移動します。

→ 接している角によって、カーソルの形が

または に変わります。

2. 角をドラッグして、プレビューウィンドウ

のサイズを調整します。

作成した文字一覧を確認する

現在編集しているフォントファイルに含まれている

文字を一覧で表示できます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、メニューバーの

表示→一覧をクリックします。

→ 一覧ダイアログボックスが表示されます。

■ 文字を選択する

一覧ダイアログボックスで文字を選択すると、デザ

インページにその文字を表示できます。

1. をクリックするか、メニューバーの

表示→一覧をクリックします。

→ 一覧ダイアログボックスが表示されます。

2. 文字をクリックし、選択をクリックします。

→ 一覧ダイアログボックスが閉じられ、選択

したフォントデータがデザインページに

表示されます。

■ 一覧ダイアログボックスのサイズを
変更する

1. カーソルを一覧ダイアログボックスの角

に移動します。

→ 接している角によって、カーソルの形が

または に変わります。

2. 角をドラッグして、一覧ダイアログボック

スのサイズを調整します。

b メモ：

一覧ダイアログボックスで文字をダブルク
リックしても、デザインページに表示する文字
を選択できます。
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表示方法を切り替える
フォントデータをズームイン、ズームアウトして詳細部分や見えない部分を表示します。

ズームインを行う

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 4つのボタン が表示され

ます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 拡大したい部分をクリックします。

ズームアウトを行う

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 4つのボタン が表示され

ます。

2. をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 縮小したい部分をクリックします。

特定のフォントデータだけを
ズームする

1. ズームしたい 1 つまたは複数のフォント

データを選択します。

2. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 4つのボタン が表示され

ます。

3. をクリックします。

→ 選択したフォントデータだけが、利用可能

な画面スペースいっぱいに表示されます。

デザインページ全体を表示する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ 4つのボタン が表示され

ます。

2. をクリックします。

→ デザインページが縮小または拡大され、デ

ザインページ全体が表示されます。

b メモ：

特定の部分を拡大するには、目的の場所を囲む
ようにドラッグします。
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フォントファイルを保存する

上書き保存する

フォントファイルは 1 度保存すれば、次回からの

データの更新時は簡単に上書き保存できます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→上書き保存をクリックします。

→ 作業中のフォントファイルを以前に1度以
上保存したことがある場合は、ファイルは
直ちに上書き保存されます。

→ ファイル名が無題のときや、ディスク上に
ファイルが見つからないときは、名前を付け
て保存ダイアログボックスが表示されます。

c 本ページの「新しい名前を付けて保存する」 

新しい名前を付けて保存する

既存ファイルを編集し、別のファイル名で保存する

と、元ファイルは上書きされず、作業中のデータは

別ファイルとして保存されます。

ファイルは、.pef ファイルで保存されます。

1. メニューバーのファイル→名前を付けて

保存をクリックします。

→ 次のような名前を付けて保存ダイアログ
ボックスが表示されます。

2. ドライブとフォルダを選択し、ファイル名

を入力します。

3. 保存をクリックして、フォントファイルを

保存します。

c 本ページの「上書き保存する」

a 注意：

編集中のフォントデータの一部がデザイン
ページからはみ出ているときに保存すると、
メッセージが表示されます。すべてのフォン
トデータをデザインページの枠内に入れて
から、もう一度保存してください。

a 注意：

• 作成したフォントファイルは、次の場所に
保存してください。別のフォルダに保存す
ると、レイアウトセンターで使用できませ
ん。
（刺しゅうPROがインストールされている

ドライブ）\Program Files\Brother\刺しゅ

うPRO Ver.7\MyFont
• フォントクリエイターで新しいフォント
ファイルを保存するときにレイアウトセ
ンターを起動していると、そのフォント
ファイルはレイアウトセンターの書体セ
レクタには表示されません。このような場
合には、いったんレイアウトセンターを終
了して、再起動してください。

b メモ：

拡張子は自動的に付きます。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 名前を付けて保存ダイアログボックスで入
力した名前のファイルがすでに存在する場
合は、次のメッセージが表示されます。

• ファイルを上書きするときは、はいをク
リックします。

• 上書きしたくないときは、いいえをク
リックします。別のファイル名を入力し
て保存します。

a 注意：

編集中のフォントデータの一部がデザイン
ページからはみ出ているときに保存すると、
メッセージが表示されます。フォントデータ
全体をデザインページの枠内に入れてから、
もう一度保存してください。
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各設定を変更する

描画モードを変更する

フォントクリエイターには、2 つの描画モードがあり

ます。

• 塗りつぶし表示モード
縫いの部分が塗りつぶされて表示されま
す。このモードでは、フォントデータの
重なりかたが、より見やすくなります。

• 線表示モード（塗りつぶし表示モードオ
フ）
縫いの部分が塗りつぶされません。この
モードでは、より簡単にポイントを編集
できます。

これらのモードを切り替えるには、次の操作を行い

ます。

ツールバーボタン：

1. をクリックするか、メニューバーの

表示→塗りつぶし表示モードをクリック

します。

→ 塗りつぶし表示モードと線表示モードが

切り替わります。

下絵の表示設定を変更する

■ 下絵の濃さを変更する

デザインページにある下絵の表示のしかたを、表示

/ 表示しない / 薄く表示から選択できます。

1. メニューバーの表示→下絵を表示をク

リックし、次に設定を選択します。

下絵を表示する場合は、表示（100%）をクリッ

クします。

下絵を薄く表示する場合は、使用する濃さ

（75%、50% または 25%）をクリックします。

下絵を表示しない場合は、表示しないをクリッ

クします。

c P.239 の「下絵を開く」

■ 下絵を拡大・縮小する

1. メニューバーの表示→下絵のサイズと位

置の変更をクリックします。

→ 下絵の画像が選択されます。

2. 下絵のハンドル上にカーソルを移動しま

す。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

b メモ：

前のモードに戻るには、 をクリックする
か、表示→塗りつぶし表示モードをクリックし
ます。

b メモ：

• デザインページに取り込まれている下絵の
画像がない場合は、この機能は使えません。

• キーを押すと、表示（100%）、75%、

50%、25% および表示しないを切り替える

ことができます。

F6
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3. ハンドルをドラッグして、下絵のサイズを

調整します。

■ 下絵を移動する

1. メニューバーの表示→下絵のサイズと位

置の変更をクリックします。

→ 下絵の画像が選択されます。

2. 選択された下絵の上にカーソルを移動し

ます。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 下絵をドラッグして、移動します。

グリッドの設定を変更する

グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。グリッド

の表示のしかたや間隔を指定できます。

1. メニューバーの表示→グリッドの設定を

クリックします。

→ グリッドの設定ダイアログボックスが表

示されます。

2. グリッドを表示するには、グリッドを表示

チェックボックスをチェックします。

グリッドを非表示にするには、グリッドを

表示チェックボックスのチェックを外し

ます。

3. ポイントやハンドルをグリッド間隔で挿

入や移動をしたいときは、グリッドに固定

チェックボックスをチェックします。

4. グリッドの間隔セレクタで、グリッドの間

隔を選択します。

広いをクリックすると、グリッド間隔をデザイ

ンページの 1/15 に変更します。

普通をクリックすると、グリッド間隔をデザイ

ンページの 1/30 に変更します。

狭いをクリックすると、グリッド間隔をデザイ

ンページの 1/90 に変更します。

5. 枠で表示チェックボックスをチェックす

ると、グリッドが直線で表示されます。

6. OK をクリックし、変更を確定してダイア

ログボックスを閉じます。

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大、縮

小します。（幅と高さの比率が保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、下絵の中心から拡大・縮小されま
す。

b メモ：

デザインページに取り込まれている下絵の画
像がない場合は、この機能は使えません。

b メモ：

デザインページに取り込まれている下絵の画
像がない場合は、この機能は使えません。

Shift

b メモ：

固定機能はグリッドの表示 /非表示に関わらず

有効です。

a 注意： 

グリッドを表示チェックボックスがチェッ
クされており、枠で表示チェックボックスの
チェックが外れている場合は、グリッドの交
点のみが表示されます。

b メモ：

変更を取り消してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。
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ファイルを開く
以前に保存したパターンファイルを開いて編集でき

ます。

ツールバーボタン： 

1. ツールバーの か、メニューバーの

ファイル→開くをクリックします。

→ 次のようなファイルを開くダイアログ

ボックスが表示されます。

2. ドライブ、フォルダを選択します。

3. フォルダ内の .pasおよび .pmfファイルの

内容を見たいときは、一覧をクリックしま

す。

→ 次のような一覧ダイアログボックスが表

示されます。

4. 開くをクリックするか、アイコンをダブル

クリックしてファイルを開きます。

→ デザインページが保存済み、または作業中

のデータがない場合は、選択されたファイ

ルがデザインページに表示されます。

b メモ：

• プレビューチェックボックスがチェックさ
れていると、選択したファイルの内容がプレ
ビュー領域に表示されます。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

a 注意：

プログラムタタミ / スタンプパターンを開く

ときは、.pas ファイルを含むフォルダを選択

してください。モチーフパターンを開くとき
は、.pmf ファイルを含むフォルダを選択して

ください。

b メモ：

• ファイルを開くダイアログボックスに戻る
ときは、キャンセルをクリックします。

• パターンの真ん中の緑の矢印は、そのパター
ンがモチーフパターン（.pmf ファイル）で

あることを示します。矢印がないパターン
は、プログラムタタミ / スタンプパターン

（.pas ファイル）です。

• プログラムタタミ / スタンプパターンは、面

の設定がされている場合、赤（縫い沈め効
果）と青（浮き上がり効果）で塗りつぶされ
ます。

b メモ：

モードはファイルを開くと自動的にファイル
の種類に合わせて切り替わります。.pas ファイ

ルの場合はプログラムタタミ /スタンプモード

に、.pmf ファイルの場合はモチーフモードに

なります。
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→ 現在のデザインページが保存されていな

い場合は、変更を保存するかどうかを尋ね

られます。

c P.259 の「新規パターンを作成する」、P.272
の「上書き保存する」、および P.272 の「新
しい名前を付けて保存する」

下絵を開く

データ作成用の下絵として使用可能な画像を、デザ

インページ上に開きます。使用できる画像データは、

拡張子が Windows ビットマップ（*.bmp）、Exif（*.tif,

*.jpg）、ZsoftPCX（*.pcx）、Windows メタファイル

（*.wmf）、Portable Network Graphics（*.png）、

Encapsulated PostScript（*.eps）、Kodak PhotoCD

（*.pcd）、FlashPix（*.fpx）、JPEG2000（*.j2k）のい

ずれかです。

1. メニューバーのファイル→下絵を開くを

クリックします。

→ 次のような下絵を開くダイアログボック

スが表示されます。

2. ドライブ、フォルダ、ファイル名を選択し

ます。

3. 開くをクリックしてファイルを開きます。

→ デザインページに、画像が表示されます。

b メモ：

• デザインページを保存する場合は、はいをク
リックします。

• デザインページを保存しない場合は、いいえ
をクリックします。

• 別の名前を付けて保存するなど、デザイン
ページに戻る場合は、キャンセルをクリック
します。

b メモ：

プレビューチェックボックスがチェックされ
ていると、選択したファイルの内容がプレ
ビュー領域に表示されます。

b メモ：

• ファイル名をダブルクリックしてもファイ
ルが開きます。

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• メニューバーの表示→下絵をクリックする
と、画像の表示のしかたを、表示 / 薄く表示

/ 表示しないから選べます。

• 下絵を表示する場合は、表示（100%）

をクリックします。
• 下絵を薄く表示する場合は、使用する濃
さ（75%、50% または 25%）をクリッ

クします。
• 下絵を表示しない場合は、表示しないを
クリックします。

a 注意：

• 複数のページがある .pcd ファイルと .fpx
ファイルは、最初のページのみを開くこと
ができます。LZW で圧縮された Tiff ファイ
ルは開くことができません。

• デザインページに開くことができる下絵
は、1 つです。別の下絵を開くと、それま
で表示されていた下絵はデザインページ
から削除されます。
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新規パターンを作成する
空白のデザインページを開いて、新しいパターンを

デザインできます。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→新規作成をクリックします。

→ 現在のデザインページに保存済み、または

作業中のデータがない場合は、直ちに空白

の新規デザインページが表示されます。

→ 現在のデザインページが保存されていな

い場合は、変更を保存するかどうかを尋ね

られます。

c P.257 の「ファイルを開く」、P.272 の「上書
き保存する」、および P.272 の「新しい名前

を付けて保存する」

作成するパターンを選択する

ステッチクリエイターを使用して、プログラムタタ

ミ縫い / スタンプ用、モチーフ用のパターンを作成

できます。作成方法とデザインページはそれぞれ異

なります。メニューバーのモードをクリックし、サ

ブメニューから作成したいパターンを選択します。

1. プログラムタタミ /スタンプモードにする

ときは、モード→プログラムタタミ / スタ

ンプを選択します。

モチーフモードにするときは、モード→モ

チーフを選択します。

→ デザインページが保存済み、または作業中

のデータがない場合は、直ちに空白の新規

デザインページが表示されます。

→ 現在のデザインページが保存されていな

い場合は、変更を保存するかどうかを尋ね

られます。

b メモ：

• デザインページを保存する場合は、はいをク
リックします。

• デザインページを保存しない場合は、いいえ
をクリックします。

• 別の名前を付けて保存するなど、デザイン
ページに戻る場合は、キャンセルをクリック
します。 b メモ：

• デザインページを保存する場合は、はいをク
リックします。

• デザインページを保存しない場合は、いいえ
をクリックします。

• 別の名前を付けて保存するなど、デザイン
ページに戻る場合は、キャンセルをクリック
します。
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■ プログラムタタミ / スタンプモード

プログラムタタミ / スタンプモードでは、パターン

を 1 本または複数の線で描き、その後、線で囲まれ

た部分に面の設定を加えることで、縫い沈め / 浮き

上がり効果を出すことができます。デザインセン

ターやレイアウトセンターで、プログラムタタミ縫

いやスタンプのパターンとして使用できます。

ツールボックスの直線描画ツールで、プログラムタ

タミ / スタンプパターンの線を描き、線で囲まれた

面に、面設定ツール（凹、凸、クリア）で縫い沈め

/ 浮き上がり効果を設定し、プログラムタタミ / スタ

ンプパターンを編集します。

プログラムタタミ縫いの縫い方は通常のタタミ縫い

とは異なり、パターン線上に針が落ちるような縫い

目がつくられます。

■ モチーフモード

モチーフモードでは 1 本の線の形を変えて、オリジ

ナルのパターンを作成します。パターンは、レイア

ウトセンターでは線と面の縫い方に、デザインセン

ターでは面の縫い方に設定できます。

デザインページの右中央に緑の矢印（→）が表示さ

れ、刺しゅうが行われる方向が示されています。

緑の矢印に沿ってピンクの線が一本表示されます。

この線はモチーフ縫いのベースを示し、ポイント編

集ツールでポイントを挿入したり、移動したりして

編集し、パターンを作成します。

デザインページの左端の青い四角はその線の始点

を、右端の赤い四角は終点を示しています。

始点と終点は削除できません。両方とも同一の上下

位置になければならないので、どちらか一方を移動

すると、もう片方の点も同じ上下位置に動きます。

b メモ：

プレビュー画面を表示するには、メニューバー
の表示→プレビューをクリックします。

パターン例

b メモ：

プレビュー画面を表示するには、メニューバー
の表示→プレビューをクリックします。

パターンの例

線縫い

面縫い
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作成中にパターンの模様イメージを確認する
プレビュー画面で、どんな模様になるか、パターンをいくつか並べた模様イメージを確認できます。

1. プレビュー画面が表示されていない場合

は、メニューバーの表示→プレビューをク

リックします。

選択されているモード設定のプレビュー画面

が表示されます。メニューバーの表示→プレ

ビューの左にチェックマークが付きます。

プレビュー画面の画像は、デザインページの変

更に合わせて更新されます。

2. プレビュー画面を閉じるときは、閉じるボ

タンを押すか、メニューバーの表示→プレ

ビューのチェックを解除します。

b メモ：

• プレビュー画面は大きさを変更できます。

• プレビュー画面表示設定は、次に変更するま
で保持されます。

プログラムタタミ / スタンプモードプログラムタタミ / スタンプモード

モチーフモード
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プログラムタタミ / スタンプモードで
パターンを作成する
直線描画ツールで、パターンの直線または折線を描くことができます。

グリッドが表示されている場合は、どこでクリックしても、 必ず最も近くのグリッド線の交点（グリッドの垂

直線と水平線の交差する点）にポイントが作成されます。水平線や垂直線はグリット線と重なって引かれます。

ポイントはどこに移動しても、最も近い交点に移動します。

描きたいパターンによって、グリッド間隔を選択します。また、表示しないを選択すると、交点にポイントが

挿入されなくなります。グリッドの詳細については、P.273 の「グリッドの設定を変更する」を参照してくだ

さい。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルがデザインページに入ると、カー

ソルの形が に変わります。

2. カーソルを線の始点へ移動し、クリックし

ます。

3. カーソルを次の点へ移動し、クリックしま

す。

4. カーソルの移動とクリックを繰り返し、終

点でダブルクリックします。

5. 他の線を加えたい場合は、同じ手順を繰り

返し、パターンを完成します。

a 注意：

このツールはプログラムタタミ / スタンプ

モードでのみ使用できます。

b メモ：

マウスを右クリックすると、直前に入力したポ
イントを削除できます。
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プログラムタタミ / スタンプモードで
パターンを編集する

パターンを選択する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 選択したいパターンをクリックします。

→ パターンの周りにハンドルが表示されま

す。

3. 複 数 の パ タ ー ン を 選 択 す る に は、

キーを押しながらパターンをクリッ

クします。

■ すべてのパターンを選択する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

2. メニューバーの編集→すべて選択をク

リックします。

パターンを移動する

1. 選択したパターン上にカーソルを移動し

ます。

→ カーソルの形が に変わります。

2. パターンをドラッグして、移動します。

パターンを拡大・縮小する

1. 選択したパターンのハンドル上にカーソ

ルを移動します。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

a 注意：

線上をクリックしないと選択できません。

b メモ：

パターンの選択を解除するには、他のパターン
を選択するか、パターンが無い部分をクリック

するか、ツールボックスの 以外の別のボ

タンをクリックします。

b メモ：

• 選択したいパターン全体を囲むようにカー
ソルをドラッグしても選択できます。カーソ
ルをドラッグすると、点線の長方形が表示さ
れます。マウスボタンを離すと、その長方形
で完全に囲まれたすべてのパターンが選択
されます。

• 選択したくないパターンまで選択してし
まったときは、パターンの無い部分をクリッ
クしてすべての選択を解除し、選択し直しま
す。

Ctrl

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、パ

ターンは水平方向または垂直方向に移動し
ます。

• 矢印キーを押すと、選択したパターンを矢印
キーの方向に 1 グリッドずつ移動できます。

グリッドが表示されていない場合、パターン
はグリッドの最小間隔より小さい間隔で移
動します。

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大・縮

小します。（幅と高さの比率は保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、パターンの中心から拡大・縮小さ
れます。

Shift

Shift
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2. ハンドルをドラッグし、パターンのサイズ

を調整します。

パターンを削除する

1. 削除したいパターンを選択します。

2. キーを押すか、メニューバーの編

集→削除をクリックします。

パターンを切り取る

選択されたパターンを画面から削除して、クリップ

ボードにコピーします。

ツールバーボタン： 

1. 1 つまたは複数のパターンを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→切り取りをクリックします。

→ 選択されたパターンがデザインページか

ら削除されます。

c 本ページの「パターンをコピーする」、本ペー

ジの「パターンを貼り付ける」、および本ペー
ジの「パターンを削除する」

パターンをコピーする

選択したパターンをデザインページから削除しない

で、クリップボードに保存します。

ツールバーボタン： 

1. 1 つまたは複数のパターンを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→コピーをクリックします。

→ 選択したパターンがクリップボードにコ

ピーされます。編集→貼り付けを使って、

貼り付けることができます。

c 本ページの「パターンを切り取る」、本ペー
ジの「パターンを複製する」、および本ペー

ジの「パターンを貼り付ける」

パターンを複製する

選択したパターンのコピーをデザインページに追加

します。

1. 1 つまたは複数のパターンを選択します。

2. メニューバーの編集→複製をクリックし

ます。

→ 選択したパターンのコピーがデザイン

ページに追加されます。

c 本ページの「パターンをコピーする」 および
本ページの「パターンを貼り付ける」 

パターンを貼り付ける

クリップボードにあるパターンをデザインページに

貼り付けます。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

編集→貼り付けをクリックします。

→ 切り取りやコピーでクリップボードに保

存されたパターンが、デザインページに貼

り付けられます。

c 本ページの「パターンを切り取る」、本ペー

ジの「パターンをコピーする」、および本ペー
ジの「パターンを削除する」

パターンを上下に反転する

選択されたパターンを上下に反転します。

ツールバーボタン： 

1. 1 つまたは複数のパターンを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→反転→上下をクリックします。

→ 選択されたパターンが上下に反転されま

す。

c P.265の「パターンを左右に反転する」 および
P.265 の「パターンを回転する」

b メモ：

データはクリップボードにコピーされるので、
メニューバーの編集→貼り付けを使って、貼り
付けることができます。

Delete

b メモ：

パターンを元の向きに戻すには、編集→反転→
上下をもう一度クリックします。
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パターンを左右に反転する

選択されたパターンを左右に反転します。

ツールバーボタン： 

1. 1 つまたは複数のパターンを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→反転→左右をクリックします。

→ 選択されたパターンが左右に反転されま

す。

c P.264の「パターンを上下に反転する」 および
本ページの「パターンを回転する」

パターンを回転する

選択されたパターンを任意の角度で回転します。

ツールバーボタン： 

1. 1 つまたは複数のパターンを選択します。

2. をクリックするか、メニューバーの

編集→回転をクリックします。

→ 選択したパターンの四隅のハンドルが、白

い四角に変わります。

3. カーソルをハンドルの 1 つに移動します。

→ カーソルの形が に変わります。

4. ハンドルをドラッグして、希望の角度に回

転します。

b メモ：

パターンを元の向きに戻すには、編集→反転→
左右をもう一度クリックします。

b メモ：

• ドラッグすると角度が 1 度ずつ変わります。

• キーを押しながらドラッグすると、

15 度単位で回転します。

Shift
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プログラムタタミ / スタンプモードで
パターンを編集する（ポイントの編集）
グリッドが表示されている場合は、必ずグリッド線の交点にポイントが作成されます。水平線や垂直線はグ

リッド線と重なって引かれます。また、斜線はグリッドの交点を結んだ直線になります。

描きたいパターンによって、グリッド間隔を選択します。グリッドの詳細については、P.273 の「グリッドの

設定を変更する」を参照してください。

ポイントを移動する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいパターンをクリックします。

→ パターンの既存ポイントが小さな白い四

角で表示されます。

3. 移動するポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

4. 移動したい場所にドラッグします。

→ 選択されたすべてのポイントが同じ方向

に移動します。

ポイントを挿入する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいパターンをクリックします。

→ パターンの既存ポイントが小さな白い四

角で表示されます。

3. ポイントを挿入したいパターンの線上で

クリックします。

→ 新しいポイントが追加されます。追加され

たポイントは選択された状態（小さい黒い

四角）で表示され、すぐに編集できます。

b メモ：

一度に 1 本のパターンだけを選択できます。

b メモ：

• 複 数 の ポ イ ン ト を 選 択 す る に は、

キーを押しながらポイントをクリッ

クするか、ポイントを囲むようにドラッグし
ます。

• キーを押しながら→キーまたは↓

キーを押すと、矢印キーを押すごとに、1 つ

ずつ選択されているポイントが終点の方向
へ切り替わります。

a 注意：

パターンの線上でクリックすると、新しいポ
イントが挿入されます。

Ctrl

Ctrl

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

ポイントは水平方向または垂直方向に移動
します。

• 矢印キーを押すと、選択したポイントを矢印
キーの方向に 1 グリッドずつ移動できます。

グリッドが表示されていない場合、ポイント
はグリッドの最小間隔より小さい間隔で移
動します。

b メモ：

一度に 1 本のパターンだけを選択できます。

Shift
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ポイントを削除する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 編集したいパターンをクリックします。

→ パターンの既存ポイントが小さな白い四

角で表示されます。

3. 削除したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

4. ポイントを削除するには、 キーを

押すか、メニューバーの編集→削除をク

リックします。

b メモ：

一度に 1 本のパターンだけを選択できます。

b メモ：

複数のポイントを選択するには、 キー

を押しながらポイントをクリックするか、ポイ
ントを囲むようにドラッグします。

b メモ：

2 つのポイントからなる線の場合は、1 つを消

すと線全体が削除されます。

Ctrl

Delete
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面の縫い方を設定する
プログラムタタミ / スタンプパターンは、線で囲まれた面部に縫い方を設定することにより、縫い沈め / 浮き

上がり効果を表現することができます。デザインセンターやレイアウトセンターのスタンプツールを使って、

このパターンをスタンプを押すように配置したり、プログラムタタミ縫いのパターンとして使うこともできま

す。レイアウトセンターでは、円・円弧 / 長方形 / 図形 / 直線の各描画ツールや文字ツール、マニュアルパンチ

ングツールを使って作成された刺しゅうデータに設定できます。

1. 既存のプログラムタタミ /スタンプパター

ンファイル（.pas ファイル）を開くか、タ

タミ /スタンプモードの直線描画ツールを

使って新しいパターンを描きます。

2. ツールボックスの （面設定（凹））を

クリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

3. 縫い沈め効果を設定する面をクリックし

ます。

→ 面が赤色（このツールの設定色）で表示さ

れます。

4. ツールボックスの （面設定（凸））をク

リックします。

→ カーソルの形が に変わります。

5. 浮き上がり効果を設定する面をクリック

します。

→ 面が青色（このツールの設定色）で表示さ

れます。この面は針落ち点が作成されずに

縫われます。

6. 面の設定（縫い沈め /浮き上がり効果）を解

除するには、ツールボックスの （面設

定（クリア））をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

7. 面の設定を解除する面をクリックします。

→ 面が白（このツールの設定色）で表示さ

れ、その部分は、ベースの縫い方で設定さ

れた縫い方向で縫われます。

a 注意：

面の縫い方の設定（縫い沈め / 浮き上がり）

を行うには、閉じた線で囲まれた面が必要で
す。
デザインページの端（外周）にも線を描くこ
とができます。端に線を描いておくと、デザ
インページの端ギリギリまで面として使用
できます。

b メモ：

この面は、ピッチ 2.0 mm、偏差 30%、針落ち

点が面の輪郭線の上に設定されたタタミ縫い
で縫製されます。

a 注意：

• 面の設定後にステッチ線を編集した場合
は、編集後も面が線で囲まれていることを
確認してください。囲われていないと、縫
い沈め / 浮き上がり効果は解除されます。

• 面設定されたプログラムタタミ / スタンプ
パターンは、Ver.6 より前のバージョンの
ソフトウェアでは使用できませんが、以前
のバージョンで作成された.pasファイルに
面の縫い方の設定を行うことはできます。
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モチーフモードでモチーフパターンを作成する
モチーフモードでは、始点と終点の間にポイントを挿入し、そのポイントを移動するという操作を繰り返して、

一筆書きのようなパターンを作成します。

グリッドが表示されている場合は、必ずグリッド線の交点にポイントが作成されます。水平線や垂直線はグ

リッド線と重なって引かれます。また、斜線はグリッドの交点を結んだ直線になります。

描きたいパターンによって、グリッド間隔を選択します。グリッドの詳細については、P.273 の「グリッドの

設定を変更する」を参照してください。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 始点（青い四角）と終点（赤い四角）の間

のベース線をクリックします。

→ 新しいポイントが追加されます。追加され

たポイントは選択された状態（小さい黒い

四角）で表示され、すぐに編集できます。

3. 移動したいポイントを新しい位置に移動

します。

→ 新しいポイントと一緒に線が移動します。

4. 手順 2. と 3. を繰り返して、モチーフパ

ターンを完成させます。

b メモ：

モチーフモードを選択すると、自動的にポイン
ト編集ツールが選択されます。

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

ポイントは水平方向または垂直方向に移動
します。

• 矢印キーを押すと、選択したポイントを矢印
キーの方向に 1 グリッドずつ移動できます。

グリッドが表示されていない場合、ポイント
はグリッドの最小間隔より小さい間隔で移
動します。

• キーを押すと、選択されたポイント

が削除されます。

b メモ：

• 始点（青い四角）または終点（赤い四角）の
どちらか一方を移動すると、もう片方の点も
同じ上下位置に動きます。

• 始点と終点は、一定の距離以下に近づける
ことはできません。

Shift

Delete
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モチーフモードでパターンを編集する
作成したパターンや既存のモチーフファイルを開いて、形や位置を変更できます。前記の手順と同じ方法で行

いますが、同時に複数のポイントを選択して移動または削除できます。

複数のポイントを一度に
移動・削除する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ カーソルの形が に変わります。

2. 始点（青い四角）と終点（赤い四角）の間

の編集したいポイントをクリックします。

→ 選択されたポイントは黒い四角で表示さ

れます。

3. ドラッグすると移動します。

→ 選択されたすべてのポイントが同じ方向

に移動します。

4. ポイントを削除するときは、 キー

を押します。

→ 選択されたすべてのポイントが削除され

ます。

パターンを拡大・縮小する

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ モチーフパターンが選択されます。

2. ハンドル上にカーソルを移動します。

→ 接しているハンドルによって、カーソルの

形が、 、 、 または に変

わります。

3. ハンドルをドラッグし、パターンのサイズ

を調整します。

パターンを上下または左右に
反転する

選択したパターンを上下または左右に反転します。

1. ツールボックスの をクリックしま

す。

→ モチーフパターンが選択され、ツールバー

の および が選択できるように

なります。

b メモ：

モチーフモードを選択すると、自動的にポイン
ト編集ツールが選択されます。

b メモ：

• 複 数 の ポ イ ン ト を 選 択 す る に は、

キーを押しながらポイントをクリッ

クするか、ポイントを囲むようにドラッグし
ます。

• キーを押しながら→キーまたは↓

キーを押すと、矢印キーを押すごとに、1 つ

ずつ選択されているポイントが終点の方向
へ切り替わります。

a 注意：

パターンの線上でクリックすると、新しいポ
イントが挿入されます。

a 注意：

始点（青い四角）と終点（赤い四角）は削除
できません。

Ctrl

Ctrl

Delete

b メモ：

• は、幅を拡大・縮小します。

• は、高さを拡大・縮小します。

• と は、幅と高さを同時に拡大、縮

小します。（幅と高さの比率は保たれます。）

• キーを押しながらハンドルをドラッ

グすると、パターンの中心から拡大・縮小さ
れます。

Shift
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2. パターンを上下に反転するときは、メ

ニューバーの編集→反転→上下をクリッ

クするか、ツールバーの をクリック

します。

パターンを左右に反転するときは、編集→

反転→左右をクリックするか、ツールバー

の をクリックします。

b メモ：

パターンを元の向きに戻すには、同じメニュー
バーをもう一度選択するか、メニューバーの編
集→元に戻すをクリックします。
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パターンを保存する

上書き保存する

パターンを 1 度保存すれば、次回からデータの更新

時は簡単に上書き保存できます。

ツールバーボタン： 

1. をクリックするか、メニューバーの

ファイル→上書き保存をクリックします。

→ 作業中のパターンを以前に1度以上保存し

たことがある場合は、ファイルは直ちに上

書き保存されます。

→ ファイル名が無題のときや、ディスク上に

ファイルが見つからないときは、名前を付

けて保存ダイアログボックスが表示され

ます。

c 本ページの「新しい名前を付けて保存する」 

新しい名前を付けて保存する

現在のファイルを別のファイル名で保存すると、元

のファイルに変更を加えず、新規にデータを保存で

きます。

プログラムタタミ / スタンプモードでは .pas ファイ

ルで保存され、モチーフモードでは .pmf ファイルで

保存されます。

1. メニューバーのファイル→名前を付けて

保存をクリックします。

→ 次のような名前を付けて保存ダイアログ

ボックスが表示されます。

2. ドライブとフォルダを選択し、ファイル名

を入力します。

3. 保存をクリックして、保存します。

c 本ページの「上書き保存する」 

b メモ：

拡張子は自動的に付きます。

b メモ：

• 操作を中止してダイアログボックスを閉じ
る場合は、キャンセルをクリックします。

• 名前を付けて保存ダイアログボックスで入
力した名前のファイルがすでに存在する場
合は、次のメッセージが表示されます。

• ファイルを上書きするときは、はいをク
リックします。

• 上書きしたくないときは、いいえをク
リックします。別のファイル名を入力し
て保存します。

a 注意：

面設定されたプログラムタタミ / スタンプパ

ターンは、Ver.6 より前のバージョンのソフ

トウェアでは使用できませんが、以前のバー
ジョンで作成された.pasファイルに面の縫い

方の設定を行うことはできます。
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各設定を変更する

下絵の表示設定を変更する

デザインページにある下絵の表示のしかたを、表示

/ 表示しない / 薄く表示から選択できます。

1. メニューバーの表示→下絵をクリックし、

次に設定を選択します。

表示する場合は、表示（100%）をクリックします。

薄く表示する場合は、使用する濃さ（75%、

50% または 25%）をクリックします。

表示しない場合は、表示しないをクリックします。

c P.258 の「下絵を開く」

グリッドの設定を変更する

グリッドの表示 / 非表示を切り替えます。グリッド

の表示のしかたや間隔を指定できます。

1. メニューバーの表示→グリッドをクリッ

クします。

→ 現在のグリッド設定を示すサブメニュー

が表示されます。

2. 作成または編集したいパターンに必要な

設定をクリックします。

広いをクリックすると、グリッド間隔をデザイ

ンページの 1/8 に変更します。

普通をクリックすると、グリッド間隔をデザイ

ンページの 1/16 に変更します。

狭いをクリックすると、グリッド間隔をデザイ

ンページの 1/32 に変更します。

グリッドを表示しない場合は、表示しないをク

リックします。

グリッドが表示されている場合は、必ずグリッド線

の交点にポイントが作成されます。水平線や垂直線

はグリッド線と重なって引かれます。また、斜線は

グリッドの交点を結んだ直線になります。また、ど

こに移動しても、ポイントは最も近い交点に移動し

ます。

描きたいパターンによって、グリッド設定を選択し

てください。細かなパターンを描くときは、より狭

いグリッドを選択し、より単純なパターンを描くと

きはより広いグリッドを選択してください。表示し

ないを選択すると、グリッドへのポイント固定機能

が解除されます。

b メモ：

• デザインページに取り込まれている下絵の
画像がない場合は、この機能は使えません。

• キーを押すと、表示（100%）、75%、

50%、25% および表示しないを切り替える

ことができます。

b メモ：

• 作業中も、グリッド設定を変更することがで
きます。

• グリッド設定は次に変更するまで現在の設
定が保持されます。

F6

例 1： 広いグリッド

例 2： 普通グリッド

例 3： 狭いグリッド
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デザインデータベースを起動する
1. をクリックし、すべてのプログ

ラム→刺しゅうPRO Ver.7→デザインデー

タベースを選択します。

→ デザインデータベース画面が表示されま

す。

2. フォルダビュー内のフォルダをクリック

します。

→ フォルダ内のすべての刺しゅうファイルが

右側のコンテンツビューに表示されます。

刺しゅうファイルを整理する
ファイルを別のフォルダに移動するなどして、刺しゅうファイルを整理できます。また、刺しゅうファイルの

表示のしかたを、サムネイル大 / サムネイル小 / 詳細から選択できます。

新規フォルダを作成する

刺しゅうファイルを整理をするために、新規フォル

ダを作成します。

1. 左側のフォルダビューで、新規フォルダを

作成したいフォルダを選択します。

2. ファイル→フォルダ作成をクリックしま

す。

→ 選択したフォルダ内に、新しいフォルダが

サブフォルダとして表示されます。

3. 新しいフォルダ名を入力し、 キーを

押します。

→ フォルダ名が入力された名前に変わりま

す。

b メモ：

ディスプレイ画面全体にデザインデータベー
ス画面を表示するには、タイトルバーの右端の
最大化ボタンをクリックします。

b メモ：

次の拡張子のファイルのみが表示されます。

.pes　.phc　.dst　.exp　.pcs　.hus　.vip

.shv　.jef　.sew　.csd　.xxx　.pen

Enter
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刺しゅうファイルを
別のフォルダに移動・コピーする

デザインデータベースで、刺しゅうファイルのフォ

ルダ間の移動ができます。

1. フォルダビューに、刺しゅうファイルを移

動したいフォルダを表示します。

2. 移動したい刺しゅうファイルの入ってい

るフォルダを選択します。

3. コンテンツビューに表示された移動する

刺しゅうファイルを、フォルダビューの移

動先のフォルダにドラッグします。

→ 移動先のフォルダが移動前のフォルダと

同じドライブにある場合は、選択された刺

しゅうファイルは、ドラッグした先のフォ

ルダに移動します。

→ 移動先のフォルダが移動前のフォルダと

異なるドライブにある場合は、選択された

刺しゅうファイルは、ドラッグした先の

フォルダにコピーされます。

刺しゅうファイルの名前を
変更する

デザインデータベースで、刺しゅうファイルのファ

イル名を変更することができます。

1. フォルダビューで、名前を変更したい刺

しゅうファイルのあるフォルダを選択し

ます。

2. コンテンツビューで、名前を変更する刺

しゅうファイルを選択します。もう一度

ファイル名をクリックします。

→ ファイル名が反転表示に変わります。

3. 新しいファイル名を入力し、 キーを

押します。

刺しゅうファイルを削除する

デザインデータベースで、刺しゅうファイルを削除

することができます。

1. フォルダビューで、削除したい刺しゅう

ファイルのあるフォルダを選択します。

2. コンテンツビューで、削除したい刺しゅう

ファイルを選択します。

b メモ：

• 同じドライブにある別のフォルダにファイ

ルをコピーするときは、 キーを押し

ながら、刺しゅうファイルをドラッグしま
す。

• 異なったドライブにある別のフォルダに

ファイルを移動するときは、 キーを

押しながら、刺しゅうファイルをドラッグし
ます。

• ファイルの削除やコピーは、メニューバーの
機能を使って行うこともできます。編集→切
り取り（または編集→コピー）を選びます。
その後、新規フォルダに追加するには、フォ
ルダビューで新規フォルダを選択し、編集→
貼り付けを選択します。

Ctrl

Shift

a 注意：

刺しゅうファイルの名前の変更は、コンテン
ツビューの表示のしかたが詳細に設定（メ
ニューバーの表示→詳細を選択）されている
ときのみできます。（P.276 の「コンテンツ

ビューの表示のしかたを変更する」を参照し
てください。）

b メモ：

ファイルの拡張子は、変更できません。変更し
ようとすると、エラーメッセージが表示されま
す。

Enter
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3. キーを押します。

→ ファイルがゴミ箱に移動します。

コンテンツビューの表示の
しかたを変更する

コンテンツビューの刺しゅうファイルの表示を、サ

ムネイル大、サムネイル小、詳細から選ぶことがで

きます。

1. メニューバーの表示をクリックして、表示

設定を選択します。

刺しゅうファイルを大きいサムネイルで表示

したいときは、サムネイル大をクリックしま

す。

刺しゅうファイルを小さいサムネイルで表示

したいときは、サムネイル小をクリックしま

す。

刺しゅうファイルの縫い方情報別に表示した

いときは、詳細をクリックします。

b メモ：

• 刺しゅうファイルの削除は、メニューバーの
ファイル→削除を使って行うこともできま
す。

• 刺しゅうファイルの削除は、削除するファイ
ルを右クリックし、ポップアップメニューか
ら削除を選択して行うこともできます。

• ゴミ箱に移動しないで直ちにファイルを削

除する場合は、 キーを押しながら

キーを押します。

b メモ：

ツールバーの をクリックしても、大きい

サムネイルで表示できます。

Delete

Shift

Delete

b メモ：

ツールバーの をクリックしても、小さい

サムネイルで表示できます。

b メモ：

ツールバーの をクリックしても、詳細表

示で表示できます。
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刺しゅうファイルを開く

レイアウトセンターで
刺しゅうファイルを開く

選択した .pes ファイルを、レイアウトセンターで開

きます。

1. フォルダビューで、レイアウトセンターで

開きたい刺しゅうファイルのあるフォル

ダを選択します。

2. コンテンツビューで、開きたい.pesファイ

ルを選択します。

3. メニューバーのファイル→レイアウトセ

ンターで開くをクリックします。

→ レイアウトセンターで作業中のデザイン

ページが保存済み、または作業中のデータ

がない場合は、選択された刺しゅうファイ

ルは、直ちにレイアウトセンターで開きま

す。

→ レイアウトセンターで作業中のデータが

保存されていない場合は、変更を保存する

かどうかを尋ねられます。

c P.180 の「上書き保存する」 および P.180 の

「新しい名前を付けて保存する」

レイアウトセンターで
刺しゅうファイルを取り込む

選択した刺しゅうファイルを、レイアウトセンター

で取り込むことができます。取り込むことができる

ファイルは次の形式です。

.pes　.phc　.dst　.exp　.pcs　.hus　.vip　.shv

.jef　.sew　.csd　.xxx

1. フォルダビューで、レイアウトセンターで

取り込みたい刺しゅうファイルのある

フォルダを選択します。

2. コンテンツビューで、取り込みたい刺しゅ

うファイルを選択します。

3. メニューバーのファイル→レイアウトセ

ンターで取り込むをクリックします。

→ 選択された刺しゅうファイルが、レイアウ

トセンターに取り込まれます。

a 注意：

必ず.pesファイルの入っているフォルダを選

択してください。

b メモ：

ファイル名をダブルクリックするか、ファイル
をレイアウトセンターのデザインページにド
ラッグしても、レイアウトセンターで刺しゅう
ファイルを開くことができます。

b メモ：

• デザインページを保存する場合は、はいをク
リックします。

• デザインページを保存しない場合は、いいえ
をクリックします。

• 別の名前を付けて保存するなど、デザイン
ページに戻る場合は、キャンセルをクリック
します。

b メモ：

キーを押しながら、1 つまたは複数の

ファイルをレイアウトセンターのデザイン
ページにドラッグしても、刺しゅうファイルを
取り込むことができます。

a 注意：

.pen ファイルはレイアウトセンターに取り

込めません。

Ctrl
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刺しゅうファイルを確認する

刺しゅうファイルをプレビュー
する

刺しゅうファイルをリアルプレビューできます。

ツールバーボタン：

1. フォルダビューで、プレビューしたい刺

しゅうファイルのあるフォルダを選択し

ます。

2. コンテンツビューで、プレビューしたい刺

しゅうファイルを選択します。

3. をクリックするか、メニューバーの

表示→プレビューをクリックします。

→ 次のようなプレビューダイアログボック

スが表示されます。

刺しゅうファイルの情報を
確認する

ファイル名、サイズ、針数、糸色数、変更日などの

縫い方情報は、ファイルプロパティダイアログボッ

クスで確認できます。.pes ファイルでは、刺しゅう

ファイルに関する追加情報を見ることができます。

ツールバーボタン：

1. コンテンツビューで、縫い方情報を確認し

たい刺しゅうファイルを選択します。

2. ツールバーの をクリックするか、メ

ニューバーの表示→ファイルプロパティ

をクリックします。

→ ファイルプロパティダイアログボックス

が表示されます。

b メモ：

• ダイアログボックスを閉じるときは、閉じる
をクリックします。

• .pen ファイルのプレビューを行うことはで

きません。
b メモ：

• このダイアログボックスは大きさを変更で
きます。ダイアログボックスのサイズは、次
に変更するまで現在の設定が保持されます。

• ダイアログボックスを閉じるときは、閉じる
をクリックします。

• 色糸名表示を基本色に切り替えるには、基本
色で表示チェックボックスを選択します。

Ver.4.0 以降の PES ファイル

PES 以外のファイルおよび

Ver.3.0 以前の PES ファイル
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→ デザインページがカスタムサイズ（複数の

パーツに分割されている大型サイズ）に設

定されている場合は、次のようなファイル

プロパティダイアログボックスが表示さ

れます。

b メモ：

• 情報は枠の位置（枠パーツ）ごとに表示され
ます。赤い枠が、表示されている枠パーツの
位置を示しています。

• または をクリックして、他

の枠の位置に切り替えます。

• 枠の位置は、左から右と、上から下の順に表
示されます。刺しゅうデータがないパーツは
表示されません。

• ダイアログボックスを閉じるときは、閉じる
をクリックします。

a 注意：

は、最初の枠の位置に対応するパーツ

が表示されているときはクリックできませ

ん。また、 も、最後の枠の位置に対応

するパーツが表示されているときはクリッ
クできません。
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刺しゅうファイルを検索する
検索機能を使うと、1 つまたは複数の検索条件を指定することで、フォルダ内の希望の刺しゅうファイル（.pes、
.phc、.dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、.jef、.sew、.csd、.xxx または .pen ファイル）を、すばやく検索す

ることができます。

1. フォルダビューから検索したいフォルダ

を選択します。

2. メニューバーのファイル→検索をクリッ

クします。

→ 検索ダイアログボックスが表示されます。

3. 検索条件を指定します。指定する検索条件

のチェックボックスをチェックします。

ファイル名

特定のファイル名で検索できます。ボックスに

ファイル名を入力します。

対象フォーマット

特定のファイル形式で検索します。希望のファ

イル形式のチェックボックスをチェックしま

す。

針数

針数を指定して検索します。ボックスに針数の

上限と下限の数値を入力します。

色数

色数を指定して検索します。ボックスに糸色数

の上限と下限の数値を入力します。

幅

刺しゅうの横の長さを指定して検索します。

ボックスに横の大きさの上限と下限の数値を

入力します。

高さ

刺しゅうの縦の長さを指定して検索します。

ボックスに縦の大きさの上限と下限の数値を

入力します。

変更日

特定の変更日を指定して検索します。ボックス

に変更日の期間（何日から何日まで）を入力し

ます。

.pes ファイルの検索には、さらに次の条件を設定

できます。

デザイン名

特定のデザイン名で検索します。ボックスにデザ

イン名を入力します。

分類

特定の分類で検索します。ボックスに刺しゅうの

タイプや文字を入力します。

作者

特定の作者名で検索します。ボックスに検索し

たい文字を入力します。

キーワード

特定のキーワードで検索します。ボックスに検索

したい文字を入力します。

コメント

特定のコメントで検索します。ボックスに検索し

たい文字を入力します。

検索条件をリセットするには、検索条件のクリ

アをクリックします。

4. 検索をクリックします。

b メモ：

ワイルドカード文字（「?」で任意の１文字を、

「 」で任意の長さの任意の文字列を表す）も

使用できます。

b メモ：

• サブフォルダ（選択したフォルダ内のフォル
ダ）も検索する場合は、サブフォルダも検索
チェックボックスをチェックします。

• ファイル名の横にあるボックスに入力され
た文字は、1 つの文字セットとして扱われま

す。ただし、検索条件（.pes ファイルのみ）

の場合は、スペースで区切られた単語を複数
入力し、各単語とすべて一致するファイルを
検索することができます。

• 範囲を指定する検索条件の場合は、上限と下
限の両方の値を入力してください。
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→ 指定した検索条件に一致するファイルの

一覧が表示されます。

b メモ：

検索処理中に検索を中止する場合は、検索処理
中に表示されるメッセージボックスの検索
キャンセルをクリックします。
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刺しゅうファイルを別の形式に変換する
刺しゅうファイルを、簡単に別のファイル形式（.pes、.dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、.jef、.sew、.csd
または .xxx）に変換できます。

1. フォルダビューで、変換したい刺しゅう

ファイルのあるフォルダを選択します。

2. コンテンツビューで、変換したい刺しゅう

ファイルを選択します。

3. メニューバーのファイル→フォーマット

変換をクリックします。

→ フォーマット変換ダイアログボックスが

表示されます。

4. 変換するフォーマットセレクタからファ

イルの変換先形式を選択します。

5. 出力するフォルダを選択します。元ファイ

ルと同じフォルダに出力する場合は、同じ

フォルダに出力を選択します。別のフォル

ダに出力する場合は、次のフォルダに出力

を選択し、フォルダを指定します。

b メモ：

DST 形式では、糸色の変更に必要な糸切りを

指示するためにジャンプコードが使用されて
います。コードの数はご使用のミシンによって
異なっているため、糸切り用のジャンプ数ボッ
クスに値を入力するか、適切な値を選択してく
ださい。（この設定は .dst 形式を選択している

場合のみ有効です。）

b メモ：

• 同じフォルダに出力が選択されているとき
に、異なる形式のファイルを複数選択して変
換した場合は、指定ファイルと同じ形式の
ファイルは変換されません。ただし元のフォ
ルダとは別のフォルダに出力する場合は、指
定ファイルと同じ形式のファイルはすべて
コピー出力されます。

• 変換ファイルの出力先フォルダを変更する

ときは、 をクリックします。

表示されたフォルダの参照ダイアログボッ
クス内で、フォルダを選択し、OK をクリッ

クするか、フォルダをダブルクリックして
フォルダを開きます。フォルダの参照ダイア
ログボックスは閉じます。

• 新規フォルダを作成する場合は、新しいフォ
ルダの作成をクリックし、新規フォルダ名を
入力します。
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6. 変換をクリックします。

→ ファイルが変換され、新規ファイルが指定

フォルダに出力されます。

b メモ：

• ファイルを .pesファイルに変換した場合は、

ファイルがレイアウトセンターに取り込ま
れるときと同様に糸色が変わります。

• 存在しないフォルダへのパスが入力された
場合は、メッセージが表示され、フォルダを
作成するか尋ねられます。

• 同じ名前のファイルがすでに存在する場合
は、メッセージが表示され、上書き保存して
よいか尋ねられます。

• ファイル名は拡張子のみが選択されたファ
イル形式に変わり、出力されます。

a 注意：

.phc および .pen 形式へのファイル変換はで

きません。
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刺しゅうファイルをオリジナルカードへ
書き込む
刺しゅうファイルを選択してオリジナルカードへ書

き込むことができます。オリジナルカードをミシン

に挿入すると、刺しゅうデータをミシンで縫うこと

ができます。

1. オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

.phc ファイル以外のファイルを書き込む

ことができます。

2. をクリックします。

→ カード書き込みボックスが表示されます。

3. 刺しゅう枠セレクタから刺しゅう枠のサ

イズを選択します。

4. をクリックしてから、書き

込みたい刺しゅうファイルが保存されて

いるフォルダを選択します。

→ 選択したフォルダ内のすべての刺しゅう

ファイルがコンテンツビューに表示され

ます。

5. コンテンツビューで、オリジナルカードに

書き込みたい刺しゅうファイルを選択し

ます。

6. をクリックするか、刺しゅう

ファイルを右クリックして書き込み候補

リストに追加をクリックします。

→ 選択したファイルが書き込み候補リスト

に追加されます。

a 注意：

• オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

• ミシンからオリジナルカードを抜き差し
するときは、必ずミシンの電源を切ってか
ら行ってください。カードライターからオ
リジナルカードを抜き差しするときは、パ
ソコンの電源を切る必要はありません。

コンテンツビュー

書き込み候補リスト

（使用できる刺しゅうファイル）

（選択された刺しゅうファイル）

b メモ：

カード書き込みボックスを非表示にするには、

をクリックします。

b メモ：

ご使用のミシンの最大刺しゅう縫製範囲を越
えるサイズを選択しないでください。枠サイズ
より大きいサイズで作成したカードは、ミシン
で正しく動作しません。
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b メモ：

コンテンツビューでファイルを選択して、書き
込み候補リストにドラッグしても、書き込み候
補リストにファイルを追加できます。

a 注意：

• デザインページからはみ出た刺しゅう
データや、針数や色数がデザインページの
制限を越えた刺しゅうデータがある場合
は、刺しゅうファイルは書き込み候補リス
トに追加できません。

• 書き込み候補リストに表示された刺しゅ
うファイルのみをオリジナルカードに書
き込むことができます。

b メモ：

• 書き込み候補リストから刺しゅうファイル

を削除するときは、 をクリックする

か、刺しゅうファイルを右クリックして書き
込み候補リストから削除をクリックします。

• カスタムサイズのデザインページで作成し
た分割模様の刺しゅうデータは、枠バーツご
とに分けて書き込むことができます。枠パー
ツデータの合計サイズがオリジナルカード
の空き容量を超えている場合や、デザイン
ページのサイズが 90 × 90cm 以上で 80 個

以上に分割されている場合は、刺しゅうデー
タを分けて複数のオリジナルカードに書き
込んでください。

1枚のカードに保存できないときは、 を

クリックすると、書き込むパーツの選択ダイ
アログボックスが表示されます。書き込み可
能容量がいっぱいになるまで枠パーツを選
択することができます。

ダイアログボックス上部のカード容量インジ
ケータで、書き込み候補リストに追加されてい
る刺しゅうファイルの容量（青色）、パーツファ
イルの容量（空色）、カードの空き容量（白色）
を確認できます。

パーツを選択すると、選択したパーツファイル
によって使用される容量は空色で表示され、選
択するごとに加算されていきます。空き容量の
上限を超えると、カード容量インジケータ全体
が赤色になります。選択を解除する場合は、解
除するパーツを再クリックします。

選択しているパーツファイルを書き込み候補
リストに追加するには、選択をクリックしま
す。（選択は、パーツが選択されており、選択
したパーツを書き込むために十分な空き容量
がカードにある場合にのみ表示されます。）
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7. 操作を繰り返し、オリジナルカードに書き

込みたい刺しゅうファイルをすべて選択

します。

8. オリジナルカードに書き込む刺しゅう

ファイルを書き込み候補リストに追加で

きたら、 をクリックして、データの書

き込みを始めます。

→ 次のメッセージが表示されます。

9. OK をクリックします。

→ 書き込み候補リスト内の刺しゅうファイ

ルがオリジナルカードに書き込まれます。

10. 刺しゅうファイルがオリジナルカードに

書き込まれたかどうかを確認したいとき

は、 をクリックします。

→ オリジナルカードが挿入されているとき

は、次のようなメッセージが表示され、刺

しゅうファイルが刺しゅうカードから読

み込まれます。

→ がフォルダビューに表示さ

れ、オリジナルカードに書き込まれた刺

しゅうファイルがコンテンツビューに表

示されます。

b メモ：

• この操作をしながら、カード容量インジケー
タで刺しゅうファイルの容量とオリジナル
カードの空き容量を確認できます。
書き込み候補リスト内のデータによって使
用されているスペースは青色で表示されま
す。

• オリジナルカードの刺しゅうファイルを再

度カードに書き込むときは、 を

クリックしてから刺しゅうファイルを選択
し、書き込み候補リストにファイルを追加し
ます。

a 注意：

オリジナルカードにデータを書き込んでい
る最中（LED 表示が点滅中）は、オリジナル

カードや USB コネクタを抜かないでくださ

い。

a 注意：

• オリジナルカードが挿入されていないと
きは、次のメッセージが表示されます。

• OK を押してダイアログボックスを閉

じ、刺しゅうカードを挿入してから、

をクリックします。

b メモ：

• オリジナルカードに書き込まれた刺しゅう
ファイルは、コンテンツビューに「カード
データ」として表示されます。

• コンテンツビューをフォルダ表示に戻すと

き は、 を ク リ ッ ク し ま す。

または をクリック

すると表示を切り替えることができます。
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一覧（刺しゅう見本）を出力する

印刷する

選択したフォルダの刺しゅうイメージを一覧（刺

しゅう見本）として印刷できます。

1. フォルダビューで、一覧を印刷したい刺

しゅうファイルのあるフォルダを選択し

ます。

2. メニューバーのファイル→印刷の設定を

クリックします。

→ 次のような印刷の設定ダイアログボック

スが表示されます。

3. 印刷レイアウトで、各ページに印刷したい

刺しゅうの数（1 個、4 個、12 個）を選択

します。

4. 糸色の印刷方法で、糸色を糸色名で表示す

るか、ブランド名と糸番号で表示するかを

選択します。

5. 印刷をクリックします。

→ 選択した刺しゅうの一覧が印刷されます。

HTML ファイルを出力する

一覧は、HTML ファイルとして出力することもでき

ます。

1. フォルダビューで、一覧のHTML出力した

い刺しゅうファイルのあるフォルダを選

択します。

2. メニューバーのファイル→ HTML 出力を

クリックします。

→ 次のような名前を付けて保存ダイアログ

ボックスが表示されます。

3. ドライブとフォルダを選択し、HTML ファ

イル名を入力します。

4. ファイル上部とタイトルバーにタイトル

を表示する場合は、ページタイトルにタイ

トルを入力します。

5. ページレイアウトで、ページ上の刺しゅう

のレイアウトを選択します。

6. 保存をクリックします。

→ 選択したフォルダに、HTML ファイルが出

力されます。HTML ファイルと同じ名前の

フォルダが作られ、個々の刺しゅうイメー

ジファイルが出力されます。

b メモ：

ブランド名と糸番号が長い場合は、文字が全部
表示されないことがあります。

b メモ：

• コンテンツビューで刺しゅうファイルを1つ、

または複数選択すると、選択された刺しゅう
だけが印刷されます。

• 一覧印刷は、メニューバーのファイル→印刷
をクリックして直ちに実行することもでき
ます。前回印刷の設定ダイアログボックスで
選択された設定内容で印刷されます。
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CSV ファイルを出力する

選択した刺しゅうファイルの縫い方情報（ファイル

名、サイズ、針数、色数、ファイルのパス、ファイ

ルプロパティ（.pes ファイルのみ）、糸色名、色番

号）の CSV ファイルを出力することもできます。

1. フォルダビューから、CSV 出力したい刺

しゅうファイルのあるフォルダを選択し

ます。

2. ファイル→ CSV ファイル出力をクリック

します。

→ 次のような名前を付けて保存ダイアログ

ボックスが表示されます。

3. ドライブとフォルダを選択し、CSV ファ

イル名を入力します。

4. 保存をクリックします。

→ 刺しゅうファイルの縫い方情報のCSVファ

イルが選択したフォルダに出力されます。
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写真を自動的に刺しゅうデータに変換する
（フォトステッチ機能）

ここでは、ステッチウィザードで写真を使って美しい刺しゅうデータを作成するための基本的な操作を説明し

ます。

また、ステッチウィザードをマニュアルで設定する方法についても説明します。

ステップ 1 レイアウトセンターに
写真データを取り込む

まず、刺しゅうデータに変換する画像（原画）を
取り込みります。
ここでは、アプリケーションに付属している少女
の写真（girl-face.bmp）を使用します。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

画像を取り込みます。

メニューバーの画像→入力→ファイルからを

クリックします。

Photo フォルダをダブルクリックして開きま

す。

ステップ 1 レイアウトセンターに写真データを取り込む

ステップ 2 画像を刺しゅうデータに自動変換する

ステップ 3 糸色の設定

ステップ 4 刺しゅうデータをプレビューする

ステップ 5 刺しゅうデータを保存する

ステップ 6 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

2
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サンプルファイル girl-face.bmp を選択し、開

くをクリックするか、ファイルのアイコンをダ

ブルクリックします。

画像のサイズや位置を調整します

ハンドルをドラッグして、原画のサイズを調整

します。

画像の上にカーソルを移動し、希望する位置

までドラッグします。

ステップ 2 画像を刺しゅうデータに
自動変換する

次に、画像を自動的に刺しゅうデータに変換しま
す。

変換方法を選択します。

メニューバーの画像→ステッチウィザードの

起動をクリックします。

フォトステッチ 1 を選択し、カラーを選択して

から、次へをクリックします。

b メモ：

ハンドルが見えなくなった場合は、画像を右ク
リックして表示されたメニューから画像のサ
イズと位置をクリックします。

3

ハンドル

ステータスバーに、画像の

サイズが表示されます。

1
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刺しゅうデータに変換する写真の領域（マ

スクの形状と位置）を選択します。

マスクの形状を選択します。

丸いマスクを選択した場合

ハンドルをドラッグして、マスクのサイズを調

整します。

マスクの内側にカーソルを移動し、マスクの位

置を調整して、次へをクリックします。

を選択した場合

自由にマスクの形状を作成する場合は、

をクリックします。

ポイントを移動、挿入、削除して、マスクの形

状を調整します。

ポイントを挿入するには、マスクの輪郭線をク

リックします。ポイントを削除するには、ポイ

ントを選択して、 キーを押します。 

編集が終わったら、次へをクリックします。

2

Delete
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→ 画像が解析され、範囲の確認ダイアログ

ボックスが表示されます。

変換する領域のプレビューを確認して、次へを

クリックします。

ステップ 3 糸色の設定

プレビューを確認しながら、色と明るさを調整

します。

明るさ / コントラストスライダを使って、明る

さとコントラストを調整します。

最大糸色数で使用する色数の値を設定します。

プレビューの更新をクリックします。

b メモ：

この例（girl-face.bmp）のように、背景が 1 色

の場合は背景抽出をクリックすると、自動的に
画像の輪郭が検出されます。

b メモ：

刺しゅうデータが作成されない部分は、X マークで

埋められます。

b メモ：

このダイアログボックスでの設定については、
P.87 の「縫い方設定」を参照してください。
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プレビューを確認して、完了をクリックしま

す。

→ 変換された刺しゅうデータが、デザイン

ページに表示されます。

ステップ 4 刺しゅうデータを
プレビューする

完成した刺しゅうデータをプレビューします。

メニューバーの表示→リアルプレビューをク

リックします。

通常表示に戻すには、表示→リアルプレビュー

をクリックするか、 キーを押します。Esc
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ステップ 5 刺しゅうデータを保存する

刺しゅうデータが完成したら、後で呼び出せるよ
うに保存できます。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステップ 6 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

1

2



295

使ってみましょう（上級編）

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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オリジナルフォントをマニュアルで作成する
（フォントクリエイター）

フォントクリエイターで作成、編集したオリジナルフォントをレイアウトセンターで使用することができま

す。これらのオリジナルフォントを使用すると、オリジナルの刺しゅうデータを作成できます。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 下絵を準備する

内蔵フォントにない書体の文字やオリジナルフォ
ントを、マニュアルパンチングツールを使って作
成するときに使う下絵を準備します。スキャナな
どを使用して、下絵を画像ファイルとして用意し
ます。
次の形式のファイルを取り込むことができます。

Windows ビットマップ（*.bmp）、
Exif（*.tif, *.jpg）、
ZSoftPCX（*.pcx）、
Windows メタファイル（*.wmf）、
Portable Network Graphics（*.png）、
Encapsulated PostScript（*.eps）、
Kodak PhotoCD（*.pcd）、
FlashPix（*.fpx）、
JPEG2000（*.j2k）

ステップ 2 下絵を開く

データ作成用の下絵として、画像を開いて背景に
表示します。ここでは、アプリケーションに付属
している下絵を使って、文字「T」のフォントデー

タを作成します。

フォントクリエイターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→フォントクリエイター

を選択します。

画像を開いて、背景に表示します。

メニューバーのファイル→下絵を開くをク

リックします。

ステップ 1 下絵を準備する

ステップ 2 下絵を開く

ステップ 3 フォントデータを作成する

ステップ 4 他の文字のデータを作成する

ステップ 5 作成したフォントを使用して刺しゅうデータを作成する

b メモ：

下絵を使わずに、マニュアルパンチングツール
を使う場合は、ステップ 3 に進んでください。

1

2
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Font フォルダをダブルクリックして開きま

す。

サンプルファイルCapital_T.bmpを選択し、開

くをクリックするか、ファイルのアイコンをダ

ブルクリックします。

画像のサイズや位置を調整します。

ハンドルをドラッグして、選択した画像のサイ

ズを調整します。

文字の高さを、ベースラインからキャップライ

ンまでの高さに合せます。

b メモ：

ベースライン、キャップライン、およびセット
ラインを、サンプルの画像上に赤い線で追加し
てあります。これらは、下絵を簡単に配置する
ためのガイドラインとしてご使用ください。

3

ベース
ライン

キャップ
ライン

ハンドル
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選択した画像の上にカーソルを移動し、画像を

ドラッグして配置します。

ステップ 3 フォントデータを作成する

ここでは、下絵を使って、フォントデータを作成
します。

作成する文字を選択します。

文字選択ボタンをクリックし、作成する文字

（T）を選択します。

リストに表示されている文字は、作成する文字

をクリックすることで選択できます。リストに

ない文字は、作成する文字をエディットボック

スに入力します。ここでは、エディットボック

スにキーボードで「T」を入力し、 キー

を押してください。

b メモ：

• フォントクリエイターで作成した文字をレ
イアウトセンターに取り込むと、文字の幅と
高さは次の範囲になります。

• 文字の幅：セットライン（A）からセッ

トライン（B）
• 文字の高さ：ベースライン（C）から

キャップライン（D）

• ベースラインとキャップライン以外のライ
ンは、右端または下端の （三角形のアイ

コン）をドラッグすると、位置を変更できま
す。

• キャップライン（D）とベースライン（C）

は、文字の高さの目安になります。このライ
ンは固定されています。

• セットライン（A と B）で示される文字の幅

は、文字ごとに別個に設定できます。

（A）セットライン（B）セットライン

キャップ
ライン
（D）

ベース
ライン
（C）

三角形のアイコン

（A）セットライン（B）セットライン

キャップ
ライン
（D）

ベース
ライン
（C）

b メモ：

画像を移動するときは、カーソルの形が

に変わります。

1

Enter
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マニュアルパンチングツールを使用して、

フォントデータを作成します。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（直線のブロック型）をクリックするか、

キーボードの キーを押します。

デザインページのポイント 1（始点）をクリッ

クします。

デザインページで、ポイント 2 ～ 4 をクリッ

クします。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（走り型データボタン）をクリックする

か、キーボードの キーを押します。

デザインページで、ポイント 5 ～ 7 を設定し

ます。

b メモ：

デザインページにある下絵の表示のしかたを、
表示 /表示しない /薄く表示から選択できます。

ここでは、表示→下絵の表示設定をクリックし
て、25% を選択します。

2

Z

1

2 4

3

V

6

7
5
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（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（直線のブロック型）をクリックするか、

キーボードの キーを押します。

デザインページで、ポイント 8 ～ 10 を設定し

ます。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（走り型データボタン）をクリックする

か、キーボードの キーを押します。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（直線のブロック型）をクリックするか、

キーボードの キーを押します。

デザインページで、ポイント 11 ～ 12 を設定

します。

ポイント 13（データの最終点）でダブルクリッ

クしてデータを完成させます。

をクリックします。

セットラインをドラッグして、文字の幅を設定

します。

b メモ：

この時点で （走り型データボタン）をク

リックすると、縫製が重なることを防止できま
す。

Z

8

9

10

V

b メモ：

マウスを右クリックすると、直前に入力したポ
イントを削除できます。

Z

11

12

13

セットライン セットライン
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ステップ 4 他の文字のデータを
作成する

次は、他の文字のデータを作成します。ここでは、
文字「g」のデータを作成します。

画像を取り込んで、背景に表示します。

ツールバーのファイル→下絵を開くをクリッ

クします。

サンプルファイル Small_g.bmp を選択し、開

くをクリックするか、ファイルのアイコンをダ

ブルクリックしてファイルを開きます。

作成する文字を選択します。

文字の選択ボタンをクリックし、作成する文字

を選択します。ここでは、「g」を選択します。

エディットボックスにキーボードで「g」を入

力し、 キーを押してください。

下絵のサイズや位置と文字の高さを調整

します。

ハンドルをドラッグして、選択した画像のサイ

ズを調整します。

文字の高さを、ベースラインからキャップライ

ンまでの高さに合わせます。

1

2

Enter

3

ハンドル

キャップ

ベース

ライン

ライン
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選択した画像の上にカーソルを移動し、画像を

ドラッグして配置します。

フォントのデータを作成します。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

b メモ：

• フォントクリエイターで作成した文字をレ
イアウトセンターに取り込むと、文字の幅と
高さは次の範囲になります。

• 文字の幅：セットライン（A）からセッ

トライン（B）
• 文字の高さ：ベースライン（C）から

キャップライン（D）

• ベースラインとキャップライン以外は、右端
または下端の （三角形のアイコン）をド

ラッグすると、線の位置を変更できます。

• キャップライン（D）とベースライン（C）

は、文字の高さの目安になります。これらは
固定されています。

• セットライン（A と B）で示される文字の幅

は、文字ごとに別個に設定できます。

（A）セットライン（B）セットライン

キャップ
ライン
（D）

ベース
ライン
（C）

三角形の
アイコン

b メモ：

• 画像を移動するときは、カーソルの形が

に変わります。

• デザインページにある下絵の表示のし
かたを、表示 / 表示しない / 薄く表示か

ら選択できます。ここでは、表示→下絵
を表示をクリックして、25% を選択し

ます。

4
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（走り型データボタン）をクリックしま

す。

番号と矢印を参照して、デザインページにポイ

ントを設定します。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（曲線のブロック型）をクリックするか、

キーボードの キーを押します。

上図のように曲線を描きます。

上図のように、続けて曲線を描きます。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（走り型データボタン）をクリックする

か、キーボードの キーを押します。

上図のように直線を描きます。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（直線のブロック型）をクリックするか、

キーボードの キーを押します。

1 2

3

4
5

6

7

X

15

13
11 9

8

1012
14

16

24
2220

18

17
19 21

23

V

26

25

Z
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上図のように曲線を描きます。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（走り型データボタン）をクリックする

か、キーボードの キーを押します。

上図のように曲線を描きます。

（マニュアルパンチングツール）をクリッ

クします。

（曲線のブロック型）をクリックするか、

キーボードの キーを押します。

上図のように、デザインページをクリックして

「g」を描きます。終点でダブルクリックします。

セットラインをドラッグして、文字の幅を調整

します。

27

29 28

V

30

31
32

33

34

X

b メモ：

ブロックの中心に沿って走り型パンチング
ツールで線を描くと、よりきれいな仕上がりに
なります。

44 45

43
413937

35
36 40

4238

セットライン セットライン
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フォントデータを保存します。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。ここでは、「My font1」という名前

を入力します。

保存をクリックします。

ステップ 5 作成したフォントを使用して
刺しゅうデータを作成する

作成したフォントデータを呼び出して、レイアウ
トセンターで使用できます。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

作成したフォントを使用して、文字を入力

します。

をクリックし、次に をクリックしま

す。

a 注意：

• 作成したフォントファイルは、次の場所に
保存してください。別のフォルダに保存す
ると、レイアウトセンターで使用できませ
ん。
（刺しゅう PRO がインストールされている
ドライブ）\Program Files\Brother\刺しゅ
うPRO Ver.7\MyFont

• フォントクリエイターで新しいフォント
ファイルを保存したときにレイアウトセ
ンターを起動していると、そのフォント
ファイルはレイアウトセンターの書体セ
レクタには表示されません。このような場
合には、いったんレイアウトセンターを終
了して再起動してください。

5

1

2
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フォントセレクタをクリックし、「My font1」を

選択します。

デザインページをクリックします。

文字を入力し、OK をクリックします。

→ デザインページに文字が表示されます。

b メモ：

選択できる文字から文字をクリックして選択
をクリックするか、文字をダブルクリックして
入力します。

b メモ：

オリジナルフォントは内蔵フォントと同様に
入力した文字を編集することができます。
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パターンの作成（ステッチクリエイター）
ステッチクリエイターでプログラムタタミ縫いとモチーフ縫いのパターンの作成、編集を行い、それらをレイ

アウトセンターやデザインセンターで使うことができます。これらのパターンを使用すると、より装飾的な刺

しゅうデータを作成できます。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 プログラムタタミの
パターンファイルを開く

まず、編集するプログラムタタミのパターンを開
きます。ここでは、パターン wave1.pas を使用し

ます。

ステッチクリエイターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→ステッチクリエイター

を選択します。

プログラムタタミのパターンを開きます。

ファイル→開くをクリックします。

Patternフォルダのパターンファイルwave1.pas
を選択します。

開くをクリックするか、ファイルのアイコンを

ダブルクリックします。

ステップ 1 プログラムタタミの パターンファイルを開く

ステップ 2 ［例 1］ 線を描いて パターンを編集する

［例 2］縫い沈め / 浮き上がり効果を設定する（プログラムタタミ / スタンプモード）

［例 3］線を編集してパターンを作成する（モチーフモード）

ステップ 3 編集したパターンを保存する

1

2
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ステップ 2［例 1］ 線を描いて
パターンを編集する

ツールボックスの直線描画ツールを使用して、表
示された模様の間に線を引いてみましょう。

直線を描きます。

をクリックします。

→ カーソルの形が に変わります。

左から 1 本目の波線の始点（線の最上部）から

右方向に 2 つ目のグリッドをクリックします。

左から 1 本目の波線と並行にカーソルを移動

し、角でクリックします。

前述の操作を繰り返し、波線の終点（線の最下

部）に到達したらダブルクリックします。

b メモ：

ここでは、グリッド設定は普通で作業します。
グリッド設定は、どれぐらいの細かさで描きた
いかによって選択します。より細かいパターン
の場合は狭いを選択し、より単純なパターンの
場合は広いを選択します。グリッドの設定につ
いては、P.273 の「グリッドの設定を変更する」

を参照してください。

1

b メモ：

グリッドが表示されている場合は、必ずグリッ
ド線の交点にポイントが作成されます。水平線
や垂直線はグリッド線と重なって引かれます。
また、斜線はグリッドの交点を結んだ直線にな
ります。
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前述の操作を繰り返し、右側から 1 本目と 2 番

目の波線の間に波線を追加します。

ステップ 2［例2］縫い沈め /浮き上がり効果を設定す
る（プログラムタタミ /スタンプモード）

縫い沈め / 浮き上がり効果のあるパターンを作成

します。プログラムタタミ / スタンプパターンの

面部に、凹、凸の設定を加えることで、刺しゅう
データに縫い沈め / 浮き上がり効果を与えます。

この設定には、線で囲まれた面が必要です。ここ
では、線によって囲まれた面がないため、線を閉
じ面部を作ります。

デザインページの周りに線を描きます。

をクリックします。

デザインページの左上隅をクリックします。

デザインページの上端に沿ってカーソルを移

動し、右上隅でダブルクリックして、デザイン

ページの上端に沿って線を描きます。

デザインページの左下隅をクリックします。

1
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デザインページの下端に沿ってカーソルを移

動し、右下隅でダブルクリックして、デザイン

ページの下端に沿って線を描きます。

縫い沈め / 浮き上がり効果を設定します。

（面設定（凹））をクリックします。

左から 1 つ目と 4 つ目の波線の面をクリック

します。

→ 設定された面は赤色で表示され、縫い沈め

効果を出すために短いステッチで縫われ

ます。

（面設定（凸））をクリックします。

左から 2 つ目と 5 つ目の波線の面をクリック

します。

→ 設定された面は青色で表示され、浮き上が

り効果を出すためにサテン縫い（針落ちし

ない面縫い）で縫われます。

2
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ステップ 2［例3］線を編集してパターンを
作成する（モチーフモード）

モチーフモードでは、1 本の線の形を変えて、オリ

ジナルのパターンを作成します。作成したパターン

は、レイアウトセンターでは線と面の縫い方に、デ

ザインセンターでは面の縫い方に設定できます。

モチーフモードに切り替えます。

モード→モチーフをクリックします。

パターンを作成します。

をクリックします。

始点（青い四角）と終点（赤い四角）の間の編

集したいポイントをクリックします。

→ ポイントが黒い四角で表示されます。

ポイントを新しい位置に移動します。

ポイントを移動すると、一緒にピンク色の線が

移動します。

1

2

b メモ：

• キーを押しながらドラッグすると、

ポイントは水平方向または垂直方向に移動
します。

• 矢印キーを押すと、選択したポイントを矢印
キーの方向に 1 グリッドずつ移動できます。

グリッドが表示されていない場合、パターン
はグリッドの最小間隔より小さい間隔で矢
印キーの方向に移動します。

• キーを押すと、選択されたポイント

が削除されます。

Shift

Delete
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ステップ 3 編集したパターンを
保存する

編集したプログラムタタミ /スタンプパターンは、

.pas ファイルとして保存されます。レイアウトセ

ンターやデザインセンターで、面に設定するプロ
グラムタタミ縫いとして使用可能になります。（モ
チーフモードでは、.pmf ファイルとして保存され

ます。）
この例では、ファイルは .pas ファイルとして保存

されます。

作成したパターンを保存します。

ファイル→名前を付けて保存をクリックしま

す。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステッチクリエイターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

1

2
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分割模様の刺しゅうデータを作成する
レイアウトセンターでは、刺しゅう枠より大きいサイズの刺しゅうデータを作成できます。

この手順は、次のような操作の流れになっています。

ステップ 1 レイアウトセンターで
デザインページのサイズを設定する

まず、デザインページのサイズを、刺しゅうデー
タのサイズに合わせて設定します。

レイアウトセンターを起動します。

をクリックし、すべてのプログラム

→刺しゅうPRO Ver.7→レイアウトセンターを

選択します。

デザインページのサイズを設定します。

メニューバーのオプション→デザインページ

の設定をクリックします。

カスタムサイズを設定するには、カスタムサイ

ズを選択し、デザインページの幅と高さを選択

します。

幅と高さに設定できる範囲は、100mm～1000mm

です。

この設定によって、デザインページの幅と高さ

を設定します。

ここでは、幅を 230mm、高さを 330mm に設

定します。

パーツのサイズ（使用する枠サイズ）セレクタ

をクリックし、枠パーツ（使用する刺しゅう枠）

のサイズを選択します。ここでは、120×170mm
を選択します。

ステップ 1 レイアウトセンターで デザインページのサイズを設定する

ステップ 2 刺しゅうデータを作成する

ステップ 3 縫い順を確認する

ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

ステップ 5 オリジナルカードへ 刺しゅうデータを書き込む

1

2
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OK をクリックします。

ステップ 2 刺しゅうデータを作成する

ここでは、アプリケーションに付属しているレー
ス模様の刺しゅうデータを使って説明します。

刺しゅうデータを取り込みます。

メニューバーのファイル→データ取り込みを

クリックし、ファイルからをクリックします。

Sample\Design フォルダの刺しゅうデータ

ファイル Largelace.pes を選択します。

取り込みをクリックして、刺しゅうデータファ

イルを取り込みます。

ステップ 3 縫い順を確認する

刺しゅうデータを縫う前に、枠パーツがどのよう
に縫われていくか縫い順を確認し、布のどの部分
に刺しゅう枠をセットするかを決めます。
枠パーツは、左から右、上から下の順で縫われま
す。

刺しゅうデータを確認します。

メニューバーのオプション→デザインのプロ

パティをクリックします。

b メモ：

• パーツのサイズ（使用する枠サイズ）の設定
では、パーツの幅と高さは実際の枠サイズよ
り 10mm 小さくなっています。これは、パー

ツをきれいにつなぎ合わせるために、パーツ
間に重なる部分を作っているためです。
10mm はこの重なる部分の大きさです。

• パーツのサイズ（使用する枠サイズ）では、
縫製時に使用する枠サイズを選択します。

1

b メモ：

刺しゅうデータが選択されていると、縫い順を
確認できません。縫い順を確認するときは、刺
しゅうデータの選択を解除してください。

1
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他の枠パーツの情報を表示するには、次と前を

クリックします。次または前の縫い順の枠パー

ツの情報に切り替わります。

確認したら、閉じるをクリックします。

ステップ 4 刺しゅうデータを保存する

刺しゅうデータが完成したら、後で呼び出せるよ
うに保存できます。

ファイル→上書き保存をクリックします。

ドライブとフォルダを選択し、ファイル名を入

力します。

保存をクリックします。

ステップ 5 オリジナルカードへ
刺しゅうデータを書き込む

刺しゅうデータをミシンへ転送して、はじめて実
際に縫うことができます。ミシンへ転送するには、
お使いのミシンで使用できるメディアを使いま
す。ここでは、オリジナルカードへ刺しゅうデー
タを書き込んでみましょう。

a 注意：

カスタムサイズのデザインページで作成し
た刺しゅうデータは、保存またはオリジナル
カードに書き込む前に、自動的に走り縫いが
追加されます。縫製時に、この走り縫いの線
を目安にして、枠パーツの位置合わせをする
ことができます。この縫い目は、空白（未定
義）色として表示され、編集することはでき
ません。（詳しくは、P.193 の「縫製する」を

参照してください。）

a 注意：

デザインページからはみ出た刺しゅうデー
タや、針数や色数がデザインページの制限を
越えた刺しゅうデータがある場合は、保存す
るかどうかを尋ねられます。
データがデザインページからはみ出してい
たり、針数や色数が制限をこえている場合、
ミシンで刺しゅうすることができるデータ
は作成されません。

b メモ：

他に、ミシンで使用できるメディアとして、フ
ロッピーディスク、コンパクトフラッシュカー
ド、USB メモリなどのメディアが使えます。使

用できるメディアは、ミシンの取扱説明書を参
照してください。



316

使ってみましょう（上級編）

オリジナルカードをカードライターに挿

入します。

刺しゅうデータを転送します。

ファイル→カード書き込みをクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

→ 次のメッセージが表示されます。

OK をクリックします。

レイアウトセンターを終了します。

メニューバーのファイル→終了をクリックし

ます。

a 注意：

オリジナルカードを正しく挿入すると、カ
チッという音がします。

a 注意：

データが保存されているオリジナルカード
に書き込みを行うと、カードのデータはすべ
て消去されます。書き込みを行う前に、必要
なデータはハードディスクや他の記録媒体
などに保存し（P.98 の「刺しゅうカードから

刺しゅうデータを取り込む」参照）、カード
に必要なデータが残っていないことを確認
してください。

1

2

a 注意：

• カードライターが正しく接続されていな
いため、ランプが点灯していない場合は、
「カードライターが接続されていません。
カードライターを正しく接続して下さ
い。」というエラーメッセージが表示され
ます。

• オリジナルカードが挿入されていない場
合は「オリジナルカードが入っていませ
ん。カードライターにオリジナルカードを
入れてください。」というエラーメッセー
ジが表示されます。

3
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縫い方の種類
各縫い方の設定は、初期設定では標準値が設定されていますが、設定を変更して独自のステッチを作成できま

す。

c 詳しくは、P.154 の「線の縫い方」を参照してください。（レイアウトセンター）

c 詳しくは、P.219 の「線の縫い方」を参照してください。（デザインセンター）

c 詳しくは、P.156 の「面の縫い方」を参照してください。（レイアウトセンター）

c 詳しくは、P.220 の「面の縫い方」を参照してください。（デザインセンター）

■ 線の縫い方の種類

サテン縫い 走り縫い・3 重縫い

モチーフ縫い E/V ステッチ

■ 面の縫い方の種類

サテン縫い タタミ縫い

プログラムタタミ縫い モチーフ縫い
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クロスステッチ 同心円縫い

放射縫い 渦巻き縫い

パイピング縫い パイピング縫い（モチーフ設定）

スティップリング

c 詳しくは、P.159 の「プログラムタタミ縫い」を参照してください。（レイアウトセンター）

c 詳しくは、P.222 の「プログラムタタミ縫い」を参照してください。（デザインセンター）

c 詳しくは、「線の縫い方」の P.155 の「モチーフ縫い」を参照してください。（レイアウトセンター）

c 詳しくは、「面の縫い方」の P.161 の「モチーフ縫い」を参照してください。（レイアウトセンター）

c 詳しくは、「面の縫い方」の P.224 の「モチーフ縫い」を参照してください。（デザインセンター）

b メモ：

プログラムタタミ縫いとモチーフ縫いは、選択する縫い方によって模様が変わります。
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刺しゅうデータの拡大・縮小について
取り込んだ刺しゅうデータ（ステッチデータ）をレイアウトセンターで拡大・縮小する方法として、データを

そのまま拡大・縮小する方法や、データを STB 機能（Stitch to block 機能）（P.116 参照）でマニュアルパンチ

ングデータに変換してから拡大・縮小する方法があります。

通常、そのまま拡大・縮小すると、縫製される針数は変わらず、縫い目が粗くまたは細かくなるので、データ

のサイズを大きく変えると、刺しゅうの品質が変わってしまいます。ただし、 キーを押しながら拡大・

縮小すると、糸密度や針落ちパターンが自動的に新しいサイズに合わせて変更されるので、元の刺しゅう品質

を維持することができます。

STB 機能（Stitch to Block 機能）により変換されたマニュアルパンチングデータは、拡大・縮小しても、元の刺

しゅう品質を維持することができます。また、縫い方や形状を編集することもできます。データを少しだけ拡

大・縮小する場合は、STB 機能を操作する必要はありません。

縫い方向
縫い縮みを抑えるためには、縫う方向を、長い辺に直角になるように設定します。

縫い順
レイアウトセンターやデザインセンターで複数の刺しゅうデータを組み合わせた刺しゅうデータを作成した

場合は、縫い順を確認し、必要に応じてデータを修正してください。

レイアウトセンターでは、データを描画した順序が標準の縫い順となります。

デザインセンターでは、縫い方を設定した順序が標準の縫い順となります。

広い範囲を縫うときは
• 広い範囲を縫うときは、下打ちをオンに設定します。

c 詳しくは、P.154 の「下打ち」を参照してください。

• 縫い方向の設定を変更すると、縫い縮みを防ぐことができます。

• 刺しゅうするときは、必ず布地の裏に刺しゅう用接着芯を使用してください。特に薄地や伸びる布地の場

合、芯を使用しないで刺しゅうをすると、針が折れたり曲がったりするおそれがあります。また、縫い縮

みや模様のずれの原因にもなります。

この「刺しゅう PRO」では、オリジナルの刺しゅうデータが作成できるように、様々な縫い方（糸密度、
縫いピッチ等）がサポートされています。しかし、最終的な仕上がりは、ご使用のミシンの性能や実際の
縫製条件（布、糸など）によって異なる場合がありますので、実際にご使用になるミシン、縫う条件で、
必ず試し縫いを行ってください。試し縫いには、最終的に使用するものと同じ布、針、ミシン刺しゅう糸
を使用してください。

Ctrl

縫い縮みが生じやすい 縫い縮みが生じにくい
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• 広い範囲にサテン縫いをするときは、布や糸の種類によっては、縫い縮みが生じることがあります。この

ようなときは、タタミ縫いを選択して、布地の裏側に接着芯を貼ります。

デザインセンターに原画を取り込む際の
ヒント
デザインセンターに原画を取り込むときは、次の方法を試してみてください。

■ 画像をスキャナで読み込む

• 輪郭がはっきりしないときは、トレーシングペーパーで輪郭をなぞり、スキャンしてください。

• 画像の色数を少なくすると、より良いスキャン結果を得ることができます。

データ 縫製後

a 注意：

広い範囲でサテン縫いを使うと、ミシンによっては、針の位置が 10ｍｍ 位ずれてしまうことがあります。

これを防ぐには、上記の方法を試してみてください。
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ステッチデータの一部を切り取る
（ステッチ分割ツールを使用する）

レイアウトセンターのツールボックスの をクリックしてから、ステッチデータを選択し、切り取りたい部

分を囲む多角形の枠をつくり、ダブルクリックすると、その枠の部分を切り取ることができます。

c 詳しくは、P.117 の「ステッチデータの一部を切り取る」を参照してください。

美しい写真刺しゅうを作成する
■ フォトステッチの場合
• 被写体が大きく写されている写真を選択します。（1 枚の写真に多くの物が写っている写真など、複雑な写

真は適していません。）

• コントラストを高くします。

• 幅と高さが 300 ～ 500 ドットの画像が適しています。

• 人物写真の場合、以下のようにサイズを調整すると良い結果が得られます。

顔のアップ画像の場合

デザインページサイズを 100 × 100mm（またはそれ以上）に設定し、画像をデザインページサイズいっ

ぱいに拡大（または縮小）します。

バストアップ画像の場合

デザインページサイズを 130 × 180mm（またはそれ以上）にし、画像をデザインページサイズいっぱい

に拡大（または縮小）します。
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• 元の写真が暗い場合は、フォトステッチの設定ダイアログボックスで明るさを高い値に設定することをお

勧めします。

• 作成された刺しゅうデータに強調したくない色が含まれている場合（たとえば、顔に灰色が入っているな

ど）縫い順 / 糸色ダイアログボックスで、その色が他の色より先に縫われるように順序を変更すると、良

い結果を得られる場合があります。

c 詳しくは、P.116 の「ステッチデータの糸色を変更する」を参照してください。

• セピア色のユーザー糸リストをユーザー糸リストの編集ダイアログボックスで作成し、次にフォトステッ

チの設定ダイアログボックスの色の設定で、作成したセピア色のユーザー糸リストを選択すると、セピア

色の写真刺しゅうを作成できます。

c 詳しくは、P.164 の「ユーザー糸リストを作成・編集する」を参照してください。

刺しゅうに適した書体
■ ミニサイズ文字を縫う場合

ミニサイズ文字が含まれた刺しゅうデータを縫製す

るときは、次の推奨事項に従ってください。

1. 糸調子を、通常の刺しゅうデータの場合よ

り弱く設定します。

2. 通常の刺しゅうデータの場合より、遅い速

度で縫製します。

（糸調子と縫い速度の調整については、ミ

シンの取扱説明書を参照してください。）

3. 文字の間の渡り糸を切らないようにして

ください。

（ミシンの糸切りの設定については、ミシ

ンの取扱説明書を参照してください。）

■ TrueTypeフォントを刺しゅうデータ
に変換する場合

TrueType フォントを刺しゅうデータに変換すると

きは、ゴシック体のようにすべての線ができるだけ

太いものを選択してください。
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抜き文字を作成する
（図形データに変換した文字を使用する）

刺しゅうデータの面上に抜き文字を入れたい場合は、TrueType フォントの文字データを図形データに変換で

図形データに変換します。

1. 描画ツールを使用して図形を描きます。

c 詳しくは、P.119 の「図形を描く」を参照し
てください。

2. TrueType フォントの文字を選択します。

3. 文字を右クリックし、表示されたメニュー

から図形データに変換を選択します。

c 詳しくは、P.138 の「文字データを図形デー

タに変換する」を参照してください。

4. 図形の内側に文字を配置します。

5. 文字の輪郭線を選択し、Ctrl キーを押しな

がら背景の図形データを選択して、ドーナ

ツ縫いの設定を選択します。

c 詳しくは、P.168 の「面縫いの二重縫いを防

止する（ドーナツ縫い）」を参照してくださ
い。

6. 文字の内側にある輪郭線を選択して、面の

設定ボタンをクリックします。

（この例の背景色は黒であるため、面の色

ボタン で選択された色は黒です。）

→ 抜き文字が完成します。
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アルファベット以外の文字（中国語、韓国語など）
を刺しゅうデータに変換する
TrueType フォントを使用すると、中国語、韓国語などの文字から刺しゅうデータを作成できます。

この例では、韓国語の True Type フォントから刺しゅうデータを作成します。

1. 文字入力ツールを選択し、韓国語の

TrueType フォント（この例では「Gulim」）

を選択します。

2. デザインページで、文字データを入力した

い位置をクリックします。文字の編集ダイ

アログボックスが表示されます。

3. パソコンの文字コード表を表示します。

（スタート→すべてのプログラム→アクセ

サリ→システムツール→文字コード表）

4. 文字コード表のフォントで Gulim を選択

し、詳細表示チェックボックスを選択しま

す。次 に、文 字 セ ッ ト リ ス ト か ら

Windows: 韓国語を選択して、使いたい文

字（この例では、「 」）を選択

し、選択をクリックします。

5. 使用する文字をすべて選択できたら、コ

ピーをクリックして、文字をコピーしま

す。

6. レイアウトセンターの文字の編集ダイア

ログボックスに文字を貼り付けて、OK を

クリックします。
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レイアウトセンター

ツールボックスボタン一覧

ツールボックス 用途 参照ページ

選択ツール 
アプリケーションを起動すると、選択ツールが選択されています。

カーソルの形状：

P.102

ポイント編集ツール
カーソルの形状： または

P.107
P.111

ズームツール
カーソルの形状： または

P.171

文字、ミニサイズ文字、モノグラム入力ツール

カーソルの形状：
P.127

円・円弧描画ツール

カーソルの形状：
P.119

長方形描画ツール

カーソルの形状：
P.121

図形描画ツール

カーソルの形状： 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、または

P.122

線描画ツール

カーソルの形状： 、 、または
P.123

マニュアルパンチングツール

カーソルの形状： 、 、 、 、または
P.125

ものさしツール
カーソルの形状：

P.172

ステッチデータ分割ツール
カーソルの形状：  

P.117
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メニュー一覧

■ ファイルメニュー

ファイルメニューで、開く、保存、印刷などのファイルの入力／出力を処理します。

スタンプツール
カーソルの形状：  または

P.145

b メモ：

メニュー上の機能のほとんどは、ツールバーのボタン、ショートカットキーやキーの組み合わせ、または
右マウスボタンをクリックして表示されるメニューリストにより操作することができます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

新規作成 新規デザインページを作成します。 Ctrl + N P.95

開く
以前に保存した刺しゅうデータ（.pes ファイル）を開

きます。
Ctrl + O P.95

データ
取り込み

ファイル

から

刺しゅうカードから読み込んだファイル（.pec）、タジ
マ (.dst)、メルコ (.exp)、パフ (.pcs)、ハスクバーナ (.hus,
.vip, .shv)、ジャノメ (.jef, .sew)、シンガー (.csd, .xxx)
の各形式で作成されたファイル、および、ブラザー刺
しゅうミシンで作成されたファイル（.phc）を取り込

み、それを作業中のデザインページに加えます。

F8 P.96

デザイン
センター

から

デザインセンターからステッチデータを取り込みま

す。
F7 P.99

カード
から

刺しゅうカードから刺しゅうデータを取り込みます。 P.98

上書き保存
作業中のデザインページをハードディスクなどに上書

き保存し、ファイルを更新します 。
Ctrl + S P.180

名前を付けて保存
作業中のデザインページをハードディスクなどに新し

いファイル名で保存します。
P.180

データ書き出し
デザインページに表示されているデータを、別のファ
イル形式（.dst、.exp、.pcs、.hus、.vip、.shv、,jef、.sew、

.csd、.xxx）に変換して出力します。

P.180

カード書き込み
作業中のデザインページをオリジナルカードに書き込
みます。

F4 P.181

ファイルプロパティ 編集中の .pes ファイルにコメントを入力します。 P.182

印刷の設定 印刷設定を変更します。 P.183

ツールボックス 用途 参照ページ
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■ 編集メニュー

編集メニューで、切り取りや貼り付けなど、選択された刺しゅうデータの編集操作を行います。

印刷プレビュー 印刷前に、印刷のイメージを確認できます。 P.184

印刷 作業中のデザインページと情報を印刷します。 Ctrl + P P.184

終了 アプリケーションを終了します。 Alt + F4 P.15

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

元に戻す 直前の操作を元の状態に戻します。 Ctrl + Z

やり直し 最後に行った「元に戻す」の操作を解除します。 Ctrl + A

グループ化
選択された複数の刺しゅうデータをグループ化して 1 つ
の刺しゅうデータにします。

Ctrl + G

P.106

グループ化解除 刺しゅうデータのグループ化を解除します。 Shift+ G

切り取り
選択された刺しゅうデータを画面から削除し、クリッ

プボードにコピーします。
Ctrl + X

コピー
選択された刺しゅうデータを画面から削除しないで、
クリップボードにコピーします。

Ctrl + C

複製 選択された刺しゅうデータを複製します。 Ctrl + D

貼り付け
クリップボードにコピーされている内容をデザイン

ページに貼り付けます。
Ctrl + V

削除
選択された刺しゅうデータまたはポイントをデザイン
ページから削除します。

Delete
P.82

P.109

ポイント

直線化 ポイントの両サイドにある曲線を直線にします。 P.109

曲線化 ポイントの両サイドにある直線を曲線にします。 P.109

スムーズ
化

選択されたポイントの２本の曲線ハンドルをスムーズ
な位置にします。

P.110

対称化
選択されたポイントの２本の曲線ハンドルを対称な位

置にします。
P.110

尖化
選択されたポイントの２本の曲線ハンドルをそれぞれ

個別に操作できるようにします。
P.111

削除 選択されたポイントを削除します。 P.109

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ
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反転

上下 選択された刺しゅうデータを上下に反転します。 Ctrl + H

P.105

左右 選択された刺しゅうデータを左右に反転します。 Ctrl + J

回転
選択された刺しゅうデータを任意の角度で回転しま
す。

Ctrl + Y P.105

数値設定

サイズ 選択された刺しゅうデータを任意のサイズにします。 P.104

回転
選択された刺しゅうデータを任意の角度で回転しま

す。
P.106

中央へ移動
選択された刺しゅうデータをデザインページの中央へ
移動します。

Ctrl + M P.103

整列

左揃え
選択された複数の刺しゅうデータを左寄せで揃えま

す。

P.103

左右中央
揃え

選択された複数の刺しゅうデータを左右中央位置で揃
えます。

右揃え
選択された複数の刺しゅうデータを右寄せで揃えま

す。

上揃え 選択された複数の刺しゅうデータを上端で揃えます。

上下中央
揃え

選択された複数の刺しゅうデータを上下中央位置で揃
えます。

下揃え 選択された複数の刺しゅうデータを下端で揃えます。

すべて選択 すべての刺しゅうデータを選択します。 Ctrl + E P.102

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ
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■ 画像メニュー

画像メニューで、画像データの入出力や、画像データから刺しゅうデータの作成を行います。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

入力

ファイル
から

画像ファイルを取り込み、それを作業中のデザイン

ページに加えます。

P.79

TWAIN
機器から

TWAIN 規格対応のスキャナ等を操作し、画像を取り込
みます。

P.79

モンター

ジュから

髪型、目、鼻、口などのパーツを組み合わせて独自の

似顔絵を作成し、その画像を取り込みます。
P.80

クリップ

ボード
から

クリップボードにコピーされている画像データを取り

込みます。
P.81

出力

ファイル

へ

デザインページの画像データを、Windows ビットマッ

プ（*.bmp） または JPEG（*.jpg） ファイルで保存します。
P.101

クリップ
ボードへ

デザインページの画像データを、クリップボードにコ
ピーします。

P.101

TWAIN 機器の選択
パソコンにインストールされているTWAIN機器から使

用するデバイスを選択します。
P.79

サイズと位置の変更 取り込んだ画像データのサイズや位置を調整します。 P.82

ステッチウィザードの
起動

ステッチウィザードに沿って、原画（画像データ）か
ら刺しゅうデータを作成します。

P.83

表示設定

表示

（100%）
下絵となる画像データを表示します。（濃さ：100%） F6

P.82

75% 下絵となる画像データを薄く表示します。（濃さ：75%） F6

50% 下絵となる画像データを薄く表示します。（濃さ：50%） F6

25% 下絵となる画像データを薄く表示します。（濃さ：25%） F6

表示

しない
下絵となる画像データを非表示にします。 F6

a 注意：

使用できる画像データは、
Windows ビットマップ（*.bmp）、Exif（*.tif, 
*.jpg）、ZSoftPCX（*.pcx）、Windows メタ

ファイル（*.wmf）、Portable Network 
Graphics（*.png）、Encapsulated PostScript
（*.eps）、Kodak PhotoCD（*.pcd）、FlashPix
（*.fpx）、JPEG2000（*.j2k） のいずれかです。

複数のページがある .pcdファイルと .fpxファ

イルは、最初のページのみを開くことができ
ます。LZW で圧縮された Tiff ファイルは開く

ことができません。
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■ 文字メニュー

文字メニューで、曲線に文字を配列するなど、文字データについての操作を行います。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

文字の編集 入力済みの文字データを編集します。 Ctrl + L P.143

書式設定 文字の書式を設定します。 Ctrl + K P.133

文字の配列
図形データ（曲線、直線データなど）に沿って文字デー
タを配列します。

Ctrl + T P.135

文字配列の解除 図形データから文字データを切り離します。 Ctrl + Q P.137

文字の変形 文字データを変形します。 F2 P.137

変形の解除 変形した文字データを元の形に戻します。 F3 P.137

TrueType フォントの

設定

刺しゅうデータに変換されるTrueTypeフォントの属性

（スタイル等）を設定します。
P.137

図形データに変換
True Type フォントから変換された文字データを図形
データに変換します。

P.138
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■ 縫い方メニュー

縫い方メニューで、線や面の縫い方や縫い順を設定します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

縫い方の設定 刺しゅうデータの線と面の縫い方を設定します。 Ctrl + W P.152

縫い順 / 糸色 刺しゅうデータの縫い順と糸色を確認、変更します。 F10 P.116

ドーナツ縫いの設定

1 つの刺しゅうデータが他の刺しゅうデータを完全に

包含しているとき、同じ場所を二重に縫わないように、

一対の刺しゅうデータにドーナツ縫いの設定を行いま
す。

P.168

ドーナツ縫いの解除 ドーナツ縫いの設定を解除します。 P.169

STB 機能
ステッチデータをブロック（マニュアルパンチング

データ）に変換して、縫い方の設定や、拡大・縮小し
たときの縫製品質の維持ができるようにします。

P.116

ステッチデータに変換
図形データ、文字データ、パンチングデータをステッ

チデータに変換します。
P.114

アップリケウィザード
アップリケの縫い順に沿って各設定をしながら、アッ
プリケデータを作成します。

P.169

縫製範囲の設定 縫製範囲を設定します。 P.172

枠の最適化

デザインページに大型枠（100 × 172mm、130 ×

300mm）が選択されている場合、そのデータの縫い順
を最適化するかどうか設定します。

P.187

縫い始終点の最適化 刺しゅうデータの縫い始終点の位置を最適化します。 P.113
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■ 表示メニュー
表示メニューで、画面の表示内容を変更します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

グリッド グリッドの表示方法を設定します。 P.185

プレビュー 画面表示の通常表示 / 縫製イメージを切り替えます。 F9

P.175

リアルプレビュー

刺しゅうデータの縫製後の仕上がりイメージをリアル
に表示します。

Shift + F9

リアルプレビューの

設定
リアルプレビュー機能の設定を行います。 P.175

画面の再描画 画面を更新します。 Ctrl + R

ステッチ

シミュレーター

ミシンでどのように縫われていくか、縫製の様子を画

面上で確認できます。
P.176

リファレンス

ウィンドウ

リファレンスウィンドウの表示 / 非表示を切り替えま

す。
F11 P.178

ツールバー ツールバーの表示 / 非表示を切り替えます。

P.16

ステータスバー ステータスバーの表示 / 非表示を切り替えます。

a 注意：

モニターが 256 色以下に設定されていると、

リアルプレビューで鮮明な刺しゅうデータ
のプレビューを表示することはできません。
モニターは、16 ビット High Color（65536 色）

以上に設定してください。
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■ オプションメニュー
オプションメニューで、他アプリケーションを起動したり、デザインページのサイズや単位等の設定ができま

す。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

デザインセンターの
起動

デザインセンターを起動し、前面に表示します。 F5
P.17
P.36

ステッチクリエイター
の起動

ステッチクリエイターを起動し、前面に表示します。
P.19

P.307

デザインデータベース
の起動

デザインデータベースを起動し、前面に表示します。
P.20

P.274

フォントクリエイター
の起動

フォントクリエイターを起動し、前面に表示します。
P.18

P.238

デザインのプロパティ 作成している刺しゅうデータの情報を表示します。 P.177

デザインページの設定 デザインページのサイズ、色、背景色を変更します。 P.100

ユーザー糸リストの

編集
ユーザー糸リストの作成、編集を行います。 P.164

単位の

設定

mm 長さの単位をミリメートルに変更します。

P.185

インチ 長さの単位をインチに変更します。
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■ ヘルプメニュー

ヘルプメニューで、ヘルプシステムが起動します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

マニュアル
このアプリケーションのマニュアル（HTML 形式）を

表示します。
F1 P.1

ソフトウェアの更新を
確認

Web 上に更新されたバージョンがあるかどうかを確認
します。

P.11

刺しゅうPRO WEB
ページ

刺しゅうPRO のサポート情報のページを開きます。

P.10

オンライン登録

当社ホームページの「オンライン登録」のページを開
きます。

P.10

バージョン情報 バージョン、著作権などに関する情報を表示します。

a 注意：

この機能は、インターネットに接続できる環
境が整っていないと使用できません。

a 注意：

この機能は、インターネットブラウザが正し
くインストールされ、インターネットに接続
できる環境が整っていないと使用できませ
ん。

a 注意：

この機能は、インターネットブラウザが正し
くインストールされ、インターネットに接続
できる環境が整っていないと使用できませ
ん。
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デザインセンター

ツールボックスボタン一覧

■ 輪郭線画ステージ

輪郭線画ステージでは、ツールボックスは、原画から作成した輪郭線画を修正したり、直接、輪郭線画を描い

たりするときに使用します。

ツールボックスのボタンを選択すると、ポインタのモードと形が変わります。ステータスバーの左側に、各

ツールの説明が表示されます。

ツールボックス 用途 参照ページ

ペン、消しゴムツール
最初の 5 つのボタンは、太さの違うペンと消しゴムとして使用します。

デザインページ上で移動またはドラッグしたときのカーソルの形状：

 ペン

消しゴム（マウスの右ボタンを押しているとき）

アプリケーション起動時や輪郭線画ステージへの移行時は、2 番目のペンツールが選択さ
れています。

P.38
P.200

ズームインツール
カーソルの形状：

P.38

デザインページズーム

デザインページを画面に合わせて最大化します。
P.39

ズームアウトツール

カーソルの形状：  
P.38
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■ 輪郭データステージ

輪郭データステージでは、ツールボックスは、自動で作成された輪郭データを編集したり、新たに輪郭データ

を描画するときに使用します。

ツールボックスのボタンを選択すると、ポインタのモードと形が変わります。ステータスバーの左側に、各

ツールの説明が表示されます。

ツールボックス 用途 参照ページ

選択ツール

アプリケーション起動時やステージ 3（輪郭データステージ）への移行時は、選択ツール
が選択されています。

カーソルの形状：

P.204

ポイント編集ツール 
カーソルの形状：

P.207

直線描画ツール 
カーソルの形状：

P.209

ズームインツール 
カーソルの形状：

デザインページズーム

デザインページを画面に合わせて最大化します。

ズームアウトツール 
カーソルの形状：

選択データズーム
選択した輪郭データを画面領域いっぱいに拡大します。
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■ 縫い方設定ステージ

縫い方設定ステージでは、輪郭データステージからの輪郭データに線や面の縫い方を設定します。この作業は、

ツールボックスと縫い方バーを使います。

ツールボックスのボタンを選択すると、ポインタのモードと形が変わります。ステータスバーの左側に、各

ツールの説明が表示されます。

ツールボックス 用途 参照ページ

面の設定ツール 
アプリケーション起動時や縫い方設定ステージへの移行時は、面の設定ツールが選択さ
れています。

カーソルの形状：

P.211

輪郭線の設定ツール（全体）
カーソルの形状：

P.213

輪郭線の設定ツール（部分）
カーソルの形状：

P.213

ドーナツ縫いツール
カーソルの形状：

P.228

ズームインツール

カーソルの形状：

デザインページズーム

デザインページを画面に合わせて最大化します。

ズームアウトツール

カーソルの形状：  

スタンプ設定ツール

カーソルの形状：  
P.229

スタンプ編集ツール
カーソルの形状：  

P.230
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メニュー一覧

■ ファイルメニュー

ファイルメニューで、開く、保存などのファイルの入力 / 出力を処理します。

b メモ：

メニュー上の機能のほとんどは、ツールバーのボタン、ショートカットキーやキーの組み合わせ、または
右マウスボタンをクリックして表示されるメニューリストにより操作することができます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

新規作成（輪郭線画）
新規デザインページを作成し、輪郭線画ステージに移
動します。

Ctrl + N P.199

新規作成（輪郭データ）
新規デザインページを作成し、輪郭データステージに

移動します。
P.204

ウィザード
作成するデータの種類に応じてどのようにデータを作

成していくのか、順を追って説明します。
F3 P.196

開く

以前に保存したファイル （*.pem、*.pel）や画像ファイ
ル〔Windows ビットマップ （*.bmp）、Exif （*.tif, *.jpg）、
ZSoftPCX （*.pcx）、Windows メタファイル （*.wmf）、
Potable Network Graphics （*.png）、Encapsulated
PostScript （*.eps）、Kodak PhotoCD （*.pcd）、FlashPix
（*.fpx）、JPEG2000 （*.j2k） 〕を開きます。

Ctrl + O

TWAIN 機器の選択
パソコンにインストールされているTWAIN機器から使
用するデバイスを選択します。

P.197

TWAIN 機器から入力
TWAIN 規格対応のスキャナ等を操作し、画像を取り込

みます。

クリップボードから
原画ステージの新規デザインページを開き、クリップ
ボードにコピーされている画像データを貼り付けま

す。

クリップボードに出力
原画ステージの原画を、クリップボードにコピーしま
す。

輪郭データ取り込み
作業中のデザインページに .pem ファイルを追加しま

す。（輪郭データステージでのみ使用可能）
F8

上書き保存
作業中のデザインページをハードディスクなどに上書

き保存し、ファイルを更新します 。
Ctrl + S P.235

a 注意：

複数のページがある .pcdファイルと .fpxファ

イルは、最初のページのみを開くことができ
ます。LZW で圧縮された Tiff ファイルは開く

ことができません。
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■ 編集メニュー
編集メニューで、切り取りや貼り付けなど、選択された輪郭データや刺しゅうデータの編集操作を行います。

名前を付けて保存

作業中のパターンファイルをハードディスクなどに新

しいファイル名で保存します。保存できるファイル形
式は、原画ステージでは Windows ビットマップ

（*.bmp）、輪郭線画ステージでは .pel ファイル、輪郭

データステージ縫い方設定ステージでは.pemファイル
です。

P.236

終了 アプリケーションを終了します。 Alt + F4 P.15

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

元に戻す 直前の操作を元の状態に戻します。 Ctrl + Z P.207

やり直し 最後に行った「元に戻す」の操作を解除します。 Ctrl + A P.207

切り取り
選択されたデータを画面から削除し、クリップボード

にコピーします。
Ctrl + X P.206

コピー
選択された輪郭データを画面から削除しないで、ク
リップボードにコピーします。

Ctrl + C P.206

複製 選択された輪郭データを複製します。 Ctrl + D

貼り付け
クリップボードにコピーされている内容をデザイン

ページに貼り付けます。
Ctrl + V P.206

削除
選択された輪郭データまたはポイントをデザインペー
ジから削除します。

Delete P.206

切断
選択された輪郭データを選択されたポイントで切断し

ます。
P.208

反転

上下 選択された輪郭データを上下に反転します。 Ctrl + H

P.205

左右 選択された輪郭データを左右に反転します。 Ctrl + J

回転 選択された輪郭データを任意の角度で回転します。 Ctrl + Y P.206

数値設定

サイズ 選択された輪郭データを任意のサイズにします。 P.205

回転 選択された輪郭データを任意の角度で回転します。 P.206

すべて選択 すべての刺しゅうデータを選択します。 Ctrl + E

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ
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■ 縫い方メニュー
縫い方メニューで、線や面の縫い方や縫い順を設定します。

■ 表示メニュー

表示メニューで、画面の表示内容を変更します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

縫い方の設定 輪郭線と面の縫い方を設定します。 Ctrl + W P.217

縫い順
作成した刺しゅうデータの各糸色の縫い順の確認、変
更をしたり、さらに各糸色を構成する各部分の縫い順

の確認、変更をします。

F10 P.231

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

グリッド
グリッドの表示 / 非表示を切り替えたり、グリッド線の

表示のしかたを設定します。
P.237

下絵の位置とサイズの
変更

下絵となる画像のサイズや位置を調整します。 P.202

下絵の

表示

表示 下絵となる画像を表示します。 F6

P.202薄く表示 下絵となる画像を薄く表示します。 F6

表示

しない
下絵となる画像を非表示にします。 F6

プレビュー 画面表示の通常表示 / 縫製イメージを切り替えます。 F9

P.233

リアルプレビュー

刺しゅうデータの縫製後の仕上がりイメージをリアル

に表示します。

Shift + F9

リアルプレビューの

設定
リアルプレビュー機能の設定を行います。 P.233

画面の再描画 画面を更新します。 Ctrl + R

ステッチ
シミュレーター

ミシンでどのように縫われていくか、縫製の様子を画
面上で確認できます。

P.232

リファレンス
ウィンドウ

リファレンスウィンドウの表示 / 非表示を切り替えま
す。

F11 P.209

a 注意：

モニターが 256 色以下に設定されていると、

リアルプレビューで鮮明な刺しゅうデータ
のプレビューを表示することはできません。
モニターは、16 ビット High Color（65536 色）

以上に設定してください。
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■ オプションメニュー

オプションメニューで、他アプリケーションを起動したり、デザインページのサイズや単位等の設定ができま

す。

■ ステージメニュー

ステージメニューで、あるステージから次または前のステージに移動できます。

ツールバー ツールバーの表示 / 非表示を切り替えます。

P.17

ステータスバー ステータスバーの表示 / 非表示を切り替えます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

レイアウトセンターの

起動
レイアウトセンターを起動し、前面に表示します。 F5 P.95

ステッチクリエイター

の起動
ステッチクリエイターを起動し、前面に表示します。 P.257

デザインページの設定 デザインページのサイズ、色、背景色を変更します。 P.203

単位の

設定

mm 長さの単位をミリメートルに変更します。

P.237

インチ 長さの単位をインチに変更します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

原画ステージ

原画ステージへ移動します。

輪郭線画ステージ

輪郭線画ステージへ移動します。

P.198

輪郭データステージ 輪郭データステージへ移動します。 P.201

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

a 注意：

この機能は、画像データが原画ステージにあ
る場合にのみ使用できます。たとえば、原画
が開かれていたり、原画がクリップボードか
ら貼り付けられた場合などです。輪郭線画ス
テージから新規輪郭データファイルで作業
を開始した場合は、この機能は無効になりま
す。

a 注意：

輪郭データステージから新規輪郭データ
ファイルで作業を開始した場合は、この機能
は無効になります。
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■ ヘルプメニュー

ヘルプメニューで、ヘルプシステムが起動します。

縫い方設定ステージ 縫い方設定ステージへ移動します。 P.211

レイアウトセンターへ

送る
刺しゅうデータをレイアウトセンターに送ります。 P.236

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

マニュアル
このアプリケーションのマニュアル（HTML 形式）を

表示します。
F1 P.1

刺しゅうPRO WEB
ページ

刺しゅうPRO のサポート情報のページを開きます。

P.10

バージョン情報 バージョン、著作権などに関する情報を表示します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

a 注意：

この機能は、インターネットブラウザが正し
くインストールされ、インターネットに接続
できる環境が整っていないと使用できませ
ん。
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メニュー / ツール

フォントクリエイター

ツールボックスボタン一覧

メニュー一覧

■ ファイルメニュー

ファイルメニューで、開く、保存などのファイルの入力／出力を処理します。

ツールボックス 用途 参照ページ

選択ツール
アプリケーションを起動すると、選択ツールが選択されています。

カーソルの形状：
P.245

ポイント編集ツール
カーソルの形状：

P.249

ズームツール
カーソルの形状： または

P.253

マニュアルパンチングツール

カーソルの形状： 、 、 、 、または
P.243

b メモ：

メニュー上の機能のほとんどは、ツールバーのボタン、ショートカットキーやキーの組み合わせ、または
右マウスボタンをクリックして表示されるメニューリストにより操作することができます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

新規作成 新規のフォントファイルを作成します。 Ctrl + N P.238

開く 以前に保存したフォントファイルを開きます。 Ctrl + O P.238
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■ 編集メニュー

編集メニューで、切り取りや貼り付けなど、選択されたデータに編集操作を行います。

下絵を開く

データ作成用の下絵として使用可能な画像データを、

デザインページ上に開きます。

P.239

上書き保存
作業中のフォントデータをハードディスクなどに上書
き保存し、ファイルを更新します。

Ctrl + S P.254

名前を付けて保存
作業中のフォントデータをハードディスクなどに新し

いファイル名で保存します。
P.254

終了 アプリケーションを終了します。 Alt + F4 P.15

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

元に戻す 直前の操作を元の状態に戻します。 Ctrl + Z

やり直し 最後に行った「元に戻す」の操作を解除します。 Ctrl + A

切り取り
選択されたフォントデータを画面から削除し、クリッ

プボードにコピーします。
Ctrl + X P.246

コピー
選択されたフォントデータを画面から削除しないで、

クリップボードにコピーします。
Ctrl + C P.246

複製 選択されたフォントデータを複製します。 Ctrl + D P.247

貼り付け
クリップボードにコピーされている内容をデザイン
ページに貼り付けます。

Ctrl + V P.247

削除
選択されたフォントデータまたはポイントをデザイン

ページから削除します。
Delete P.246

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

a 注意：

使用できる画像データは、
Windows ビットマップ（*.bmp）、Exif（*.tif, 
*.jpg）、ZSoftPCX（*.pcx）、Windows メタ

ファイル（*.wmf）、Portable Network 
Graphics（*.png）、Encapsulated PostScript
（*.eps）、Kodak PhotoCD（*.pcd）、FlashPix
（*.fpx）、JPEG2000（*.j2k） のいずれかです。

複数のページがある .pcd ファイルと .fpx
ファイルは、最初のページのみを開くこと
ができます。LZW で圧縮された Tiff ファイ

ルは開くことができません。
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ポイント

直線化 ポイントの両サイドにある曲線を直線にします。

P.250

曲線化 ポイントの両サイドにある直線を曲線にします。

スムーズ

化

選択されたポイントの２本の曲線ハンドルをスムーズ

な位置にします。

対称化
選択されたポイントの２本の曲線ハンドルを対称な位
置にします。

尖化
選択されたポイントの２本の曲線ハンドルをそれぞれ

個別に操作できるようにします。

削除 選択されたポイントを削除します。 P.250

反転

上下 選択されたフォントデータを上下に反転します。 Ctrl + H P.247

左右 選択されたフォントデータを左右に反転します。 Ctrl + J P.247

回転
選択されたフォントデータを任意の角度で回転しま

す。
Ctrl + Y P.248

整列

左揃え
選択された複数のフォントデータを左寄せで揃えま

す。

P.245

左右中央
揃え

選択された複数のフォントデータを左右中央位置で揃
えます。

右揃え
選択された複数のフォントデータを右寄せで揃えま

す。

上揃え 選択された複数のフォントデータを上端で揃えます。

上下中央

揃え

選択された複数のフォントデータを上下中央位置で揃

えます。

下揃え 選択された複数のフォントデータを下端で揃えます。

すべて選択 すべてのフォントデータを選択します。 Ctrl + E P.245

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ
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■ 縫い方メニュー

縫い方メニューで、線や面の縫い方や縫い順を設定します。

■ 表示メニュー

表示メニューで、画面の表示内容を変更します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

縫い順 フォントデータの縫い順を確認、変更します。 F10 P.251

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

グリッド
グリッドの表示 / 非表示を切り替えたり、グリッド線の
表示のしかたを設定します。

P.256

塗りつぶし表示モード
塗りつぶし表示モードと線表示モードとを切り替えま

す。
F9 P.255

プレビューウィンドウ プレビューウィンドウの表示 / 非表示を切り替えます。 F11 P.252

一覧
作業中のフォントファイルに含まれている文字を一覧
で確認できます。

P.252

下絵のサイズと位置の

変更
取り込んだ下絵のサイズや位置を調整します。 P.255

下絵の
表示設定

表示
（100%）

下絵となる画像データを表示します。（濃さ：100%） F6

P.255

75% 下絵となる画像データを薄く表示します。

（濃さ：75%）
F6

50% 下絵となる画像データを薄く表示します。
（濃さ：50%）

F6

25% 下絵となる画像データを薄く表示します。

（濃さ：25%）
F6

表示
しない

下絵となる画像データを非表示にします。 F6

ツールバー ツールバーの表示 / 非表示を切り替えます。 P.18

ステータスバー ステータスバーの表示 / 非表示を切り替えます。 P.18
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メニュー / ツール

■ ヘルプメニュー

ヘルプメニューで、ヘルプシステムが起動します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

マニュアル
このアプリケーションのマニュアル（HTML 形式）を

表示します。
F1

刺しゅうPRO WEB
ページ

刺しゅうPRO のサポート情報のページを開きます。

P.10

バージョン情報 バージョン、著作権などに関する情報を表示します。

a 注意：

この機能は、インターネットブラウザが正し
くインストールされ、インターネットに接続
できる環境が整っていないと使用できませ
ん。
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メニュー / ツール

ステッチクリエイター

ツールボックスボタン一覧

メニュー一覧

■ ファイルメニュー

ファイル メニューで、開く、保存などのファイルの入力／出力を処理します。

ツールボックス 用途 参照ページ

選択ツール

カーソルの形状：

P.263
P.270

ポイント編集ツール 
カーソルの形状：

P.266
P.269

直線描画ツール 
アプリケーションを起動すると、描画モードが選択されています。
カーソルの形状：

P.262

面設定（クリア）ツール

カーソルの形状：  

P.268面設定（凹）ツール

カーソルの形状：  

面設定（凸）ツール

カーソルの形状：  

b メモ：

メニュー上の機能のほとんどは、ツールバーのボタン、ショートカットキーやキーの組み合わせ、または
右マウスボタンをクリックして表示されるメニューリストにより操作することができます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

新規作成 新規のパターンファイルを作成します。 Ctrl + N P.259

開く 以前に保存したパターンファイルを開きます。 Ctrl + O P.257
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■ モードメニュー

ステッチクリエイターを使用して、プログラムタタミ、モチーフ、スタンプ用のパターンを作成できます。方

法とデザインページはそれぞれ異なります。作成するパターンに応じたモードをモードメニューで選択してく

ださい。

下絵を開く

データ作成用の下絵として使用可能な画像データを、

デザインページ上に開きます。

P.258

上書き保存
作業中のパターンファイルをハードディスクなどに上

書き保存し、ファイルを更新します。
Ctrl + S P.272

名前を付けて保存
作業中のパターンファイルをハードディスクなどに新
しいファイル名で保存します。

P.272

終了 アプリケーションを終了します。 Alt + F4

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

プログラムタタミ /
スタンプ

プログラムタタミ、スタンプ用のパターン作成モード

にします。
P.259

モチーフ モチーフ用のパターン作成モードにします。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

a 注意：

使用できる画像データは、
Windows ビットマップ（*.bmp）、Exif（*.tif, 
*.jpg）、ZSoftPCX（*.pcx）、Windows メタ

ファイル（*.wmf）、Portable Network 
Graphics（*.png）、Encapsulated PostScript
（*.eps）、Kodak PhotoCD（*.pcd）、FlashPix
（*.fpx）、JPEG2000（*.j2k） のいずれかです。

複数のページがある .pcd ファイルと .fpx
ファイルは、最初のページのみを開くこと
ができます。LZW で圧縮された Tiff ファイ

ルは開くことができません。
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■ 編集メニュー

編集メニューで、切り取りや貼り付けなど、選択されたパターンに編集操作を行います。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

元に戻す 直前の操作を元の状態に戻します。 Ctrl + Z

やり直し 最後に行った「元に戻す」の操作を解除します。 Ctrl + A

切り取り
選択されたパターンを画面から削除し、クリップボー

ドにコピーします。
Ctrl + X P.264

コピー
選択されたパターンを画面から削除しないで、クリッ

プボードにコピーします。
Ctrl + C P.264

複製 選択されたパターンを複製します。 Ctrl + D P.264

貼り付け
クリップボードにコピーされているパターンをデザイ
ンページに貼り付けます。

Ctrl + V P.264

削除
選択されたパターンまたはポイントをデザインページ

から削除します。
Delete P.264

反転

上下 選択されたパターンを上下に反転します。 Ctrl + H P.265

左右 選択されたパターンを左右に反転します。 Ctrl + J P.264

回転 選択されたパターンを任意の角度で回転します。 Ctrl + Y P.265

すべて選択 すべてのパターンを選択します。 Ctrl + E P.263
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■ 表示メニュー

表示メニューで、画面の表示内容を変更します。

■ ヘルプメニュー

ヘルプメニューで、ヘルプシステムが起動します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

グリッド

広い グリッド間隔をデザインページの 1/8 に変更します。

P.273

普通 グリッド間隔をデザインページの 1/16 に変更します。

狭い グリッド間隔をデザインページの 1/32 に変更します。

表示
しない

グリッドを非表示にします。

下絵

表示

（100%）
下絵となる画像データを表示します。（濃さ：100%） F6

P.273

75% 下絵となる画像データを薄く表示します。（濃さ：75%） F6

50% 下絵となる画像データを薄く表示します。（濃さ：50%） F6

25% 下絵となる画像データを薄く表示します。（濃さ：25%） F6

表示

しない
下絵となる画像データを非表示にします。 F6

プレビュー プレビューウィンドウの表示 / 非表示を切り替えます。 P.261

ツールバー ツールバーの表示 / 非表示を切り替えます。

P.19

ステータスバー ステータスバーの表示 / 非表示を切り替えます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

マニュアル
このアプリケーションのマニュアル（HTML 形式）を
表示します。

F1 P.1

刺しゅうPRO WEB
ページ

刺しゅうPRO のサポート情報のページを開きます。

P.10

バージョン情報 バージョン、著作権などに関する情報を表示します。

a 注意：

この機能は、インターネットブラウザが正し
くインストールされ、インターネットに接続
できる環境が整っていないと使用できませ
ん。
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メニュー / ツール

デザインデータベース

メニュー一覧

■ ファイルメニュー

ファイルメニューで、開く、取り込む、変換するなどのファイル処理と一覧作成を行います。

b メモ：

メニュー上の機能のほとんどは、ツールバーのボタン、ショートカットキーやキーの組み合わせ、または
右マウスボタンをクリックして表示されるメニューリストにより操作することができます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

レイアウトセンターで
開く

レイアウトセンターで刺しゅうファイルを開きます。

P.277

レイアウトセンターで

取り込む

レイアウトセンターに刺しゅうデータを取り込みま
す。

P.277

フォルダ作成 選択されたフォルダに新規フォルダを作成します。 P.274

フォーマット変換
刺しゅうファイルを、別のファイル形式に変換して出

力します。
P.282

削除 選択された刺しゅうファイルを削除します。 Delete P.275

検索 刺しゅうファイルを検索します。 Ctrl + F P.280

印刷の設定 刺しゅうファイルの一覧の印刷設定を変更します。 P.287

印刷プレビュー
刺しゅうファイルの一覧の印刷前に、印刷イメージを

確認できます。

印刷 刺しゅうファイルの一覧を印刷します。 Ctrl + P P.287

HTML 出力
刺しゅうファイルの一覧を HTML ファイルとして出力

します。
P.287

a 注意：

開くことができるファイル形式は.pesファイルの

みです。

a 注意：

取り込むことができるファイル形式は、.pes、タ

ジマ (.dst)、メルコ (.exp)、パフ (.pcs)、ハスク

バーナ (.hus, .vip, .shv)、ジャノメ (.jef, .sew)、シ

ンガー (.csd, .xxx)、ブラザー刺しゅうミシンで作

成されたファイル（.phc）のいずれかです。
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■ 編集メニュー

■ 表示メニュー

CSV 出力
刺しゅうファイルの縫い方情報の一覧をCSVファイル

として出力します。
P.288

終了 アプリケーションを終了します。 Alt + F4 P.15

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

切り取り
選択された刺しゅうファイルをフォルダから削除し、

クリップボードにコピーします。
Ctrl + X

P.275コピー
選択された刺しゅうファイルをフォルダから削除しな

いで、クリップボードにコピーします。
Ctrl + C

貼り付け
クリップボードにコピーされている刺しゅうファイル
を、選択されたフォルダに貼り付けます。

Ctrl + V

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

サムネイル大
コンテンツビューの刺しゅうファイルを、大きいサム

ネイルで一覧表示します。

P.276サムネイル小
コンテンツビューの刺しゅうファイルを、小さいサム

ネイルで一覧表示します。

詳細
コンテンツビューの刺しゅうファイルを、縫い方情報
別に一覧表示します。

プレビュー
選択された刺しゅうファイルの縫製イメージを表示し

ます。
P.278

ファイルプロパティ
選択された刺しゅうファイルの縫い方情報を表示しま

す。
P.278

最新の情報に更新
コンテンツビューの刺しゅうファイルの表示を更新し
ます。

Ctrl + R

ツールバー ツールバーの表示 / 非表示を切り替えます。

P.20

ステータスバー ステータスバーの表示 / 非表示を切り替えます。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ



354

メニュー / ツール

■ オプションメニュー
オプションメニューで単位を変更します。

■ ヘルプメニュー

ヘルプメニューで、ヘルプシステムが起動します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

単位の
設定

mm 長さの単位をミリメートルに変更します。

P.185

インチ 長さの単位をインチに変更します。

メニュー ツールバー 用途 ショートカットキー 参照ページ

マニュアル
このアプリケーションのマニュアル（HTML 形式）を
表示します。

F1 P.1

刺しゅうPRO WEB
ページ

刺しゅうPRO のサポート情報のページを開きます。

P.10

バージョン情報 バージョン、著作権などに関する情報を表示します。

a 注意：

この機能は、インターネットブラウザが正し
くインストールされ、インターネットに接続
できる環境が整っていないと使用できませ
ん。
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困ったときは

問題が発生したときは、お問い合わせの前に、ブラザーソリューションセンターの FAQ（よくある質問）ペー

ジをご覧ください。

ブラザーソリューションセンター：刺しゅうPRO Ver.7 ホームページ

http://solutions.brother.co.jp/public/model_top/digitizing_software/hf_pro7jp.html

http://solutions.brother.co.jp/public/model_top/digitizing_software/hf_pro7jp.html
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数字
3 重縫い

縫い方の設定 .....................................................154

C
CSV ファイル出力 ....................................................288

E
E/V ステッチ .............................................................317

縫い方の設定 .....................................................156
E ステッチ .................................................................156

H
HTML ファイル出力 ..................................................287

S
STB 機能 ...................................................................116

T
TrueType フォントの設定 .........................................137
TrueType 文字属性 ....................................................137
TWAIN 機器から .........................................................80
TWAIN 機器から入力 ................................................197
TWAIN 機器の選択 ..............................................80, 197

V
V ステッチ .................................................................156

あ
明るさ / コントラスト .....................................87, 91, 93
アップリケ ........................................................151, 169
アップリケウィザード ..............................................169
アップリケの位置 .....................................................151
アップリケピース .....................................................151
アレンジ 1 .................................................155, 161, 224
アレンジ 2 .................................................155, 161, 224

い
一覧

CSV ファイル ...................................................288
HTML ファイル .................................................287
印刷する ............................................................287

糸色
新しい糸色を登録する ......................................166
アップリケ ........................................................151
アップリケの位置 .............................................151
アップリケピース .............................................151
空白（未定義） ...................................................151
順序 ...................................................................167
ステッチデータ .................................................116
編集する ............................................................166
ユーザー糸リスト .............................................164

糸色をリストから削除する .......................166

糸色をリストに追加する ..........................165
リストを削除する .....................................165
リストを作成する .....................................164
リストを編集する .....................................165

糸色設定 .................................................... 87, 90, 91, 93
糸色ボタン ........................................................150, 216
移動する

画像 ................................... 22, 26, 31, 82, 203, 290
刺しゅうデータを中央へ移動する ....................103
始点 / 終点 .........................................................111
中心点 ...............................................................112
針落ち点 ............................................................115

糸セット ......................................................................91
糸密度 ........... 87, 89, 154, 156, 157, 159, 162, 219, 220, 

221, 222, 225
糸リスト ..........................................................87, 91, 94
色の変更 ..........................................................90, 91, 93
印刷する

一覧 ...................................................................287
印刷の設定 ................................................287

印刷の設定 ........................................................183
大型枠用の刺しゅうデータ ...............................190
刺しゅうデータ .................................................184
プレビュー ........................................................184

う
浮き上がり効果 .........................................................309
渦巻き縫い ................................................................318

縫い方の設定 .............................................162, 225

え
円弧の種類 ................................................................121

お
大型枠 .......................................................................186

刺しゅうデータ .................................................187
印刷する ....................................................190
保存する ....................................................189

デザインページサイズ ......................................186
データ情報 ........................................................188
枠を変更する .....................................................187

オートパンチ機能 .......................................................84
オプション

ステッチクリエイターの起動 ...................341, 333
単位の設定 ................................................185, 237

mm ............................................333, 341, 354
インチ .......................................333, 341, 354

デザインセンターの起動 ...................................333
デザインのプロパティ ......................177, 188, 333
デザインページの設定 ...... 100, 186, 203, 333, 341
ユーザー糸リストの編集 ...........................164, 333
レイアウトセンターの起動 ...............................341

オプションメニュー
デザインセンター .............................................341
デザインデータベース ......................................354
レイアウトセンター ..........................................333

オフセット ........................................................160, 223
オフセット方向 .................................................160, 223
オフセット量 .....................................................161, 224
折り返し ............................................ 158, 160, 221, 223
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オリジナルカードに書き込む .....24, 28, 34, 45, 62, 294, 
315

か
解除

ドーナツ縫い .....................................................169
文字の変形 ........................................................137
文字配列 ............................................................137

回転 ...........................................................................133
パターン ............................................................265

描く
楕円 ...............................................................50, 54
直線 .....................................................................57
閉じた線 ..............................................................57
似顔絵 .................................................................80
パターン ............................................................262
輪郭線 ...............................................................200

拡大・縮小
画像 ................................... 22, 26, 31, 82, 203, 290
刺しゅうデータ ...................................................51

拡大表示 ......................................................................38
角度 ........................................... 220, 221, 222, 223, 224
確認する

ステッチ ....................................................176, 232
縫い順 ...............................................................173
面の縫い方の設定 .............................................212
輪郭線の縫い方 .................................................214

画像
TWAIN 機器の選択 ......................................80, 329
移動する ......................................................82, 203
拡大・縮小 ..................................................82, 203
サイズと位置の変更 ...22, 26, 31, 82, 202, 290, 329
刺しゅうデータに変換 .............. 21, 30, 31, 83, 290
出力

クリップボードへ .............................101, 329
ファイルへ ........................................101, 329

出力する ............................................................101
ステッチウィザードの起動 ........... 290, 31, 83, 329
入力

TWAIN 機器から .................................80, 329
クリップボードから ............................81, 329
ファイルから ......................................79, 329
モンタージュから ...............................80, 329

表示設定 ......................................................82, 202
保存する ............................................................101

画像の調整 ..................................................................86
原画の調整 ..................................................................85
画像メニュー .............................................................329
角の丸みセレクタ .....................................................122
簡易モード ........................................................152, 217

き
幾何学的属性 .............................................................148

円 .......................................................................121
円弧 ...................................................................121
円弧と弦 ............................................................121
四角形 ...............................................................122
楕円 ...................................................................119
閉じた線 ............................................................124
開いた線 ............................................................124

基準線からのオフセット ...........................................133
起動

ステッチクリエイター ........................................14
デザインセンター ...............................................13
デザインデータベース ................................15, 274
フォントクリエイター ........................................14

レイアウトセンター ... 13, 21, 25, 30, 36, 49, 64, 69, 
75, 289, 296, 305, 307, 313

機能 ...............................................................................4
行間 ...........................................................................133
切り取る

パターン ............................................................264

く
空白（未定義） ...........................................................151
組み合わせる

データの色 ........................................................174
グラデーション ...156, 157, 159, 164, 220, 221, 222, 226
グリッド ....................................................185, 237, 273
クロスステッチ .........................................................318

縫い方の設定 .............................................162, 225
クロスステッチ機能 ....................................................93
クロスステッチのサイズ .............................................93
クロスステッチの縫い方 .............................................93

け
消しゴムツール .........................................................200
原画ステージ .............................................................195
原画の種類 ............................................................87, 89
検索 .....................................................................67, 280

こ
候補から選択 ...............................................................87
コピーする

画像 ...................................................................101
パターン ............................................................264

さ
サイズ ...............................................................162, 225
最大糸色数 ............................................................87, 94
最大化ボタン ...............................................13, 238, 274
最適化

始点 / 終点 .................................................111, 113
枠を変更する .....................................................187

削除する
糸色 ...................................................................166
糸リスト ............................................................165
パターン ............................................................264
針落ち点 ............................................................115

作成
新しい糸リスト .................................................164
一覧

CSV ファイル ...........................................288
HTML ファイル .........................................287

新規フォルダ .....................................................274
サテン縫い ................................................................317

縫い方の設定 ............................. 154, 156, 219, 220
サテン幅 ............................................................154, 219

し
刺しゅう位置の印を付ける .......................................191
刺しゅう属性 .............................................................148
刺しゅうデータ

一覧を出力する
CSV ファイル ...........................................288
HTML ファイル .........................................287

印刷する ............................................................184
一覧 ...........................................................287



358

索引

大型枠 .......................................................187, 188
書き出す ............................................................180
画像から .......................................... 21, 30, 31, 290
グループ化 ........................................................106
グループ化する .................................................106
形式を変換する .................................................282
原画から ..............................................................83
検索 .............................................................67, 280
コメントを書く .................................................182
情報 ...........................................................177, 278
整理する ............................................................274
中央へ移動する .................................................103
データを書き出す .............................................180
取り込む ............................................................277
配列 ...................................................................103
表示する ............................................................276
開く .............................................................66, 277
プレビューする .................................175, 233, 278
保存 ...................................................................236
保存する ............................................................180

下打ち ............................... 156, 157, 159, 220, 221, 222
始点 / 終点

移動する ............................................................111
最適化 .......................................................111, 113
選択する ............................................................115

自動選択 ......................................................................87
出力

一覧
CSV ファイル ...........................................288
HTML ファイル .........................................287

手動選択 ......................................................................87
詳細モード ........................................................152, 217
使用する色 ..................................................................91
書体セレクタ .............................................................129

す
スタンプ ............................................................229, 268

編集 ...................................................................230
スタンプ属性 .............................................................145
スティップリング

縫い方の設定 .............................................162, 225
ステージ

原画ステージ .....................................................341
縫い方設定ステージ ..........................................342
輪郭線画ステージ .....................................198, 341
輪郭データステージ ..................................201, 341

ステージメニュー .....................................................341
ステッチシミュレーター ...................................176, 232
ステッチ

間隔 ...................................................................156
ストローク幅 .....................................................156
走りピッチ ........................................................156

ステッチクリエイター ................................................14
ステッチデータ

高さ ...................................................155, 160, 161
幅 .......................................................155, 160, 161
プログラムタタミ縫い ......................................160
ブロックへ ........................................................116
ぼかし縫い ........................................................163
モチーフ縫い .....................................................155

ストローク回数 .........................................................156
ストロークの向き .....................................................156

せ
接着芯 .......................................................................191
選択する

刺しゅうデータ

縫い順 .......................................................102
始点 / 終点 .........................................................115
すべての刺しゅうデータ ...................................102
すべてのパターン .............................................263
パターン ............................................................173
縫製範囲 ............................................................172

線縫い
縫い方の設定 .....................................................213

線の色ボタン .....................................................149, 216
線の設定ボタン .........................................................149
線の縫い方 ........................................................154, 219
線の縫い方セレクタ ..........................................149, 216

そ
挿入

針落ち点 ............................................................115
揃え方 .......................................................................133

た
タタミ縫い ................................................................317

縫い方の設定 .............................................157, 221
縦位置 .......................................................................136
単位 ...................................................................185, 237

ち
縮み補正 ............................ 157, 158, 159, 220, 221, 222
中央へ移動 ................................................................103
中心点 .......................................................................112

つ
ツールボックスボタン

ステッチクリエイター ......................................348
縫い方設定ステージ ..........................................337
フォントクリエイター ......................................343
輪郭線画ステージ .............................................335
輪郭データステージ ..........................................336
レイアウトセンター ..........................................325

て
デザインセンター ...............................................13, 195
デザインページサイズ ......................................100, 203

大型枠 ...............................................................186
デザインページの色も縫う .........................................87
データ情報 ........................................................177, 278

大型枠 ...............................................................188
コメントを書く .................................................182

テンプレート .............................................................191

と
同心円縫い ................................................................318

中心点 ...............................................................112
縫い方の設定 .............................................162, 225

特別色 .......................................................................151
閉じた線 ......................................................................57
ドーナツ縫い .....................................................169, 228

配列 ...................................................................104
取り込む

.pem ファイル ...................................................196
TWAIN 画像 ................................................80, 197
画像 .....................................................................79
クリップボードの画像 ................................81, 197
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原画 ...................................................................196
刺しゅうカードから ....................................98, 286
刺しゅうデータ ...........................................97, 277
下絵 ...................................................................258
デザインセンターから ........................................99

な
内部走り経路 ..................... 157, 158, 159, 220, 221, 222

に
似顔絵 .........................................................................80

ぬ
縫い角度 .................43, 56, 157, 158, 159, 160, 161, 224

スタンプ ............................................................163
プログラムタタミ縫い ..............................163, 226

縫い方 ....................................... 87, 89, 91, 93, 162, 225
STB 機能 ...................................................116, 331
アップリケウィザード ..............................169, 331
ステッチデータに変換 ..............................114, 331
ドーナツ縫いの解除 ..................................169, 331
ドーナツ縫いの設定 ..................................169, 331
縫い方の設定 .............................................331, 340
縫い始終点の最適化 ..........................111, 113, 331
縫い順 .......................................................231, 340
縫い順 / 糸色 .....................................116, 173, 331
縫製範囲の設定 .........................................172, 331
枠の最適化 ................................................187, 331

縫い方設定ステージ ..................................................195
ツールボックスボタン ......................................337

縫い方の種類セレクタ ......................................151, 217
縫い方の設定 .............................................152, 167, 217

3 重縫い ............................................................154
E/V ステッチ .....................................................156
渦巻き縫い ................................................162, 225
クロスステッチ .........................................162, 225
サテン縫い ................................ 154, 156, 219, 220
詳細設定 ............................................152, 167, 217
スティップリング .....................................162, 225
線縫い ...............................................................213
タタミ縫い ................................................157, 221
同心円縫い ................................................162, 225
パイピング縫い .................................................162
走り縫い ....................................................154, 219
プログラムタタミ縫い ..............................159, 222
放射縫い ....................................................162, 225
面縫い ...............................................................211
モチーフ縫い .....................................155, 161, 224

縫い方バー ................................................................215
縫い方メニュー

デザインセンター .............................................340
フォントクリエイター ......................................346
レイアウトセンター ..........................................331

縫い間隔 ................................................................91, 93
縫い沈め効果 .............................................................309
縫い順 ...............................................................173, 231

編集する ............................................................174
縫いピッチ ........................................ 158, 160, 221, 223
縫い方向 ............................................ 220, 221, 222, 223
縫い密度 ................................................................91, 93

は
パイピング縫い .........................................................318

縫い方の設定 .....................................................162

配列
刺しゅうデータ .................................................103
ドーナツ縫い .....................................................104
文字データ ........................................................103

走り回数 ............................................................154, 219
走り縫い ....................................................................317

縫い方の設定 .............................................154, 219
走りピッチ .... 87, 89, 154, 155, 156, 161, 162, 219, 224, 

225
パターン

糸色 ...................................................................174
色を組み合わせる .............................................174
回転 ...................................................................265
描く ...................................................................262
切り取る ............................................................264
コピーする ........................................................264
削除する ............................................................264
作成 ...................................................................269
選択する ............................................................173
高さ ...........................................................223, 224
幅 ...............................................................223, 224
貼り付ける ........................................................264
反転する ....................................................264, 271
複製する ............................................................264
プレビューする .................................................261
プログラムタタミ縫い ................................56, 223
編集する ....................................................263, 270
保存する ............................................................272
モチーフ縫い .............................................161, 224

パターンを貼り付ける ..............................................264
パターンを複製する ..................................................264
ハーフステッチ ...154, 157, 158, 159, 219, 220, 221, 222
針落ち点

移動する ............................................................115
削除する ............................................................115
挿入 ...................................................................115

反対側 .......................................................................136
反転する

パターン ....................................................264, 271

ひ
表示

画面の再描画 .............................................332, 340
グリッド ............................ 185, 332, 340, 346, 351
グリッドの設定 .........................................237, 273
最新の情報に更新 .............................................353
サムネイル小 .............................................276, 353
サムネイル大 .............................................276, 353
下絵 ...................................................................273
詳細 ...........................................................276, 353
ステータスバー ................. 332, 341, 346, 351, 353
ステッチシミュレーター ........... 176, 232, 332, 340
ツールバー ........................ 332, 341, 346, 351, 353
ファイルプロパティ ..................................278, 353
プレビュー .........175, 233, 261, 278, 332, 340, 351, 

353
リアルプレビュー ...23, 27, 33, 175, 233, 293, 332, 

340
リアルプレビューの設定 ........... 175, 233, 332, 340
リファレンスウィンドウ ...........................332, 340

表示する
画像 .............................................................82, 202
刺しゅうデータ .................................................276
下絵 ...................................................................273

表示メニュー
ステッチクリエイター ......................................351
デザインセンター .............................................340
デザインデータベース ......................................353
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フォントクリエイター ......................................346
レイアウトセンター ..........................................332

開く
.pem ファイル ...................................................196
.pes ファイル ......................................................95
TWAIN 画像 ................................................80, 197
新しいデザインページ ........................................95
新しいパターン .................................................259
新しい輪郭線画 .................................................199
新しい輪郭データ画像 ......................................204
画像 .....................................................................79
クリップボードの画像 ................................81, 197
原画 ...................................................................196
刺しゅうデータ .....................................66, 97, 277
下絵 ...................................................................258
新規作成（輪郭線画） ........................................196
新規作成（輪郭データ） ....................................196
パターン ............................................................257
レイアウトセンターファイル .............................95

ふ
ファイル

CSV 出力 ...........................................................353
CSV ファイル出力 ............................................288
HTML 出力 ........................................................352
HTML ファイル出力 ..........................................287
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